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ミュ シャ 没後 50 年 に よせ て 
イー ジー・ コ タリ ー ク 


1989 年 7 月 14 日 は アル フォ ンス * ミ ュ シ ャ の 死去 か ら 50 年 目 の 記 念 
日 で ある . 翌 年 1990 年 7 月 24 日 は 彼 の 誕生 か ら 130 年 目 の 記念 日 で 
ある . ミ ュ シャ は 80 歳 前 で 死去 し た が , 自 己 の 人 生 の 三 分 の 二 を 芸術 
の た め に ささ げた . 

彼 の 年 譜 に は 大 き な 幅 が ある . 彼 の 長い 制作 活動 は 19 世 紀 と 20 世 
紀 の 変わ り 目 に 頂点 に 達し た が , そ れ は 現代 美術 の 発展 の 中 で も 大 変 
重要 で , 過去 と 未来 の 激しい 闘い が 行わ れ た 劇 的 な 時 期 に 相当 す 











準 の 急激 な 変化 に よっ て , ド ラマ チッ ク な 印象 すら 与え る . 


1884 年 か ら 94 年 まで ャ の 最初 の 10 年 間 の 制作 は , か な り 地 
味 で あま り 深い 意味 は い , モラ ヴィ ア に ある どこ か の 小さ な 街 に 
生ま れ た 無名 の 青年 が , 一生 懸命 絵画 の 制作 に 携 わ ろ うと し た だ け の 
話 で ある . ほ か に 方 法 が な か っ た の で , 一 時 期 は 職人 技術 (ウィ ー ン で 
舞台 装置 を 作る 工房 ) を 絵画 へ の 窓口 に し よう と し た . だ か ら そ の 頃 の 
作品 は , し ば し ば アカ デミ ッ ク な 優美 さ を も つ , いさ さか 時 代 遅 れ の 歴史 
画 し か な い ( こ れ は ウィ ー ン 滞在 中 の 習慣 で ある ) 。 同 時 に ミュ シャ は , 過 
去 の 出来 事 を 物語 る 挿絵 に 自己 を 集中 させ て いっ た . 

次 の 1894 年 か ら 1904 年 まで の 10 年 間 に , ミ ュ シャ は 初め て , 人 間 的 に 
も 芸術 的 に も 刺激 的 な パリ の 生活 環境 に 置か れ た . 画 家 は あたかも 一 
晩 で 自己 の 制作 力 を 発見 し た か の よう で あっ た . 有 名 な 女優 サラ ・ ペ 
ルナ ー ル が 演ずる ルネ サン ス 劇 場 の た め に 1894-5 年 に 作ら れ た 縦長 
の 長方形 の ポス ター は , こ の 目覚 め を 物語 っ て いる . アル フォ ンス ・ ミ ュ 
シャ は 突然 大 衆 の 人 気 を 集め , 文 化 的 価値 を も つ ポ スタ ー や 商業 的 な 
ポス ター の 制作 へ と 向かっ て ゆく . 他方, 彼 の 制作 の 中 に は 一 連 の 装飾 
パネ ル が あり , と り わ け 四 季 。 花 , 宝石 , 星 , フ ラン ス の 地方 等 を 象徴 す 
る 女性 た ち が 描か れ た . ほ か に も ミュ シャ は 本 の 挿絵 を 描き , ま た 装飾 革 
\ け る さま ざま な オプ ジェ を デザ イン する 。 
シャ の 作品 は すべ て , リ ズミ カル で 線 的 な 構図 や 淡い 彩色 法 に よ 

2T, 詩 的 な 魅力 を か も し だ し て いる . その 雰囲気 は 1900 年 前 後 の い わ 
ゆる “ベル ・ エ ポッ ク " 様 式 の 決め 手 の 一 つ に な っ た . 
その 次 の 1904 年 か ら 14 年 まで の 10 年 間 は , アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 流 
行 が 急激 に 退行 し , 人 間 と 世界 に 対す る 深刻 な 認識 に 基づく 新しい 芸 
術 動 向 が 登場 する . アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ の 芸術 は 迫力 を 失い , 方 向 を 
見 失う .1904 年 の アメ リカ へ の 彼 の 出発 は むし ろ マ イナ ス の 意味 し か も 
た ず , 過 去 の 路線 や 単調 な ポス ター 制作 や 教育 者 と し て の 活動 に 彼 を 
` 引き 戻す . それ で も な お ミュシャ の 制作 と は 対立 的 な 新しい 近代 的 な 
造形 芸術 か ら 影響 を 受け て いた . 1910 年 に チェ コ に 帰国 し て か ら も , ミ ュ 
シャ は この 新しい 時 代 感 覚 と ぶつ か り 合う . し か し , こ れ ら の 新 傾向 の 前 
で あたかも ドア を 閉じ て し まう か の よう に , 彼 は アメ リカ の 資本 家 チ ャ ー 
ルズ ・ ク レイ ン の 援助 を 得 て , チェ コ と スラ ヴ 民 族 の 歴史 を テー マ に し た 
連作 『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 制作 に と りか か る , 
1914 年 か ら 24 年 まで の 10 年 間 は , 第 一 次 世界 大 戦 が 終わ り , チェ コ 
スロ バキ ア 共和 国 の 独立 が 宣言 され た 時 期 で ある . この 期間 に アル フ 
























ォ ン ス ・ ミ ュ シ ャ は 。 一 時 的 に 一 般 的 評価 を 受け る よう な 創造 的 な 仕事 に 
取り 組む . 同 世代 の 他 の 画家 と 同様 に , 彼 は 若い 国家 の 諸々 の シン ボ 
ル を 制作 し た . 最 初 の 郵便 切手 や 紙 刺 を デザ イン し た り , 記 念 表彰 状 
を 作っ た り , 新 た に 肖像 画 や 寅 意 的 な 人 物 の 肖像 を 描き 上 げ て いる . し 
PL, 彼 に と っ て 重要 な こと は , アメ リカ の ブルックリン 美術 館 で 「 ス ラグ 
叙事詩 』 の 第 一 部 を 展示 し た こと で ある . こ の 展覧 会 に よっ て 連作 を 
速く 完成 させ , よ い 評価 を 得る た め の 望 み が 与え られ た の で ある . 

し か し , 次 の 1924 年 か ら 34 年 まで の 1 年間 に ,『 ス ラヴ 叙事詩 』 が 初 
め て 全 作 品 と し て 展示 (1928 年 に 完成 し , 見 本 市 宮殿 の 大 ホー ル で 展 
示 ) さ れる と , むし ろ 否 定 的 な 反響 を 呼ん で し まっ た . 

人 々 を 圧倒 させ る よう な 過去 に 対す る お お げ さ な 回 願 や し ぐさ を 基 
と し て 生ま れ た これ ら の 膨大 な 作品 は , 現代 人 に 対し て 伝え る べき メッ 
セー ジ を 失っ て いた . 新 時 代 に お いて 目立っ て くる 社会 階級 の 争い の 
中 で , 民族 運動 の 古き 良き 理想 を 訴え た だ け で は , 全 く 無 意 味 な も の に 
感じ られ た の で ある . 

以来 ,。 ミ ュ シ ャ は モニ ュ メ ンタ ル な 性 格 を も つ 幾 つか の デザ イン (最も 
成功 し た も の と し て , プ ラム 城 の 聖 ヴィ タ 教 会 の ステ ンド ・ グ ラス が 挙げ 
られ る ) を 実現 させ た が , 彼 の 個性 や 従来 の 制作 に ふさ わし い 評 価 は も 
は や 得 ら れ な か っ た . ミ ュ シ ャ の 作品 は 完全 に 世間 か ら は ずれ た も の に 
な っ た . 

以後 , ミュ シャ に 残さ れ た 人 生 は 5 年 間 だ っ た . 同 時 代 の 動向 に 参加 
する 力 が な く , た だ 回 想 的 な 感じ の 幾つ か の 作品 の 中 で 芸術 家 は 時 代 
の 不安 や 麗 怖 心 を 対処 し よう と し て いる . チェ コ が ナチ ス 軍 に よっ て 右 
領 さ れ て 間もなく 第 二 次 世界 大 戦 芝 発 の 直前 に アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ 
は 死去 し た の で ある . 

長年 の 沈黙 か ら ア ルフ ォ ン ス ・ ミ ュ シャ を 解放 し た の は , 1945 年 以後 
の 時 代 で ある . 現 代 美術 の 源泉 に 対す る 関心 が 高まり , 1900 年 前 後 の 
創造 的 努力 が 研究 され は じ め る と , ミ ュ シ ャ の 作品 は , 展覧 会 や 出版 活 
動 に よっ て 次 第 に 再 評価 され る よう に な っ た (特に 1963 年 に ロン ドン の ヴ 
ィ ク トリ ア ・ ア ンド ・ ア ル バ ー ト 美術 館 で 開か れ た 展覧 会 と 1967 年 に パリ 
の カル ナ ヴ ァ レ 美 術 館 で 開か れ た 展覧 会 は その 代表 例 で ある ). チ ェ コ 
スロ バキ ア に お いて も , アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ の 創造 的 遺産 の 意義 を 新 
た な 目 で 見 直し 評価 し 直す た め の 時 期 が 熟し て きた .1966 年 , フルボ 
カー・ ナ ド ・ ヴ ル タ ヴ ォ ウ 城 に ある アレ シュ 南 ボ ヘミ ア 美 術 館 と , プ ルノー 
に ある モラ ヴィ プ 美 術 館 で 「 チ ェ コ の 分 離 派 」 展 が 催さ れ た . ま た 多く の 
論文 や 本 も 発表 され た . こ うし た 努力 の 結果 , ミ ュ シ ャ の 小 規模 な ポス タ 
ーー 展 や グラ フィ ッ ク ・ ア ー ト 展 ( プ ブル ノー, フル ジム , ロス トキ 等 ) が 可能 に 
な り , 観 る 人 た ち に 非常 な 反響 を 呼ん だ . そして, 1980 年 に プラ ハ 国 立 
美術 館 お よび フラ ンス 国立 美術 館 連 盟 ( と り わ け オ ル セ ー 美 術 館 ) と の 
共催 に より , パリ の グラ ン ・ パ レ で 行わ れ た ミュ シャ の 大 回 願 展 は 非常 な 
成功 を 収め た . こ の 回 顧 展 は ダル ムシ ュ タッ ト の マテ ィ ル デン ヘー へ と 。 
プラ ハ 城 の 絵画 館 に お いて も 開催 され 後者 の 展覧 会 に は 25 万 人 の 観 
衆 が 訪れ た . こ の 展覧 会 は 。 アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ の 作品 と 個性 を , 今 
世紀 初め の ヨー ロッ パ 美 術 の 文脈 の 中 に , 新た に , そ し て 着実 に 位置 
づけ た 。 

その 間 , 世 界 各国 で アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ の いろ いろ な 画集 や 専門 
書 が 刊行 され , その 作品 は 回 顧 展 (プラ ハ 国 立 美術 館 の 主催 で ユー ゴ 
スラ ビア , スウェー デン, 東ドイツ 。 ブ ル ガ リア 等 で 開催 ) に よっ て 紹介 さ 
れ た . こ うし : の 芸術 は ます ます 正当 な 反故 や 評価 を 受け る よう 
に な っ た . そ の 結果 , 日 本 に お いて も , ミ ュ シ ャ の 絵画 , デッサン , 版画 の 
構成 感覚 が 多く の 人 々 の 理解 や 関心 を 呼び 集め る よう に な っ た . 美 術 
の 専門 家 だ け で な く 。 古 今 の 美術 に 興味 を も つ 一 般 の 人 々 の 関心 も 高 
まっ て いっ た 。 多 く の 人 が ミュ シャ の 作品 と 日 本 の 美術 と の 関連 性 に 注 
HU, 日 本 美術 の 中 に イン スピ レー ショ ン の 源泉 を 読み と っ た . こ の 関心 
に 裏づけ られ て 。 多 く の 貴 重 な 作品 を 含む ドイ ・ コ レク ショ ン が 成長 し 























た . や が て 土居 氏 と , プラ ハ 国 立 美 術 館 と の 協力 で , 日 本 で の 大 き な 展 
覧 会 が 開か れ ,。 数 会 場 を 巡回 し た . こ うし て 日 本 で ,。 ミ ュ シ ャ は ヨー ロッ 
パ 美 術 の 先頭 に 立つ 画家 の 一 人 に 育て 上 げ ら れ た . チェコ 人 の 偉大 な 
仕事 が 紹介 され た の で お ある. 

シャ の 仕事 が 美術 史 の 中 に 正当 な 位置 を 得 た 現在 。 世 紀 末 と 世 
紀 の 変わ り 目 に お ける 複雑 で 矛盾 に 満ち た 時 代 相 を 理解 する こと が 出 
来 , ミ ュ シャ 自身 の 様式 と 内 容 に お ける 逆説 を 正確 に 解釈 する こと が 出 
来る . に も か か わら ず , こ の 芸術 家 は , 装飾 の 分 野 や 応用 美術 の 分 野 に 
永遠 な る 貢献 を し た の で ある . こ の 意味 で は , 画家 は ポス ター や 本 の 挿 
絵 や デザ イン の 仕事 に 集中 する こと に よっ て , 近代 に お ける 新しい 重要 
な 分 野 の 形成 に 積極 的 に 参画 し た と いえ よう . 同 時 に 彼 は , 今世紀 の 
造形 芸術 の 統一 や 個々 の ジャ ン ル ( 建 築 , 絵画 , 彫刻, 版画 , 工芸 ) の 
共存 の アイ ディ ア を 人 々 に 認識 させ 実現 し て いっ た と 思わ れる . こ れ は 
未来 へ の 新しい 道 を 切り 開く 重要 な 主張 で あっ た 。 

20 世 紀 の 美 術 の 発展 の 中 で , 芸術 の 社会 的 な 役割 ゃ や 実生 活 上 の 
意味 が よく 問わ れる . ミ ュ シ ャ 芸術 は こう し た 疑問 に 対す る 回 答 で も あ 
る . し た が っ て , ミ ュ シ ャ が 残し た 遺産 の 中 に は , KA, 1900 年 前 後 の ヨ 
ー ロ ッ パ 芸術 に お いて 果たし た 独特 の 役割 と チェ コ の 絵画 や 版画 の 
伝統 を ヨー ロッ パ の 美術 史 に 結び つけ た 役割 が 認め られ る 一 方 , 他方 
で ,20 世 紀 の モ ダン ・ ス タイ ル の 形成 に 個性 的 な 貢献 を し た こと を 示す 
も の が ある . 

19 世 紀 と 20 世 紀 と の 境目 は , ヨ ー ロ ッ パ 各 国 に お いて さま ざま な 変化 
を も た ら す 転 換 期 を 意味 する . そ れ は 文化 の 諸々 の 分 野 に も 反映 され 
て いる . 美 術 に お ける この 時 期 は , 主 と し て 印象 主義, 象徴 主義 。 そ し て 
アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー に よっ て 代表 され る . こ れ ら 三 つ の 運動 は それ ぞ れ 
異な っ た 存在 論 的 観点 を 主張 し て いた が 互い に 密接 に か ら み 合い 。 
影響 し 合っ て いる . そ の 共存 意識 か ら , 味気 な い 自然 主義 や 無効 な 礎 
史 主 義 や , 優 美 な アカ デミ ズム に 対抗 する , 新 し い 芸 術 の 自覚 が 生ま 
れ て きた. 

アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ は アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 代表 的 画家 に 属し て い 
た . ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 起源 や 発展 に 関し て は , さ ま ざ ま な 解釈 が な さ 
れ て いる が , 線 的 か つ 平 面 的 リズ ム に 基づい た 装飾 の 内 的 強調 に よっ 
て 統一 され た も の で ある こと は 異 存 が な い だ ろ う . LDL, 幾つ か の 中 
心地 で 形成 され た この 運動 は , 国 に より 解釈 の 違い が ある た め に , 各 地 
で 名 称 が 異な っ て いる . モ ダン ・ ス タイ ル , ユー ゲン トシ ュ テ ィ ー ル 。 ゼ セ 
ッ シ ョ ンス チル 。 リ バ パティー・ ス タイ ル , フ ロー レア ル , ロ シア 語 の モダ ル 
, チェ コ 語 の セツ ェ セ 等 が それ で あり 専門 文献 で は アー ル ・ ヌ ー ヴ ツ ォ 
ー と いう 名 称 が 定着 し て いる 。 

この 運動 の 起源 は ネオ ・ ロ マン 主義 の 文脈 に あり 。 前 世紀 の 80 年 代 
を 通し て まとまっ た 動き が 見 られ る よう に な る .90 年 代 に な る と , 進 出力 
や 活動 の 幅 を も つよ うに な り , ヨー ロッ パ の ほとん どす べ て の 国 に 広まり 。 
海外 (北欧 南米 ) に も 進出 する . や が て 1900 年 前 後に は 現代 美術 や 
生活 文化 と 同義 語 に な る . し か し ,1905-7 年 に は 窒息 状態 に お ちい り , 
時 代 遅れ の 印象 を 与え は じ め る 。 

印象 主義 と 象徴 主義 が も つ 創造 的 意図 や 最終 的 表現 手段 は , 対 昭 
的 で あり な が ら 相 互 に 補い 合い , 共 に 深い 存在 理由 と 観念 を も っ て い 
た . た だ , 非 常に 主観 的 な 絵画 と 詩作 に 限定 し よう と する 意向 を も っ て 
いた か ら , 狭い 美学 の 分 野 に し か 効力 が な か っ た . 一 つの 様式 と し て の 
土台 は な く , そ れ に ふさ わし い だ け の 社会 的 な 位置 づけ や 反響 も な か っ 
た , 逆 に ゼ セ ッ シ ョ ン や アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー は , 明瞭 な 存在 論 的 観点 や 
創造 的 な 意図 に 欠け て いる 一 一 むし ろ それ ら を 印象 主義 や 象徴 主義 
の 衝撃 か ら 受け 継い で いる 一 一 が , 代 わり に 一 つの 様式 が も っ 特色 
を 各 分 野 に 与え , 特 に 建築 や 応用 美術 の 中 で 生活 文化 上 の 意義 や 社 
会 的 な 有用 性 を 生み 出す よ 力 し て いた . 

また た く 間 に 生ま れ , 広まっ た ゼ セ ッ シ ョ ン は , 間もなく 国際 的 な スタ イ 


























ル に な っ た が , 個々 の 地域 に お ける 土着 的 な 要素 を 吸収 し て いっ た . こ 
の こと は , ゼ セ ッ シ ョ ン が 理論 的 に 現代 美術 の 始ま り に 位置 する こと を 示 
し て いる . 2£0, ゼ セ ッ シ ョ ン は , 意見 を 交換 し な が ら 形 式 を 作り 出す 
現代 美術 の 特質 を ちっ て いた の で ある . し た が っ て , こ の 運動 に 見 られ 
る 「 引 用 」 へ の 傾向 と , 各国 民 文化 , 時 代 , 地域 の 違い を スム ー ズ に 乗り 
越え て いく 能力 は , こ の 現代 的 な 特質 か ら 生ま れ て き て いる は ず で あ 
5. 

ゼ セ ッ シ ョ ン の 傾向 の 中 に は , 東洋 美術 の 影響 (と り わ け 日 本 美術 の 
影響 ) が よく 見 られ る . ヨ ー ロ ッ パ の 美術 に 対す る 日 本 美術 の 影響 は A 
人 象 主義 の 登場 と 共に 始ま っ て いる . 古代 の 美術 (た と えば , 考 古 学 上 の 
発掘 に よる クレ タ の 陶器 ) の 影響 も いち じ る し い . ま た , 民芸 の 伝統 が 生 
き て いた 国々 で は , その 形態 や 形式 の 言語 に よる 刺激 が 重要 な 意味 を 
も っ て いる . ま た 。 歴史 的 様式 の 残留 要素 も ある . た と えば , ミ ュ ン へ ン 美 
術 界 の ロコ コ 風 の 要素 は , パ バリ ア 地方 の 芸術 の 伝統 に 由来 し て いる . 
この よう に , 世間 の さま ざま な 刺激 や 影響 に 対し て 開か れ た 態度 を と り , 
現実 世界 の 動向 や 歴史 的 な 分 脈 に イン スピ レー ショ ン を 求め た ゼ セ ッ 
ショ ン は , 現代 美術 の 発展 を 予 示し て いる . 

いろ いろ な 国 の 多面 的 な ゼ セ ッ シ ョ ン の 活動 は , 一 義 的 に は 定義 で 
き な い . こ れ は 個々 の 表現 方 法 に も 認め られ る こと で ある . こ こ に は , 現 
実 か ら イ ンス ピ レ ーション を 得 た 有機 体 , 植 物 や 花 , RP LOD PRE 
か ら 生ま れ た 装飾 な ど が ある . 一 方 に は 印象 主義 に 似 た 光 の 変化 や 形 
態 の 表現 が あり , 他方 に は , 形態 や 色彩 に 対す る 自由 な 想像 や 幻想 
が , 全く 象徴 主義 的 な 意味 で , 夢 や 空想 と し て 現れ て くる . 芸術 家 は し 
ば し ば 内 的 か つ 外 的 な イン スピ レー ショ ン の 領域 を 離れ 抽象 的 な 装 
飾 模様 の 絶え 聞 な い リ ズム に 遊ぶ . そ こ で は 線 的 輪郭 の 素描 や 平面 的 
構成 が 強調 され る . こ れ が ゼ セ ッ シ ョ ン の 最大 の 貢献 で ある . し か も , ゼ 
セッ ショ ン 様式 の 最高 の 傑作 で は , 技 法 は いつ も 表現 内 容 と ぴっ た り と 
一 致し , 芸 術 家 の 想像 は 表現 形式 に お いて 自然 に 実現 きれ る . そ こ で 
は 材質 の 特徴 が 注意 深く 引き 出さ れる . た と えば , 建築 に お いて , 鉄 の も 
つ 構 成 的 か つ 装飾 的 な 性 質 が 再 評価 され , ま た ガラ ス や 陶芸 も 部 分 的 
に 見 直さ れ た 。 

こう し て ゼ セッ ショ ン は , こ れ ま で 平行 関係 に あり な が ら 分 離し て いた 
三 つ の 分 野 一 一 建築 と 造形 芸術 一 一 を 統合 する に 至っ た . 素 材 に 
対す る 優れ た 感覚 に よっ て 。 素 材 の 構造 に 対す る 独自 の アプ ロー チ に 
お いて , そ し て 素材 の も つ 人 性質 を 完全 に 展開 する こと へ の 嗜好 に よっ 
T ゼ セ ッ シ ョ ン は すべ て の 応用 美術 の 分 野 に 転機 を も た らし た . つま 
り , ガ ラス , 陶芸 , 織り 物 , ЖА, 金属 製品 。 宝 石 類 等 の ジャ ン ル で ある . 
この 時 期 に , 幾 つか の 分 野 は 新しく 発見 され る か , 土 台 か ら 変 革 さ れ 
た . つま り , ポ スタ ー, グラフィック ・ デ ザイ ン , 本 の 装丁 と 挿絵, 舞台 装置 
等 の 分 野 で ある . ま た 理論 的 に も 実践 的 に も , イ ンダ スト リア ル ・ デ ザイ 
ン の 基礎 が 形成 され た 。 

こう し た 観点 か ら 芸術 作品 の ジャ ン ル の 機能 に 変化 が 生じ た こと は 
と えば , 絵画 や 彫刻 は それ 自体 で 存在 する こと が 少な く な 
る . ゼ セッ ショ ン で は , モニ ュ メ ンタ ル で 装飾 的 な 効力 を も つ 建築 の 中 
で , 絵 画 や 彫刻 は 効力 を も つ . ゼ セ ッ シ ョ ン の お も な 目的 は , 建築 に お い 
て 純粋 美術 と 応用 美術 と を 統合 する こと で あっ た . これ は , 全体 の 構想 
か ら 室内 の 細部 の デザ イン に 至る まで , 建 築 の 全体 性 と 完全 性 を 追究 
する 試み で ある 。 

19 世 紀 の 思 想 観念 的 な カオ ス の 中 で , ゼ セ ッ シ ョ ン は 意識 的 に 。 芸 
術 と 生活 と を 結び つけ る 言語 様式 を 確立 し よう と し た . そ の よう な 要求 
か ら , 解決 され る べき 建築 上 の 課題 の 枠 が 定まっ た . つま り , 劇場 博物 
館 , 市 役所 , 銀行 会 館 , 住 宅 の みな ら ず , カフェ, レストラン, 店舗 , 工 
房 , 街 路 の 売店 の よう な , 日 常 生活 に 結び つい た 建築 上 の 課題 も 解決 
され た . そ の 意味 で は , それ まで 存在 し て いた 「 高 級 な 」 仕 事 と エン 
ア の 「 実 務 的 な 仕事 と いっ た , 建 築上 の 二元論 が ゼ セッ ショ ン の 衝撃 











に よっ て 解消 し た の で ある 。 

新しく 発生 し た ゼ セッ ショ ン の 様式 は 自己 の 位置 を 社会 の 中 に 求め 
よう と し た か ら , 時 代 の 階級 闘争 や 社会 の 矛盾 と 不 徹 底 さ を 反映 する こ 
と に な っ た . 前 述 の よう に , ゼ セッ ショ ン は 一 義 的 に 定義 で きる も の で は 
な い . こ の 様式 に は 一 方 で 小市民 的 趣味 や 想像 に 対応 する お お げ さ 
な パト ス , 巧妙 な 装飾 性 , 美学 主義 が 存在 し な が ら , 他方 で 大 変 まじ め 
な 社会 的 意図 の 率直 な 表現 の 要素 も ある . こ の 実情 は , こ れ ま で の ゼ 
セッ ショ ン 解 釈 に お いて た い が い 無視 され て きた. 

LPL, 現代 美術 は その 発端 か ら , その 社会 的 な 責任 を 意識 し 自己 
の 芸術 観 の 中 に 取り 入れ て きた . そ うし た 芸術 家 た ちの 決意 が 社会 の 
茂 し い 条件 の た め に し ば し ば 実現 され な か っ た と し て も , それ は 彼ら の 
罪 で は な いこ と は 明らか で お ある 社会 階級 の 矛盾 に も か か わら ず , そ の 
た め に 芸術 家 が 孤立 に 追い 込ま れ て いた こと も し ば し ば あっ た . 経済 
的 政治 的 ・ 思 想 的 な 矛盾 は 世紀 の 変わ り 目 に 深刻 に な り , ゼ セ ッ シ ョ 
ン を 指向 する 各 分 野 に も ネガ ティ ヴ な 影響 を 与え て いっ た 。 

多 方 面 に わた っ て 発展 し 完成 され た 様式 は 。 歴 史 的 な 他 の 様式 と 同 
じ よ うに , 幾 つか の ルー ツ か ら 形 成 され , 幾つ か の レベ ル で 定着 する 。 
個々 の レベ ル は 互い に 接触 し , か ら み 合 い を お こす が 機械 的 な 因果 
関係 基づい て いる わけ で は な い . 幾つ か の 傾向 や 問題 意識 が 平行 
し て 進展 し , 共 通 の 問題 に 対し て 共通 の 答え を 見 い だ す こと に な る の 
で ある . こ の 共通 の 問題 領域 は , 時 代 の 経済 的 か っ 社会 的 な 文脈 に よ 
つっ て 規定 され , ま た 時 代 の 思考 。 文 化 的 風土 美術 の 概念 的 文脈 に よっ 
で 限定 され て いる . 

上 記 の よう な 観点 か ら ア ルフ ォ ン ス ・ ミ ュ シ ャ の 芸術 を 見 る と , 測 り 知 
れ な い 幅 や 多様 性 を も っ て いる の で , 彼 が ゼ セ ッ シ ョ ン か ら イ ンス ピ レ ー 
ショ ン や 刺激 を 受け て いる こと が わか る . パリ で 何 年 か を 過ごし た 彼 は 。 
新 時 代 の フラ ンス の 芸術 の 動 向 を よく 認識 し た . こ の 認識 は シェ レ ゃ グ 
ラッ セ の 作品 に 見 られ る 装 飾 芸術 に 限ら ず , 後 期 印象 派 の 画家 た ち が 
開拓 し た 新 し ぃ 道 トゥ ー ル ー ズ = ロー トレ ッ ク や プー ガン の 作品 に 
見 られ る よう な , 線 的 リズ ム と 平面 的 構成 へ の 強調 一 一 に も 関連 する . 
アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ と エコ ー ル ・ ド ・ り と の 相互 関係 に つい て は , 多く 
の 論文 や 単行 本 で 論じ られ 分 析 さ れ て きた . 

し か し , アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ の 芸術 は 出発 点 だ け で な くそ の 成長 
や 成熟 の 全 過 程 を 通じ て , 祖国 と の つなが り を 無視 する こと が で き な 
い . こ の 芸術 家 が チェ コ 文化 に 対し て どれ ほど 深い 関係 を も っ て いた 
か 国家 の 文化 の 過程 や , 20 世 紀 初頭 の 新しい 動向 に どれ ほど 参画 し 
で いた か , それ に つい て は 彼 の 全 人 生 と 作品 が 物語 っ て いる . チ ェ ュ 文 
化 と の 関連 も 次 に 述べ て お こう . 

19 世 紀 と 20 世 紀 の 変わ り 目 に お ける チェ コ の 美術 は , 他 の ヨー ロッ パ 
諸国 の 美術 と 同様 に 社会 や 経済 に 表れ る 変革 や 新しい 事態 を 反映 
し て いた . 1878 年 に 設立 され た チェ コス ロバ キア 社会 民主 党 を 通し て , 
労働 者 階級 が 戦闘 を 開始 し た . 封建 制度 の 残存 や 。 ブ プル ジョ ア 階 級 が 
新しく 形成 し た 指導 権 に 反抗 し た の で ある . 国民 は まだ オー スト リア = ハ 
ン ガ リー 帝国 の 中 に 閉じ 込め られ , 独 立 を 得 て い な か っ た . し か し , = 
術 に お ける 個々 の 創造 的 実験 や 個人 的 な 証言 は し ば し ば 政治 的 自 
由 の た め の 戦 いと 直接 的 に も 間接 的 に も 結ば れ て いた . 重苦しい 地方 
的 コン プレ ックス を 乗り 越え , 古く か ら の ヨー ロッ パ 共 同体 意識 を 再生 さ 
せよ うと する 考え が 主流 を し め た と き , こ の 運動 も 表面 化し た . 新 し い 社 
会 運動 は ロー ロッ パ の 同時 代 の 動向 と 対話 を 進め , そ の 指導 的 観念 を 
理解 し よう と し た . そ の た め , チェ コ の 造形 芸術 の 領域 が 徐々 に 広まり 。 
自立 を 望む と 同時 に 国際 的 に 位置 を 得 よ うと する 全般 的 な 努力 が 示さ 
れ た . 19 世 紀 末 に 活動 を 始め る 若い 世代 の 芸術 家 た ち は こ の よう な 歴 
RAAB L, 1887 年 に 創立 され た マー ネス 美術 家 協 会 を 中 心 に 
行動 を 起こ し た 。 自分 た ちの 意見 を 認め させ る 彼ら の 戦い は 。 1896 年 に 
刊行 され た "自由 な 方向 」 誌 を 通し て 行わ れ , また , 大 胆 な 方 針 に 基 づ 











く 国際 展 に よっ て 宣言 され た . そ の 結果 , 1902 年 以来 プラ ハ で は 定期 的 
な 展覧 会 に よっ て 同時 代 の ヨー ロッ パ 美 術 の 動き が 紹介 され る こと に な 
ok, 
当然 の こと な が ら , オー スト リア = ハン ガリ ー 帝 国 の 首都 で ある ウィ ー 
ン や , いっ そう 解放 され た 文化 的 環境 を もち つ ミュ ン ヘ ン や ベル リン を 通じ 
C, 19 世 紀 後 半 の 多く の 創造 的 刺激 が チェ コ に 導入 され て きた . こ れ ら . 
の 影響 は , 特に 70 年 代 と 80 年 代 に 顕著 で あっ た . し か し , 徐々 に その 効 
71238830, 指導 力 が お と ろ え た . 80 年 代 か ら 90 年 代 に か け て , チェコ の 
美術 は ドイ ツ 文 化 の 拘束 か ら 逃 れん る た め に , 西 ヨー ロッ パ の 芸術 と 直接 
的 関係 を 持 と うと 努め た . こ うし て パリ の 影響 が 次 第 に 強まり , や が て 
1900 年 前 後に は 多く の 先進 的 な 芸術 家 た ちの 思考 に フラ ンス 文化 の 
影響 が 浸透 する . 
こう し た 過程 の 中 で , 時 代 遅 れ の 印象 主義 の 影響 と 新 傾向 の 芸術 
や その 理論 か ら の 刺激 が まじ り 合う . こ こ で いう 新 傾向 と は , た と えば ポ 
ンタ ヴァ ン 派 の 装飾 的 構成 や 点描 主義 文学 的 な 色彩 を 帯び た 象徴 
ER, 主として ポス ター と 版画 の 制作 に 見 られ る 平面 的 で 線 的 な 装飾 
性 へ の 信念 等 の こと で ある . さ ら に チェ コ に 対し て きわ め て 強い 影響 を 
及ぼ し た の は , イ ギリ ス の 芸術 , 殊 に 一 時 代 前 の アー ツ ・ ア ンド ・ ク ラフ 
ツ 運 動 と ラフ ァ エル 前 派 の 詩 的 で セン チ メ ンタ ル な 様式 で ある . EL 
て , チェ コ の 現代 建築 や 応用 芸術 の 誕生 を 支え を た の は , ベル ギー( フ ァ 
ン ・ デ ・ ヴ ェ ル デ の 芸術 は 世紀 末 頃 か ら 中 央 ヨー ロッ パ 全 体 に 大 き な 影 
響 を 与え て で い た) お よび オラ ンダ の 同時 代 の 芸術 で ある 北欧 で 最も 大 
き な 影響 を 与え た の は エド ワー ド ・ ム ンク で ある 。. 彼 の 作品 は チェ コ 美 術 
が アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー か ら 表 現 主 義 へ 移行 する 上 で 重要 な 役割 を 果 た 
Lk. 
これ ら の 影響 の 対極 と し て , チェ コ の 美術 は 同時 に ロシア 芸術 か ら も 
感化 を 受け た . は じ め チェ コ 美 術 は ,1]. レ ビン や ペレ ド ヴ ィ ジュ ニキ 運動 
が 代表 する リア リズ ム と 接近 し た . 次 いで ,N. ヴ ルー ベル や 
「 芸 術 界 」 が 指導 する ロシア の 新しい 絵画 の 波 に 積極 的 な 関心 を 
示す . 他方 で 。 プ ラ ハ の 若い 芸術 家 た ち は , ポーラ ンド の クラ コ フ の 芸術 
家 た ちと 友 交 の 関係 を 保ち , ユ ー ゴ の ザグレブ や リュ ブラ で 新しく 形成 
され た 現代 文化 の 指導 者 た ちと の 交流 も 続け で いた . し ば らく 前 まで は 
ウィ ー ン や ミュ ン ヘ ン を 限界 と し て いた チェ コ の 美術 世界 は , 今や 四方 
八方 に 開か れ た の で ある . 
それ と 同時 に 。 チ ェ コ の 若い 世代 の 芸術 家 に と っ て , 国内 の 伝統 文化 
を 利用 する こと も 可能 に な っ た . 過去 の 伝統 文化 は 長年 の 忘却 か ら 掘 り 
起こ され , 徐々 に 正当 な 評価 を 受け る よう に な っ て きた . すでに 1850-60 
年 頃 , 何 人 か の チェ コ の 画家 た ち ( カ レル ・ プ ルキ ニ ェ , ソ ビ ェ スラ フ ・ ビ 
ンカ ス , ヴィ クト ル ・ バ ル ヴ ィ チ ウ ス な ど ) は 写実 主義 の 運動 を 正確 に 理 
解 し , 同 時 代 の 思潮 や 造形 感覚 の 影響 下 に , 新 時 代 の 動向 を 把握 す 
る まで に な っ て いた . こ の 動向 は 印象 主義 に 通じ る も の で ある . 1870-80 
年 代 の 世代 は , 国 民 劇 場 の 建設 な ど に も 見 て と れる よう に ネオ ・ ロ マン 
派 を 指向 し た . し か し , こ の 世代 の 個々 の 芸術 家 の 作品 に は すでに 印 
象 主義 的 な 視覚 の 兆し が 見 られ , 同 時 に 人 象 徴 主義 と アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ 
ーー の 装飾 主義 的 な 性 格 を も つ 新しい 傾向 も 台頭 し て いる . それ は 特に 。 
画家 ミコ ラー シュ ・ ア レシ ュ , ヨ ゼ フ ・ ト ュ ル カ , ハ ヌ シ ュ ・ シ ュ ワ イ ゲ ル , マキ 
シミ リア ン ・ ビ ピル ネル , そ し て 彫刻 家 J.V. ミ スル ペク な どの 作品 に 見 られ 
Ф. 
こう し て 19 世 紀 か ら 20 世 紀 に か け て , チェコ で は 多種 多様 な 表現 手 
法 と 発想 を も つ 豊 か な 世代 が 形成 され た . 彼ら は 時 代 の 精神 を よく 理解 
し ヨー ロッ パ の 美術 や 国内 の 伝統 を 手 本 に し な が ら , 近代 的 な 造形 
芸術 の 基礎 を 確立 し た . た と えば 建築 で は , ヤン ・ コ チェ ラ の 仕事 に 代 
表 さ れる この 世代 は , 明 確 な 構成 , 表 現 手段 の 節約, 叙情 性 , 簡 明 さ 。 
そし て 親密 さき を 特徴 と する . ま た スロ バキ ア で は , 建築 家 ド ゥ シャ ン ・ ユ ル 
コ ヴ ィ ッ チ の 仕事 は 別 の 源泉 か ら イ ンス ピ レ ーション を 得 て いる . HOA 























造 あ る い は 石造 の 建物 は 自然 の 世界 に 近づこ うと し , 情緒 的 で 音楽 的 
な り リズム を か も し 出し て いる . 

また , 彫 刻 に お いて は , フラ ンチ シェ ク ・ ピ ー レ ク の 象徴 主義 的 な ビジ 
ョ ン が 目立っ て いる . 彼 の 彫刻 は 知 的 な イメ ー ジ や 物語 性 が 強調 され 
て お り , そ の た め に 物語 の 展開 や 表現 主義 的 し ぐさ を 表す 異様 な 表現 
手段 が 用 いら れる . 時 と し て 彼 の 彫像 は まわ り の 地形 や 植物 と の 関係 
で 構想 され , 時 と し て 事物 その も の が 語ら され て いる . ス タニ スラ フ ・ ス 
ハル ダ の 作品 は 開放 的 で 動 的 な ボリ ュー ム や , 詩 的 な 。 夢 の よう な 雰 
囲 気 や , ビ トレ スク な 印象 を 特徴 と する . ヨ ゼ フ ・ マ ジャ トカ の 彫刻 で は 。 
光 の アク セン ト 、 分 析 的 な アプ ロー チ , 直接 的 な 表現 と いっ た 特色 が , 
物体 の 複雑 な モデ リン グ や 装飾 的 な 輪郭 線 と 結び つい て いる . ボ フミ 
ル ・ カ フカ の 彫刻 で は , アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 風 の 様式 化 傾向 が 。 印 象 主 
義 的 な 形 の モデ リン グ の 原理 や 象徴 主義 的 な 多義 的 な 解釈 と 結び つ 
いて いる . その 結果 , 彼 の 彫刻 は 輪郭 線 や 平面 構成 へ の 関心 と 同時 
に , オ ー ナ メン ト の 発想 まで 示し て いる . ヤン ・ シ ュ ト ュ ル ザ の 彫刻 作品 
で は 官能 的 な 経験 と 詩 的 な ビジ ョ ン と が 結合 し て , ド ラマ チッ ク な 効果 
を 生み 出し て いる . この 作品 に お ける 形態 と ボリ ュー ム は , 観念 と 夢 と に 
шы Уа 

A 絵画 は 同時 代 の すべ て の 動向 を 忠実 に 反映 し て いる の で , そ 
の 展望 は 複雑 多岐 に わた る . 19 世 紀 末 に 隆盛 を きわ め る チェ コ の 絵画 
に 関し て は , 若 い 世代 の 幅広 い 活 動 と 比較 で きる の は , 同 時代 の 文学 
運動 だ け で ある . 実際, 美術 運動 と 文学 運動 と は 密接 に 関連 し , 制 作 の 
意図 や 創案 , 形態 の リズ ム や 彩色 法 , 内 容 や 構成 な どの 点 で よく 似 て い 
2. 世紀末 に 至る 10 年 間 , チ ェ コ の 絵画 は 静か に 発展 し 時 に 沈滞 する 
こと も あっ た . 世紀 末 に な る と , 絵画 の 発展 は あわ た だ し く な る . す で に 
述べ た よう に , 若 世代 は まず 同時 代 の 幾つ か の 傾向 に 分 か れ た . ま 
ず 80 年 代 の 未 に, 写実 主義 や 自然 主義 へ 向かう 傾向 が 現れ 。 新 時 代 
を 予告 し よう と し た が 早く も 行き 詰まっ て し まっ た . 結果 的 に は 。 次 元 の 
淫ら 事物 の 表面 し か と ら え られ な か っ た の だ (特別 な 才能 を も っ た 画家 
ル ジ ェ ッ ク ・ マ ロ ル ド は , 時 代 を 確か に 表現 し , 装飾 美術 を 新た に 形成 す 
る だ け の 能力 を も っ て いた が 残念 な こと に , 天 折 し た ) 。 

次 に , 印象 派 的 な 傾向 を も つ 流派 が 生ま れ た . 彼ら は 現実 世界 か ら 
出発 し て いる が , 自然 を 変化 する 現象 と し て 捉え る の で は な く , 恒久 的 
な 相 と し て 解釈 し ょ うと し た . ここ か ら チ ェ コ の 現代 風景 画 が 生ま れる . 
光 と 色彩 に よる 特殊 な 問題 を 理解 し , 解決 し よう と し た . 代 表 画 家 と し 
て アン トニ ー ン ・ ス ラヴ ィ ー チ ェ ク が あげ られ る . 彼 の 絵画 や デッサン は 
大 変 ラディ カル で , 表現 主義 的 ニュ アン ス を も つ 画 法 を 示す . 

第 三 番目 の 傾向 と し て , 今 まで 十分 に 評価 され な か っ た 象徴 主義 の 
運動 が 登場 する . 現 実 世界 の 経験 と 内 的 な イメ ー ジ , 個人 の メタ ファ ー 
に お ける 原 望 と 夢 , こ れ ら を 同時 に 合わ せ も つ . こ れ ら の 要素 に よっ て 構 
成 さ れ た 絵画 は メロ ディ カル な 表現 手段 を 生み 出し た . チ ェ コ の ヤン ・ 
プラ イス レル の 作品 が 証言 する よう に , この 表現 手段 は ポ エ チ カル で し 
か 純粋 に 絵画 的 な 内 容 を 作り 出す 

第 四 の 流れ と し て , 装 飾 美術 の 運動 が ある . 現実 世界 の 刺激 に 基 づ 
き な が ら , 線 と 面 , そ し て 色彩 に よる 独立 し た リズ ム を 作り 出し て いる . な 
ぜ か , こ の 運動 は 長い こと 美術 史 の 記述 か ら 排 除き れ て きた . 応用 美術 
の 分 野 で は 装飾 的 な 傾向 と し て し ぶし ぶ 取 り 上 げ ら れ て いた が , 絵画 
と め 密 接 な 関係 は 理解 され て いな か っ た . し か し , こ の 運動 は チェ コ の 
美術 史 と 不可 分 な 関係 に あり , 認 め ら れ て いる 以上 に 前 世紀 末 と 今 世 
紀 初 め の 絵画 の 相 説 や 発展 に 大 き な 影響 を 与え て いる . こ の 分 野 で 最 
も 顕著 な 個性 を も つの が アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ だ が , その 他 に は ヴォ イ 
チェ フ ・ プ ライ スィ グ の 版画 と 絵画 の 仕事 が 目立っ て いる . 同 時代 の 画 
家 に 比較 する と , 大 変 な 創造 的 勇気 と 表現 の 純粋 さ を 示し て いる . ( こ 
の 分 野 で は ほか に フラ ンチ シェ ッ ク ・ ク ブ カ の 初期 の 仕事 も 挙げ られ る 
が , 彼 は 次 第 に 自然 を 抽象 的 な 形 で 表現 する 先駆 的 な 方 向 に 向かい 。 











形態 と 色彩 の 自立 的 価値 を 主張 し た )。 

アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー に つい て は , その 理論 と 作品 は 建築 と 応用 美術 に 
よっ て 作ら れ た と 言わ れ て いる . し か し この 考え は , 条件 付き で ある 程 
度 ま で し か 通用 し な いと 思う . 外面 的 な 形態 分 析 や 装飾 的 要素 の 比 
較 だ け で は , 創造 の 本 質 は つか め な い . 絵 画 に は 内 部 か ら の 放射 作用 
が あり , それ は 美術 の 発展 の た め に 欠か せな いも の で ある . 芸 術 家 と 現 
実 世界 と の 関係 は , 表 現 内 容 や 表現 方 法 の 点 で , 絵 画 に お いて 最も 深 
く , そ し て 徹底 的 に 論じ られ る . 言い 換え れ ば , 美 術 の どの ジャ ン ル が 優 
位 に 立つ か は 問題 で は な い . こ の 問題 は ゼ セ ッ シ ョ ン も 解決 で き な い . 
美術 の 個々 の ジャ ン ル が 平行 し て 進み ,。 そ し て 互い に か ら み 合い 影響 
し 合っ て , 一 つの 様式 が 生ま れる 。 こ こ に は ジャ ン ル の 因果 関係 で は な 
<, な しろ 個々 の 問題 意識 へ の 平行 し た 進展 が ある 共通 の 問題 と , そ 
れ に 対す る 共通 の 答え が 当然 お き て くる が , それは 表現 方 法 の 一 致 や 
表現 手段 の 一 致 を 意味 する わけ で は な い . チ ェ コ 美術 の 中 に も 様式 ご 
と に さま ざま な 表現 上 の ニュ アン ス の 違い が ある が , 建物 の 壁面 や 物 の 
平面 的 か つ 線 的 デザ イン か ら 共 通 点 を 読み と れる . あら ゆる 形態 上 の 
アイ ディ ア や デコ ー ル へ の 創案 の 基礎 に な る の は , 彫刻 , 絵画 , 版画 で 
ある . 純粋 美術 と 応用 美術 と の 間 に は っ きり し た 境界 線 は 存在 し な い . 
アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 特徴 は , 芸術 文化 の あら ゆる 表現 の 共存 意識 に 
基づく , 芸術 と 生活 と の 統一 と 統合 の プロ グラ ム に ある . 『 あ す の た め の 
戦い 』 と 題する 本 を 書い た チェ コ の 批評 家 F.X. シ ャ ル ダ は , 同 時 代 の 
主張 に つい て 次 の よう に 適切 に 証言 し て いる .「 す べ て の 芸術 は 次 第 に 
己 れ の 物質 的 な 閉鎖 性 の 孤立 か ら 解放 され よう と する . 芸術 の 基本 と 
源 は オー ナメ ント に あり , それ は 祭 微 主義 的 で ある . 私 は 次 の よう に 感じ 
て いる . DEY, 芸術 の 目的 は 生活 を 飾る こと で あり , 全体 の 為 に 働き 全 
体 に 役立つ こと で ある と , つく づく 感じ は じ め で いる 」. (「 今 日 の 芸術 産 
業 の ルネ サン ス の 意味 に つい て 」1903 年 ) 

この よう な 意味 で , ア ルフ ォ ン ス ・ ミ ュ シ ャ の 芸術 は 19 世 紀 と 20 世 紀 の 
境目 の 時 代 の チェ コ 文 化 の 思想 状況 と 多く の 点 で 通じ る も の が ある . チ 
ェ コ 文化 の 文脈 の 中 で 彼 は 特有 の ユニ ー ク な 立場 に 立っ で いる が , 直 
接 間接 に 祖国 の 伝統 文化 と 深く か か わっ て いる . その 伝統 文化 は , 中 世 
の 美術 か ら パ ロッ ク に 至る まで 。 民族 芸術 の 豊か な 内 容 か ら , ヨ ゼ フ ・ マ 
ー ネ ス や ミコ ラー シュ ・ ア レシ ュ が 指導 する 19 世 紀 の 古 典 絵画 に 至る ま 
で を 含ん で いる 。 

1900 年 前 後 の ヨ ー ロ ッ パ の 美術 が 世界 的 な 広がり を 見 せる 中 で , ミ 
ュ シ ャ は 自分 の 独創 的 な 観点 や 魅力 的 な 表現 内 容 を 洗練 させ る こと に 
よっ て 外国 の 価値 観 と 祖国 の 価値 観 を 統合 させ る 創造 的 な 試み を 見 
事 に 成功 きせ た の で ある . 


( 元 プラ ハバ 国立 美術 館 館長 ) 


On the Occasion of 
the Fiftieth Anniversary of Mucha’s Death 
—Mucha Within Art Nouveau 


УЯН Kotalík 


July 14, 1989 will mark the 50th anniversary of Alphonse Mucha's 
death. A year later, on July 24, 1990, we will celebrate the 130th anni- 
versary of his birth. He lived for some 80 years, two-thirds of which were 
devoted to the pursuit of art. The chronological history of his life is 
expansive. The long years of his creative life — which undoubtedly 
peaked at the tum of the century — spanned an important and turbulent 
period in the development of modem art. It was an era which saw a 
radical collision between the old and the new. Naturally, in accordance 
with changing trends the evaluation and appreciation of Mucha's work 
has gone through contrasting changes. In terms of the approach taken 
towards his art, as well as the standards by which his work has been 
measured, the changes have even been dramatic. 

The first decade of Mucha's creative years— 1884 to 1894— were not 
especially glorious or meaningful. He began asan unknown young man 
from an unknown town in Moravia. He was strongly inclined towards 
the art of painting, however, and having no other way open to him, for 
a time he worked as a skilled craftsmen ata Vienna workshop producing 
Stade settings. This experience is one of the sources of the academic 
refinement, as well as the sense of being slightly behind the times, 
which characterized his historical paintings, which was all he was able 
to produce at the time. At the time he mastered his skill in Vienna, he 
concentrated himself on illustrations depicting historical events. 

It was not until the second decade of his creative life — 1894 to 1904 
— that Mucha, who was by then settled in the arti: Пу and socially 
stimulating city of Paris, was able to discover— overnight, asit were— 
the scope of his creative powers. The tall, oblong posters which Mucha 
did for the famous actress Sarah Bemhardt’s Thédtre de la Renaissance, 
which he began to produce as early as 1894-1895, testify to his self- 
awakening. Alphonse Mucha suddenly found himself in the limelight. 
He was flooded with orders for both cultural and commercial posters, as 
well as fora series of decorative panels in which women were arranged in 
symbolic poses representing, respectively, the four seasons, flowers, 
jewels, stars, the provinces of France, and etc. He was also commis- 
sioned to do illustrations for books as well as other decorative works. All 
of his rhythmically linear and pale-coloured works from this period are 
significant for their poetic charm which was one of the decisive factors 
in setting the mood known around 1900 as /a Belle Epoque. 

In the third decade (1904-1914) of Mucha's creative life, however, 
Art Nouveau quickly went out of fashion. The artistic scene came to be 
dominated by new trends which sought to capture, to understand and 
express the many facets of life's actuality without any cosmetic cover- 
up. Alphonse Mucha's art lost its appeal and direction. In this respect, 
Mucha's trip to the United States, in 1904, had a negative meaning for it 
retumed him to the field of producing stereotypical posters as well as to 
the teaching profession, Meanwhile, the various new trends which 
stood in opposition to his creative work had already announced the 
arrival of a completely new era in modem art. 

When he retumed to his homeland in 1910, Mucha was brought face 
to face with the new era's sensibilities; however, as ifattempting to close 
the door on these new forms of expression, Mucha, under the patronage 
of the American industrialist, Charles Crane, began the series of huge 
canvases portraying the history of the Czech and Slavic peoples known 
as the Slav Epic. 

During the period from 1914-1924, the First World War ended, 
Czechoslovakia was declared an independent nation, and Mucha took 
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on, fora time, creative work that was valued by the general public. Like 
other artists at the time, he helped to shape the symbols of the new 
nation. He designed the first postage stamps and bank notes, designed 
memorial testimonials, again painted portraits and allegorical figures. 
However, what was most important to Mucha was that the first canvases. 
in the Slav Epic series were exhibited at the Brooklyn Art Museum in 
New York, and he fully expected to complete the series quickly and 
receive a good evaluation of his work. 

Nevertheless, although during the next decade of his creative life 
(1924-1934) he did complete the final canvases of the Slav Epic and 
saw the entire work exhibited in the great hall at the new Trade Fair 
Palace, the work was not well received. The almost overpoweringly huge 
canvases bom of exaggerated images and old-fashioned techniques had 
no message to convey to the modem age. The traditional ideals of the 
independence and peoples’ movements to which the work appealed 
were felt to be completely meaningless by those who were caught up in 
the social conflicts of the time. 

From that time, Mucha realized several works of monumental 
character (the most successful was the stained glass window done for 
the St. Vitus Cathedral in Prague), however, he did not receive the 
evaluation appropriate to his individuality and previous works. Mucha's 
work was out of touch with public sentiment. At this point he had only 
five years of life remaining. He had little strength to participate in 
contemporary trends, and in several works filled with nostalgic feeling 
the artist attempted to deal with the fears and anxieties of the age. 
Shortly after Czechoslovakia was occupied by Nazi troops right before 
the outbreak of the Second World War, Alphonse Mucha died. 

The period following 1945 liberated Mucha from long years of si- 
lence. At that time there was a heightened interest in the roots of 
modem art and, in the flurry of research into the artistic efforts of the 
tum-of-the-century, Mucha's works gradually came to be reassessed 
through exhibitions and publications. Of especial importance were the 
exhi ns at the Victoria and Albert Museum in London (1963) and at 
the Musée Camavalet in Paris (1967). In Czechoslovakia as well, the 
time was ripe for Mucha’s work to be interpreted and reevaluated in 
a new light. Moves in this direction were encouraged by the exhibition 
of the Czech Sezession at the Alés Gallery in Southern Bohemia as well 
as by a number of publications and exhibitions of his posters and 
graphic art in Bmo, Chrudim, and Roztoky. These were all met with 
а positive public response. A joint exhibition by the National Gallery in 
Prague and the Reunion des Musée Nationaux of Paris — including the 
Musée d'Orsay — wes held in 1980, first in the Grand Palais, later in 
Mathildenhohe in Darmstadt, and at the end of the year in the former 
riding school of Prague Castle. The latter exhibition was visited by some 
250,000 people. These exhibitions steadily enabled the name and work 
of Alphonse Mucha to assume their rightful and permanent position in 
the history of European art at the tum of the nineteenth century. 

At the same time, Mucha's art was causing a sensation and being 
critically well accepted around the world as a result of general and 
specialized publications and exhibitions of his work. The increased 
interest in Mucha was partly caused by a series ofexhibitions sponsored 
by the National Gallery of Prague in such countries as Yugoslavia, 
‘Sweden, West Germany, and Bulgaria. Shortly thereafter, a collection of 
paintings, drawings and graphics with Mucha's characteristic sense of 
composition were received with both understanding and admiration in 
Japan. 

The appreciation of Mucha's work in Japan was not limited to that of 
art historians. Mucha’s work also appealed to a widespread and growing 
interest in classical and modem art among the general population. A 
wide variety of people noted a connection between Mucha's work and 
their own Japanese artistic traditions. This, however, was not surprising 
since Japanese art had been one of the sources of the artist's inspiration. 
This increase in interest in Mucha's art led, after a number of years, to 
the present Doi Collection. This important collection includes many 
valuable works. Under Mr. Doi itiative, and with the cooperation of 
the National Gallery of Prague, exhibitions of the work of this great 
Czech artist have been held in many Japanese cities, and in this way the 
great achievement of this Czech artist, who stands in the forefront of 
modem European art, has been introduced to the Japanese people. 

Now that the place of Mucha’s work has been firmly established in 














the literature of art history, we are more able to understand that workin 
relation to the complications and conflicts of society at the turn-of-the- 
century and we can more precisely interpret the paradoxical nature of 
the structure and content of his work. Nevertheless, the important point 
at which Mucha has made a lasting contribution is without doubt in the 
spheres of applied and decorative art. In this sense, through concen- 
trated attention to posters, book illustrations and decorative work, he 
contributed positively to the formation of new and important fields in 
modem art. At the same time, Mucha caused people to recognize — and 
he realized in his own work — the ideal of unity marking this century's 
creative culture, that is, the commonality of ideas running through the 
several categories of art — architecture, painting, the plastic arts, 
graphics and the applied arts. This was an important assertion that 
opened the way to the future. 

The questions of social role and responsibility are among the critical 
questions in the development of art in the twentieth century. Mucha's 
creative work addresses those questions. In Mucha's legacy, we can 
discover not only the important values of European art around the tum- 
oftheentury, but also the valuable work of a Czech artist in the fields 
of painting and the graphic arts. We can also find evidence in his work of 
a link between the traditional culture of Czech painting and prints and 
the development of European art, and, finally, Mucha's work isa strong, 
individual testimony to his contribution to the coming "modem style" 
of the twentieth century. 

The tum of the last century meant change throughout Europe. It 
wasa period of change which was reflected in every area of culture. In 
the fine arts the era was represented by Impressionism, Symbolism, and 
Art Nouveau. These three movements sprang from different noetic back- 
grounds, however, they were often interwined and certainly influenced 
each other. From the coexistence of these three movements sprang the 
consciousness of a new art which stood in opposition to the insipid 
naturalism, ineffectual historicism and refined academicism of the time. 

Alphonse Mucha is among the representatives of the third group, Art 
Novueau. If we look at the origin and development of Art Nouveau, we 
note that the movement was founded on various artistic experiments; 
however, what gives unity to the movement is the intrinsic stress on 
decorativeness based on linear and planar rhythm. As it was shaped in 
several local circles under the influence of national differences and 
differences in interpretation, the movementis known by different names 
in different places, for example: Modern Style, Jugendstil, Sezessionstill, 
‘Stile Liberty, Floreale, Modem, Secese, and, of course, Art Nouveau, 
the term that came to dominate specialist terminology. 

‘The movement is rooted in the context of neo-romanticism and 
emerged as an identifiable movement in the 1880's. During the 1890's, 
with expansive power and a wide breadth of activities, the movement 
spread throughout most European countries and even advanced into 
North and South America. By 1900, it had become something of a 
synonym for modem art and cultured life. However, in the period 
between 1905-1907, the movement seemed to “run out of breath” and 
began to give the impression of lagging behind the times. 

The creative intentions and perfected means of expression of Impres- 
sionism and Symbolism, while complementary, were still in contrast 
with each other; nevertheless, they both had a well grounded raison 
d'etre and ideology. However, having extremely subjective intentions, 
which were limited to painting and poetry, their efficacy was essentially 
limited to the field of aesthetics. They did not have a single foundational 
style upon which to base an appropriate social position and influence. 
Contrastively, the Sezession, or Art Nouveau, had neither a distinct 
noetic base nor a clearly defined ideological or creative direction; rather, 
in these areas it was open to the influence of Impressionism and Symbol- 
im. Instead, its significance for domestic culture lay in the way it lent 
its distinctive style to all of the creative fields— especially to the fields of 
architecture and the applied arts. The movement endeavored to be 
socially useful. 

The Sezession was quickly bom, spread ovemight and quickly 
became an international style, however, at every place where it was 
followed, the style assimilated local elements. This is one reason why 
the Sezession is conventionally placed at the beginning of modem art. 
‘The movement's character, as well as its expansion, reflect the wide- 
spread exchange in the areas of form and idea which characterized the 


age. The movement's tendency towards assimilation as well as its ability 
to easily overcome cultural, national, geographical and historical dif- 
ferences were also drawn from the character of the modem world. 

In each of the branches of the Sezession, we can clearly find the 
influence of oriental art — especially the influence of Japanese art. This 
influence on European art began with the rise of Impressionism. There 
is also a pronounced influence from the creative works of ancient art, for 
example, the Cretan ceramics which were being found in archaeological 
sites at the time. Furtherm countries where the traditions of folk 
art were still alive, those traditions were quite meaningful as a stimulus 
in the development of form and structure. There is also an influence 
from the remaining elements of historical styles. For example, the 
rococo elements in the works of artists from Munich originated in the 
artistic traditions of Bavaria. The Sezession, with its openness to a 
variety of international stimuli and influences, as well as its willingness 
to draw its inspiration from international trends and historical contexts, 
created for itself an important position in the forefront of the develop- 
ment of modem art. 

The many-faceted creative works of the Sezession, coming from 
various countries, cannot be squeezed into a single formula. This can 
also be confirmed by giving attention to their various methods of 
expression. We encounter organic plants and flowers which demon- 
strate an extremely realistic inspiration along with decorations derived 
from the wings and bodies of butterflies and other insects. At times these 
works come close to Impressionism with their shifting light and form, 
and at times the free imagination, the coloration and forms which lend 
themselves to illusions — completely in the spirit of Symbolism — 
express themselves as dreams and fantasies. Frequently the artists leave 
the domain of both intemal and external inspiration and play with the 
perpetual rhythm of abstract omamentation. At such times the stress is 
on linear outlines and planar construction. This could be said to be the 
greatest contribution of the Sezession. In the best of the works done in 
the Sezession style, technique and content are always in harmony, and 
the artist's imagination is instinctively realized in the forms of expres- 
sion. This is related to the quality of materials. They are luxurious — at 
times even excessively so — but are treated in a way that justifies their 
use through the creation of emotional effects . Forexample, in architec- 
ture the constructive and decorative properties of iron were reevaluated, 
and the use of glass and ceramics was reconsidered. The Sezession 
managed to integrate the two fields of construction and artistic architec- 
ture which, up till then, had been parallel but separate fields. Through 
its surpassing feeling for the materials it employed, in its unique 
approach to the organization of the materials, and through its joy in the 
perfect development of the properties of those materials, the Sezession 
brought a tuming point to all of the branches of the applied arts, e.g., in 
the areas of glass, ceramics, textiles, metals, furniture, and jewelry. 
Several branches of the applied arts were either newly discovered or 
rebuilt from their foundations up during that period, e.g., poster art, 
graphic design, book graphics and illustrations, and stage scenery. 

In both theory and practice, the bases of industrial design were being 
established. In relation to this, functional changes in the various 
branches of the applied arts are very interesting. For example, in paint- 
ing and the plastic arts the noetic emphasis grows weaker. In the 
Sezession, painting and plastic arts used architecturally and having 
monumental decorative force were held to be valid. Moreover, the chief 
‘objective was the integration of the fine and applied arts in architecture. 
It was a search for integrity and completeness, from the total architec- 
tural conception to the details of interior design. 

Asa reaction against the ideological, conceptual chaos of the nine- 
teenth century, the Sezession tried to create a style possessing a 
language which would consciously conelate life and its necessities. 
Based on this requirement, the extent of the architectural task was 
determined. Not only theatres, museums, town halls, banks, and resi- 
dential buildings, but also more ordinary structures which serve the 
needs of daily life, such as coffee houses, restaurants, shops, factories 
and street comer kiosks, were included in the architectural task. Thanks 
to the stimulus of the Sezession, the existing distinction between the 
“higher” work of the architect and the “practical” work of the engineer 
was done away with. 

‘The new style of the Sezession sought its social position from the 
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reactions of the society in which it found itself. As a result, there were 
times when, reflecting both the class struggle and the internal incon- 
sistencies and contradictions of society, the Sezession was itself 
continuously inconsistent and unsettled. As stated before, the Sezes- 
sion cannot be comprehended in a single definition. In this style, the 
exaggerated pathos, ingenious omamentation and aestheticism, which 
answer to the taste and imagination of the petite bourgeoisie, come to 
the surface. There are also, however, straightforward elements of expres- 
sion dealing with very serious social aims. It seems to me that inter- 
pretations of the Sezession too often overlook this fact. It seems clear 
that from its beginning modem art has been aware of its social responsi- 
bility, and in spite of the fact that they borrowed from the surrounding 
ideology, it was not merely the artists’ fault that they were frequently 
unable to realize their resolution to be socially responsible. Severe social 
conditions often prevented this realization and, as a result, artists were 
frequently driven into isolation. The contradictions of the class struc- 
ture, as well as contradictions in the economic, political and ideological 
systems were heightened at the tum-of-the-century. These conflicts 
were reflected in the cultural life as well and had a negative influence on 
the Sezession. 

A completed style which has developed in many fields — like all 
historical styles — is formed from multiple sources and takes root at 
several levels. All of these levels come in contact with each other and 
become interwined, however, it is not a mechanical cause and effect 
relationship. Rather, it is more а case of parallelism in the development 
of trends and in the awareness of problems. That is, there is the 
commonality of a movement within which different levels hammered 
out common answers to common problems. Moreover, the sphere of 
common problems was determined by both the economic and social 
context of the time and by the intellectual and cultural climate of the 
period, as well as by the regnant notions of art. 

Looked at from this perspective, the creative work of Alphonse 
Mucha is a witness to the cardinal points and stimuli of the Sezession, 
a movement of immeasurable breadth and diversity. Mucha, who stayed 
in Paris for many years, grasped the traditions of the new age in French 
art. This understanding was not limited to the decorative art of Grasset 
or Chéret, but also included the emergence of Post-Impressionistic 
tendencies. These trends — such as a stress on linear rhythm and planar 
arrangement — were beginning to appear in the work of Toulouse- 
Lautrec and Gauguin. The relationship between Mucha and the Ecóle 
de Paris is noted in many monographs and books, and has been well 
analyzed. 

Mucha's work, however, cannot be considered apart from his rela- 
tionship to his motherland. This is true not only of his early stages, but 
also of the whole process of his growth and maturation. The artist's 
whole life and the totality of his creative work speak of the degree to 
which he was rooted in Czech culture; they testify to his deep interest in 
his nation's past as well as to his active participation in national develop- 
ments at the beginning of the twentieth century. Let us briefly examine 
this formative relationship. 

Czech art at the tum-of-the-century, like European art in general, 
was a mirror of the changes taking place in the economic and social 
orders. At that time, through the Czechoslovakian Social Democratic 
Party, which had been established in 1878, the working class was re- 
sisting both the remnants of feudalism and the newly established 
hegemony of the bourgeoisie. The people were still suppressed by the 
Austro-Hungarian Empire and had not yet achieved independence; 
however, creative artistic experimentation was frequently used 一 both 
directly and indirectly — in the struggle for political independence. It 
маз part of the attempt — with philosophy in the forefront — to over- 
come narrow European provincialism while renewing European 
consciousness. The new social movement was in dialogue with contem- 
porary European trends and attempted to assimilate the leading ideas of 
the time. For this purpose, the field of Czech plastic arts gradually 
expanded, and, while aspiring after independence, made extensive 
efforts to secure an intemational position. This is especially true of the 
younger generation of artists who emerged towards the end of the 
nineteenth century. Their activities centered around the Federation of 
Fine Arts — MANES — which was founded in 1887. The struggle to 
push through their ideas was fought out in the pages of the magazine 


Volné Směry ("Free Directions"), which was first published in 1896, and 
their ideas were further proclaimed through their bold plans for inter- 
national exhibitions. As a result, from 1902 on, regular exhibitions in 
Prague introduced the movements of contemporary European art to the 
Czech people. 

It is natural that, during the second half of the nineteenth century, 
most creative stimuli were introduced eitherin Vienna, the capital of the 
Austro-Hungarian Empire, Munich, with its more liberated cultural 
environment, or, more sporadically, in Berlin. The influence of these 
cities was most strongly felt in the course of the 1870's and 80's. 
However, they gradually began to lose their force and their authority 
diminished. From the end of the 1880's, Czech art began struggling to 
escape from the restraints of German culture and relate directly to the 
creative art of Western Europe. Therefore, the influence of Paris gradu- 
ally grew stronger and, around the tum-of-the-century, that influence 
had penetrated the thought of the leading artists. 

Within this process, the influence of late appearing Impression- 
ism led to brand new stimuli and creative principles, for example, the 
Pont-Aven School, the formulas of pointillism, the literary colouring of 
Symbolism, and the convictions regarding linear and planar decoration 
which can be seen chiefly in posters and prints. In addition, an 
extremely strong influence on Czech art came from the world of English 
art, in particular, from the late appearing Arts and Crafts Movement. 
Another strong influence came from the poetic, sentimental style ofthe 
Pre-Raphaelites. 

Belgian art (Van de Veld's work had strongly influenced the art of 
Central Europe since the end of the nineteenth century) and contem- 
Porary Dutch art both supported the birth ofmodem Czech architecture 
and applied art. The greatest influence from northem Europe came from 
the art of Edward Munch. In Czechoslovakia, it was Munch’s work that 
played a significant role in forcing the transition from Art Nouveau to 
Expressionism. 

Concurrent with these influences—and almost as a polar movement 
— Czech art deepened its relation with Russian art. After encountering 
the realism represented by the art of 1.J. Repin and the Peredvizniks 
(Wanderers), Czech art expressed a strong interest in the new wave of 
Russian art led by N. Vrubel and the Mir Iskusstva (The World of Art) 
Circle. 

On the other hand, the young Prague artists kept up an association 
with Polish artists in Krakow, and maintained an association with the 
leaders of the newly shaped modem culture of the Yugoslavian cities of 
Lublana and Zagreb. The Czech art world, which until only recently had 
been limited to the horizons of Vienna and Munich, was now open to 
influences from the four comers of the earth. At the same time, however, 
it was possible for the younger generation to stand on the foundation of 
their own Czech national traditions. Recovered from years of neglect, 
that tradition was gradually coming to receive a more positive 
evaluation. 

If we reflect for a moment, it becomes clear that by 1850-1860, 
several Czech artists, such as Karel Purkyně, Soběslav Pinkas, and 
Viktor Barvitius, had already correctly understood the realistic move- 
ment, and under the influence of the intellectual and creative 
Suggestions of the time, anticipated the modem age's grasp of the 
feelings which led to Impressionism. 

In the decade between 1870 and 1880, that generation's direction — 
as can be seen in the construction and omamentation of the National 
Theatre in Prague — was set by Neo-Romanticism. Nevertheless, in this 
generation’ lividual artistic work there are already indications of the 
Impressionistic vision, some of the tendencies of Symbolism and 
decorative attributes that could be seen as forerunners of Art Nouveau. 
This is especially true of the paintings of artists such as Mikoláš Ales, 
Josef Tulka, Hanus Schwaiger and Maxmilian Pimer, and in the 
sculptures of J.V. Myslbek. 

Thus, between the nineteenth and twentieth centuries a fortunate 
generation of Czech artists, holding diverse conceptions of artistic 
expression, was formed. They well understood the spirit of the age and, 
being well-grounded in both European art and in developments within 
their own nation, they established a firm basis for the development of 
modem art. For example, in architecture the work of Jan Kotéra is 
representative of this generation in the clarity of his construction and 











the sobriety, lyricism and intimacy of his means of expression. Or we 
might mention the Slovakian architect Dusan Jurkovich whose inspira- 
tion springs from different sources. His wood and stone buildings are 
close to the natural world and bring about an emotional inspiration and 
a lyric rhythm. 

In sculpture, the symbolic visions of František Bilek are striking. 
This artist’s sculptures stress intellectual images and “the story of 
things”. To accomplish this he “unfolds the story,” and uses strange 
means of expression which display Expressionistic gestures. At times his 
sculptures are conceived in relation to the natural terrain and vegeta- 
tion; at times the object itself is made to “speak”. 

‘The sculptures of Stanislav Suchard are characterized by the free 
movement of the outline, a picturesque accent, and a poetic, dreamlike 
mood. In Josef Maratka's sculptures an accent on light, an analytical 
approach, and indirect expression are combined with energetic model- 
ing and ornamental contours. In the sculptures of Bohumil Kafka, the 
artist's views on the structure of Art Nouveau style are combined with 
Impressionistic principles of modeling and with the manifold interpreta- 
tions of Symbolism. As a result, his sculptures show an interest in 
contoured lines and planar arrangement, and have been developed to 
the point of omamental expression. The sculptures of Jan Stursa are 
filled with sensual experience and poetic vision which create a dramatic 
effect. The form and amplitude of his works are symbolically trans- 
formed into concepts and dreams. 

Because painting faithfully reflects contemporary trends, the 
prospect it offers is extremely diverse. At the end of the nineteenth 
century Czech painting was dominated by the work of the younger 
generation and, in terms of breadth, can only be compared to the 
contemporary literary movement. Indeed, these two fields have much in 
common in their creative aims and ideas, in the rhythm of their forms 
and techniques of colouring, in the relation of form and content. 

For the several decades leading up to the end of the nineteenth 
century, Czech painting had developed only slowly, at times even 
stagnating. At the end of the century, however, there was a flurry of 
rapid developments in the field of painting. As previously noted, at first. 
the younger generation was divided among the several trends of the new 


age. 

To begin with, at the end of the 1880's there wasa wave of interest in. 
realism, or more accurately, naturalism, which, although it attempted to 
herald the new age, soon ran out of breath and was brought toa halt. As 
а result this artistic trend was able to grasp only the shallow, surface 
dimension of things. (Ludék Marold, an exceptionally talented painter 
had the ability to accurately express the age and contribute to the revival 
of decorative art; however, he died prematurely.) 

Secondly, the next stream to take its starting point from the modem 
world was one holding impressionistic aims. It did not, however, 
attempt to find its content in transient, changing phenomena, but 
rather concentrated on the attempt to interpret nature and its occur- 
rences. Modem Czech landscape painting was bom from this stream of 
development whose artists attempted to understand and resolve the 
problems of light and colour. A representative artist from this stream is 
Antonin Slavíček. His paintings and sketches are quite radical and in his 
work we find a method of painting that has expressionistic nuances. 

Thirdly, Symbolism — which for several years was not sufficiently 
valued — made its appearance. This line of development counterposed 
the experience of reality with inner images and personal metaphors 
‘symbolizing dreams and desires. This gave rise to a “melodic” means of 
expression in the composition of the painting. As the work of the Czech 
artist, Jan Preisler, demonstrates, poetic, pure, picturesque results were 
achieved, 

Finally, we have the decorative art movement. It too was based on 
stimuli coming from the world of reality, but created an independent 
rhythm of lines, planes and colouring. For many years this movement 
was undervalued and even ignored. Decorative tendencies were adopted 
by the applied arts, but that they were closely related to the fine arts as 
well was not understood. However, more than simply acknowledging 
that this stream of development is closely related to the history of Czech 
art, we must also recognize the great influence that it exerted on the 
development and characteristics of art at the end of the nineteenth and 
beginning of the twentieth centuries. 





Apart from Alphonse Mucha — who brought the most pronounced 
individuality to this field 一 we should note the work of Vojtech Preissig 
whose graphics and paintings are quite striking. For that period, his 
works show considerable creative courage and purity of expression. The 
early works of František Кирка also place him in this stream of develop- 
ment; however, his pioneering efforts — namely, in the attempt to 
express the natural world in abstract forms — gradually led him down 
a different road where he asserted the independent meaning of form 
and colour. 

It is often said of Art Nouveau that its original ideas and creations 
were produced by architecture and the applied arts. This, however, is 
a limited perspective which is valid only to a certain degree. An analysis 
of the extemal form alone, a comparison of the striking elements of 
decoration alone, can not grasp the essence of these works. The paint- 
ings have an inner radiance which is vital to the development of 
painting. Both in terms of the content and means of expression, itis in 
the painting itself that the relationship between the artist and the 
natural world is most deeply and exhaustively treated. 

In other words, it is nota question of which field of art is superior. Оп 
this level it is impossible to interpret the Sezession. The various fields of 
art developed in parallel, occasionally interwined and influenced each 
other — in this way individual styles developed. Here we do not have 
a cause and effect relationship, rather, it is a case of critical minds in 
parallel development. Again, it is a case of common problems and 
common answers naturally occurring, but that does not mean there 
is agreement as to the methods and means of expression. 

In Czech art there are styles with various nuances of expression, and 
it is possible to read the characteristics of the age in the facade of build- 
ings and in the linear and planar design of objects. However, the areas of 
sculpture, painting and graphics were foundational in the development 
of original ideas regarding form and content. 

‘There is no clearly defined border between the fine and applied arts. 
Art Nouveau's chief characteristic is that it recognizes the correlation 
between all the branches of art and tries to integrate the various artistic 
expressions with life, In his The Fight For Tommorrow, the Czech critic, 
F.X. Salda, gives an apt witness to the assertions of his age: “All art is 
slowly releasing itself from its material seclusion and is beginning to feel 
intensively that its roots and basis are in fact omamental and symbolic, 
and that its aim is to work on decorating life, to work as a whole for the 
whole. The style, as the highest cultural value—a unity of art and life — 
is becoming the object of our hopes." 

In this sense, the work of Alphonse Mucha is at many points related 
to the ideological context of Czech culture at the tum-of-the-century. 
He holds a unique position in the context of Czech culture. Even 
though it is sometimes manifest and sometimes hidden, it is neverthe- 
less clear that Mucha is deeply in touch with the cultural traditions of 
his motherland. From the classicalart of the Middle Ages to the Baroque, 
from the abundant material of folk art to the art of the nineteenth cen- 
tury represented by Josef Mánes and Mikoláš Ales, the traditions of 
Czech culture ran in Mucha's blood. 

While European art at the tum-of-the-century was becoming inter- 
national in scope, Mucha refined both his original point of viewand the 
fascinating contents of his style and was brilliantly successful in 
integrating the values of his motherland with the values of other 
countries. He distinguished himself by establishing a style which 
captured the world. 

(Former Director, National Gallery, Prague/Translated by Wakana Onoda) 
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アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 中 の ミュ シャ 
島田 紀夫 


アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ は 今 で は アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 代表 的 な 美術 家 
の 一 人 に 数 えら れ て いる . サラ ・ ベ ルナ ー ル の 芝居 を テー マ に し た ポス 
ター は 「 ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 華 」 と いう 呼称 に 相応 し いか も し れ な い . 
1980 年 に ダル ムシ ュ タッ ト と パリ で 開か れ た ミュ シャ の 大 回 顧 展 は 彼 の 
名 声 を 確定 的 に し た 。 し か し , チェ コ に 生ま れ , 世紀 末 の パリ に 出 て き 
て , ポ スタ ー と いう グラ フィ ッ ク ・ ア ー ト の 分 野 で 名 を な し た ミュ シャ の 美 
術 史上 の 位置 は , 従 来 は か な ら ず し も 高い も の で は な か っ た . そ れ は ア 
ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー と いう 様式 の 評価 に も 関わ っ て いる 。 

アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー と 呼ば れる 19 世 紀 末 の 一 種 の 装飾 様式 が 人 々 の , 
関心 を ひく よう に な っ た の は それ ほど 昔 の こと で は な い . 9 世紀末 の 意 
趣 豊 か な さま ざま な 美術 の 革新 運動 は 20 世 紀美 術 の 源泉 と し て 早く 
か ら 注 目 され て きた . LDL, それ は 絵画 や 彫刻 を 中 心 と し た 造形 的 な 
実験 に 限ら れ , 装飾 美術 や 応用 芸術 に は あま り 関 心 が 向け られ な か っ 
た .20 世 紀 に 入る と , 応用 芸術 の 分 野 で は その 機能 性 が 強く 求め られ る 
よう に な っ た か ら ,19 世 紀 末 の 装飾 芸術 に つい て は 否定 的 な 見 解 が 大 
勢 を し め る よう に な っ た の で ある 。 

と ころ が 絵画 や 彫刻 が 抽象 性 と 純粋 性 を 追求 し た 結果 , そ れ ら は 装 
飾 的 な 可能 性 に 近付く よう に な る . 一方, 装飾 美 術 や 応用 芸術 は それ 
自体 が 芸術 作品 と し て 鑑賞 され る こと を 期待 する よう に な っ た . 第 二 次 
世界 大 戦後 に な る と この 傾向 は きら に 顕著 に な る . 世紀 末 の アー ル ・ ヌ 
ーー ヴォー に 対す る 関心 は , 同 じ よ うな 状況 に あっ た 過去 を 現在 が 再発 
見 し た 結果 で ある と も 言え る の で ある 。 

アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー に 対す る 関心 を よみ が えら せ た 最 も 早い 事例 は 
1936 年 に 出版 され た ニコ ラウ ス ・ ペ ヴ ス ナー の 『 モ ダン ・ ム ー ヴ メン ト の 
先駆 者 た ち 』 に み ら れる . こ の 本 は 1949 年 に 『 モ ダン ・ デ ザイ ン の 先駆 者 
た ち 』( 白 石 博 三 訳 『 モ ダン ・ デ ザイ ン の 展開 』, み すず 書房 ,1957) と し 
て 改定 版 が 刊行 され た . そ れ より 早く 1930 年 代 の 初め こ シ ュ ル レア リス 
ム の サル ヴァ ドー ル ・ ダ リ が , アー ル ・* ヌ ー ヴ ォ ー の 奇怪 な 建築 を "芸術 
の 歴史 に お ける 最も 独創 的 で 最も 驚嘆 すべ き 現象 』 と みな し て いる . ア 
ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー に 関す る 装飾 美術 の 展覧 会 が 世界 各地 で 開か れる よ 
うに な る の は , 1950 年 代 に 入っ て か ら の こと で ある . 

ニコ ラウ ス ・ ベ ヴ ス ナー は 『 モ ダン ・ ム ー ヴ メン ト の 先駆 者 た ち 』 の 中 
で , ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の ライ トモ チー フ を 次 の よう に 規定 し た . 「 百 合 の 
茎 を 介 ば す 長 に 感 覚 的 な 曲線 , 昆虫 の 触角 。 花 の し べ , ある い は 時 と し 
て は 細い 燈 , そ ん な 曲線 が 波 を 打ち , 流れ て 行っ て 互い に 絡ま りつ つ , 
手当 た り 次 第 あら ゆる も の の 表面 の 隅 か ら 芽 を ふき 。 全面 を ほし いま ま 
に 覆っ て いる .」 

ロベール ・ シ ュ ム ッ ツラ ー も 1962 年 に 刊行 し た 『 ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 一 
ユー ゲン トシ ュ テ ィ ル 』 の 中 で , アー ル ・ メ ヌー ヴォ ー の 主要 テー マ を 「 海藻 
ある い は 募 草 を 思わ せる 長く て 織 細 で 曲がり くね っ た 線 」 と し て 捉え て 
いる . こ うし た 特徴 を も つ 様式 の 源泉 と 先駆 者 に 対す る 探求 も これ ら の 
著書 で 試み られ て いる . ま た 。S.T, マドセン は 1956 年 に 「 ア ー ル ・ ヌ ー ヴ 
ォ ー の 源流 』 と いう 本 を 刊行 し て 。 ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 様 式 の 先駆 者 と そ 
の 芸術 的 背景 を 探っ た . こ の よう な 努力 に よっ て アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 様 式 
の 源泉 と その 伝播 の 様相 が か な り 明 確 に きれ た が , し か し まだ 不 分 明 
な 部 分 も 残さ れ て いる よう で ある 。 
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絵画 や 彫刻 に お ける 新しい 美術 運動 は その 多く が パリ を 中 心 に し て 
起こ っ た が , アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー は ロン ドン か ら ヨ ー ロ ッ パ 大 陸 に 波及 し 
て いっ た . ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の イギリス に お ける 源泉 と し て 挙げ られ る 
も の は , ラフ ァ エ ル 前 派 と アー ツ ・ ア ンド ・ ク ラフ ツ 運 動 , ゴ シッ ク ・ リ ヴァ イ 
ヴァ ル と ケル ト 文 化 復 興 , ウ ィ リ アム ・ プ レイ ク と ウォ ルター・ ク レイ ン な ど 
で ある . イ ギリ ス で は こう し た 様式 を 「 モ ダン ・ ス タイ ル 」 と 呼び フラ ンス 
で も その 名 で 呼ば ん て いた が ,1895 年 の 暮れ に サミ ュ エ ル ・ ピ ング が パ 
リ の プロ ヴァ ンス 街 に 「 ア デー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー」(「 新 し い 芸 術 」 と いう 意味 の 
フラ ンス 語 ) と いう 名 前 の 店 を 開い て か ら ,「 ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー」 と いう 呼 
称 が 広く 用 いら れる よう に な っ た . 

サミ ュ エ ル ・ ピ ング は アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー と いう 言葉 に 特別 の 意味 を 込 
め て いた わけ で は な く , 現代 性 を 誇示 し よう と する 若者 た ちの 拠点 に な 
る よう な 店 の 名 前 と し て 考え て いた に すぎ な か っ た らし い . LAL, 19 世 
紀 後半 の アカ デミ ッ ク な 「 歴 史 主義 」 へ の 反動 と し て , 新しい 様式 を 求 
め て いた 時 代 の 趣味 に アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー と いう 用 語 は まこ と に 相応 し 
いも の で あっ た . 同じ よう な 傾向 を , ド イツ で は 「 ユ ー ゲ ント シュ ティ ル 」。 
オー スト リア で は 「 ゼ ツェ ッ シ ョ ン 」, イ タリ ア で は 「 リ バテ ィ 様 式 」, ス ペイ 
ン で は 「 ア ル テ ・ ホ ペン 」 な ど と 呼ん で いる 。 

アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 様式 が ヨー ロッ パ 中 に 開花 し 芸術 の あら ゆる 分 
野 に 浸透 し た の は , 1890 年 代 後半 か ら 20 世 紀 初 頭 に か け て で ある . 絵 
画 や 彫刻 に この 用 語 が あま り 用 いら れ な い の は , これ ら の 分 野 に は 別 の 
時 代 区 分 と 様式 概念 が 適用 され て きた こと に も よる が , アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ 
一 様式 が 主 に 装飾 美術 や 応用 芸術 , と くに ポス ター や 挿絵 な どの グラ フ 
ィ ッ ク ・ ア ー ト に 典型 的 に 現れ て いる た めで あろ う . 

アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ は 1890 年 代 後半 か ら 世紀 末 に か け て ポス ター 
の デザ イン で パリ の 街 の 人 気 を 独占 し た 。 子 息 の ジリ : ミ ミュ シャ に よる と 。 
彼 自身 は アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー に 対し て あま り 関 心 を も た な か っ た らし い 
が , 彼 の ポス ター の 様式 的 な 特徴 は アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 様 式 を 顕著 に 
示し て いる . し か も それ だ け で な く , その 内 容 が パリ の 演劇 界 の 「 聖 な る 
人 怪物 」 サ ラ ・ ペ ベル ナー ル を 主題 に し て いる 点 で , 世紀末 特有 の 情 趣 が よ 
く 現れ て いる . 芝居 の 内 容 に 則 し た 表現 に は 世紀 末 の 象徴 主義 文学 か 
ら の 影響 も うか が われ る の で ある . 

ミュ シャ の ポス ター は 世紀 末 の パリ の グラ フィ ッ ク ・ ア ー ト の 世界 に 旋 
風 を まき 起こ し た らし い . それは 彼 の 作品 の も つ ユ ニー ク な 特質 が 最大 
の 要因 に ちがい な い が 。 そ の 背後 に ある フラ ンス に お ける ポス ター 芸術 
の 発展 の 歴史 を 見 逃す わけ に は いか な い . ミ ュ シャ の 登場 は 時 機 に か 
な っ て いた の で ある 。 

フラ ンス に お ける ポス ター の 隆盛 は リト グラ フ の 技法 の 発展 に 負う と こ 
ろ が 大 きい . カ ラー・ リ トグラフ の 技法 を イギリス で 学ん だ ジュ ー ル ・ シ ェ 
レ (1836 -1932) は 1866 年 に パリ に 印刷 工房 を 開設 し た . カラ ー・ リ ト グ 
ラフ に よる ポス ター の 制作 は シェ レ に よっ て 始め られ た の で お あ る. 最初 の 
作例 と いわ れる 『 ヴ ァ レ ンティー ノ 舞 踏 場 』(1869 年 ) か ら 1881 年 の 「 フ ォ 
リー・ ベ ル ジ ェ ー ル 劇場 』 を 経て 1890 年 の 「 ジ ャ ル ダ ン ・ ド ・ パ リ 』 の ポス タ 
ー に 至る まで , ほ ぼ 10 年 ご と に スタ イル を 変え て いっ た . 初め は ウォ ル タ 
ー・ ク レイ ン や ウィ リア ム ・ モ リス な どの イギリス の デザ イナ ー た ちの 影響 
下 に あっ た が , し だ い に テ ィ エ ポロ 風 の 壁 画 の 手法 と ヴァ トー や フラ ゴナ 
ー ル な どの ロコ コ の 祝祭 的 な 気分 を 取り 込む よう に な り , 最 後 は 世紀 末 
の アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 様式 に 近づい た . 

シェ レ の ポス ター の 影響 は アラ ッ セ や ジョ ル ジ ュ ・ ド ・ フ ー ル や ミュ シャ 
な どの グラ フィ ッ ク ・ ア ー ト の 分 野 で 活躍 し た 人 た ちば か り で な く , ボナ 
ー ル や トゥ ー ル ー ズ ニ ロ ー ト レッ ク に まで 及 ん で いる . ボ ナー ル と トゥ ー ル 
ー ズ = ロー トレ ッ ク が それ ぞ れ 最初 に 制作 し た か グラ フ に よる ポ 
スタ ー 一 一 『 フ ラン ス ・ シ ャ ン パ ン 』 と 『 ム ー ラ ン ・ ル レー ジュ の ラ ・ グ ー リ ュ 』 
— は , あき ら か に シェ レ の 感化 を 受け て いる . そ れ ば か り で な く 。 商業 
用 の 宣伝 ボス ター か ら 始め て 芸術 ポス ター に まで 到達 する 過程 も シェ レ 









の それ に 似 て いる の で ある . ボ ナー ル と トゥ ー ル ー ズ ニ ロ ー ト レッ ク は 。 
1889 年 に ベル ギー で 創刊 され 1891 年 に パリ に 移っ た 「 ル ヴ ュ ・ プ ラン シ 
ュ 』 誌 の ポス ター を デザ イン し た が , こ れ は グラ ッ セ や ド ・ フ ー ル や ミュ シ 
ャ に 影響 を 及ぼ し て いる . 

スイ ス の ロー ザン ヌ に 生ま れ た ウジ ェ ー ヌ ・ グ ラッ セ (1841-1917) は , 
イギリス の ウィ リア ム ・ モ リス と 同じ よう に , 中 世 美 術 に 惹か れ て いた . Т. 
芸 デザ イナ ー と し て は , エミ ー ル ・ ガ レ と 同じ よう に , 自然 の モチ ー フ を 大 
切 に し た . 彼 は ミュ シャ と 同じ よう に アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー に は あま り 関 心 を 
示さ な か っ た が 。 そ の 作品 の 様式 は アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 特徴 に 呼応 し 
た と ころ が 多い . グ ラッ セ の ポス ター に 見 られ る 太い 輪郭 線 と 平面 性 の 
強調 は , 日 本 の 浮世 絵 版画 と ポン ・ タ ヴァ ン 時 代 の ゴー ガン の 手法 か ら 
の 影響 に よる と 言わ れ て いる . 1890 年 に 制作 され た サラ ・ ベ ルナ ー ル 接 
する 『 ジ ャ ン ヌ ・ ダ ルク 』 の た め の ポ スタ ー は グラ ッ セ の 特徴 を よく 表し て 
いる . グ ラッ セ は 晩年 に な る と , ETAT TY, エド ガー・ ア ラン ・ ポ ー, ヴ 
イリ エド リラ ダン な どの 文学 作品 に 親近 感 を も つよ うに な っ た . 

シェ レ に 学び グラ ッ セ か ら も 影響 を 受け た ジョ ル ジ ュ ド ・ フ ー ル (1868- 
1943) は, ボー ドレ ー ル と ロー デン パッ ハ の 文学 作品 か ら 直 接 的 な 発想 
源 を 得 て いる . そ の 作風 は 世紀 末 の 象徴 主義 の 雰囲気 を 濃厚 に 漂わ 
す . サミ ュ エル ・ ビ ング と と も に 「 アール ・ ヌ ー ヴ ォ ー」 の 店 を 経営 し て いた 
マイ ヤー ニ グ レフ ェ は 1898 年 に ド ・ フ ー ル を 「 発 見 」 し 。1900 年 の パリ の 
万 国 博覧 会 の 「 り アール ・ ヌ ー ヴ ォ ー・ ビ ング 」 の パビリオン の 装飾 を 担当 
させ た . こ の 万 国 博覧 会 が アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー に 勝利 を 決定 し た こと は 
よく 知ら れ て いる , も この 万 国 博覧 会 に 参加 し た 。 

ミュ シャ の ポス ター に は , シェ レ , FI ye, それに ド ・ フ ー ル の 作品 の 特 
質 が すべ て 流れ こん で いる よう に 見 える . の ち に や や 詳し く 述 べ る よう 
に , ミ ュ シ ャ の グラ フィ ッ ク ・ ア ー ト 作品 は レオ ン ・ デ シャ ン が 1889 年 に 創 
刊 し な 「 ラ ・ プ リュ ム 』 誌 に よっ て 流布 され た . デシ ャ ン は パリ の ボナ パル ト 
街 に あっ た 事務 所 に 「 サ ロン ・ デ ・ サ ン 」 と 名 付け た 展示 ホー ル を 作り 。 
同じ 名 前 の 展覧 会 を 主催 し た . グ ラッ セ が パリ で 名 声 を 確立 する の は 
1894 年 の 「 ラ ・ プ リュ ム 』 誌 の グラ ッ セ 特集 号 か ら で あ る . サロ ン ・ デ ・ サ ン 
は 同年 1 月 に 開設 きれ た が , そ の 最初 の ポス ター は ナビ 派 の イベ ルス 
が デザ イン し た . グ ラッ セ は 「 ラ ・ プ リュ ム 』 誌 の 特集 号 に 合わ せ て サロ 
ジン * デ ・ サ ン で 個展 を 開い た が , その 折 に 制作 され た ポス ター は 彼 の ポ 
スタ ー の 代表 作 の 一 つ に な っ た 。 

オラ ンダ の アム ステ ルダム で 劇場 の 仕事 を し て いた ド ・ フ ー ル が パリ 
に 出 て きた の は 1891 年 の こと で ある . 翌 92 年 に 「 ラ ・ プ リュ ム 』 誌 の 編集 
者 に 見 い だ さ れ ,1894 年 10 月 の 第 5 回 サロ ン ・ デ ・ サ ン 展 の ポス ター を 
デザ イン し た . 花 を 手 に し た 女性 の 上 半身 を 大 きく 描い た この 作品 は グ 
ラッ セ の ポス ター と 密接 な 関連 が ある . しかし, グラッセ の 女性 が 簡素 
な 衣裳 を まとっ た 清純 な 少女 で ある の に 対し , ド ・ フ ー ル の 女性 は 流行 
の 衣裳 に 身 を つつ ん だ 官能 的 な 女 の 姿 を し て いる . ミ ュ シ ャ は デシ ャ ン 
の 勧め で サロ ン ・ デ ・ サ ン の ポス ター(1896 年 ) と 自分 の 個展 の た め の ポ 
スタ ー(1897 年 ) を デザ イン する が , こ の 2 点 の ポス ター は ド ・ フ ー ル と グ 
ラッ セ の ポス ター に それ ぞ れ 似通っ て いる . アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の ボキ ャ 
プラ リー に 則 し て 言え ば , こ の 二 つ は 「 宿 命 の 女 」 と 「 夢 の 国 の 姫君 の 
モチ ー フ な の で ある 。 

シェ レ の ポス ター で も 女性 の モチ ー フ は 重要 な 位置 を し め て いる . 彼 
の ポス ター が パリ の 街 で 成功 し た 理由 の 一 つ は , その ころ か ら モン マル 
トル を 中 心 と し た 夜 の 歓楽 街 が 賑わい を みせ は じ め た こと に ある . キ ャ | 
バレ ー や ミュ ー ジ ッ ク ・ ホ ー ル や カフ ェ ・ コ ン セ ー ル な ど が 繁盛 し 芸人 た 
ち が 集 まっ て 来 た . ポ スタ ー の 流行 は こう し た 初期 の 消費 社会 の 出現 と 
軌 を 一 に し た と ころ が ある . シェ レ は 1890 年 代 に 入っ て か ら ロ イ ・ フ ュ ラ 
ー と いう 踊り 子 を テー マ に し た ポス ター を 制作 し た . ロ イ ・ フ ェ ュ ラー は 世 
志 末 の 芸能 界 を 彩る 女性 の 一 人 だ が ミュシャ が 遭遇 し た 世紀 末 の 女 
は 舞台 女優 サラ ・ ベ ルナ ー ル で あっ た . 























ミュ シャ が サラ ・ ベ ルナ ー ル の た め に デザ イン し た 最初 の ポス ター は 
『 ジ スモ ンダ 』 で ある . こ の ポス ター は 二 人 の 芸術 家 に 幸運 を も た らし 
た . ミ ュ シ ャ は この 一 作 で ポス ター 作家 の 地位 を 獲得 する . シェ レ , グ ラッ 
セ , ト ゥ ー ル ー ズ = ニ ロ ー ト レッ ク , ボ ナー ル な ど が 開拓 し は じ め て いた 芸 
術 的 な ポス ター 制作 を , ミュ シャ は さら に 大 胆 に 押し 進め た の で ある . 文 
字 や 衣裳 に み ら れ る ビザ ン テ ィ ン 風 の 装 飾 の 効果 , 堂々 と し て 威厳 の あ 
る 人 物 の ポ ボーズ, 綿密 な 細部 の 表現 と 微妙 な 色調 , こ れ ら の 特徴 は ミュ 
シャ 以前 の ポス ター に は み ら れ な い 彼 独自 の も の で ある .1895 年 1 月 
に 「 ジ スモ ンダ 」』 の ポス ター が 街 に 貼り 出さ れる と た ち ま ち の うち に バリ の 
人 々 の 評判 を か ちえ た と いう 。 

サラ ・ ベ ルナ ー ル に と っ て も この 評判 は 健 侍 で あっ た に ちがい な い . 
1893 年 に ルネ サン ス 劇 場 を 買い 取り 劇場 経営 の 任 に も あたら な けれ ば 
な ら な か っ た サラ ・ ペ ベル ナー ル は , こ の 芝居 の 成功 に よっ て どう や ら 和 客足 
を 確保 する こと が で きた か ら で あ る . ルネサンス 劇場 は ヴィ クト ル ・ ユ ゴ 
ーー が ロマ ン 派 の 芝居 を 上 演 す る た め に 1838 年 に 時 の 国王 オル レア ン 
公 ル イ ・ フ ィ リ ッ プ に 願い 出 て 創立 され た 伝統 ある 劇場 で ある 。 ゾ ラ の 
自然 主義 演劇 「 テ レー ズ ・ ラ カン 』 や アン リ ・ ペ ッ ク の 写実 主義 演劇 『 パ リ 
の 女 』 が 初演 され た こと も あっ た . LPL, 1893 年 か ら 1898 年 まで の 5 年 
に わた る サラ ・ ペ ルナ ー ル に よる ルネ サン ス 劇 場 の 興業 は 経営 的 に は 
大 き な 和 失敗 で あっ た らし い . 

『 ジ スモ ンダ 』 の 成功 は , そ の 一 端 を ミュ シャ の ポス ター が に な っ て い 
る に し て も , 芝居 その も の に よる こと は いう まで も な い . 原作 者 の ヴィ クト リ 
アン ・ サ ルド ゥ は 19 世 紀 後 半 の フラ ンス 演劇 界 に 君臨 し て いた 劇作 家 
で ある . ロ マン 主義 演劇 が 衰退 し た あと の 第 二 帝 政 時 代 に 流行 作家 と 
な っ た ウジ ェ ー ヌ ・ ス クリ ー プ の 癌 劇 と 。 デュ マ ・ フ ィ ス ( 子 ) や エミ ー ル ・ オ 
ー ジ エ が 創始 し た 社会 劇 と を 巧み に 混合 し た 作風 に よっ て 知ら れる . 
彼 は サラ ・ ベ ルナ ー ル の た め に 6 点 ほ どの 芝居 を 書い て いる が ,『 ジ ス 
モン ダ 』 は 第 五 作 目 の 芝 居 で ある . 

『 ジ スモ ンダ 」』 は , それ まで の 暗い 結末 の 作品 と は 異な り , 彼女 が ルネ 
サン ス 劇 場 の た め に 新た に 招い た 共演 俳優 の 一 人 リュ シア ン ・ ギ トリ と 
結婚 する と いう ハッ ピー・ エ ンド の 物語 で あっ た . 舞台 装置 は , い つも の 
サラ ・ ベ ルナ ー ル の 舞台 と 同じ よう に , 豪華 で 美しく 手 が こ ん で いた . 内 
容 は アテ ネ を 舞台 と する 宗教 的 テー マ を 扱っ た も の . ポ スタ ー の ポー ズ 
は , ビ ザン ティ ン 風 の 豪 秦 な 衣 付 を 身 に 着け た サラ ・ ベ ルナ ー ル 演ずる 
ジス モン ダ が 手 に シュ ロ の 花 を 持っ て 「 シ ュ ロ の 日 曜日 復活 祭 直前 の 
日 曜日 ) の 行列 に 加わ ろう と する 。, 第 三 募 の クラ イマ ックス の 場面 か ら 
取ら れ て いる . 

と ころ で , ミ ュ シ ャ が 芝居 の クラ イマ ックス の 場面 か ら 印象 的 な ポー ズ 
を ポス ター に 採用 する に は , 彼 が それ より 前 に この 芝居 に 通 暁 し て いな 
で は な い だ ろ うか .1894 年 9 月 17 日 に デュ マ ・ フ ィ ス の 「 ク ロ 
ー ド の 妻 』 で 秋 の シー ズン を 開幕 し た ルネ サン ス 劇 場 は ,10 月 31 日 か ら 
サル ドゥ の 新作 『 ジ スモ ンダ 」』 を 上 演 す る そして, 12 月 24 日 か ら は サル ド 
ウッ が サラ ・ ベ ルナ ー ル の た め に 書い た 最初 の 作品 で ある 『 フ ェ ー ド ル 」 を 
再演 し た .『 ジ スモ ンダ 』 が 再演 され る の は 翌 1895 年 1 月 4 日 か ら で あ 
る .『 ジ スモ ンダ 』 の ポス ター が それ 以前 に で き あ が っ て いた こと は 確か 
THAI, も し この ポス ター の 制作 依頼 が , 伝説 の 伝え る と お り 1894 年 の 
クリ スマ ス ・ イ プ だ と すれ ば , 制作 期間 が 非常 に 短かっ た と いう こと だ け 
で な く 。 効 果 的 な 場面 を 芝居 の 中 か ら 選 ん だ と いう 点 か ら も , ミ ュ シ ャ は 
すでに 10 月 31 日 か ら の 初演 の と き に この 芝居 を 見 て いた 可能 性 を 推測 
саз, 

この 仮説 を 補強 する と 思わ れる 3 枚 の デッサン が , 1980 年 に パリ と ダ 
ルム シュ タッ ト で 開か れ た 「 ミ ュ シ ャ 展 」 に 出品 され て いた . 展 覧 会 カタ ロ 
ダグ に よれ ば 、『 ル ・ ゴ ロワ 』 誌 が 1894 年 11 月 に 『 ジ スモ ンダ 」 の 特集 号 を 
刊行 し て いた が , ミ ュ シ ャ の これ ら の デッサン は この 特集 号 の た め に 描 
か れ た も の らし い . も し そう だ と すれ ば , ミ ュ シ ャ は 『 ジ スモ ンダ の 初演 時 

















に この 芝居 を 見 て いた こと に な る . そして, サラ ・ ベ ルナ ー ル と の 出会い 
は クリ スマ ス ・ イ ブ 以 前 に 行わ れ て いた 可能 性 も 考え られ な いわ け で は 
BOOTHS, 

1980 年 の パリ の 「 ミ ュ シャ 展 」 に は , 1890 年 に サラ < ベル ナー ル に よっ て 
初演 され た 『 ク レオ パト ラ 」 を 扱っ た ミュ シャ の リト グラ フ も 展示 され て い 
た . こ の 芝居 は エミ ー ル ・ モ ロー の 協力 を えて サル ドゥ が サラ ・ ベ ルナ ー 
ル の た め に 書い た 第 四 番目 の 作品 で ある . 芝居 と し て は 失敗 作 だ っ た 
らし い が , サラ ・ ペ ルナ ー ル の 妖 幅 な 舞台 姿 は フラ ンス の 文 亭 アナ トー 
ル ・ フ ラン ス や イギリス の 作家 オス カー・ ワ イル ド を 感嘆 せしめ た と 言わ 
れ て いる . ミ ュ シ ャ は この リト グラ フ を 何 の 目 的 で 制作 し た の で あろ うか . 
展覧 会 カタ ログ で は , 雑誌 「 舞 台 衣 裳 ( ル ・ コ ステ ュー ム ・ オ ・ テ アト ル ) 』 
の た め の 挿絵 の 可能 性 を 示唆 し て いる . 印 刷 は 『 ジ スモ ンダ 』 の ポス タ 
ーー と 同じ ル メ ルス ィ エ で ある . こ の こと は , ミ ュ シ ャ が パリ に 出 て き て すぐ に 
芝居 の 世界 に 関わ っ て いた こと を 示し て いる だ け で な く ,1890 年 に す で 
に 彼 が サラ ・ ベ ルナ ー ル を 知っ て いた 可能 性 を 暗示 し て いる だ ろう . 

1895 年 に | ャ は サラ ・ ベ ルナ ー ル の ポス ター を 制作 し て いな 
い . 代 わり に , ル ネ サン ス 劇 場 で 上 演 さ れ た 『 愛 人 た ち 』 の ポス ター を デ 
ザイ ン し た 。1895 年 の 秋 の シー ズン に 彼女 は フラ ンス 国内 の 巡業 に 出 
て , 後 事 を リュシアン ・ ギ トリ に まかせ た . ギ ト リ は サラ ・ ベ ルナ ー ル が ルネ 
サン ス 劇 場 に 招い た 若手 俳優 の 一 人 で ある . 彼 は 機知 に 富む 劇作 家 
モー リス ・ ド ネ の 『 愛 人 た ち 』 を 採り 上 げ , 共演 女優 に ジャ ン ヌ ・ グ ラニ エ 
日 は 1895 年 1 月 5 Н. 世紀末 の 稀 廃 的 だ が 優雅 な 恋愛 
風俗 を 扱っ た この 芝居 は まず まず の 評判 で あっ た らし い . 

「 愛 人 た ち 』 の ポス ター は 三 つ の 部 分 に 分 けら れる . 左上 は ギ ニ ョ ー 
ル ( 人 形 芝居 ) の 情景 . 右 上 は 悲哀 の 情景 . 下部 の 大 半 を し め る の は 芝 
居 の 中 の パー ティ ー の 情景 . ヴィ オロ ン の 音 に あわ せ て 踊る 男女 が お 
り , シャ ン ペ ン が あり , 花 が ある . す べ て が 旧 き 良き 時 代 の 雰囲気 を 漂 
わせ て いる 。 

『 ジ スモ ンダ 』 の ポス ター は 印刷 業者 と メル スィ エ が 制作 し た が , そ 
の 印刷 物 の 販売 を めぐ っ て ミュ シャ と の あい だ に トラ ブル が お きた . そ こ 
シャ は , そ れ 以後 の 自分 の 作品 の 印刷 を シャ ンプ ノワ に 委ね る こと 
に な る の だ が 三 点 の 作品 だ け を 印刷 業者 カミ に 任せ た . "BARB, 
の ポス ター は その うち の 一 点 で ある 。 

ミュ シャ が サラ ・ ベ ルナ ー ル の た め に デザ イン し た 二 番 目 の ポ スタ ー 
は 『 椿 姫 ,.『 ジ スモ ンダ 』 の ポス ター と 比較 する と , 横向 き の ポ ー ズ は 同じ 
(但し 方 向 は 反対 ) だ が , ヒロ イン が 身 に 着け る 衣裳 は 白 一 色 の 清正 な 
いで た ち で ある . 背景 全体 を 覆う 星 も , よ り ロ マン チッ ク な 雰囲気 を 醸し 
だ す .『 ジ スモ ンダ 』 の 右手 で 捧げ る よう に し て 持つ シュ ロ の 花 の 代わ り 
に , こ こ で は 左手 で 摘む よう に し て 持つ 白い 椿 の 花 が 画面 の 左下 に 描 
か れ て いる (アメ リカ 巡業 用 の ポス ター で は 花 は 赤く 準 られ て いる ). 見 
上 げ る よう な 『 ジ スモ ンダ 』 の まな ざし と は 対照 的 な 『 椿 姫 』」 の や や 伏 目 
が ちの 面 差 し は , ヒ ロイ ン の 性 格 を た くま ず 表 現し て いる よう に みえ る 。 
印象 的 な 面影 と 衣裳 の 白 さ と が 見 る 人 に 深い 感銘 を 与え た らし い . 制 
作 後 数 年 た っ て も この ポス ター の 効果 を 記憶 に 留め て いた 人 が いた . 
1900 年 に 書か れ た 次 の よう な 文章 が 残っ て いる .「 流 れる よう な 白い ロ 
ー プ を 身 に まとい 。 熱 い 思い に 陶 然 と し て いる 『 椿 姫 』 を 忘れ る こと は で 
ER, 

デュ マ 原 作 の 『 椿 姫 』 よ り 。 そ れ を も と に し て ヴェ ルディ の 作曲 し た 歌 
劇 「 ラ トラ ヴィ アー タ 』 の ほう が 現在 で は 有名 か も し れ な い . ア リア 「 あ 
あ , そ は 彼 の 人 か 」 や 『「 乾 杯 の 歌 」 な ど は 今 で も と きど き 耳 に する . HL 
は も と も と 小説 と し て 発表 され た . デュ マ ・ ペ ー ル ( 父 ) の 私 生 児 と し て 生 
まれ た デュ マ ・ フ ィ ス は 薄 児 た ちの 群 に まじ っ て 暮らし て いた が 。 当 時 の 
パリ で 誰 ひ と り と し て 知ら ぬ 人 の な い 妨 婦 マ リ ・ デ ュ プ レシ ス を 一 目 見 て 
恋 に 陥っ た . 彼女 は 毎夜 きま まっ て 劇場 に 姿 を 現し , ひ と 月 の 25 日 は 白い 
椿 の 花 を , 残 り の 5 日 は 赤い 椿 の 花 を 持っ て いた か ら ,「 椿 を 持つ 女 
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(椿姫 ) 」 と 呼ば れ て いた . マ り は 1847 年 に 23 歳 の 若 さ で この 世 を 去る . 
デュ マ は 彼女 を モデ ル に し て ひと 月 で 小説 椿姫 を 書き あげ た と いう . 
すぐ に ベス ト ・ セ ラー に な っ た 勧め る 人 が あっ て 自分 で 戯曲 に 直し た 
が , 女 婦 を テー マ に し た この 芝居 は 第 二 共 和 制 時 代 に は 上 演 許 可 が 
下り な か っ た . ル イ ・ ナ ポレ オン の クー デ タ ー で 第 二 帝 政 が 始ま り , 内務 
大 臣 に な っ た モル ニー 公 に よっ て 『 椿 姫 」 の 上 演 許 可 が 下り た の は 1851 
年 12 月 で ある . 初 演 は 1852 年 2 月 2 日 . ロ マン 主義 の 誕生 を 告げ る 
1830 年 の + ゴー の 『 エ ルナ ニー』 に つぐ , 19 世 紀 フ ラン ス 演 劇 界 の 事件 で 
あっ た . ロ マン 主義 演劇 か ら 写 実 主義 演劇 へ と 移り 変わ る 潮流 の 中 で 
先駆 的 役割 を 果たし, 社会 劇 と いう 一 つの ジャ ン ル を 創始 し た 

サラ ・ ベ ルナ ー ル が 『 椿 姫 』 を 演じ る の は , コ メデ ィ ・ フ ラン セー ズ を や 
め て 一 座 を 結成 し アメ リカ 巡業 に 出 た 1880 年 の 10 月 か ら で あ る . 翌 
1881 年 5 月 に ル ・ ア ー ヴ ル 港 に 帰国 し た と き , そ こ で も "椿姫 』 を 演じ 
た . サラ ・ ベ ルナ ー ル が 『 椿 姫 』」 を パリ で 初め て 演ずる の は 1882 年 5 月 
の こと で ある .1852 年 の 『 椿 姫 初 演 の と き の 女優 ドッ シュ 夫人 以来 , 
番目 の "椿姫 女優 の 誕生 で あっ た . そ の と き デ ュ マ に 擬 せ られ る アル 
マン 役 を つと め た の は , 同 年 4 月 に 彼女 と ロン ドン で 結婚 式 を あげ た ば 
か り の ギリ シャ 出身 の 通称 ジャ ッ ク ・ ダ マラ で あっ た . そ の 後 ダ マラ は 
1889 年 に 42 歳 の 生涯 を と じ る まで サラ ・ ベ ルナ ー ル を 悩ま せる こと に な 
る . ダ マラ の 死 の 年 に も 二 人 は ヴァ リエ テ 劇 場 で 『 椿 姫 」 を 演じ て いた . 
この 劇場 は デュ マ と 妨 婦 マリ ・ デ ュ プ レシ ス が 初め て 出会っ た 場所 だ と 
いわ れ て いる 。 

この 芝居 の 成功 は 独立 し た ば か り の 一 座 に 幸運 を も た らし た だ け で 
な く , サラ ・ ベ ルナ ー ル の 当たり 役 の 一 つと な っ た . し ば し ば 訪れ た 一 座 
の 危急 を 救う た め に 何 度 も 上 演 され , サラ ・ ベ ルナ ー ル は 生涯 で 3000 
回 は 演じ て いる . 原作 者 の デュ マ も 彼女 を 『 椿 姫 』 役 者 の 第 一 人 者 だ と 
言っ て 賞賛 し た と いう . 彼女 の ほう は デュ マ に それ ほど 好意 を 寄せ て い 
な か っ た らし い が , デュマ は マリ ・ デ ュ プ レシ ス に 与え た 別れ の 手紙 を 彼 
女 に 贈っ て いる . ヴェ ルディ も 椿姫 』 の 初日 の 舞台 を 見 て いた は ず で 
ある . 

ミュ シャ が 制作 し た 『 椿 姫 :* の ポス ター は , ルネ サン ス 劇 場 が 1896 年 
の 秋 の シー ズン の 幕開け に 上 演 し た と き の も の で ある . そ の ころ に は ! 棒 
姫 』! は デュ マ が 原作 を 発表 し て か ら す で に 半 世 紀 が た っ て お り , BOK 
千 を 着け て 演じ る 時 代 劇 に な っ て いた . そ こ で サラ ・ ベ ルナ ー ル は 同時 
代 の 衣装 で 演ずる こと を 思い つい た . そ の 舞台 衣裳 6 ミュ シャ が デザ イ 
MUR. 

ルネ サン ス 劇 場 は 1896 年 秋 の 『 椿 姫 』 に 続い て , 12H 3 日 か ら ア ルフ 
レッ ドド ・ ミ ュ ッ セ 作 『 ロ レン ザッ チオ 』 を 初演 し た . こ の 戯曲 は , シェ イク 
スピ ア か ら の 影響 が 主張 され る こと の 多い ロマ ン 派 の 詩人 た ちの 劇作 
品 の 中 で 最も シェ イク スピ ア 的 な も の で あり , ロマ ン 派 劇 の 理論 を みごと 
に 具象 化す る の に 成功 し た 唯一 の 作品 だ と いわ れ て いる . 現在 で は 散 
文 作家 と し て より も 劇作 家 と し て 有名 な ミュ ッ セ だ が , 生前 に 上 演 され 
た 作品 は 一 つ し か な か っ た . そ れ は 1830 年 春 に オデ オン 座 で 初演 され 
た 一 幕 も の 「 ツ ェ ネ チ ヤ の 夜 』 だ が , 結果 は 失敗 に 終わ っ た らし い . し か 
し , 生ま れ な が ら の 劇 詩人 だ っ た ミュ ッ セ は 。「 安 楽 椅子 で 見 る 芝居 」 と 
名 付け た 劇作 品 を 雑誌 に 発表 し 続け た . ミ ュ ッ セ が ジョ ル ジ ュ ・ サ ンド と 
恋 に お ち た 1833 年 に 発表 され た 『 ロ レン ザッ チオ 』 も , そ うし た 作品 の 一 
つ で ある .1863 年 に オデ オン 座 で 上 演 す る た め に ミュ ッ セ の 弟 ポー ル ・ 
ド ・ ミ ュ ッ セ に よっ て 改作 され た が , 検 関 が 通 ら な か っ た と いう . 原作 の 主 
人 公 ロ レン ザッ チオ が , ル ネ サ ンス 時 代 の フィ レン ツェ の 共和 主義 者 と 
いう より は , 1830 年 の 7 月 革命 直後 の フラ ンス の 共和 主義 者 に 見 えた 
か ら か も し れ な い 。 

サラ ・ ベ ルナ ー ル は , アル マン ・ ダ ルト ワ が エピ ロー グ 付 き の 五 幕 物 に 
改作 し た 『 ロ レン ザッ チオ 」』 の 台本 を 用 いた . こ の 芝居 は 興行 的 に は あま 
り 成功 し な か っ た らし い が , 彼女 の 知 的 で 崇高 な 演技 が 批評 家 の 賞 槍 

















を 浴び ,『 フ ェ ー ド ル 』 に 次 ぐ サ ラ ・ ベ ルナ ー ル の 代表 作 に な っ た 。 

ミュ シャ は 『 ロ レン ザッ チオ 』 の ポス ター で も 戯曲 の 内 容 を 良く 理解 し 
サラ ・ ペ ベル ナール の 魅力 を 引き 出す の に 成功 し て いる .『 ジ スモ ンダ 』 や 
椿姫, の 横顔 と 異なり, この ポス ター で 初め て サラ ・ ベ ルナ ー ル の 正 
面 向き の 顔 を 描い た . 肖像 画 と し て も 彼女 の 実際 の 容貌 に 似 て いた か 
ら 当時 の 人 た ち に は 強烈 な 印象 を 与え た らし い 。 

画面 の 左上 部 に 描か れ て いる 竜 は 「 フ ィ レ ン ツ ェ の 暴君 」 と 呼ば れ た 
アレ ッ サ ンド ロ を あら わし て いる . アレ ッ サ ンド ロ は ウル ピノ 公 ロ レン ツ ォ 
二 世 の 庶子 と いわ れ , 法 牌 クレメンテ 七 世 の 養子 に な っ た . 法皇 の 推挙 
で フィ レン ツェ を 統治 し て いた が ,「 サ ッ コ ・ デ ィ ・ ロ ー マ ( ロ ー マ の 略 
玲 )」(1527 年 ) の あと 一 時 フィ レン ツェ を 追放 され る . 1530 年 に 神聖 ロー 
て 皇帝 カー ル 五 世 の 援助 で フィ レン ツェ 公 ( デ ュ カ ) に 就任 し た . 統治 者 
と し て の アレ ッ サ ンド ロ は 。 (通常 の 形式 で は な く エ キ セ ン トリ ッ ク な 意味 
で ) 卓 抜 な 政治 家 で あっ た と いう 意見 も ある らし い が , 彼 の 治世 下 に フ 
ィ レ ン ツェ に あら ゆる 退廃 が は び こ っ た の も 事実 で ある . アレ ッ サ ンド ロ の 
いと こ に あたる ロレ ン ザ ッ チ オ (ロレ ン ツ ォ ・ デ ・ メ ディ チ ) が 彼 を 暗殺 し よ 
うと し た の は うな ず け ぬこ と で は な い の だ が , ロ レン ザッ チオ 自身 も アレ 
ッ サ ンド ロ と 一 緒 に 放 薄 無頼 の 生活 を 送っ て いた . し か し , 彼 は メデ ィ チ 
家 の 文学 的 な 才能 を も 受け 継ぎ , 学 問 に 造語 深く 「 哲 学者 」 と 呼ば れる 
ほど 思索 に ふけ る 一 面 も わっ た らし い . ミ ュ ッ セ の 戯曲 で も , ロ レン ザッ チ 
オ は ルネ サン ス 的 な 優れ た 特質 を か ね そなえ た 多 情 多 感 な 人 物 と し て 
表現 きれ て いる . 

ミュ シャ の ポス ター で は 竜 が , 赤 い 六 個 の 球 が 描か れ た 手 に 襲い か 
か ろう と し て いる . こ の 橘 は メデ ィ チ 家 の 紋章 だ か ら , この モチ ー フ は フィ 
レン ツェ が 破滅 に お いや られ て いる こと を 示し て いる の だ ろう . ロ レン ザ 
ッ チ オ は , フィ レン ツェ を 危機 か ら 救 いま た 自分 の 名 替 を 守る た め に 。 
アレ ッ サ ンド ロ を 殺害 する 方 策 を 思案 し て いる . 右手 を 口 許 に あて が う 
この ポー ズ は , ミ ケラ ンジ ェ ロ が メデ ィ チ 家 礼 拝 堂 に 制作 し た ウル ピノ 公 
ロレ ン ツ ォ ー 世 の 限 想 する ポー ズ ( 但 し ここ で は 左手 を 口 許 に あて て い 
る ) を 思わ せな い だ ろ うか (因みに , アレ ッ サ ンド ロ の 遺骸 も この 礼拝 堂 に 
合 葬 きれ て いる ). そ し て , ロ レン ザッ チオ が 腰 に 着け て いる 剣 と , 画 面 
の 下辺 で 竜 を 刺し 通し て いる 剣 と は , ロ レン ザッ チオ の 企み が 成功 し た 
こと を 暗示 し て いる . 第 三 慕 で ロレ ン ザ ッ チ オ が 述べ る 有名 な セリ フ 
— 「 我 が 生涯 は すべ て 我 が 剣 の 切っ 先 に あっ た 」ー 一 を 思い 起こ さ 
せる , 秀逸 な デザ イン で ある 。 

1897 年 4 月 。 サ ラ ・ ベ ルナ ー ル は ルネ サン ス 劇 場 で 「 サ マリ ア の 女 』 
を 初演 し た . こ の 戯曲 は 劇作 家 エ ドモ ン ・ ロ スタ ン が サラ ・ ペ ルナ ー ル の 
た め に 書い た 二 番 目 の 作品 で ある . 最初 の 戯曲 『 遠 国 の 姫君 』 は 1895 
年 4 月 に ルネ サン ス 劇 場 で 上 演 され た . 東方 の 姫君 メリ ザン ト に サラ ・ 
べ ベルナール 。 そ の 姫君 に 憧れ て 船 を 溝 いで 行く 詩人 に ド ・ マ ックス , そ の 
友人 に リュ シア ン ・ ギ トリ , 船 中 の 僧 に コン スタ ン ・ コ クラ ン と , それ ぞ れ 当 
時 の 名 優 が 拐 し て 演じ た この 芝居 も 興行 的 に は 失敗 だ っ た . こ の と き の 
共演 者 の 一 人 で あっ た コン スタ ン ・ コ クラ ン が 1897 年 12 月 に ポル ト ・ サ 
シン マルタ ン 劇 場 で 演じ た 『 シ ラノ ・ ド ・ ベ ル ジ ュ ラッ ク 』 が , ORI YOR 
表 作 に な る . 自然 主義 演劇 が 主流 を 占め て いた 当時 に あっ て , 反 自然 
主義 的 で ロマ ンチ ッ ク な この 芝居 は 好評 を も っ て 迎え られ た 。 

聖書 に 取材 し た 三 幕 物 の 戯曲 "サマ リア の 女 』 は , 聖 週間 (復活 奈 前 

・ の 週 ) に 合わ せ て 上 演 され た 。 ヨ ハネ に よる 福音 書 第 四 昔 に 記さ れ て い 」 
る サマ リア の 女 の 話 が 直接 の 出典 で あろ う . ユダ ヤ か ら ガ リラ ヤム 行く 
途中 , イ エス は サマ リア を 通過 し な けれ ば な ら な か っ た 、 そ こ で 旅 の 疲 
れ を お ぼ え た イエ ス は 井戸 の そば に 座っ て いる と , 一 人 の サマ リア の 女 
が 水 を くみ に 来る . そ の と き イ エス は その 女 に 言う .「 我 が 与 うる 水 を 飲む 
者 は , JGEIZIBA T EAE L, 我 が 与 うる 水 は 彼 の うち に て 泉 と な り , 永遠 の 
ROI OH SALE, 芝居 で は , ET UV SHS 
リア の 女 フォ ティ イー ヌ は イエ ス を 助け 一 族 を キリ スト 教徒 に 改宗 させ る 











の で ある . 

ミュ シャ は 第 二 幕 の 非 常に 特徴 的 な 場面 を 選ん で この ポス ター を デ 
ザイ ン し た . サ マリ ア の 女 は 大 き な 礁 を 抱え て いる . 奏 の 下 に 描か れ た 
うず くま る 男 は イエ ス だ ろう か . ヒ ロイ ン の 頭 部 の 背後 に は , 他 の ポス ター 
と 同じ よう に 円 形 で 囲ま ん た ビザ ン テ ィ ン 風 の 模 様 が あり , そ の 中 に へ 
プラ イ 語 で ヤ ハウ ェ ( エ ホ バ ) と 書か れ て いる 。 

「 サ マリ ア の 女 』 に 続い て ミュ シャ が サラ ・ ベ ルナ ー ル の た め に デザ イ 
ン し た ポス ター は 『 メ ディ ア 』 で ある . サラ ・ ペ ルナ ー ル は フラ ンス 高 踏 派 
詩人 の 代表 者 カチ ュー ル ・ マ ン デ ス の 書い た 三 幕 物 の 悲劇 『 メ デ 」(「 メ 
ディ ア 」 の フラ ンス 語 読み ) を , 1898 年 10 月 28 日 か ら ル ネ サ ンス 劇場 で 
初演 し た . ギリ シャ の 三 大 悲劇 詩人 の 一 人 エ ウ リ ピ デ ス の 『 メ ディ ア 」』 は 
ヨー ロッ パ の 芸術 に 多大 な 影響 を 与え 続け て きた . 近 年 で も , パソ ゾ リ ー 
ー の 映画 や 妖 川 幸雄 演出 ・ 平 幹二 郎 主演 の 芝居 な ど は まだ 記憶 に 新 
し い . 近代 絵画 の 中 で も , ド ラク ロワ の 傑作 や それ を 水彩 で 模写 し た セ 
ザン ヌ の 作品 な ど が すぐ に 思い 浮か ぶ 。 

ギリ シャ 悲劇 が 常に そう で ある よう に , 夫 イア ソン に 裏切ら れ た メデ ィ 
ア が , 夫 を 迷わ し た コリ ント 王 クレ オン の 娘 ク レ ウ ー ズ を 死に いた らし め , 
三 人 の わが 子 を 殺す 心理 は , 現代 人 の 理解 を 絶する と ころ が ある . カチ 
ュー ル ・ マ ン デ ス の 戯曲 「 メ デ 』 は スト ー リ ー の 概要 を 古代 悲劇 の それ に 
取り な が ら , メデ ィ ア の 深い 悲し み と 怒 り に 現代 的 な 解釈 を 施し た 最初 
の 作例 だ と いわ れ て いる , 

ミュ シャ の ポス ター は カチ ュー ル ・ マ ン デ ス の 戯曲 に か な ら ず し も 起 実 
で は な い . 戯曲 の 第 三 慕 で 。 メ ディ ア は クレ ウー ズ を 死な せ , 日 の 出 と と 
も に 二 人 の 子供 を 殺し た あと , 神殿 の 中 の 祭壇 の 前 で 夫 イ アソ ン に 向 
か っ て 次 の よう な セリ フ を 述べ る . 「 も うお まえ の 子供 た ち を 捜す な ! 子 供 
た ち は こ こ に いる 」.『 メ ディ ア 」』 の 物語 の 中 で いち ば ん 柴 高 な 場面 で あ 
る . ミ ュ シ ャ の ポス ター で は , メデ ィ ア は 血 ぬ られ た 短 側 を 右手 に 持っ て 
殺さ れ た 子供 (ある い は クレ ウー ズ ) の 前 に 立つ . メ ディ ア の 頭 部 の 背後 
に は オレ ンジ 色 の 円 光 が あ る . こ れ は , オー ロラ ( 暗 の 女神 ) か ら 流れ 出 
る 雲 の 後ろ か ら 現れ る 太陽 の よう だ . ギリ シャ 神話 で は メデ ィ ア は 大 陽 
神 ( ヘ リオ ス ) の 孫娘 .『 メ ディ ア 』 の 大 団 円 で , 彼 女 は へ リオ ス が 与え た 
竜 の 引く 車 に 乗っ て 退場 する . コ リン ト 地 方 の 古い 伝説 で は , そ の 地 の 
人 た ち は 自 分 た ちの 領主 と し て メデ ィ ア と いう 名 前 の 太陽 神 の 娘 を 選 
ん だ と いう . ミ ュ シ ャ の ポス ター は メデ ィ ア の 神話 上 の 系 譜 を 象徴 的 に 表 
し て いる よう に みえ る 。 

ポス ター の 上 部 の モザ イク 模様 は ビザ ン テ ィ ン 風 で ある . ま た ,『 メ デ 
ィ ア 』 と いう タイ トル 文字 の 真中 の D を ギリ シャ 文字 デル タ の 形 に し た り , 
タイ トル の 両 脇 を パル メッ ト 模 様 で 飾っ た の は , こ の ドラ マ が 演じ られ る 
場所 が ギリ シャ の 都市 コリ ント で ある こと を 示す た めで あろ う 。 

ポス ター の 中 の メデ ィ ア は 左腕 に プレ スレ ッ ト を 協 め て いる . こ れ が サ 
ラ ・ ベ ルナ ー ル の 気に入り , こ の デザ イン を も と に し て 宝飾 商 フ ー ケ に 宝 
石 を あし ら っ た 蛇 の 形 の プレ スレ ッ ト を 作ら せ た . 彼女 は これ を 舞台 で 
小道 具 と し て 使っ て いた と いう . こ の プレ スレ ッ ト は ミュ シャ が デザ イン レ し 
た 装 節 品 の 中 で 最高 の 出来 ば え の 一 つ で あり , 今回 の ミュ シャ 展 に 出 
品 さ れ て いる 。 

「 メ デ 』 の 上 演 は 興行 的 に は 失敗 で あっ た . 不 評 が 続い で いた サラ ・ 
ベル ナー ル は , も し この 芝居 が 失敗 し た ら ル ネ サ ンス 劇場 を 手放す つも 
り で いた . 12 月 に 『 椿 姫 』 を 上 演 し た あと で , 1893 年 以来 サラ ュ ベ ルナ ー 
ル 一 座 の 拠点 で あっ た ルネ サン ス 劇 場 を 放棄 する . そ し て パリ 市 庁 が 
経営 し て いた セー メス 河 畔 に ある 国家 劇場 と いう 名 称 の 劇場 を 借り 受け 
る こと に な っ た . 彼女 は 劇場 の 名 称 を サラ ・ ベ ルナ ー ル 劇場 と 変え 晩年 
の 20 年 ほど は ここ を 主要 舞台 に し て 活躍 する の で ある . 
シャ は , 1899 年 1 月 21 日 の サラ ・ ベ ルナ ー ル 劇場 の 柿 落と し と し 
て 上 演 さ れ た 『 ト スカ 』 の た め に ポス ター を デザ イン し た 。 衣裳 や 大 き な 
帽子 か ら , この 場面 が 『 ト スズカ の 第 一 幕 で ある こと が わか る . そ の 場面 























思わ れる サラ ・ ペ ベル ナー ル の 舞台 写真 が 残っ て お り , ミ ュ シ ャ は これ を ポ 
スタ ー の 発想 源 と し て 用 らい たらしい. 右腕 の 曲げ ぐあい や 衣裳 の 材質 
感 は や や 異な る が , 帽 子 , 顔 の 表情 , 肩 の 表現 な ど は ほとん ど 同じ で あ 
る . ト スカ の 背後 の 円 形 の 中 に 見 える 女性 の 姿 は , 画家 カヴァ ラド ッ シ が 
教会 内 部 に 描い た 壁画 を 表し て いる の か も し れ な い . 戯曲 の 中 で 画家 
は 恋人 トス カ に 似せ て 壁面 に 聖母 マリ ア の 顔 を 描く の で ある . 
トス カ 」 も 『 椿 姫 」 と 同じ よう に 歌劇 の ほう が よく 知ら れ て いる か も し れ 
な い . 歌劇 トス カ 』 は 『 ラ ・ ボ エー ム 』『 尋 々 夫人 』 と 並ん で , ブ プッチーニ の 
三 大 歌劇 の 一 つ で ある . 第 二 幕 で 歌姫 トス カ が 歌う アリ ア 「 歌 に 生き 。 
恋 に 生き 」 や , 第 三 慕 で カヴァ ラド ッ シ が 歌う 「 星 は きら めき ぬ 」 な ど は , 今 
で も 愛 唱 さ れる こと が 多い . プ ブッ チー ニニ は 1889 年 に ミラ ノ で 『 ト スカ 」 の 芝 
居 を 見 て 歌劇 化し よう と 思い 立っ た らし い . 歌劇 の 初演 は 1900 年 1 Н, 
ロー マ の コン スタ ン ツ ィ 劇 場 . そ の と き は あま り 評 判 に な ら な か っ た が , そ 
の 年 の 3 月 に ミラ ノ の スカ ラ 座 で トス カニ ー ニ の 指揮 で 上 演 さ れ て 大 
成功 を 収め た 。 
トス カ 』 が ,1887 年 に 劇作 家 ヴ ィ ク トリ アン ・ サ ルド ゥ に よっ て 書か れ た 
サラ ・ ベ ルナ ー ル の た め の 第 三 番目 の 芝居 で ある こと は , あま り 知 られ 
て いな いよ うだ . ギリ シャ 悲劇 に 取材 し た サル ドゥ の 『 フ ェ ー ド ル 』「『 テ オド 
ラ 」 に 次 ぐ こ の 「 ト スカ 』 は , 1800 年 6 月 の ロー マ を 舞台 に し た 五 幕 物 の 
悲劇 . 史 実 や 現実 の 建物 物語 の 中 に 織り 込ん で あり , 最 後 の 場 面 は 
ヴァ ティ カノ 宮 の 近 くに ある サン ・ タ ンジ ェ ロ 城 の 屋上 で ある . サラ ・ ベ ル 
ナー ル に よる 初演 は 1887 年 11 月 24 日 。 場 所 は ポル ト ・ サ ン ・ マ ル タ ン 劇 
場 . 最 初 か ら 好評 で , 何 度 か 再演 し て いる . 
その ポル ト ・ サ ン ・ マ ル タ ン 劇 場 で 前 年 の 1886 年 に 上 演 さ れ た 『 ハ ム 
レッ ト 』 に サラ ・ ベ ルナ ー ル は 出演 し た こと が ある . そ の と き 彼 女 が 演じ た 
Did, ハム レッ ト で は な く , オ フェ リア だ っ た . 男役 の 『 ロ レン ザッ チオ 」』 で 
成功 を 収め た サラ ・ ベ ルナ ー ル が ハム レッ ト 役 を 演じ て みた いと 思う の 
も 無理 は な い . その ころ の 『 ハ ムレ ッ ト 』 は , デュ マ ・ ペ ー ル ( 父 ) の 翻案 や 
数 種類 の フラ ンス 語 訳 で 豆 劇 と し て 演じ られ る こと が 多かっ た . そ こ で 
サラ ・ ベ ルナ ー ル は , ウジ ェ ー ヌ ・ モ ラン と マル セル ・ シ ュ ウ ォ ブ と に 原作 
に 忠実 な 翻訳 を 依頼 し た . そ し て , 演 出 も 従来 の も の と は 異な る いく つ 
か の 新 機軸 を 出し , ハ ムレ ッ ト 像 の 解釈 も , 憂鬱 そう な 哲学 青年 で は な く 
快活 な 青年 王子 に 変え た 。 
依頼 し た 翻訳 は 1898 年 の 夏 の 終わ りこ ろ に は 完成 し た . 彼女 は その 
年 の 暮れ に ルネ サン ス 劇 場 を 手放し 翌年 サラ ・ ベ ルナ ー ル 劇場 を 設立 
する の で ,『 ハ ムレ ッ ト 』 は 新しい 劇場 で 上 演 し よう と 考え た . 実際 に 上 演 
され た の は 1899 年 5 月 20 日 で ある 、 結 果 は 『 ロ レン ザッ チオ 以上 の 好 
評 を 得 た . 
ミュ シャ の ポス ター は , サラ ・ ペ ベル ナー ル の 舞台 姿 か ら 髪 形 を 忠実 に 
写し 取り , 衣裳 を 単純 化し て 表し て いる . 半 円 形 の 背景 に は ハム レッ ト 
の 父親 の 亡霊 が , 下辺 の 短 形 の 部 分 に は オフ ェ リ ア の 亡骸 が , 青 色 の 
グリ ザイ ユ で 描か れ て いる . こ れ は 死 の 世界 を 表現 し て いる の だ ろう 
か . 上辺 の タイ トル は 「 デ ンマ ー ク 王子 ハム レッ ト の 悲劇 的 物語 」 と 書か 
れ て いる. 外国 公演 で も 『 ハ ムレ ッ ト 』 は 評判 に な っ た が OSES. 
ュ シ ャ の この ポス ター の バージョン が 用 いら れ た 。 
この ポス ター は ミュ シャ が サラ ・ ベ ルナ ー ル の た め に 制作 し た 最後 の 
も の だ と いわ れ て いる . 最 初 に 契約 し た 6 年 の 期間 が この 年 に 終わ っ 
* た の で ある . こ の 後 も 二 人 の 交流 は 続い て いた が , サラ ・ ベ ルナ ー ル の 
た め の ポ スタ ー は 残っ て いな い .1900 年 に パリ で 開催 きれ た . 博覧 
会 で ミュ シャ は ボス ニア ニ ヘ ルツ ェ ゴ ヴィ ナビ 館 の 装飾 を 担当 する こと に 
な っ た . そ の 結果 , 1899 年 は その 準備 に 専念 し な けれ ば な ら ず サラ ・ ベ 
ルナ ー ル の 仕事 を 続け る こと が で き な か っ た 。 と いう 事情 が あっ た の か も 
し れ な い . 
フラ ンス の アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー は 応用 芸術 ・ 装 飾 美術 の 分 野 で 最も 栄 
えた . ポ スタ ー や 装飾 パネ ル や 雑誌 の 挿絵 な ど に は アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 
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の 特徴 を 示す 作品 が 数 多く 残さ きれ た . ミ ュ シ ャ が 世紀 末 の パリ で この 分 
野 の アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 第 一 人 者 に な る きっ か け は , 先述 し た よう に 女 
優 サラ ・ ベ ルナ ー ル と の 出会い で ある . 彼女 の た め に デザ イン し た ポス 
ター は ミュ シャ の 名 を 世に 知ら し め た . し か し , ミ ュ シャ の 名 声 を 高め , さ 
ら に 芸術 の 世界 に まで 参入 させ る に つい て は , 他 の 二 人 の 男性 の 協力 
を 見 落と すわ け に は いか な い . 出版 業者 ・ 編 集 者 レオ ン ・ デ シャ ン と 印刷 
業者 シャ ンプ ノワ と で ある 。 

ミュ シャ は 1888 年 に クー エン 伯爵 の 提 助 で パリ に 出 て 来 た が , 翌 
1889 年 に その 提 助 が 打ち 切ら れ て し まっ た . 彼 が 本 や 雑誌 の 挿絵 の 仕 
事 を 始め る の は 生活 費 を 得る 必要 が あっ た か ら で あ ろう . すでに 1890 
年 に は フラ ンス や チェ コ の 雑誌 に 挿絵 が 載る よう に な る .1892 年 に は 。 当 
時 の 有名 な 挿絵 画家 ジョ ル ジ ュ ・ ロ シュ グロ ス と と も に シャ ルル ・ セ ニョ ボ 
ス 著 ドイ ツ の 歴史 の 諸 場面 と エピ ソー ド 』 の 挿絵 の 仕事 を 始め て いる . 
これ ら の 初期 の 作品 に は 様式 化 は み ら れ ず , 物 語 の 内 容 に 密接 に 関連 
づけ られ で て いる . 木 , Ж, 花 と い っ た 植物 の 装飾 的 効果 や 超自然 的 存在 
へ の 関心 が 生ま れ , 図 柄 と 余白 と の 緊張 関係 に 力点 を 置く よう に な る の 
は , ポスター 作家 と し て 名 声 を 確立 し て か ら の こと で ある . 

中 で も 1897 年 に 出版 され た 『 ト リポ リ の 姫君 イル ゼ 』 は , アー ル ・ ヌ ー ヴ 
ォ ー の 挿絵 と し て 秀逸 で ある . こ の 本 は 劇作 家 エ ドモ ン ・ ロ スタ ン が サ 
ラ ・ さ ベルナール の た め に 書い た 最初 の 戯曲 『 遠 国 の 姫君 』 に 拠っ て い 
る . 出版 業 者 ピア ツァ が ロス タン の 戯曲 を ロベール ・ ド ・ フ ルー ル に 翻案 
させ ,134 点 の ミュ シャ の カラ ー・ リ トグラフ を 付 し て 252 部 の 限定 版 と し て 
出版 し た と き , その 本 の タイ トル を 『 ト リポ リ の 姫君 イル ゼ 』 と し た の で あ 
る . ミ ュ シ ャ は この 本 の すべ て の ペー ジ に 挿絵 を 付け た 、 グ ラッ セ や シュ 
ヴァ ー べ な どの 仕事 に こう し た 先例 は ある が 。 ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 風 の 
様式 で 統一 し た ミュ シャ の 試み は 類例 を みな い . 植物 や 動物 の モチ ー 
7, 幾何 学 的 な 曲線 や 直線 の 模様 , 豊か に 流れ る 女性 の 髪 , 人 体 の 各 
BB, 星 や 月 な どの 天体 の モチ ー フ な ど , さ な が ら ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 装 
飾 模様 の 万 華 鏡 の 趣 が ある 。 

戯曲 「 遠 国 の 姫君 』 は 1985 年 4 月 5 日 に ルネ サン ス 劇 場 で 初演 き 
れ , サ ラ ・ ベ ルナ ー ル の 当たり 役 の 一 つ に な っ た . 第 三 甘 で 彼女 は , っ ! 
の 花 で 飾ら れ た 王 宗 (これ も ミュ シャ が デザ イン し た ) を 被っ て 登場 する 
が , ミ ュ シ ャ は この 場面 を 用 いて サラ ・ ベ ルナ ー ル の た め の ポ スタ ー を デ 
ザイ ン し た . こ の ポス ター の 最初 の 制作 意図 は , 雑誌 『 ラ ・ プ リュ ム 』 に 掲 
載 予定 の サラ ・ ベ ルナ ー ル に 関す る 論文 を 予告 する こと に あっ た . 象徴 
主義 の 作家 アン リド ゥ グロ ン が 書い た この 論文 は 『 ラ ・ プ リュ ム 」 誌 の 
1896 年 12 月 15 日 号 に 載る は ず で あっ た が , 編 集 上 の 都合 で 実際 に は 
翌 1897 年 1 月 1 日 号 に 掲載 され た . 内 容 は サラ ・ ベ ルナ ー ル に 対す る 
や や ゃ 大 赴 疫 な オマ ー ジ ュ ( 准 辞 ) で , そ の タイ トル が 「 遠 国 の 姫君 」 で あ 
っ た か ら , ミュ シャ は この 芝居 の 場面 か ら デ ザイ ン を 取っ た の で あろ う . 

と ころ で , この 雑誌 『 ラ ・ プ リュ ム 』 の 出版 者 ・ 編 集 者 が レオ ン ・ デ シャ ン 
で お ある. 彼 は 1889 年 に この 雑誌 を 創刊 し た . ちょ うど ミュ シャ が 雑誌 に 挿 
絵 な ど を 発表 し は じ め た ころ で ある . ジャ ン ・ モ レア ス が 雑誌 『 フ ィ ガ ロ 』 
に 象徴 主義 宣言 を 発表 し た の は 1886 年 の こと だ が , そ の 年 に パリ で は 
象徴 主義 の 文学 < 美術 を あつ か う 雑 誌 『「 プ レイ ヤッ ド 』「 デ カ ダ ン 』『 ヴ ォ 
ー グ 』「 サ ン ボ ポリ スト 』 が 創刊 され て いる .1889 年 に は ベル ギー で ! ル ヴ 
ュ ・ プ ラン シュ 」 誌 が 。 итен LOCI VA ate Re CUR 











土 に 深く 根ざし て いた が 。『 ラ ・ プ リュ ム 』 誌 も そう し た 傾向 に 前 きれ て 
生ま れ た も の で あろ う . 特集 号 に は ヴェ ルレ ー ヌ 。 マ ラル メ , ユ イス マン 
Ay ボード レー ル な ど に 捧げ られ た も の が 多い . 

レオ ォ ン ・ デ シャ ン が パリ の ボナ バル ト 街 31 番 地 に あっ た この 雑誌 社 の 
展示 ホー ル を 「 サ ロン ・ デ ・ サ ン 」 と 名 付け , 同じ 名 称 で 展覧 会 も 開催 し 
た こと は すでに 述べ た .『 ラ ・ プ リュ ム 」 誌 に 寄稿 する 画家 た ちの 多く は こ 」 
こ で 展覧 会 を 開い た . た と えば , ト ゥ ー ル ー ズ ニ ロ ー ト レッ ク , ボ ナール 。 グ 


ラッ セ , ド ・ フ ー ル , ベル トン, スタ ン ラ ン , エ ヴ ェ ヌ ポー ル , ア ン ソ ー ル 。 ラ 
ッ セ ン フォ ス な ど で , 彼 ら は 世紀 末 の パリ の 芸術 界 で も て は や され て い 
た 偉大 な グラ フィ ッ ク ・ ア ー テ ィ ス ト た ち で あっ た 。 

レオ ン ・ デ シャ ン に : ャ を 紹介 し た の は 詩人 の ジョ ゼ フ ・ カ ンク トー 
で あっ た , と の ち に デシ ャ ン 自 身 が 述べ て いる . ミ ュ シ ャ が サロ ン ・ デ ・ サ 
ン で 展覧 会 を 開き た が っ て いる こと , ポス ター を 寄贈 する 意思 の ある こ 
と な ど を 詩人 は デシ ャ ン に 伝え た . デ シャ ン が ミュ シャ を 訪れ る と ,「 マ カ 
ロニ 」 風 の 様式 で 「 ア ラベ スク の よう に 垂れ さがる 金色 の 髪 を し た 上 半 
身 は だ か の 女性 が 片手 で 類 杖 を つい て いる 作品 を 制作 中 で あっ た 。 
ミュ シャ の 考え で は この 作品 は まだ 末 完 成 で あっ た が , デ シャ ン は その 
状態 の まま で 印刷 に 付 し た . こ うし て 出来 上 が っ た の が 『 サ ロン ・ デ ・ サ 
ン 第 20 回 展 』 の ポス ター で ある 。. 

「 右 手 で 類 杖 を つい て 』「 ア ラベ スク の よう に 垂れ さがる 金色 の 髪 を 
し た 上 半身 は だ か の 女性 」 は , а с З аА BE 
を 飾る ペー ル は 左 の 乳房 の と ころ まで 垂れ 下がり , そ の 周り に 白い 星 が 
ちり ば め られ て いる . こ の 女性 は 「 美 術 」 を 富 意 的 に 表現 し た も の で あろ 
2. 

ミュ シャ の 個展 が サロ ン ・ デ ・ サ ン で 開か れ た の は 1897 年 6 月 の こと 
で ある . 6 ヵ月 前 に ラ ・ ボ ディ ニエール 画廊 で 『 ジ ュ ル ナー ル ・ デ ・ ザ ル 
ティ スト 」 主 催 に よる 最初 の 個展 が 催さ れ た ば か り だ っ た が , 2 回 目 の こ 
の 個展 は さら に 規模 の 大 きい も の で あっ た .400 点 近い 作品 の 中 に は , リ 
1 グラ フ に よる 完成 作 ば か り で な く , いく つか の パー ジョ ン や 予備 的 スケ 
ッ チ や デッサン も 集め られ て いた . 

ミュ シャ は この 個展 の た め に ポス ター を 制作 し た . 前 年 の サロ ン ・ デ ・ 
サン の 第 20 回 展 の ポス ター に 比べ る と , 装飾 的 な 髪 の 扱 い は 両者 と も 
同 趣向 だ が , 描 か れ た 女性 の 表現 に 違い が ある . 後者 (第 20 回 展 ) の 

女性 は 上 半身 を は だ け て 飽 惚 と し た 表情 で 目 を と じ た 成 熟し た 女 で あ 
る . 一 方, 前 者 (個展 ) の 女性 は , 衣裳 を 身 に 着け も の 思わ し げ な まな ざ 
し で 前 方 を みつ め て いる 少女 の 次 で 表 さ れ て いる . 髪 に さ し た 花 は , ミ 

シャ が 青年 時 代 を 過ごし た モラ ヴィ ア 地 方 の 野原 に 咲く ヒナ ギク で あ 
る . ミ ュ シ ャ は サロ ン ・ デ ・ サ ン の 寄稿 者 た ち に 敬意 を 表し て , その 20 回 
展 の ポス ター を 成熟 し た 女性 の 姿 で 飾っ た の に 対し , 自分 の 個展 の ポ 
スタ ー に は , 故郷 モラ ヴィ ア の 思い 出 に ちな ん だ 少女 を あし ら っ た の か 
も し れ な い . 個展 に 展示 され た 作品 だ け で な く , そ の ポス ター 自体 が ミュ 
シャ 芸術 の 本 質 を 示し て いる よう に 思わ れる 。 

この ポス ター や 「 遠 国 の 姫君 』 の ポス ター の 図柄 は 雑誌 『 ラ < プリ ュ ム 
や コリ コ 」 な ど を 通じ て 広く 流布 し た らし い . 明治 時 代 の 雑誌 『 明 星 』 
に ! に の 図柄 の 一 部 を 変え て カッ ト と し て 用 いた 例 が ある (詳し く は , 抽 
箇 アル フォ ンス ミュ シャ と 日 本 」(「 ア ルフ ォ ン ス ・ ミ ュ シャ 展 」 カ タロ グ 所 
Ж, 1983 年 , 新 宿 * 伊 勢 丹 美術 館 ) を 参照 〕。 

! ジ スモ ンダ 』 の ポス ター の 販売 を めぐ っ て 印刷 業者 ルレ メル スィ エ と サ 
・ ベ ルナ ー ル と の あい だ に トラ ブル が 発生 し た 結果 , そ の 後 の ミ ュ シ ャ 
の ポス ター の 制作 と 販売 の 大 半 を 取り 仕切 る こと に な っ た の が シャ ンプ 
TCHS, シャ ンプ ノワ と ミュ シャ が 正式 に 契約 を 結ん で か ら 最 初 に 制 
きれ た 作品 は 『 黄 道 十 二 宮 (ゾディアック )』 で ある . 初め は シャ ンプ ノ 
上 Z の た め に 室内 用 の カレ ンダ ー と し て デザ イン され た が ,『 ラ ・ プ リュ ム 』 
の 編集 長 デ シャ ン の 目 に と まり , 「 ラ ・ プ リュ ム 』 の カレ ンダ ー と し て も 売 
Hani, 

ОЕ ТОНЕ) RAED EF EO ER 
サラ < ベル ナール の た め の ポ スタ ー で すでに ミュ シャ は 完全 に 自家 
薦 中 の も の と し て いた . 流れ る よう な 髪 の 表 現 や 背景 の 円 形 の 装飾 
チー フ も 、 ミ ュ シャ 独特 の も の で ある . 装飾 パネ ル と し て デザ イン され 
『 ビ ザン ティ ン 風 の 頭 部 』 や 『 つ た と 『 月 桂樹 』 も 同 趣向 の 作品 で あ 
。 こ の 作品 の 特徴 は , 背景 の 円 形 の 装飾 モチ ー フ に 黄道 十 三宮 ( ゾ 
イア ッ ク ) が 用 いら れ て いる こと に ある 作品 の タイ トル は それ に 由来 す 
































3. 

黄道 と は , 太陽 と 月 と お も な 惑星 が 見 掛け 上 その 中 を 運行 する と され 
る 天球 上 の 円 形 帯 状 区 域 を いう . 十 二宮 は , 黄道 を 十 二 等 分 し それ ぞ 
れ に 星座 を 配 し た も の . 十 二 の 星座 は 一 つ を 除い て 動物 の 名 前 が つい 
て いる の で , 黄道 を 獣 帯 と 呼ぶ こと も ある . ゾディアック の 語源 で ある ギ 
リ シ ャ 語 の 「 ゾ (zoe) 」 は 「 動 物 」 あ る い は 「 人 生 」 を 意味 し ,「 デ ィ ア コス 
(diacos) 」 は 「 円盤 」 を 意味 する . ギリ シャ 語 の 「 ゾ ディ アコ ス 」 が ラテ ン 
語 の 「 ゾ ディ アク ス 」 に な り , ヨ ー ロ ッ パ 諸語 の 「 ゾ ディ アッ ク 」 が 生ま れ 
た 。 

ミュ シャ の この 作品 に は , 円 形 枠 の 中 に 十 二 宮 の 星座 が 図解 され て 
いる . 左 下 の 髪 に 半分 隠れ て いる 「 白 羊 宮 」 か ら 始 まっ て , 右 回 り に , S 
+e RFS SRS MPS OLS RPS RRA ГАБ 
жэн, THC, ICD MBN TS! SME E, FoR AAT 
い 「 双 魚 宮 」 で ある . 

この 円 盤 状 の 十 二 等 分 され た 区 域 は , 身体 の 各部 位 四 大 ( 火 ・ 地 ・ 
気 ・ 水 ), 人間 生活 に 関わ る こと が ら , 人 類 の 歴史 。 一 年 の 12 ヵ 月 , など 
に 対応 させ て 考え られ て いる . と くに ,12 カ 月 の 場合 に は 月 々 の 労働 に 
結び 付け られ る こと が ある . ミ ュ シ ャ が この デザ イン を カレ ンダ ー と し て 
用 いた こと は 理 に か な っ て いる と 言え る だ ろう 

シャ ンプ ノワ は 1897 年 5 月 に 「 レ スタ ンプ ・ モ デル ヌ (現代 版画 ) 』 と 名 
付け た 版画 アル バム (ポー ト フ ォ リ オ ) を 創刊 し た .1899 年 4 月 まで の 2 
年 間 に 月 に 一 度 ず つ 毎 回 4 点 の カラ ー・ リ トグラフ を 含む アル バム が 刊 
行 され , さ ら に 4 巻 の 補遺 が 増刊 され て 全部 で 100 部 の 作品 が 生み 出 
され た -. 寄稿 者 に は , グラッセ, ド ・ フ ー ル , フ ァ ン タン ニラ トゥ ー ル , ビ ュ ヴ ィ 
ス ・ ド ・ シ ャ ヴァ ン ヌ 。 ス タン ラン , エ ヴェ ヌ ポ ー ル な ど が 名 を 連ね て いる 。 
19 世 紀 末 に は 印刷 技術 の 改良 に よっ て カラ ー・ リ トグラフ の 制作 が 盛ん 
に な り , 多く の 人 た ち が 版 画集 の 刊行 に 力 を そそ い だ .1892 年 に アン ド 
レ ・ マ ル テ ィ に よっ て 刊行 され た 『 レ スタ ンプ ・ オ リ ジ ナ ル 』 を か わき り に 。 
ロジ ェ ・ マ ルク ス , ド ・ マ ルト ル , メ レ リ オ な ど が 相次い で 石版 画集 を 発行 
し た . 画商 ヴォ ラー ル の 版画 アル パム が 出版 され る の も 同じ ころ で あ 
ャ ンプ ノワ は こう し た 傾向 に 刺激 され て 『 レ スタ ンプ ・ モ デル ヌ 』 の 
刊行 を 思い た っ た に ちがい な い . 

ミュ シャ は 『 レ スタ ンプ ・ モ デル ヌ 」 の 24 冊 の すべ て の 表紙 の デザ イン 
を 担当 し た . アル バム と し て 制作 し た 作品 『 サ ロメ 」 と 『 サ ラン ボー」 は 彼 
の 版画 作品 の 中 で も と くに 傑出 し て いる . その 他 に ミュ シャ は , シャ ンプ ノ 
ワ の 求め に 応じ て 装飾 パネ ル や カレ ンダ ー を デザ イン し た . く 四季 一 
春 , 夏 , 秋 , A ORO LRL RNY, ROME, I NDF 
想 , 夜 の 安らぎ >< 四 つの 星 一 月 の 光 , 北 極 星 , 明け の 明星 , HOWE) 
く 四 つ の 花 一 パラ , アイ リス , カー ネー ショ ン , 百合 >< 四 つの 宝石 - ト パー 
ズ , エメ ラル ド , ルピー, アメ ジス ト X< 四 芸術 一 詩 , 絵 画 , ダ ンス , 音 楽 な 
どの 4 点 を セッ ト に し た 作品 は , 女性 と 花 が 装飾 的 に 用 いら れ て いる . 

アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 好み の モチ ー フ の 一 つ に 女性 像 が ある . ミ ュ シ 
ャ の 装飾 パネ ル や ポス ター や 挿絵 は , 女性 像 が 主役 を つと め て いる も の 
が 多い . 一 方 で , サ ロメ や メデ ィ ア の よう に , 世紀 末 の 象徴 主義 的 な 画 
家 の 作品 に 多く 見 られ る "宿命 の 女 」 を 暗示 し て いる 作品 が ある . タ バ 
コ の 巻紙 用 紙 を 製造 する ジョ ブ 社 の ポス ター の よう に , 商 業 用 の 作品 に 
も 魅惑 的 で 官能 的 な 女性 像 が 用 いら れ た 、 そ こ に 表現 きれ た 女性 の 流 
れる よう な 髪 は , 様 式 化 さ れ た 装飾 性 の うち に 女性 の 性 的 な 魅力 を 暗 
示し て いる . し か し 他方 で , 夢 の 国 の 姫君 の よう な 清純 な 女性 像 も あ 
る . そ の 女性 像 は 自然 の 女神 の シン ボル で あり , ま た そこ に 表現 され た 
花 は 自然 界 に お ける 女性 美 の 伴奏 者 で ある . ミ ュ シ ャ に お ける 女性 と 花 
と の この よう な 関連 は , アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 様式 と 観念 を 最も みごと に 
表現 し て いる . 女性 像 の 二 つ の 表現 は 世紀 末 の 象徴 主義 の 風土 に ミュ 
シャ が 深く 関わ っ て いた こと を 示し て いる よう だ . 











(実践 女子 大 学 教授 


アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ 
百年 の 盛衰 


ジリ ミュ シャ (イー ジー・ ム ハ ) 


ミュ シャ の 作品 を 見 る 人 々 の 反応 一 また 別 の 言葉 で いえ ば 一 私 の 
父 の 作品 の 人 気 は , こ こ 100 年 , 機 つか の 位相 を 経て きた . 温か く 迎 えら 
れ た 時 期 も あれ ば , 全く 無関心 の 時 期 も ちっ た . これ は 何 も 特 殊 な こと で 
は な い . ど の 芸術 家 も 作品 の 評価 の 変化 を 経験 する の で あり , それ は 作 
品 が 時 代 と 強く 結び つい て いれ ば いる ほど いち じ る し い . 時 代 を 先取 り 
し た 芸術 家 は , た い が い 評価 ゼロ と いう 地点 か ら スタ ー ト し , そし て 段々 
に 評価 が 高まっ て ゆく が , そ れ は 死後 の 場合 が 多い . た と えば , HOR 
の 人 気 が 最初 の 頂点 に 達し た 頃 , 父 の 友人 ゴー ガン は デュ ラン = リュ エ 
ル 商 会 で の 展覧 会 で 数 点 の 絵 し か 売れ ず , し か も それ は タヒチ へ の 往 
復 の 旅費 に 足り る か 足り な いか くら い の 値段 で も っ た . し か し , それ 以 
後 の ゴ ー ガ ン の 作品 の 値打ち は 上 が る 一 方 で あっ た が , 多 の 作品 は 劇 
的 な 浮き 沈み を 経て きた 。 

実際 , 父 が 最初 に 成功 し た の は デザ イン の 作品 に お いて で は な く , 
一 見 全く 別 の 分 野 に 見 える 挿絵 に お いて で あっ た . 私 が 「 一 見 」 と し た 
の は 両方 の 分 野 の 作品 に は 密接 な 関係 が ある か ら で あ る . と り わ け , 衣 
笑 や 舞台 デザ イン も 含め る と そう で あり , こ れ ら に は 挿絵 と 同様 に 歴史 
的 な ディ テー ル に つい て の 詳し い 知識 が 駆使 され て いる . し か し , 最初 
の 評価 は , 彼 の デッサン 力 と , お そら くま た 彼 持ち 前 の 構図 の セン ス だ け 
に 対す る も の で あっ た . 挿絵 と ら う も の は , 彼 が パリ で 画家 生活 を 始め 
た と き , 生活 費 を 稼ぐ た め の 唯一 の 方 法 で あっ た . こ れ は 多く の 彼 の 同 
世代 の 駆け 出し 画家 に も 共通 し て いた . し た が っ て , 生活 費 を 稼ぐ こと 
は た や すい こと で は な か っ た . 彼 は ミュ ン ヘ ン ・ ア カ デ ミ ー を 卒業 し て パ 
リ に や っ て きた が 。 そ こ で は ミュ ン ヘ ン の よう に 数 十 人 で は な く , 数 千 人 も 
の 若者 が 自分 の 芸術 を 流行 させ る 道 を 求め , 数 フラ ン で , 一 つの 注文 
か ら 次 の 注文 まで な ん と か 生き の びる 方 法 を 探し て いた . も ちろ ん , 時 
代 は 違っ て いた . フラ ンス や 世界 各国 で は 測り し れ な い 数 の 雑誌 が 出 
版 さ きれ, この 出版 の た め に 膨大 な 数 の 挿絵 が 消費 され て いた . し か も , 
複製 技術 と し て は 銅版 画 や リト グラ フ し か 存在 し て いな か っ た . すべ て 
前 も っ て デッサン され , そ し て 色付け され , そ れ を 彫 師 た ち が 印 刷 用 に 
製版 し た . 挿 絵入り の 本 も 非常 に 人 気 を 集め て いた . ま た 小説 や 旅行 
記 や 詩集 も 全部 挿絵 が た 入っ て いた . し た が っ て , こ の 分 野 に お いて 身 を 
立て よう と する だ れ に も , 広い 活動 の 舞台 が 与え られ て いた . こ れ は あま 
り 収 入 に な る 仕事 で は な か っ た が , 仕事 に は 違い な か っ た . そし て 父 が 
言う に は , こ の 仕事 で 父 は 極貧 か ら 救 われ た の だ . 当初 , 父 は 編集 部 か 
ら 木 版 と 題材 を 与え られ , そし て 自分 で 画像 を 彫り 込ま な けれ ば な ら な 
か っ た . それから 地位 が 一 段 上 が る と , 色付け し た 挿絵 の み 編集 部 に 
持っ て 行き , そ し て 彫 師 ル モア ン が それ を 印刷 の た め 彫 っ て いっ た 。 

しかしながら, 需要 と 供給 が こん な に 盛り 上 が る と , 若 い 画家 た ちの 
大 半 は あま り 成 長 せ ず , 平 均 的 な 職人 の レベ ル に 留まっ て いた . LOK 
の 仕事 も 当初 , こ の レベ ル を 超え る こと が な か っ た . 主として 父 は , 子 供 
の た め の 雑 誌 の 短編 に 挿絵 を つけ て いた . し か し , 2~ 3 年 経つ と , 彼 
の 腕 は 上 が り , 大 手 の 雑 誌 社 は 彼 の 存在 に 気付 き は じ め , も っ と 重要 な 
仕事 を 彼 に 与え は じ め た . LAL, 彼 は 当初 より 彼ら を 惹き つけ る 何 か 
の 魅力 を も ち 合わ せ て いた に 違い な い . な ぜ な ら ,1897 年 に ガス トン ・ セ 
ルフ ベル が 人 彼 に つい て 書い た 記事 に は , 次 の よう に 書か れ て いる か ら 














で ある . 1890 年 に は 著者 と 多 が 編集 者 ジニ ステ ィ の 部 屋 で 出会っ た と 
き , ジニ ステ ィ は 彼 に 「 今 。 貴 方 の 会 っ た 人 は 本 物 の 芸術 家 だ . も し か す 
る と 偉大 な 芸術 家 だ . だ が , 現在 独創 的 な 才能 で 成功 する の は 難し い 
の で , 彼 は 日 の 目 を 見 な いま ま 終わ っ て し まう の で は な いか と 心配 し て 
いる . そ れ は 残念 な こと だ か ら ね 」 と 述べ た 。 

当時 , 父 の キャ リア に と っ て 決定 的 瞬間 と な っ た の は , 出版 社 ア ル マ 
ンコ ラン が , シャ ルル ・ セ ニョ ボス 著 の ドイ ツ 史 に つい て の 大 規模 な 作 
品 の た め に , 挿絵 を 描く よう に 提案 し た と き で あっ た . こ れ は 当時 の 最も 
有名 な 挿絵 画家 ロシュ グロ ス と の 共同 制作 と し て 依頼 され た . その頃 の 
多 に と っ て これ は 大 き な 名 誉 で あっ た . し か し , 段々 と 作品 を 渡し て いく 
うち に 一 その 中 の 二 点 は 。 パリ の サロ ン 展 ( 官 展 ) で 受賞 し た 一 彼 の 
作品 は 大 変 注目 され る よう に な っ た の で , 編集 者 は ロシュ グロ ス の 分 を 
絶え ず 減ら し て いっ た . そ の た め ほ と ん ど 全 作品 を ミュ シャ が 描く こと と 
な り , こ うし て 目録 に は 彼 の 名 が 記載 され る こと に な っ た . ま た 。 他 の 出 
版 社 も 彼 の 協力 を 求め た . アナ トー ル ・ フ ラン ス 著 の 『 ク リオ 』 の よう な 本 
の こと で あれ ,『 イ リュ スト ラ シ オン 』 の よう な 有名 な 雑誌 な ど で あ る . そ し 
で, この こと は 彼 を バリ の 一 流 の 挿絵 作家 と し て 位置 づけ た . 1894 年 に 
は , 彼 は 一 般 に 知ら れる よう に な っ て お り , 挿絵 の 仕事 は , 彼 の 性 分 に 合 
つて いた か ら , 彼 は すっ か り 満 足し て その まま 一 生 挿絵 の 仕事 を 続け る 
こと も で きた だ ろう 。 

し か し , すべ て が 完全 に 変わ っ て し まっ た の は , 1894 年 の クリ スマ ス 
の と き で ある . こ の 記念 すべ き 祭日 に 印刷 業者 の ル メ ルス ィ エ は , 必要 
に 迫 られ て , 偶然 に , 女優 サラ ・ ベ ペル ナール の た め の ポ スタ ー を ミュ シャ 
に 依頼 し た . こ れ は あま り に も 有名 な 話 な の で , ここ で 繰り 返す まで も な 
い が , た だ 指摘 し て お きた いと 思う の は , ミ ュ シ ャ へ の 依頼 は 必要 に 迫 
られ た も の で は あっ た 一 クリ スマ ス 休 暇 中 で 適当 な 人 が ほか に いな か 
つた 一 が この 選択 は まん ざら 間違っ た も の で は な か っ た と いう こと で あ 
る . と いう の は , ミ ュ シ ャ は すでに 名 の 知ら れ た 挿絵 画家 で あっ た し , 演 
劇 雑 誌 の 仕事 を し た こと が あり , 当たり 役 を 演ずる サラ ・ ベ ルナ ー ル を 
「 舞 台 衣装 ( ル ・ コ ステ ュー ム ・ オ ・ テ アト ル ) 』 誌 の た め に 描い た こと が あ 
つっ た. その 上 ,1894 年 11 月 17 日 発行 の 『 ル ・ ゴ ロワ 」 誌 に は , 劇 「 ジ スモ ン 
ダ 」 を 特集 し た 挿絵 入り の クリ スマ ス の 特別 号 の 予告 が 温 っ て お り , 次 
の よう に 述べ られ て いる . 編 集 部 は 印刷 業者 ルレ メル スィ エ に 「 サ ルド ゥ 氏 
の 作品 の 最も 重要 な 場面 を 描い た 多数 の 水彩 画 や デッサン の 制作 を 
依頼 し た . こ の 仕事 は ルレ メル スィ エ の 最高 の 画家 の 一 人 で ある アル フォ 
ンス ・ マ リア ・ ミ ュ シ ャ 氏 に 引き 受け て いた だ いた . 氏 は 優秀 な 水彩 画家 
で も あり , こ の 符 別 号 の た め に セン ス と 素描 力 に 優れ た 一 連 の 作品 を 
制作 し て くれ た 」. 

し た が っ て , 印刷 所 の 依頼 は これ まで 言わ れ て きた ほど 偶然 で も y 
想 外 で も な か っ た 。 名 声 に は , 常に 伝説 が つき も の で ある . た だ し , ミ ュ シ 
は 確か に ポス ター と いう 分 野 に お いて は , それ まで に 経験 が ほとん ど 
な か っ た . お そら く この た め に , あ る い は それ に も か か わら ず と いう べき 
か . 彼 は 当時 の ポス ター 作品 と 全く 違う , 形式 と 色彩 を 選び , こ の ポス タ 
ーー は 劇 『 ジ スモ ンダ 」 に 批評 家 た ちの 注意 を 惑 ま つけ た 。 シャ ルル ・ ツ ソー 
ニ ェ の 言葉 で いう と , 「 役 は け ば け ば し い 色 や 大 げ さ な ジェ スチ ュ ア が 全 
く 無 用 で ある こと を 証明 し た . 彼 は 色 の 雑然 と し し た も の に 対し て ユリ の よ 
うに 白い 煙 く よう な ポス ター を 配 し ……, 勝利 し た の だ 」, ま た ,『 ル ヴ ュ ・ 
イリ ュ ス トレ 』 誌 に お いて ジェ ロー ム ド ボッ ゥ セ は , 「 こ の ポス ター は 一 晩 で パ 
リ の 隅 々 まで ミュ シャ の 名 前 を し らし め た 」 と 書い た 。 

こう し て ミュ シャ の 成功 の , 遥 か に 重要 な 第 二 期 が 始ま っ た . 彼 の 技 
術 様 式 , こ の 分 野 を 制覇 し て いっ た 過程 で 彼 が こなし た 作品 の 量 の 
お か げ で , 年 ご と に 評価 が 高まっ た . それ は 彼 自身 の 努力 の た め だ け で 
は な か っ た . 印 刷 業者 シャ ンプ ノワ は 当時 に し て は 大 変 モ ダン な 契約 を 
ミュ シャ と 結び , こ れ に よっ て ミュ シャ は 月 給 を 支給 され 注文 を 探す 心配 
を する 必要 も な く , シャ ンプ ノワ が 彼 に と っ て きた 仕事 を し た . ビ ジネス 感 








Mebra EREET, これ は 抗 し が た い 魅 力 で あっ た . 確実 
な 収入 を 得 , 他 の 心配 事 を 屋 用 主 に 任せ る の は 理想 的 な 解決 法 に 思 
えた , シャ ンプ ノワ は 実際 に 大 金 を 払っ た が , その 代わ り に , 1 日 に 16 時 
間 働 く こ と に 慣れ て お り , そう する こと を いと わな い 人 し か こなせ な い ほ ど 
大 量 の 絵 や デザ イン を 要求 し た . ミ ュ シ ャ の 大 き な 制 作 力 は そこ か ら 生 
まれ た の だ っ た . ミ ュ シャ の 大 量 の 作品 は 徐々 に グラ フィ ッ ク ・ ア ー ト の あ 
ら ゆ る 分 野 まで 広がり , 彼 の 名 前 は アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 代名詞 に な っ 
%, 
彼 の 人 気 と 大 い に 関 係 の ある も う 一 つの 要因 が ある が , こ れ は いま だ 
十分 に 評価 され て いな い . 印刷 業者 シャ ンプ ノワ は ミュ シャ の すべ て の 
ポス ター や パネ ル を 絵葉書 と し て 印刷 し は じ め , こ れ ら の 絵葉書 は パリ 
か ら 全 世 界 へ と 飛び 出し て いっ た . アメ リカ や 日 本 で も , さも な くば ミュ シ 
ャ の こと を 聞い た こと も な か っ た で あろ う 何 百 , 何 千 の 人 々 が ミュ シャ の 
作品 を 知る よう に な っ た . テレ ビ も な く 芸 術 雑誌 は ご く 狭 い 範囲 の 人 々 だ 
け の た め の も の だ っ た 時 代 に , ミ ュ シ ャ の 「 サ ラ ・ ペ ベルナール 」 の ポス タ 
ー 連作 < 四季 ), く 四 つ の 花 〉, く 四 つ の 宝石 > や く 四 つ の 星 〉 は 全 世 界 を 
回, 彼 の オリ ジ ナ ル が 見 られ な いと ころ で きえ 彼 の 名 声 を 確か な も の 


















は 時 代 を 表現 し , 時代 に その 特有 な 表情 を 与え た . も ちろ ん 。 
ャ は 時 代 が 変わ れ ば , 時 代 と 別れ な けれ ば な ら な いこ と を 知っ て 
いた , だからこそ , 1904 年 に , 彼 は シャ ンプ ノワ と の 契約 の 更新 を ふり は 
らい , 自 分 の 使命 と 思っ て いた 絵画 に 専念 する た め に アメ リカ に 出かけ 
た の で ある . ss 

彼 が アメ リカ に 着い た の は , 彼 の 名 声 が 頂点 に 達し よう と し て いた と 
き で あぁ る. 新聞 は 彼 を 当時 の 最高 の 装飾 芸術 家 と し て 歓迎 し た . し か 
し , 報 道 関係 者 と の あら ゆる イン タビ ュー の 中 で , 彼 は 自分 を 有名 に し 
た 分 野 で 仕事 を 続け る こと を 拒否 し , ポ スタ ー 芸 術 は 過去 の 遺物 だ と 
言明 し た の で , アメ リカ 人 た ち は 彼 の 滞在 を 単なる 訪問 と し て 受け と り 。 
あえ て 誰 6 本 人 が これ ほど 強く 拒ん で いる 仕事 を 依頼 し よう と は し な か 
っ た . 彼 は 実際 ニュ ー ヨ ー ク と シカ ゴ の 社交 界 の 中 心 で あり 続け た が 。 
サラ ベル ナー ル が 彼 に 約束 し て いた も の , つま り 自分 の 芸術 に 没頭 す 
る に 足る 大 き な 収入 し な か な か 現実 と ほな ら な か っ た . こ の 収入 は 社交 
界 の 婦人 の 肖像 画 が も た ら す は ず で あっ た . し か し , 肖像 画家 と し て 彼 
を 知る 人 は いな か っ た . 肖像 画 は サー ジェ ント , そし て ポス ター は ミュ シャ 
な の で あっ て , その 逆 の こと は 考え られ な か っ た . つい に 彼 は 経済 的 に 
天 迫 し た の で , ほん の 僅か の お 金 を 稼ぐ た め に , 雑誌 の た め の フ ァ ッ シ 
ョ ン ・ デ ザイ ン を し な けれ ば な ら な か っ た . ミ ュ シ ャ は これ ら の デザ イン を 
自分 の 弟子 の 作品 だ と し て いた 。 
後に 彼 は 否定 的 な 態度 を 変え , ポ スタ ー 制 作 や 舞台 の た め の 仕事 に 
戻っ た が , そ の 時 点 で は すでに アー モリ ー・ シ ョ ウ が アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 
の 時 代 に ピリ オド を 打っ て いた . そ し て , そ の と き に は 彼 自身 の 関心 も ま 
た 『 ス ラウ 叙事詩 』 の 一 連 の 大 き な 油絵 の 制作 に 向け られ て お り , こ の 
作品 で 彼 は ヨー ロッ パ の 中 で 他 の 西洋 文明 諸国 と の 平等 を 勝ち 取 ろ う 
と する スラ ヴ 諸 民族 の 努力 に 応え た か っ た . 

RIC, 芸術 家 は 一 特に 画家 と 小説 家 は 一 死後 一 種 の 苦 業 を 経 
検 し な く て は な ら な い . そ の 栄光 は 突然 消え , そ し て 時 代 を 代表 する 者 
で あれ ば ある ほど , 次 の 世代 に よっ て 強く 拒 ま れる . 歴史 に お いて は この 
種 の すさ まじ い 例 が た くさ ん 存在 する . た と えば , 18 世 紀 の 有 名 な ロコ コ 
画家 ウト ー が 死ん だ と き , 彼 の 作品 は 19 世 紀 の 半 ば まで 全く 売れ な く な 
中 彼 の 代表 作 「 シ テー ル 島 で の 愛 の 巡礼 」 は パリ の アカ デミ ー の 学生 
た ち に よっ て ダー ツ の 的 と し て 使わ れ て いた . 同様 に 両 大 戦 間 の フラ 
ンス の 代表 作家 の 一 人 で あっ た アン ドレ ・ ジ イド の 本 に 対し て も , 人 々 は 
関心 を 失っ た . 世紀末 の 有名 な 画家 で あっ た ペッ クリ ン , ジ ャ ン ・ ポ ー 
ル ・ ロ ラン ス や ピュ ヴィ ス ・ ド ・ シ ャ ヴァ ン ヌ は ある 程度 の 地位 は 保っ て た 
が 一層 ひど い 運 命 を た どっ た . 一 方 , プ ー ゲ ロー や アル マ ・ タ デマ の 作 









品 は つい 最近 まで 悪い ジョ ー ク と し か 思わ れ な か っ た 。 

私 の 父 も 同じ 運命 に 遭っ た . そ し て さら に 悪い こと に は , 彼 は その と き 
まだ 健在 で , 自分 の 大 事 な 仕事 『 ス ラヴ 叙 事 時 』 の 制作 に と りく ん で い 
た . 彼 は 1918 年 に 独立 国 と な っ た 生ま れ 故 郷 の チェ コス ロバ キア に 戻 
り , 郵 便 切手 か ら 紙 身 に 至る まで 国家 に 依頼 され た 多く の 仕事 に 専心 
し た が , 世 界 は , ミ ュ シ ャ を その スタ イル と と も に 葬り 去っ て いた . 祖 国 で 
は 彼 は 過去 の 業績 の た め に 尊敬 され , 彼 の 油絵 や デッサン は 国内 の 収 
集 家 に よっ て , まだ 高く 評価 され て いた が , 同時 に 若い 世代 の 批判 の 的 
で も あっ た . こ の 世代 に と っ て , 父 は 彼ら が 抜け 出 そ う と し て いる 過去 の 
代表 で あり , ヨ ー ロ ッ パ 美 術 を 支配 する 新しい 傾向 を 切り 開 こ うと いう 
支 力 を さき また げ る 世代 の 代表 だ っ た . 芸術 家 を 何 年 も 忘却 の 彼方 へ と 
追い や っ て し まう あの 不 文 律 に よっ て , 私 の 父 は 自分 の 死生 き な が ら 
経験 し , 他 の 芸術 家 が 経験 し な く て も よい こと まで 彼 は 見 つめ な けれ ば 
な ら な か っ た . 一 般 の 人 々 は , 1928 年 に 完成 し , 展示 され た 『 ス ラヴ 統 事 
詩 』 の 強烈 な 印象 や , ま た 。 郵 便 切手 や 紙幣 に よっ て 彼 は 人 気 を 得 て い 
た . こ の た め に 一 あま り 適当 な 表現 で は な い が 一 多 を 尊敬 し て いた 。 
切手 や 紙幣 の 一 部 は 1939 年 に チェ コ が ドイ ツ 軍 に 占領 され る まで 使用 
され て いた , 反面 。 パリ で は 彼 の グラ フィ ッ ク * ア ー ト の 作品 や 。 か つて 有 
名 だ っ た サラ ・ ペ ベルナール の ポス ター が 数 フラ ン で 売り に 出さ れ て い 
た . 先見 の 明 の ある 母 は , そ こ で これ ら の 作品 を 買い 集め , お か げ で 少 
な く と も 主要 な も の は 私 の コレ クシ ョ ン に 残っ て いる . 

1939 年 7 月 14 日 に 父 が プラ ハ で 死ん だ と き , チ ェ コ スロ パ キ ア 全体 
は ドイ ツ 軍 の 右 領 下 に あり , 父 の 葬儀 は , ド イツ 当局 に よっ て 極力 制限 さ 
れ た が , こ の 種 の 他 の 機会 に も そう で あっ た よう に 。, 葬儀 は 国民 的 デモ 
ンス トレ ーション へ と 発展 し た . こ の 機会 を 借り て 人 々 は , 自分 た ちの 愛 
国 心 を 表明 し た の だ っ た . 世 代 間 の 対立 関係 は 消え 葬儀 に は 父 に 徹 
底 的 に 反対 し た 者 まで 参列 し た . なぜなら, その と き 危 機 に 賞 し て いた 
の は 芸術 論争 で は な く , 死 の 危険 に 直面 し た 国民 の 団結 だ っ た か ら で 
ある 。 

戦後 に な っ て か ら , チェ コス ロバ キア でも, 世界 全体 で も , ミ ュ シ ャ は 
人 々 の 意識 か ら 消 えて し まっ た 。 も ちろ ん 大 西洋 を は さ お 両 大 陸 に は ミュ 
シャ を 覚え て いる 人 た ちがい た 一 サル ヴァ ドー ル ・ ダ リ , ル ・ コ ルビ ジェ 
や , あ と 5 6 人 の 戦後 の 著名 人 が そう で ある . し か し , 概 し て 父 は 芸 
術 の ゴミ 捨て 場 に 投げ 捨て られ た . 私 の 多く の 知人 た ち が こ う 質 問 す る 
ほど だ っ た .「 ど うし て 君 は こん な も の に 無駄 な 手間 を そん な に か ける の 
か い ? どう せ 誰 も 関心 を も た な い の に .」 実 際 , 父 の 遺産 を 保存 し て いく 
こと は 誰 の 目 に も 相当 の 偏屈 に 映っ た . 切手 の 収集 家 の み が 例外 で あ 
っ た . 彼 ら は 父 の 最も 不遇 な 時 代 に さえ 変わ ら ず 父 を 支持 し た 。 そ れ は 。 
秋 の 作品 が チェ コス ロバ キア の 切手 の 起源 と 不可 分 に 結び 付い て いた 
か ら で あ り , 父 の 切手 「 フ ラッ チャ ニ ィ 城 」 の 価値 は 常に 高まっ て いっ た 。 

し か し , こ の 芸術 家 が 強い られ る 苦 業 の 期間 に は 限度 が ある . そ の 
作品 に 価値 が あれ ば , た いて い 50 年 後 な の だ が , 再 び 表 舞 台 に 戻っ て 
くる も の だ . その 作品 を 非難 し た 最初 の 世代 は , 別 の 世代 に 交代 し , そ 
の 作品 は 世代 に 対立 する 性 格 を も は や 持た な く な る . こ こ で 作品 の 価値 
は 世代 同士 の 感情 的 な いさ か い を 抜き に し て 評価 され 得る よう に な り 。 
人 々 は , 前 の 世代 を た だ 奇 立 た せる だ け だ っ た 作品 の 中 に 美しき さ を 再 
発見 で きる よう に な る 。. 実際 , 父親 の 世代 と の 違い を 強調 し よう と し て 彼 
ら は 父親 の 世代 が 永遠 に 葬り 去っ た と 思っ た も の を ほめ そ や す の で あ 
る 





1960 年 頃 , 世 界 は も う 一 度 世紀 末 の 歴史 に 刻み 込ま れ た スタ イル に 
関心 を 示し は じ め , 短 い 期 間 の 手探り 後に 。 そ の 内 容 や 代表 作家 が 明 
ら か に な っ た . 概観 を は っ きり 説明 し た 本 が 現れ , ま た 新た に 発見 され 
た 様式 を 専門 と する 最初 の 商人 も 現れ た . と いう の は 彼ら は ちょ うど 時 
流 に 乗れ ば 大 金 が 儲かる と わか っ た か ら だ っ た . こ うし て , アル フォ ンス ・ 
ミュ シャ は ほど な く ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 代表 者 の 一 人 と し て 発見 され 
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た . ア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 様 式 や その 時 代 と の 関係 に つい て の 美術 書 が 
出版 され は じ め , さまざま な 関連 や 関係 が 見 い だ され た . 次 第 に ウィ ー 
ン の ゼ セ ッ シ ョ ン , ド イツ の ユー ゲン トシ ュ テ ィ ー ル 。 そ し て イギリス の リバ 
ティ スタ イル そし て 。 ス ペイ ン , イ タリ ア , ロ シア, アメ リカ で の 一 連 の 動 
向 と の 関連 が 明らか に な っ た . こ れ ら の 様式 は 一 見 矛盾 する よう に 見 え 
た が , 朋 ら か に 同じ 思想 的 基盤 か ら 生ま れ た も の で あっ た . そして, 次 
第 に 姿 を 現し て きた , すべて の 忘れ 去ら れ て いた 芸術 家 の 中 で も , ミ ュ 
シャ が た ぶん 最も 巧み に 時 代 の 要請 に 応え , 装飾 的 曲線 や 夢見 る よう 
な 女性 像 の 世界 へ 人 々 を 連れ 戻し , し ノスタルジー を 呼び お こし て , 人 々 
を 魅惑 た. そして, 一 部 の 分 野 の 仕事 し か こなし て いな い 他 の 芸術 
家 た ちと 違っ て , ミ ュ シ ャ が 工芸 芸術 の あら ゆる 分 野 に わた る 仕事 を し 
た こと が 間もなく わか っ た . オルタ や ギ マ ー ル は 建築 , ガ レ は ガラ ス 細 工 , 
キャ ラバ ン は 木彫 りな ど だ っ た が , ミ ュ シ ャ の スケ ー ル は 一 番 大 きく , ど の 
分 野 に も 貢献 し て いた 。 а 

1963 年 に お ける ロン ドン の ヴィ クト リア ・ ア ンド ・ ア ル バ ー ト 美術 館 で の 
最初 の 大 き な 回 願 展 か ら わ ず か 3 年 で 。 ミ ュ シ ャ は 再び 運動 の 先頭 に 
立っ た . こ れ は 彼 の 芸術 的 卓越 性 が 評価 さて た た め ば か り で は な く , 応 
用 芸術 の あら ゆる 分 野 に お ける 彼 の 作品 の 実用 性 の た めで も あっ た 。 
それ は あら ゆる 種類 の ポス ター を 印刷 する の が 流行 し た 時 期 で も あっ 
ja 1900 年 頃 の ポス ター の 流行 の 波 と 非常 に 似 て いた 。 そ し て , こ の こと 
シャ の スタ イル の 人 気 を さら に 強め た . 間 も な くど の 家庭 に も 彼 の 
жон лоо? ー フ に よっ て デザ イン 
され た . 爆 発 的 人 気 で あっ た が , た い が い の 人 は その 素描 や 線 を 流行 
の 先端 だ と 見 て いた だ け で , その 作者 自身 に は あま り 興 味 を 示さ な か っ 
た . し か し , そ れ は それ で 良かっ た . 父 の 芸術 は 何 か 民 語 の よう な も の に 
な っ た の だ . 家庭 の , そ し て 世界 中 の , す べ て の 人 々 の 匿名 の 財産 に な 
つっ た の だ . 

勿論 , こ の よう な 人 気 の 爆 発 に 伴い , ま じ め な 収集 家 の 関心 も 高まっ 
TER, 多く の 国 の 美術 館 が ミュ シャ の 回 顧 展 を 開き , オ ー ク ショ ン で の 
値段 は それ に 比例 し て 高く な っ た . た と えば , 1960 年 代 の 初め は サラ ・ 
ベル ナー ル の ポス ター は まだ 50 ド ル か ら 100 ド ル で 買う こと が で きた .15 
年 後に は その 値段 は 3 倍 に 跳ね 上 が り 。 当時 の ウォ ー ル ・ ス トリ ー ト ・ ジ ャ 
ー ナ ル は , ミ ュ シ ャ を その 年 の 最高 の 投資 対象 だ と 評 し た . アー ル ・ ヌ ー 
ヴォ ー の 他 の 芸術 品 の 価格 も 引き ずら れ て 上 が っ た . ティファニー の ラテ 
ンプ , ガ レ の 花瓶, ヴィ ー ナ ー・ ツ ェ ル クシ ュ タ ッ ト ( ウ ィ ー ン 工房 ) の 陶芸 
な ど は そう で あっ た . ま た ヨー ロッ パ , アメ リカ , 日 本 で は 個人 コレ クシ ョ ン 
が 生ま れ て , 中 で も 現在 。 ド イ ・ コ レク ショ ン は 最も 大 き な も の に な っ て い 
る . と か くす る うち 。 大 量 印刷 され た ポス ター の 流行 は や や 衰え た が , ミ ュ 
シャ は 世紀 末 の 芸術 家 の 中 で 最も ひっ ぱり だ この 作家 と し て し っ か り と 
定着 し て いる . そし て 彼 の サイ ン の つい た 何 点 か の 作品 , た と えば 用 像 
「 ラ ・ ナ チュ ー ル 」 や 。 サ ラ ・ ベ ルナ ー ル の た め の 蛇 の 腕 輪 は 世界 の オ 
ー ク ショ ン で は 記録 的 な 値段 を つけ て いる . 

ELT, すでに か つて 彼 の 人 気 に 貢 献 し た も う 一 つの も の は , 数 千 人 
も の 収集 家 に 珍重 され る も の と な っ た . それ は , 絵葉書 で ある . 彼 の 同時 
代 人 の プリ ント され た 作品 の 中 で は , ミュ シャ の 絵葉書 は 最高 の 価値 を 
も っ て お り , いわ ゆる 「 プ ルー・ コ コリ コ 」 は 絵葉書 の 中 で ,「 プ ルー・ モ ー リ 
シャ ス 」 が 切手 の 中 で 占め る 位置 占め て いる . こ うし て 再び ミュ シャ の 
名 前 は , 彼 の 名 前 を 知る よし も な い 無数 の 人 々 の と ころ に 届く こと に な っ 
た の で ある . 

現在 で は ミュ シャ の モチ ー フ や , 人 物 像 を 用 いた 装飾 画 を 五 つ の 大 
陸 で 見 る こと が で きる . デパ ー ト や レス トラ ン や ショ ー・ ウ ィ ン ドゥ を 飾っ て 
いる と 同時 に , ロ ッ ク ・ グ ルー プ の 洗練 され た 衣裳 に も な っ て いる . 質 問 
され る こと が ある . こ の よう な 人 気 を 父 が 見 た ら , ど う 思う だ ろう か と , こ の 
流行 を 自分 の 作品 の 誇張 や , 堕落 だ と 思わ な いらい の だ ろ うか と . 

アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 運動 は 単に ルネ サン ス と か ゴシック の よう な 遠い 
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過去 を 横 範 と し て 形成 され た 生活 環境 に 満足 で き な い . 当 時 の モダ ン 
な 社会 の 要請 に 応え る た め に 意識 的 に 形づくら れ た 新しい スタ イル で 
は な か っ た . こ れ は 芸術 を 爆発 的 に 増え て いく 新しい 消費 者 た ちの 手 
の 届く も の と し , そ うし て 彼ら の これ まで 無視 され て きた 審美 的 感覚 を 向 
上 させ よう と いう 友 力 で も あっ た . こ の よう な 思想 は 私 の 多 に と っ て 運動 
全体 の 最も 大 き な 魅 力 で あり , 彼 は その 信念 を 次 の よう に 言い 表し , 座 
右 の 銘 と し た .「 私 は 芸術 の た め の 芸 術 を 作る より も , 大 衆 の た め の 絵 
の 制作 者 に な り た い 」. 彼 が フラ ンス を 去っ た 理由 の 一 つ は , 大衆 に 芸 
術 を 与え る と いう 夢 が 実現 し そう に な か っ た こと で ある . 彼 の 絵 は 収集 
や 投機 の 対象 に な り , 街角 や 貸し い 家庭 と ら っ た それ ら が 本 当 に ある 
べき 場所 に は 届か な か っ た . 彼 の ポス ター は 当初 より 街路 に 貼っ て 無駄 
に する に は 貴重 すぎ た . も し 貼り 出さ れ た と し て も , 最 初 の 夜 に だ れ か や 
り 手 の 人 が それ を 切り 抜い て は が し , 家 に 持っ て 帰っ た か , ある い は ビ 
ラ 貼 り を 買収 し た だ ろう . も し 私 の 父 が 1960 年 代 , そ し て 70 年 代 に 起こ 
つた こと を 見 た な ら , 父 は きっ と 満足 だ っ た だ ろう . 彼 が 夢見 た こと , つま り 
誰 も が 彼 の リト グラ フ を 家 に お く こ と が で きる と いう こと が 実現 し た の で あ 
る . 彼 は 真 の 大 衆 の た め の 絵描き と な っ た . し か も 今回 は ヨー ロッ パ で だ 
け で な く , 全 世 界 に お いて . 

(作家 / ア ルフ ォ ン ス ・ ミ ュ シャ 子息) 


b Hundred Years of Mucha's Popularity 
Jiti Mucha 


‘The public reaction — if we want to call it that— to my father’s works 
has passed through several phases over the past hundred years, warm 
appreciation alternating with an almost complete lack of interest. This is 
nothing exceptional. Every artist is exposed to changes in the judgment 
of his works, all the more so the more strikingly they are linked with 
their time of origin. When an artist is ahead of his time, the curve of his 
‘Success usually starts from nought and gradually, often after his death, 
‘ascends, At the time when my father’s popularity was reaching its first 
peak, his friend Gauguin sold only a few canvases at an exhibition at 
Durand-Ruel’s, and those at a price that was scarcely enough to take him 
back to Tahiti. Since then, however, his value has risen constantly, 
whereas my father's works have gone through dramatic ups and downs. 

Indeed my father didn't achieve his first successes in graphic works 
but in what is apparently quite a different branch — illustration. I say 
apparently because there were close links between his works in both 
areas, especially if we add his costume and stage designs where, as in 
illustration, he made good use of his intimate knowledge of historical 
detail. That first appreciation, however, was only for his skill in drawing, 

| and perhaps also for his inherent sense of composition. At the time he 
started in Paris, illustration provided the only possibility of eaming a 
living. This was also true for a vast number of his contemporaries. He 
came to Paris, after having graduated from the Munich Academy, and 
found himself among not tens of young people, as in Munich, but sever- 
al thousand who were also searching for a way to make their art catch 
оп, fora way to eam a few francsand so live somehow from one ordeal to 
the next. But of course times were different then. In France, andall over 
the world, numerous magazines were published which consumed an 
enormous quantity of illustrations, and engraving or lithograph were 
the only reproduction techniques. Everything had first to be drawn and 
painted, and then the engravers transferred it to print. Illustrated books 
were also very popular. Novels, travelogues, poems, everything was 
‘accompanied by illustrations, so there did exist a wide field of activity for 
everyone who was trying to make his way in this field. It was not very 
well-paid work, but it was work and, as my father said himself, it saved 
him from the worst poverty. At first the editors gave him a wooden block 
anda theme and he had to engrave the whole illustration himself. Then 
he advanced one step higher; he brought the painted illustration and 
the engraver Lemoin transferred it to print. 

Under the dynamics of supply and demand generated by the tre- 
mendous need for illustrations, most of the young artists, of course, 
achieved only the level of passable craftsmen. Nor, in those early days, 
did my father’s work exceed this standard — mostly he illustrated short 
stories in children's magazines — but in two or three years he had mas- 
tered his craft to such an extent that the publishers of big magazines 
started to take notice of him and gave him more important jobs. How- 
ever, he must have drawn his employer's attention to himself in some 
way right from the beginning. In an article from 1897, Gaston Cerfberr 
mentions that as early as 1890, an editor named Ginisti, in whose office 

* he met my father, said: “You have just seen а real artist — maybe a great 
artist. But today it is so difficult to get ahead with original talent, that 
Тат afraid he may remain in the shade. And that would be a pity.” 

A decisive moment in my father’s career at that time was an offer from 
the publishers Armand Colin to illustrate an extensive work, the Scenes 
et épisodes de l'histoire d'Allemagne by Charles Seignobos. He was to 
work together with Rochegross, one of the most famous illustrators of 
the day. It was a great honour for him at the time, but as he gradually 
handed in his work — two of the pictures were even given awards at the 
Paris Salon — he aroused general attention to such an extent that the 





publisher constantly decreased Rochegross's share of the work. As a 
result, almost the entire work was illustrated by Mucha, and that ishow 
it was bibliographically listed. That, together with the fact that other 
publishers were eager for him to work for them, whether it was a matter 
of books such as Clio by Anatole France, or big magazines such as /llus- 
tration, took him into the front ranks of Parisian illustrators. It may be 
said that by 1894, he had already reached such a degree of public rec- 
cognition that, had it corresponded to his nature, he could have remained 
there to his complete satisfaction. 

Everything was fundamentally changed during that memorable 
Christmas holiday of 1894, when the printers Lemercier, out of neces- 
sity and chance, asked him to create a poster for Sarah Bemhardt. The 
story is too well known for me to have to repeat it. I only want to 
mention that although the choice was made of necessity — over the 
holiday no one else was available — all the same it was justified, because 
Mucha was already a well-known illustrator. He worked for theatrical 
magazines among others and had already drawn Sarah Bernhardt for 
Costume au Theatre in one of her famous roles. In addition, the 
magazine Le Gaulois of 17th November, announced to its readers that it 
intended to print an illustrated Christmas supplement devoted to the 
play Gismonda, and stated that the editors had asked the printers 
Lemercier “to have a number of water colours and drawings done for us 
portraying the most important scenes of Mr. Sardou's work. This task 
has been fulfilled by one of their best artists, Mr. Alphonse Maria Mucha, 
an outstanding water colourist, who has created for this special supple- 
ment a series of compositions of excellent drawing and good taste." 

It was not therefore really such a chance and unexpected offeras has 
so far been related — legends are always the accompaniment of fame — 
but the poster was a field in which he had previously had very little 
experience. Perhaps that was why — or perhaps it was in spite of that. 
fact — he chose a form and colouring so different from contemporary 
productions that his poster immediately drew the critics attention to 
the play Gismonda. “He proved,” wrote Charles Saunier, “that brilliant 
colours and exaggerated gestures...are quite unnecessary. He placed as 
against a medley of colours a shining poster, asa lily...and won.” 
And Jerome Doucet wrote in Revue Illustrée: “This poster taught the 
whole of Paris to know Mucha’s name from one day to the next.” 

‘Thus began the second, much more important stage of his success, 
a success that increased year by year, thanks to his technique, his style, 
and the quantity of work with which he mastered the field. It was not 
however, thanks to him alone. The printer Champenois concluded what 
was then a very modem contract with him, according to which, for a 
monthly salary and without the need to worry about looking for orders, 
he did the work that Champenois secured for him. For a young artist 
who had no business sense this was irresistibly attractive. To have a 
secure income and be able to leave all other worries to his employer 
seemed to be an ideal solution. Champenois really did pay him а con- 
siderable amount of money, but he required in retum for it a mass of 
drawings and designs such that could only be accomplished by someone 
who was both accustomed and willing to work sixteen hours a day. This 
was the source of my father’s great productivity, which gradually 
reached into all branches of the graphic arts, and his name soon became 
synonymous with Art Nouveau itself. 

There is another factor that had a great deal to do with my father's 
popularity and which has not yet been properly appreciated. The printer 
Champenois started to publish all his posters and panels as postcards, 
and these flew out from Paris all over the world. Hundreds of thousands 
of people got to know Mucha's work, in America as in Japan, who would 
otherwise never have heard of him. At a time when television did not 
exist and art magazines were only for a very narrow circle of the public, 
his Sarah Bernhardts, The Four Seasons, The Four Flowers, The Four 
Precious Stones or The Four Stars travelled all over the world and en- 
sured his fame even where no one could ever have seen a single one 
of his originals. 

Mucha expressed the times and simultaneously gave the times their 
typical expression. Of course he had to count with the fact that the times 
would change and their ways would part. That is why in 1904, he went 
to the United States to shake off the demands of his contract with 
Champenois and to devote himself to what he saw as his main mission 
— painting. 





Of course, he came to America at a time when his reputation was 
culminating and the newspapers welcomed him as the greatest decora- 
tive artist of the day. In all his interviews with joumalists, however, he 
stated his refusal to continue in the field that had made him famous, and 
declared the art of the poster to be a relic of the past. As a result, the 
American public supposed that he had just come fora visit and no one 
dared to offer him the work he was so vehemently refusing. He did 
indeed continue to be a centre of interest in New York and Chicago 
society, however, what Sarah Bemhardt had promised him, an income 
large enough to allow him to devote himself to independent art, was not 
forthcoming. This income was to stem from portraits of ladies of high 
society — but no one knew him as a portraitist. Sargeant was for por- 
traits, Mucha for posters — but not the other way round. In the end he 
got into such a tight financial situation that, to gain at least a bit of 
money, he had to draw fashion designs for magazines; however he 
presented these designs as being the work of his pupils. 

It is true that later he did change his negative attitude and retumed 
to posters and work for the theatre. By then, however, Armory Shaw had 
sealed the fate of Art Nouveau. In any event his interest was now focused 
on creating the cycle of large canvases, The Slav Epic, which were his 
reaction to the growing efforts of the Slav nations to gain equality in 
Europe along with the other inheritors and creators of westem 
civilization. 

As a rule artists — especially painters and writers — have to pass 
through a sort of purgatory after their death. Their glory is suddenly 
extinguished, and the more expressively they represented their own 
time, the more decisively the succeeding generation rejects them. 
History reveals a great number of drastic examples of this kind. After 
Watteau died the pictures of this famous painter of rococo scenes in the 
eighteenth century were unsaleable until the middle of the nineteenth 
century. His most famous work, The Embarkment for Cythera, was used 
as a dartboard by students of the Paris Academy. In the same way the 
Public lost interest in the books of André Gide, one of the most impor- 
tant French writers of the interwar period. Such famous painters from 
the end of the century as Bócklin, Jean Paul Laurens or Puvis de 
Chavannes, fared even worse, though they did maintain a certain status, 
whereas the canvases of Bougereau or Alma-Tadema were until recently 
regarded at best as a bad joke. 

The same fate befell my father, and what was worse, at that time he 
жаз still alive and working hard at his pet project, The Slav Epic. He 
retumed to his country, Czechoslovakia, which became independent in 
1918, and devoted himself to a number of state orders ranging from 
postage stamps to banknotes. For the world public, however, he had 
died along with the style on which he had set his seal. At home he was 
honoured, thanks to his famous past. His drawings and oils were still 
valued highly by Czech collectors, but at the same time he was the target 
of attacks by the younger generation. To the young he represented the 
past from which they were striving to escape and which, as it prevailed 
amongst the older generation, hampered their efforts to blaze a trail in 
the new trends that dominated European art. According to that unwrit- 
ten law condemning artists to many years of limbo, my father outlived 
his own death and was forced to witness what others are mostly spared. 
The ordinary people — if may use that rather inept phrase — did esteem 
him for the powerful impression made on them by the canvases of The 
Slav Epic which were completed and exhibited in 1928. He also enjoyed 
the popularity that his postage stamps and banknotes brought him, 
some of which were in circulation until the German occupation in 1939. 
His graphic work and the once famous posters for Sarah Bemhardt, 
however, were on sale in Paris for a few francs. These were purchased by 
my mother, and, thanks to her far-sightedness, the main ones at least 

+ have remained in my collection. 

When my father died in Prague on July 14, 1939, the whole of 
Czechoslovakia was occupied by the Germans. His funeral, though 
restricted as faras possible by the German authorities, became a national 
demonstration, like other occasions of the kind, through which the 
public expressed their feelings. Generational antagonism receded into 
the background and the funeral was attended even by his most decisive 
opponents, At that time it was not this or that trend of art that was 
at stake, but the solidarity of the nation face to face with mortal danger. 

In the course of the war, both in Czechoslovakia and in the whole 
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world, Mucha disappeared from the public consciousness. There were of 
course individuals on both sides of the Atlantic for whom he continued 
to exist — Salvador Dali, Le Corbusier and half a dozen other out- 
standing personalities of the post-war period — but on the whole he had 
been cast onto the artistic junkheap to such an extent that not a few of 
my acquaintances asked me: “Why do you take so much needless bother 
about all these things when it's never going to interest anybody any- 
way?” Indeed my preservation of my father’s legacy seemed eccentric to 
everyone except philatelists. They remained faithful to him even in the 
darkest days because his work was indivisibly linked with the origin of 
Czechoslovakian postage stamps, and the value of his Hradčany rose 
constantly. 

But that purgatory to which the artist is condemned has its time 
limit. If his work was valuable, it will come back onto the scene — 
usually after fifty years. The first generation that condemned him is 
replaced by another, for which he no longer has an antagonistic 
character. Now his values can be estimated without the passion of the 
generational struggle, and people can rediscover beauty in what merely. 
initated their forerunners. Indeed, in their efforts to stress their differ- 
ences from their fathers, they exalt what the latter thought they had 
damned for ever. 

Around 1960, the world public again began to take an interest in the 
style that had engraved itself on the history of the turn of the century. 
After a short period of groping, it became clear what that style consisted 
of and who represented it. The first books appeared clarifying concep- 
tions, and the first businessmen specializing in the newly-discovered 
style also appeared, because they realized that big profits were to be 
made from jumping on the bandwagon in time. So it happened that soon 
Alphonse Mucha was rediscovered as one of the leading representatives 
of Art Nouveau. Art history books began to be published on the style and 
its links with the period. Relationships and connections were found. 
Bonds were shown between the Viennese Secession, German Jugendstil, 
the English Liberty style, and other focuses of the movement in Spain, 
Italy, Russia and America, which, although often appearing to be 
contradictory in style, evidently came from the same ideological princi- 
ples. Among all those forgotten artists who gradually reemerged, Mucha 
probably corresponded most nearly to the needs of the time. He 
enchanted people with a nostalgic retum to decorative curves and the 
dream-like concept of the female figure. Of course, everyone soon 
discovered that Mucha also represented a whole range of artefacts 
typical of that period, whereas other artists represented only partial 
aspects — Horta and Guimard architecture, Gallé glass, Carabin wood- 
carving, and so on. Mucha's scale was the widest, giving something to 
everyone, 

A mere three years after the first big exhibition in London, in the 
Victoria and Albert Museum in 1963, Mucha was again at the head of the 
whole movement, not only because of his artistic quality, but also for 
the utility of his works in all the branches of the applied arts. That period 
also saw the spread of a fashion for printing posters of all kinds — very 
similar to the same wave of fashion around 1900 — and that further 
‘strengthened the popularity of his style. Soon there was nota household 
that did not have his posters on their walls, and a whole range of other 
objects for daily use were decorated with his motifs. It was a real explo- 
sion, however, for the great majority of people his drawing, his line, 
simply represented the modem trend, and they were not particularly 
interested in the person of their creator. But that is good. Hisart became 
something like a folk song — the anonymous property ofall, at home in 
the whole world. 

Naturally, with such a burst of popularity the interest of serious 
collectors grew as well. Museums in many countries held exhibitions of 
Mucha's works and the prices at auctions rose in proportion. At the 
beginning of the 1960's, posters of Sarah Bemhardt were still available 
for 50 to 100 dollars. Fifteen years later prices had risen by three hundred 
percent and the Wall Street Journal then described Mucha as the best 
investment of the year. Of course, the prices of other objects of Art 
Nouveau also rose in proportion 一 Tiffany's lamps, Gallé’s vases, 
ceramics from the Wiener Werkstate. Private collections came into 
being in Europe, America and Japan, among which today the Doi Col- 
lection is undoubtedly the biggest of all. Even though the fashion for 
mass printed posters has in the meantime somewhat faded, Mucha has 





remained firmly anchored among the most sought-after artists from the 
tum of the century, and objects bearing his signature, such as the bust 
La Nature or the snake bracelet for Sarah Bemhardt, command record 
Prices in auction halls around the world. 

One other item that had already once contributed to my father's 
popularity has become a sought-after item for thousands of collectors — 
his postcards. They command the highest values among prints of his 
then contemporaries and some of them, such as what is called the Blue 
Cocorico, hold the status among postcards that the Blue Mauritius 
holds among stamps. Again his name has reached innumerable people 
who otherwise would never have known of his works, 

Today I encounter his motifs and whole figural decorations on all five 
continents, whether as decorations in department stores, restaurants, 
shop-windows or on the sophisticated gear of rock groups. I am often 
asked how my father would have reacted to such popularity of his 
subjects. Would he not consider it an inflation, a vulgarization of his 
work? 


The Art Nouveau movement was not merelya new style consciously 
Created to comespond to the needs of the then modem times, needs that 
could not be satisfied with an environment formed on the basis of 
models taken from a past so distant as the Renaissance or even the 
Gothic. It was, in addition, an effort to make art accessible toa tumultu- 
ously growing number of new consumers and so improve their hitherto 
neglected aesthetic feeling. Those were the ideas that attracted my 
father most ofall in the whole Art Nouveau movement, ideas which were 
expressed at the time in the sentence that became his motto: “I prefer 
rather to be a maker of pictures for the people than to make l'art pour 
Tart.” One of the reasons he left France was that his goal of giving art to 
the people was not being realized. His pictures became objects of the 
business of collecting and speculation; they did not reach the places 
where they really belonged, the street comers and the homes of the 
Poor. Right from the beginning his posters were too valuable to be 
wasted by sticking them up in the streets. Besides, ifthey were put up in 
the streets, some enterprising people would cut them out the very first 
night and take them home — or they would bribe the bill-stickers to sell 
them. I think that if my father could have seen what happened in the 
1960's and 19705, he would have been content. What he had longedfor 
— that everyone could have his lithographs at home — came true. He 
became a real maker of pictures for the people, but this time not onlyin 
Europe, this time all over the world. 


(Author/son of Alphonse Mucha) 
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初期 の 修業 時 代 





アル フォ ンス ミュ シャ の 画家 と し て の 経歴 は , 比較 的 遅く 始ま っ た . ミ 
ュ シャ は 21 歳 の と き , ウ ィ ー ン の 舞台 装置 を 作る 工房 の 助手 と な っ た . し 
か し 1881 年 暮れ に リン ク 劇 場 で 悲劇 的 な 火災 が 起こ り , 受注 が 減っ た 
た め , ミ ュ シ ャ は 同年 解雇 され た 、 翌 年 ミュ シャ は ご く 基 礎 的 な 専門 知識 
を 身 に つけ た だ け で ウィ ー ン を 去っ た が , 心 の うち で 芸術 家 に な ろう と 
決心 し た . ウ ィ ー ン 洛 在 中 に ミュ シャ は 二 つ の 宿命 的 な 出会い を し た . 
第 一 は 劇場 と の 出会い で あり , これ は ミュ シャ の 心 に 一 生 焼 き つい て い 
た . ウ ィ ー ン 時 代 以降 ミュ シャ は イン スピ レー ショ ン を 劇場 に 求め た . ミ ュ 
シャ は 歴史 的 な 場面 を 描い た 挿絵 を 劇 的 に アレ ンジ し , 演 劇 の ポス タ 
ー に よっ て 名 声 の 基盤 を 作っ た . そ し て 女優 と の 友情 の お か げ で 彼 の 
知名 度 が 高まり , 彼 の 運命 は 興味 深い も の に な っ た . そして, ミュ シャ の 
装飾 パネ ル は 次 々 と 演劇 に イン スピ ピー ショ ン を 与え た . ま た 。 哲 学 的 な 
メッ セー ジ や 考察 を 含む 絵画 一 一 た と えば 『 主 の 祈り 』。< 真 福 八 端 >。 
『 ス ラヴ 放 事 詩 』 な ど は !「 活 人 画 」 と し て 上 演 され た . 死 の 3 年 前 に 自伝 
を 書い た 時 , ミ ュ シ ャ は 自分 の 人 生 を いく つか の 章 に 分 けた が , そ れ は 
あたかも 演劇 の 幕 と 場 の よう だ っ た 。 

ウィ ー ン が ミュ シャ に 与え た 第 二 の 重要 な 影響 は , ハ ンス ・ マ カル ト 
(1840 一 1884 年 ) と の 出会い で あっ た . こ の 画家 は 当時 の オー スト リア や 
ドイ ツ の 画家 た ち に と っ て 無冠 の 帝王 で あっ た . 彼 の 手際 の よい 装飾 的 
な 作品 の 大 部 分 は , 文学 的 な 内 容 に よる 重圧 を 受け て いな か っ た . 
季 の アレ ゴリ ー, 花 へ の 嗜好 , あ ら ゆる 絵画 分 野 と 応用 芸術 と の 結合 
ーー これ ら の 要素 は アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の いく つか の 傾向 の 前 触れ で 
ある . ミ ュ シャ は 常に マカ ルト に 言及 する の を 避け た が , マ カル ト が ミュ シ 
ャ の 作品 に 及ぼ し た 影響 は 最も 強い も ゃ の の 一 つ で ある . 初 期 の 素描 に 
お いて ミュ シャ は マカ ルト の 『 小 妖精 の 女王 」 や ,「 一 日 の 四 つ の 時 の 流 
れ 一 夜 」 や ,『 フ ァ ウ スト 』 か ら の 場面 や 多く の 他 の 作品 を 模写 し た り 。 
BARTLEY LI. マカ ルト の 繊細 な イン スピ レー ショ ン ,。 人物 の ポー ズ , 装 
飾 の セン ス , 人 物 画 に お いて 花 に も 人 物 同様 の 重要 性 を 与え て いる こ 
E そ じ て 縦長 の 形 一 一 これ ら は いずれ も ミュ シャ の 後 の 作 品 に , そ っ く 
り そ の まま 見 られ る . 偶然 な が ら , ミ ュ シ ャ の 女神 で ある サラ ・ ベ ルナ ー ル 
きえ , マカ ルト の 作品 の 一 部 で あっ た .1869 年 , マカ ルト は サラ の 最初 の 
肖像 画 を 描い た . 当 時 , こ の 女優 は 25 歳 で 。 す で に バリ で 最初 の 成功 
を 収め て いた 。 マ カル ト は , 後 の ミュ シャ と 同様 に 。 サ ラ の 強烈 な 個性 に 
魅せ られ , 小さ な 肖 像 画 で は 彼女 の エキ セン トリ ッ ク な 性 格 を 象徴 する 
も の で 彼女 を 囲ん だ . それ は , 彼女 が 時 々 その 中 で 寝 た 格 で あり , ハム 
レッ ト を 演じ る と き に 使っ た 頭蓋 骨 で あり 。 曲 が っ た 煙 る ロウ ソ ク で あっ 
た . マカ ルト は サラ の 三 番目 の 肖像 画 を 18812 年 の 冬 に 描い た . そ れ 
は , サラ が ウィ ー ン で 客演 女優 と し て 二 度 目 に 出演 し た と き で あっ た 。 

マカ ルト の 作品 の みな ら ず , マカ ルト の 生活 の スタ イル も 若い ミュ シャ 
に 影響 を 与え た . ウ ィ ー ン の 社交 界 の 上 流 階級 の 人 々 が 集う マカ ルト の 
有名 な アト リエ の 写真 を 見 れ ば 一 目 瞭 然 だ が , こ の アト リエ は ミュ シャ の 
パリ 時 代 の アト リエ と , 飾り 付け や 雰囲気 が と て も よく 似 て いる 。 

1882 年 ,。 ミ ュ シ ャ は 独学 の 初心 者 と し て ウィ ー ン を 後に し た が , 彼 の 
創作 に 影響 を 与え た これ ら 二 つの 強力 な 印象 , す な わ ち 劇場 と の , そ し 
て 有名 な ハン ス ・ マ カル ト の 作品 と の 出会い を いつ まで も 胸 に 刻ん で い 

d. し か し この 時 期 ミ ュ シ ャ の 作品 を 語る 場合 , ま だ 芸術 の 話 は で き な 
い . 南 モラ ヴィ ア に ある エマ ホフ 城 の 室内 装飾 の 現存 し て いる 写真 が 
それ を 物語 っ て いる . こ こ で ミュ シャ は 自分 の パト ロン , クー エン ・ ベ ペラ シ 
伯爵 の た め に 壁画 の 修復 を 手掛け 。 こ れ ら の 壁画 に 自分 の 考え に よる 
場面 を 描き 加え た . 伯爵 の 生地 ガン デ グ に 11 ヵ 月 滞在 し た 後 1885 年 
秋 , ミ ュ シャ は 専門 教育 を 受け る た め , ミ ュ ン ヘン へ 旅立っ た 。 

1980 年 の ミュ シャ の 回 顧 展 の 最新 カタ ログ も 含め て , あら ゆる 出版 物 
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に は ミュ シャ は ミュ ン ヘ ン ・ ア カ デ ミ ー で 学ん だ と 記さ れ て いる が , ミ ュ シ ャ . 
が 本 当 に そこ に 在籍 し た と いう 確証 は な い . ミ ュ ン ヘン に は , アカ デミ ー 
以外 に も ミュ シャ が 学ん だ か も し れ な い 私立 学 校 が 数 多く あっ た . ミ ュ シ 
ャ が た ち ま ち 素 人 芸 を 脱し , 玄人 の 技量 に みがき を か け 始 め た の は , お 
そら く こ れ ら の 学校 の 一 つ で の こと で あっ た ろう .1882 年 制作 の 「 聖 ツィ 
リル と 聖 メト ジェ イ 」( 現 在 ノー ス ・ ダ コタ 州 , ピー セッ ク 村 の 教会 所 蔵 ) は 。 
すでに 経験 豊富 で 部 練 し た 画家 の 作品 と な っ て いる . ミ ュ ン ヘン は 伝 
統 的 に , 若い ボ へ ミア の 駆け 出し 画家 た ち が 修業 を 積み に 来る 中 心地 
の 一 つ で あっ た . し か し ミュ シャ の 世代 で は , パリ の 方 が 芸術 の 新風 潮 
を 知り た いと いう 芸術 家 た ちの あこ が れ の 対象 だ っ た . したがって, ミュ 
シャ の パト ロン , ク ー エ ン 伯 爵 が この 若い 画家 に ロー マ か パリ で 勉強 す 
る 機会 を 与え た と き , ミ ュ シ ャ が 購 踏 な く セ ー ヌ 河畔 の 町 を 選ん だ の も 何 
ら 不思議 は な い . 
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Alphonse Mucha began his painting career relatively late in life. 
When he was twenty-one he became an assistant painter in a Viennese 
stage scenery workshop. However, he was dismissed the same year 
because, after the tragic fire in the Ringtheatre at the end of 1881, there 
were few orders. À year later Mucha left Vienna, armed indeed with only 
the most fundamental knowledge of his craft, but inwardly determined 
to become an artist. During his stay in Vienna, Mucha experienced two 
fateful meetings. The first was his meeting with the theatre, a meeting 
which branded him for life. From his Viennese days on, he sought his 
inspirations from the theatre. He arranged the historic scenes of his 
illustrations theatrically, theatrical posters founded his fame, friendship 
with an actress made his name famous and his fate interesting. His 
decorative panels in tum inspired theatrical performances. His philoso- 
phical messages, pictures and meditations— Le Pater, The Beatitudes 
and The Slav Epic — were put on the stage as “living pictures”. When, 
three years before his death, he wrote his autobiography, he divided his 
life into chapters, as if they were the acts and scenes of a play. 

‘The second important meeting which took place in Vienna was his 
acquaintance with Hans Makart (1840-1884) who at that time was the 
uncrowned king of Austrian and German painters. Most of his rapid, 
decorative work was not weighed down with literary content. Allegories 
of the seasons, a fondness for flowers, the linking of all the graphic 
branches with the applied arts — these are elements that are a foretaste 
of some of the tendencies of Art Nouveau. Although Mucha always 
avoided any mention of Makart, he exerted a strong influence on 
Mucha's work. In his early drawings Mucha copied or expanded upon 
Makart's Queen of the Elves, Night from the Four Times of Day, scenes 
from Faust and many others. Makart's feminine inspiration, the attitude 
of his figures, sense of decoration, the equal importance of flowers in 
figural compositions, and his tall format — all of them find direct paral- 
lels in Mucha's later work. It so happens that even Mucha’s muse, Sarah 
Bernhardt, also figured in Makart’s work. He painted her first portrait in 
1869. The actress was then twenty-five years old and had already 
celebrated her first success in Paris. Makart was captivated, as Mucha 
was later, by the strength of her personality, and in his little picture he 
surrounded her with signs of her eccentricity — the open coffin, in 
which she sometimes slept, the skull which was used when she played 
Hamlet, and a bent, smoking candle. He painted a second portrait of her 
in the winter of 1881-2, when for the second time she was performing as 
a guest in Vienna. 

Not only Makart’s work, but also his life-style had an effect on the 
young Mucha. It is enough to look at a picture of Makart’s famous 
‘studio, which was a meeting place for the cream of Viennese society, to 
realize how much Mucha's studio during his Paris years resembled it 
in both furnishing and atmosphere. 

In 1882 Mucha left Vienna as a self-taught beginner, but marked for 
ever by these two powerful experiences that affected his creative work— 
his meeting with the theatre and with the work of the famous Hans 


Макай. The fact that at this time we cannot yet speak of art when 
talking of Mucha's work can be seen in photographs of the decoration of 
the Castle Emmahof in southem Moravia which have been preserved. 
Неге Mucha started to work on the renovation of murals for his patron, 
Count Khuen-Belasi. The murals were supplemented with his own 
scenes. After stopping for eleven months at Gandegg (his patron’s birth- 
place), Mucha set out on a trip to Munich in the autumn of 1885, 
in order to receive professional training. 

Although all sources, including the latest catalogue of Mucha's 
collective exhibition in 1980, state that Mucha studied at the Munich 
Academy, it has never been ascertained whether he was really registered 
there, Besides the Academy there were a number of private schools in 
Munich at which he could have studied, and probably it was at one of 
these that Mucha speedily shook off his amateur clumsiness and took 
to polishing his professional touch. The picture St. Cyril and Metodej 
from 1887 (now in the church in the village of Pisek, North Dakota) is 
already the work of an experienced painter skilled in his craft. Munich 
had traditionally been one of the centres where young Bohemian 
beginners in painting came to deepen their leaming. In Mucha’s genera- 
tion, however, more and more often it was Paris that attracted artists 
who longed to leam the new artistic trends. So it is not surprising that 
when Mucha's patron, Count Khuen, offered the young artist a chance 
of working in either Rome or Paris, he chose the city on the Seine with- 
out hesitation. 
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Nero Watching the Fire of Rome 


oil on canvas 
Signed lower left: Mucha 
Regional Gallery in Hradec Králové [KG] 
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Vision 

chalk drawing on paper 
Signed lower right: Mucha 
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「 フ ァ ウ スト 』 の 挿絵 習作 
1888 年 
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Study for an illustration to Faust 


chalk drawing on paper 
Signed lower left: Mucha. 
Jiti Mucha Collection [JM] 
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「 フ ァ ウス ト 』 の 挿絵 習作 





=。 インディ アン イン ク , 紙 
5X17.5cm 





Study for an illustration to Faust 


India ink and wash on paper 
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Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 





7 
『 フ ァ ウス ト 』 の 挿絵 習作 
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Study for an illustration to Faust 


India ink and wash on paper 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 
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Mother and Child - a study for the Madonna 


charcoal drawing with white on paper 
Signed and dated lower left: Mucha 91 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 
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パリ 時 代 





バリ で の ミュ シャ は アカ デミ ー・ ジ ュ リア ン に 入り , 1 年 後に アカ デミ ー・ 
コラ ロッ シ に 移っ た . ミ ュ シ ャ の 先生 た ちの 中 で は , 主 に ルフ ェ ー ブ ル が ミ 
ュ シ ャ の 歴史 画 の 構図 や 女性 の 理想 美 に 影響 を 与え た 、 ミ ュ ン ヘン で 
の 経験 は 今や パリ の エス プリ に 触れ た. ミュ シャ は パリ に 猛烈 な 魅惑 を 
感じ パリ り の エス プリ を 吸収 し て いた 、 伯 爵 か ら 定期 的 に 送ら れ て くる か 
な り の 援助 金 が あっ て こそ , ミ ュ シ ャ は 歴史 画家 と し て の 生涯 の た め の 
万 全 の 準備 を する こと が で きた 、 そ の 援助 金 が な ぜ 突然 打ち 切ら れ て 
し まっ た の か は , 知る 由 も ない . し か し 29 歳 に な っ て いた ミュ シャ は , そう 
し た こと を 予想 で きた と 思わ れる . ミ ュ シャ は 生活 の 糧 を 失っ た が 歩み 
出し た 道 を 進み 続け よう と 決心 し た 。 

独立 後 の 最 初 の 2 年 間 に 彼 は エジプト の 歴史 か ら テ ー マ を と っ た 何 
点 か の 物語 的 な 絵画 を 描き 上 げた .「 フ ァ ラ オ の 娘 」「 砂 漠 に て 」,「 ア メ 
ン ホ テッ プ 」,「 蓮 など が それ で あり , その 後天 井 画 「 天 上 の 音楽 」 チェ 
コ 史 の 悲劇 を 描い た 「 ジ ャ ルコ フ に て 」 な ど が 制作 され た .1891 年 に , ミ 
ュ シ ャ は 伝統 的 な 構図 用い た 「 マ ドン ナ ・ デ ラ ・ セ ディ ア を 描く ラフ ァ エ 
ロ 」 を 制作 し , 次 に 祖国 の 歴史 に テー マ を と っ た 「 モ ラフ スケ ー・ ス ロ ヴ ァ 
ー ツ コ の 見 知ら ぬ ク リス マス キャ ロ ル の 歌い 手 た ち 」,「 モ ラヴ ィ ア で キリ 
スト の 教え を 広め る スラ ヴ の 伝道 者 。 聖 ツィ リル と 聖 メト ジェ イ 」 を 制作 し 
Te. しかし, この よう な 巧み に 描か れ た 作品 を 山 ほど 制作 し て も , ミ ュ シ ャ 
は 成功 で き な か っ た , パ リ で その よう な 状況 に ある 無名 の 画家 に 開か れ 
て いる 唯一 の 道 は , 雑 誌 の 挿絵 を 描く こと で あっ た . そ れ は , ミ ュ シ ャ の 
友人 で ある 画家 ル ジ ェ ッ ク * マ ロ ル ド (1865 一 1898) が すでに パリ で 名 声 
を 勝ち 得 た 道 で あっ た . ミ ュ シ ャ は や む な く マロ ルド と 同じ 道 を と り 。 新 聞 
の 挿絵 か ら 大 き な 出 版 社 と の 共同 作業 へ と 進ん で いっ た . し か し , 彼 は 
決し て 自分 の 人 生 の 目標 を 見 失う と と が な か っ た . こ の 目標 と は , 自分 
の 絵 と 個人 的 な 成功 に よっ て チェ コ 国 民 の 偉大 さ , そ し て 全 スラ ヴ 民 族 
の 偉大 き を 世界 に 示す こと で あっ た 。 

1890 年 に ミュ シャ の 初 の 雑誌 の 表紙 や 挿絵 が 出来 上 が っ た 、 間もなく 
ミュ シャ は 出版 社 ア ルマン ・ コ ラン 社 の た め に 仕事 を 始め , 連 載 の 短編 , 
長編 や エッ セイ の 挿絵 シリ ー ズ を 手掛け て いる . これ ら の 仕事 の 中 で 彼 
が 最も 力 を 入れ た の は 有名 な 歴史 家 シ ャ ルル ・ セ ニョ ボス の 連載 文 ド 
イツ の 歴史 の 諸 場面 と エピ ソー ド 』 の 近 絵 で あっ た . こ の 仕事 は ミュ シャ 
に と っ て 大 変 意義 が あっ た : それ は 一 つ に は 当時 の ミ ェ シャ の 共同 制作 
者 が 著名 な フラ ンス の 挿絵 画家 ジョ ル ジ ュ ・ ロ シュ グロ ス で あっ た か ら 
で あり , ま た 一 つ に は 自分 が 挿絵 を 描き た い 場面 を 選ぶ こと が で きた か 
ら で あ っ た . こ の お か げ で ミュ シャ は 彼 が 何 度 も 強調 し て いる よう に , スラ 
ツ 的 要素 が ドイ ツ 史 に は っ きり と 影響 を 与え で いる 場面 を まず 第 一 に 選 
こと が で きた の で ある . ま た , こ の 本 が 本 格 的 な 歴史 学 的 刊行 物 で あ 
る こと も 重要 な 点 で あっ だ 、 当 時 , アカデミ ッ ク な ヒエ ラル キー の 頂点 に 
立つ の は 歴史 的 題材 を 扱う 分 野 だ と 考え られ て いた か ら で あ る 。 

ミュ シャ は 与え られ た どの 課題 も 重要 に 考え , 責 任 を 感じ て 全力 を 傾 
けた が , 何より も まず 彼 は 自分 は そもそも 画家 で ある こと を 明らか に し よう 
と し た . 1897 年 の 5 カ月 間 に 続 け て 催さ れ た 二 つ の 個展 で は , ミ ュ シ ャ 
の 作品 の 展示 に 興味 深い 変化 が 見 られ た . 2 月 か ら 3 月 に か け て ボ デ 
ィ ニ エー ル 画 廊 で 開か れ た 最初 の 個展 は , ミ ュ シ ャ を 画家 と し て 紹介 し 
て いる が , 展示 され た 作品 は 主 に 挿絵 で あっ た . 二 回 目 の 『 ラ ・ プ リュ 
ム 』 誌 の 会 場 で 6 月 に 始ま っ た 個展 は , ミ ュ シ ャ を 多 方 面 で 活躍 する 立 
派 な 芸術 家 と し て 位置 づけ , 主として 彼 の ポス ター や 装飾 パネ ル の 分 
野 で の 作品 に 重き を 置い て いる 装飾 画家 や 卓越 し た スタ イリ スト と し 
で の ミュ シャ の 評価 が 定着 し た の で , 後に 出版 界 の 評価 も 変わ り ,。 ミ ュ シ 
ャ は 一 躍 , 著 名 な 挿絵 画家 の 仲間 入り を し た . そ し て , こ の 分 野 で の 彼 
の 最初 の 仕事 は , 出版 社 の 勘 が 正しい と と を 証明 し た . 本 と し て は 全く 
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平凡 で , その 時 代 の 象徴 主義 に 影響 さん た ロペ ベー ルド ・ フ レー ル 著 「 ト 
リポ リ の 姫君 イル ゼ 』 の た め に , ミ ュ シ ャ は 数 百 枚 の スケ ッ チ を 描き , BO 
最も まとまり の ある 作品 の 一 つ を 制作 する 準備 を し た . こ の 本 は ミュ シャ 
が 熟達 し た 装飾 の 天才 で ある こと を 示し て いる . そ れ ば か りか , 以後 の 
すべ て の ミュ シャ の ポス ター。, fk, 創作 の モチ ー フ の 宝庫 に も な っ て い 
る . ミ ュ シ ャ は 比較 的 短期 間 に 実に 膨大 な 量 の 仕事 を こなし た . 各 ペー 
ジ の リト グラ フ の た め に 132 枚 の 下絵 を 描き , そ の ほか に 表紙 , HW 
FP, 装飾 模様 の 制作 を こなし た . 限り な く 続く よう に 見 える 豊富 な 装飾 花 
模様 が この 本 を 飾っ て いる . 自 然 主義 的 ディ テー ル は ここ で は 様式 化 さ 
れ リ ズミ カル に 波打つ 線 と 一 体 化 し て いる . ミュシャ は 人 体 , TE, ЮЛ, E 
虫 , 純 然 た る 幾何 学 模様 か らち イン スピ レー ショ ン を 得 て い る . こ の 本 か ら 
iz, ミュ シャ の 仕事 に 対す る 意欲 や 熱意 が うか が われ る , 

「 ト リポ リ の 姫君 イル ゼ 」』 は 大 成功 を お さめ , 間もなく ミュ シャ は さら に 幾 
つか の 愛 書 家 向 け の 仕事 を 依頼 され た が , パリ で の 二 回 目 の 個展 で 
彼 は 主 に 装飾 画家 と し て 有名 に な っ た . 当時 収集 家 の 間 で 流行 し て い 
た ポス ター や 装飾 パネ ル へ の 興味 は , ミュ シャ の 挿絵 画家 と し て の 成功 
を 不動 の も の と し た が , お そら く ミ ュ シ ャ は が っ か り し た で あろ う . 素描 の 
才能 に 恵まれ , 文学 か ら 作品 の イン スピ レー ショ ン を 得る 傾向 に あっ た ミ 
ュ シ ャ は 挿絵 画家 に な る よう に 運命 づけ られ て いた . し か し , 1895— 
1901 年 の 間 , こ の 有名 な 画家 の 時 間 の 大 部 分 は , 主 に ポス ター と ポス タ 
ー に 関連 し た 装飾 パネ ル に 費やさ れ た . 
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In Paris, Mucha registered at the Académie Julien and a year laterat 
the Académie Colarossi. Among his teachers, it was mainly Lefebvre who 
influenced Mucha's historical compositions and his ideal of feminine. 
beauty. Mucha's Munich experience was now complemented with 
Parisian esprit, which he absorbed with the full intensity of initial 
enchantment. The annuity that the Count paid him regularly permitted 
him to prepare himself thoroughly for his career as a historical painter. 
Why his patron suddenly decided to stop sending this annuity we shall 
probably never know, but, at the age of twenty-nine, Mucha could have. 
foreseen some such event. He found himself without money, but deter- 
mined to continue on the road he had set out on. 

In the first two years of hisindependence, he painted several descrip- 
tive pictures from the history of Egypt 一 Pharaoh's Daughter, In the. 
Desert, Amen Hotep, The Lotus, then the ceiling composition Celestial 
Music, and a tragic picture from Czech history, At Zalov. In 1891 he 
painted the conventional composition Raffaelo Painting his Madonna 
della Sedia. From the history of his nation he then painted Foreign 
Carol-Singers in Moravian Slovakia and the historical composition The 
Slav Preachers St. Cyril and Metodéj Spread the Teachings of Christ 
in Moravia. He had no success, however, with this great number of 
skillfully painted compositions, The only way open in Paris for an 
unknown painter in such a situation was to publish illustrations in 
magazines. That was how Mucha's friend, the painter Ludék Marold 
(1865-1898), had already won fame in Paris. Mucha, by force of cir- 
cumstances, took a sii path, one which led from newspaper 
illustrations to co-operation with large publishing firms. He never lost 
sight, however, of the aim he had set for his life, the effort to show 
through his paintings and his personal success both the greatness of the 
Czech nation and the greatness of the whole of Slavdom. 

We know Mucha's first magazine covers from 1890, and a number of 
magazine illustrations. Soon he began to work for the publishers 
Armand Colin et C**, who enabled him to make several series of illustra- 
tions for short stories, novels, orstories that came out in serial form. The 
peak of these efforts was his work on a periodical publication, Scenes et 
épisodes de l'histoire d'Allemagne, by the famous historian Charles 
Seignobos. This work meant much to Mucha, both because his partner 
at the time was the highly appreciated French illustrator Georges. 
Rochegross and because he could choose the events he wished to illus- 





trate. This enabled him, as he emphasized many times, to choose in the 
first place those events in which the Slav element had a positive effect 
on German history. Also it was important that this was a serious histori- 
cal publication for at that time the genre of historical themes was 
considered to be the highest rung in the academic hierarchy. 

Mucha, who considered every task entrusted to him important and 
thus devoted himself responsibly to it, nevertheless made it clear that he 
was in the first place a painter. There was an interesting shift in 
presentation of Mucha’s works at two consecutive independent exhi 
tions that occurred over five months of 1897. The first exhibition, held 
in February-March in the gallery La Bodiniere, presented Mucha in the 
introduction to the catalogue as a painter, yet the works exhibited were 
first and foremost illustrations. The second exhibition opened in June in 
the rooms of the review La Plume, and presented Mucha as an expres- 
sive personality of many facets, with the main stress on his work in the 
sphere of posters and decorative panels. The installation of Muchaasan 
omamental painter and outstanding stylist later led publishers to 
change their opinion as well and Mucha was suddenly included among 
the outstanding creators of artistic publications. His first work in this 
sphere immediately proved the publishers’ instinct correct. A very 
common book, Ilsée, Princesse de Tripoli by Robert de Flers, which was 
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overweighted with period symbolism, inspired Mucha to make hundreds 
of sketches in preparation for one of his most unified works. The book 
shows Mucha's genius іп the mastery of omament. Furthermore, it is a 
Storehouse of motifs for all his posters, illustrations and creative works 
to come. In a relatively short time, Mucha did a truly gigantic amount 
of work, making 132 sketches for lithographs on every page, the cover, 
vignettes, and the binding. A seemingly endless abundance of omament 
decorates the book. Here naturalist details are entwined with stylized, 
rhythmically billowing lines. He takes his inspiration from the human 
body, flowers, animals, insects, and pure geometry. The book simply 
breathes with the avidity and enthusiasm with which Mucha took on 
the task. 

Although Jisée was a huge success and Mucha was soon given 
several further bibliophile orders, his second Paris exhibition brought 
him fame mainly as a decorateur. The interest in posters and decorative 
panels (which were in fashion with collectors at that time) fixed — 
perhaps to his disappointment — Mucha's success as an illustrator. His 
talent for drawing and his tendency to be inspired by literature predes- 
tined Mucha to be an illustrator. In the years 1895-1901, however, it 
was mainly posters and the decorative panels connected with them that 
took up most of the famous artist's time. 






「 ト リポ リ の 姫君 イル ゼ 』 を 制作 中 の ミュ シャ 
Mucha and lithographers at work on /lsée, Princesse de Tripoli 


Tbe Paris period—— ——39 
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ж 
1893 年 
ウォ ッシュ 。 茶色 の ぼかし と 白 の ハイ ライ ト 。 紙 
38.430. 4cm 

The Victim 

brown tinted drawing and wash with white on 


paper 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 
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ユ デ ィ ッ ト ・ ゴ ー テ ィ エ 著 

『 白 い 象 の 伝説 』 の 挿絵 = 
1893 年 

水彩 。 イ ン デ ィ アン イン ク 。 紙 
28.0x20.0cm А 
Illustrations for Judith panes book 
Memories d'un Elephant blanc 

drawings in India ink and water colours c спреге) 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 
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ユ デ ィ ッ ト ・ ゴ ー テ ィ エ 著 
『 白 い 象 の 伝説 』 の 挿絵 
1893 年 

же, 紙 

35.0X24.0m 


Illustrations for Judith Gautiers book 
Memories d'un Elephant blanc 

water colours on paper 

Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 
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ユ デ ィ ッ ト ・ ゴ ー テ ィ エ 著 「 白 い 象 の 伝説 」 
(アル マン ・ コ ラン 社 。 パリ ) 

1894 年 

書籍 


31.4%23.0cm 


Judith Gautier, Memories d'un éléphant 
blanc 

book published by Armand Colin, Paris 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 




















‘The Paris Period: 








ポス ター 制作 





ミュ シャ に 関す る 研究 で は 確か に , ポ スタ ー や 装飾 パネ ル の 分 析 に 多 
く の ペ ー ジ が さき かれ て いる . し か し , それ ら の 内 容 に つい て ほとん ど 言 及 
きれ て いな い の は 不思議 な こと で ある . それ は お そら く , 彼 の ポス ター が 
非常 に 多様 性 に 富ん で いる に も か か わら ず , そ の 中 の 一 つの タイ プ だ 
け に あら ゆる 注意 が 集中 し て いる か ら だ ろう . ミ ュ シ ャ の ポス ター の 特色 
は 何かと いう 基本 的 な 疑問 に 答え を 出す た め に , ポ スタ ー を 幾つ か の グ 
ルー プ に 分 類 し て みよ う . 

まず 初め に , 当 時 の 慣例 に 従っ た ポス ター の グル ー プ が ある . 説明 的 
で 写実 的 な 洗練 され た 場面 に , 多 少 様式 化 され た 文字 が 書き 加え ら 
れ て いる . こ れ ら の ポス ター は , パリ お よび 合衆国 滞在 を 通じ て 制作 さ 
れ , ミ ュ シ ャ が 制作 し た も の で あり な が ら , 作者 不明 と し て 残さ きれ て いる 
多く の ポス ター が 含ま れる . も し も ミュ シャ が この 種 の ポス ター し か 制作 
し な か っ た な ら , ミ ュ シ ャ は ポス ター 制作 の 歴史 の 中 で ,「 そ の 他 の 画 
家 」 と いう 見 出し の 6 と に まとめ られ る その 他 大 勢 の うち の ひと り に な っ て 
い だ だ ろう . こ れ ら の ポス ター は 型 に は まっ て お り , 上 手 で は ある が , そ れ 


だ け の こと で ある . こ れ ら の ポス ター は , ミ ュ シ ャ が ポス ター を 本 格 的 な j 





作品 と し て で は な く 。 生 活 の 橿 を 得る た め の も の と し て 考え て お り , そ の 
た め 注 文 主 の 希望 に 暗 踏 な く 従っ た と いう 周知 の 事実 を 裏付け て いる 
の で , 我 々 に と っ て 興味 深い の だ . 挿 絵 に お いて 『 ト リポ リ の 姫君 イル ゼ 』 
と 『 ス ペイ ン 史 を 同時 進行 で きた よう に , ポス ター 制作 で も ミュ シャ は 独 
特 な 様式 化 さ れ た 作品 か ら , 職人 芸 で 描か れ た 当世 風 の 作品 へ と 移 
る こと が で きた . こ れ ら の ポス ター の 中 に は ルフ ェ ー ヴ ル ニ ュ ティ ル 社 。 
「 少 女 の た め の 雑 誌 』「 パ ペチ リ ー」』,「 ワ ー ナ ー ズ ・ コ ルセット 」 な どの た 
め に 制作 され た 幾つ か の 作品 が 含ま れ て いる . 

第 二 の 大 き な グ ルー プ は , 象 徴 的 な 内 容 を 持つ ポス ター で ある 。 こ れ 
ら の 作品 は , ミ ュ シ ャ の 有名 な ポス ター の 約 四 分 の 一 を 占め て いる 。 上 
記 の グル ー プ と 違っ て , こ れ ら の 作品 に は , ミ ュ シ ャ の 個人 的 メッ セー ジ 
が 込め られ て お り , ミュ シャ は これ ら の 作品 を 質 の 良い も の に し よう と 望 
ん で いた , ご の グル ー プ の 最初 の 作品 は 1897 年 に サロ ン ・ デ ・ サ ン で 開 
か れ た ミュ シャ 自身 の 大 展覧 会 の た め に 制作 され た . 次 の 作品 は 1903 

- 年 の セン ト ・ ル イス 亡国 博覧 会 の 宣伝 ポス ター だ っ た . こ の 年 に ミュ シャ 
は 合衆国 へ 行き た いと 望み 合衆国 で これ か ら 先 の 本 格 的 芸術 作品 制 
作 の た め の 資金 を 稼ぐ つも り だ っ た 、 こ の 種 の 他 の ポス ター は , ボ へ ミア 
と モラ ヴィ ア の た め に 制作 され た . 祖国 の た め の ミ ュ シャ の 作品 は , パリ 
時 代 以 来 , 祖 国 を 美化 し , 啓 蒙 し よう と いう 試み で 満ち あふ ゃ れ て いる . こ 
れ ら の ポス ター は , ミ ュ シ ャ の 後 の 作品 と 共通 し て いる と ころ が 多い . 私 
た ち を じっと 見 つめ て いる 人 物 が 描か れ て いた り , し ば し ば フリ ー メ ー ツ 
ン の シン ボル や 多く の 人 物 の いる 場面 が 描か れ て いる . こ れ ら の ポス タ 
ー は この 画家 の 個性 を 反映 し た 特徴 や 内 容 を 持っ て いる が , ミ ュ シ ャ の 
本 領 を 発揮 し だ も の と は な っ て いな い . こ れ ら の 作品 は あま り 注 目 され 
ず に きた が , こ れ は も っ と も な こと だ ろう . し か し も し 私 た ち が ミ ュ シ ャ を 人 
MELT, そし て 芸術 家 と し て トー タル に 理解 し た い の で あれ ば , こ れ ら 
の ポス ター を 無視 で き な い だ ろう . な ぜ な ら , こ の 画家 の 観点 か ら すれ 
ば , こ れ ら の ポス ター こそ 自分 の 世界 を 表現 し た も の で ある か ら だ . ア ル 

、 フ ォ ンス ミュ シャ は 58 年 間 に わた っ て 制作 し た が , こ の うち の 10 年 間 
(1895—1905) が 今日 , 彼 を 有名 に し て いる . こ の 画家 の 全体 像 を 扱う 
場合 , 残 り 48 年 間 を 取る に 足り な い 失 敗 だ と 片付け て し まう こと は で き 
な い . 実 情 は むし ろ 逆 で ある . ミ ュ シャ 自身 パリ で の 出来 事 を 美しい 思 
い 出 と 思っ て お り , 同 時 に 歩み 出し た 道 か ら 一 時 は ずれ 。 寄 り 道 を し た 
期間 だ と 思っ て いた . ここ で 述べ て いる ポス ター 群 は , こ の カタ ログ の 最 
終章 で 論 ず べき 範 叶 に 属し て いる . こ こ で 強調 すべ き は , この グル ー プ 
全体 が ミュ シャ の ポス ター の 成功 の か ぎ を は っ きり と 示し て いる こと で あ , 
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る . 成 功 の か ぎ は 造形 表現 と 内 容 の バラ ンス が と れ て いる こと で あり , 
内 容 が 造形 表現 に よる 情報 伝達 の 可能 性 を 圧倒 し て し まう こと は な 
い . こ れ ら の ポス ター は 主 に 演劇 の ポス ター で あっ た . 

ここ で 第 三 の グ ルー プ を 見 て みた い . こ の グル ー プ の 頂点 に 立つ ポ 
スタ ー は 『 ジ スモ ンダ 』 で ある . こ の グル ー プ に は ほか に 『 椿 姫 』「 ロ レン 
ザッ チオ 』,『 サ マリ ア の 女 』, くり リュ イナ ー ル ・ シ ャ ン ペ ン 〉, く トラ ピス ティ ー 
KBD, AFAT AV obs, モエ ・ エ ・ シ ャ ンド ン の < ホワイト ・ ス タ 
ー>, モエ ・ エ ・ シ ャ ンド ン の < ドラ イ ・ ア ン ペ リア ル >〉,「1900 年 パリ 万 国 博 
覧 会 オー スト リプ 部門 の ポス ター」。『 リ ジー』, 『 パ ッ シ ョ ン 』,『 レ スリ ー・ カ 
ー タ ー』,『 ジ ャ ン ヌ ・ ダ ルク に 拐 する モー ド ・ ア ダム ス 』 な ど が ある 。 

時 代 の 償 例 に これ だ け 従 っ て きた 芸術 察 が どう し て いき な り 自 分 の 目 
スタ イル を 見 い だ し た の だ ろう か . ど うし て こう な っ た の か , よく 知ら れ た 
逸話 が ある . ミ ュ シ ャ が 演劇 ボス ター の 注文 を 受け る に 至っ た 経過 は , 
無名 の 女優 が 土壇場 で 主役 を 引き 継ぎ 一 夜 に し て 有名 に な る と いう , 
典型 的 な 演劇 界 の 話 に 驚く ほど 似 て いる . 私 は ミュ シャ の 成功 の 逸話 の 
背後 に は , 広 告 を 非常 に よく 知っ て いる サラ ・ ベ ルナ ー ル その 人 の , 上 手 
な 演出 が あっ た の で は な いか と 思う の だ が , こ れ は 的 外れ で は な か ろ 
ウミ 

と も あれ ミュ シャ は , 有名 な 女優 の 直感 の お か げ で 突然 選ば れ た の 
だ と 想像 が つく . モン ダ 』 の 現存 し て いる 下絵 を 出来 上 が り の ポス 
ター と 比べ る と , ミ ュ シ ャ は 人 物 像 の 背後 全面 を 埋め る つも り だ っ た こと 
に 気付 くだ ろう . そ の た め に 女優 が 手 に 持っ て いる シュ ロ が 小さ め に 描 
いて ある 。 し か し , 時 間 が な く , 下絵 どおり に 出来 な か っ た の だ ろう . 人 
物 像 の 背後 の 余白 部 分 と 頭 部 の まわ り の 装飾 的 な モザ イク 模様 と の パ 
ラン ス を と る た め に , シュ ロ の 枝 が 大 きく され て いる . こ うし て シュ ロ の 枝 
が ーー つの 特性 と な り , 洗練 され た 形 で 垂直 な 形 を 繰り 返し , 現実 的 な 
細部 と 儀式 的 な 様式 と の 興味 を 惹く 対称 を 引き 起こ し て いら る. 一 方 , 下 
絵 の 色彩 も 異な っ て お り , 明 る い 赤 と 黄色 の た め に , シェ レ の 色調 に か 
な り 近 いも の で ある . な. シャ が 最終 的 に 非常 に 多く の ファ ン を 獲得 
し た 淡い 色調 を 使う こと に し た の か は , 全く わか ら な い . こ の 色彩 は 彼 
の 感性 に より 適合 し て いた と 思わ れ , 彼 が 自分 の 芸術 的 直感 を 頼り に 
し た の も , 彼 に と っ て 有意 義 で あっ た と 思わ れる 。 

ポス ター は いつ も , 時 間 ぎ り ぎ り で 作ら れ て いた 。 そ の た め に ミュ シャ 
は , 自分 の 表現 手段 を 簡略 化 せ ざる を 得 な か っ た 簡略 化し た 表現 方 
法 に , サラ の 舞台 か ら 受 けた 深い 感銘 が 加わ っ た か ら , 内 容 は 生き 生き 
し た も の に な っ た の で ある . 時 代 の 証言 か ら わ か っ て いる こと だ が , 当 時 
すでに 50 歳 で あっ た サラ は , 周り の 人 々 を 感動 させ る 方 法 を 知っ て い 
Ж: 

ミュ シャ を 一 夜 に し て 有名 に し , 人 々 の 関心 の 的 と な っ た この ポス タ 
ー は , 様 式 化 と , 単 身 像 の 人 物 の し ぐ き の 威力 と を , ミ ュ シ ャ に 教え た 
『 ジ スモ ンダ 』 は 他 の 一 連 の ポス ター に と っ て 無視 で き な い 手 本 と な っ 
た . す べ て の ポス ター で , 同 じ 構 図 上 の 原理 が 繰り 返さ れ て いる . ポ ス 
ター の 上 下 に は 文字 の 帯 が 設け られ , 画 面 の 中 央 に は , 表情 豊か で 静 
止 し た ポー ズ を と っ た 人 物 を 配 し て いる . 衣 箕 の ひだ は 下部 の 文字 の 
帯 の 中 まで 垂れ 下がっ て お り , 写 実 的 な ディ テー ル と 様式 化 さ れ た 強 
い 輪 部 線 と が 交互 に パラ ンス よく 使わ れ て いる . 人 物 の 様子 は いつ も 男 
RANT, 感動 的 で , 劇 的 な ジェ スチ ヤー に ひき た て られ て いる . 当 時 主 
流 で あっ た , 人 を 誘い 込む よう な 動 的 イメ ー ジ に 反し て , ミ ュ シ ャ は 止ま 
っ て 見 よ !」 と 命ずる よう な 静 的 ポー ズ を 選ん だ . 

ミュ シャ の ポス ター に は すべ て , 人 物 の 頭 部 の 背後 に 円 形 の 的 や 選 
形 の モチ ー フ が 使わ れ て いる . そ れ は , プ ライ アン リー ド が 指摘 し た よ 
うな エロ チッ ク な ニュ アン ス を 示し て いる ほか に 。 大 変 重要 な 空間 処理 
上 の 役割 を も や 果たし て いる . 画面 全体 の 平面 的 な 構成 を 乱す こと な 
この モチ ー フ は 別 の 平面 が 存在 し て いる と いう 錯覚 を 生じ させ て いる 
ミュ シャ は 意識 的 に これ ら の ポス ター を 全く 平面 的 に 保ち 。 平面 は 平面 














ド に よっ て 装飾 され る べき だ と 主張 し て いる . こ れ ら の ポス ター は , 皆 洗練 
SIVCED, 画面 の 奥行 きか ら 不安 を 感じ させ る 要素 は 何 も な い . こ れ は 
才 た ちの 目 の 前 で 行わ ん て いる 大 き な ゲ ー ム で あり , 私 た ち は い つか 
その 中 に 引き 込ま れ , こ の ゲー ム を 経験 と 呼ぶ こと に な る だ ろう . こ の 一 
連 の 有名 な ポス ター が 演劇 の ポス ター で あっ た こと は 幸い で あっ た . d 
で に 述べ た よ ユ シ ャ は 劇場 に 取り つか れ , ミ ュ シ ャ の 資質 は 演劇 
の テー マ に 的 確 に 応え た か ら で あ る 。 

構図 の 点 か ら 見 て , こ の グル ー プ の ポス ター は , 一 見 し て わか る よう 
特別 な 創意 に すぐ れ た も の で は な いら . 十分 に 試さ れ た 構図 の 繰り 返 
し で , 人 物 像 の 頭 の 周り の 装飾 が 変わ っ て いる だ け で ある . し か し , こ 
れ ら の ポス ター で ミュ シャ は 人 々 の 意識 へ 入り 込ん だ . ミ ュ シ ャ は バリ エ 
エコ ン を 作る こと の で きる 基本 的 な 原型 を 発見 し て で いた. そして, それ 
を 効果 的 に 繰り 返す こと に よっ て , 古典 的 な ポス ター の 概念 を < つが え 
! 大 . も は や 演劇 や 作品 その も の で は な く , そ れ ら を 宣伝 する ミュ シャ の 
析 提 的 で 物 思い に ふけ る 美女 が , そ れ ら を 成功 させ た の で ある . ミ ュ シ 
は 家伝 の 名 人 で あり , 自分 の 能力 の 宣伝 の 名 人 で きえ あっ た の だ . 








ス 折 の アト リエ 。『 ト ラピス ティ ー ヌ 酒 『 棒 姫 』 の ポス ター が 見 える 
‘Muchas studio in the Rue du Val de Grace with the posters “La Trappistine" and 
“la Dame aux Camélias” 
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Studies of Mucha certainly take up much space with analyzation of 
his posters and decorative panels. Yet it is strange how little has been 
said about them, Probably this is because, in spite of the fact that 
Mucha's posters are extremely varied, all attention isactually focused on 
just one type of poster. In order to answer the basic question as to what 
was specific about Mucha’s posters, let us divide them into four groups. 

Firstly, there are posters based on the conventions of the period. 
A descriptively realistic, sophisticated scene iscomplemented with more 
or less stylized lettering. Mucha painted these posters throughout his 
stay in Paris and also in the USA, and this group includes a number of 
posters. that have so far remained anonymous although they actually 
came from Mucha's hand. Had he painted these posters only, he would 
have become one of the many who are summed up under the heading 
“... and others" in the history of postermaking. These posters are 
conventional and skillful but that is all. They are interesting to us 
because they confirm ће well-known fact that Mucha considered his 
Posters. as "pot-boilers", not as real creative work, and so he could 
submit to the wishes of the commissioner without embarrassment. Just 
as in his illustrations it was possible for him to create Ilsée and pictures 
from Histoire d'Espagne simultaneously, so in his posters he passed 
from his own typical stylization to conventions of the period which were. 
carried out with craftsmanship. These posters include several made fo 
the firm of Lefevre-Utile, Revue Pour les Jeunes Filles, Papeterie, 
Wemers Corsets, and others. 

The second large group is composed of posters with symbolical 
contents, This group includes almost a quarter of all his well-known 
posters. In contrast to the former group, these are works to which he 
attached the importance of a personal message and he therefore wished 
them to be ofa high standard. Significantly, the first posterin this group 
was made for his own representative exhibition in the Salon des Cent in 
1897. Another is the poster advertising the Exposition Universelle 
Internationale de St. Louis in 1903 — the year he wanted to travel to the 
USA, where he meant to eam the means for further serious artistic work. 
The remaining posters of this type were all made for Bohemia and 
Moravia. Mucha's work for his own country was filled, ever since his 
Paris days, with the attempt both to ennoble and to instruct his nation. 
These posters have much in common with Mucha's later work. They are 
filled with the same fixedly staring beings, often with the Freemason's 
symbol, and contain scenes with many figures. These works are not 
among those that made Mucha what he was, although their content 
came from the artists personality. No great attention has ever been 
devoted to them, which is probably comect. If we want to understand 
Alphonse Mucha in all his complexity as a man and an artist, however, 
we must mention them because, from the artist's own point of view 
these are posters that expressed his world. Alphonse Mucha painted for 
fifty<ight years, of which ten (1895-1905) form the period that made 
him famous today. In dealing with the artists personality, we cannot 
consider the remaining forty-eight years a negligible mistake. The ratio 
is rather the reverse, Mucha himself regarded the Paris episode as a 
beautiful but distracting period which happily intervened for a moment. 
in the road he had set for himself. The posters we are speaking of now. 
belong rather to the sphere of Mucha's work that we have tried to 
characterize in the last chapter ofthe catalogue. Here it must be stressed 
how the whole group clearly shows that the key to the success of 
Mucha's posters lies in the balance between the graphic form and the 
content, the latter not overpowering the possibilities of graphic infor- 
mation. These were mainly theatre posters. 

And now let us look at the third group. The first in this group is 
Gismonda, Others that belong here are La Dame aux Camélias, 
Lorenzaccio, La Samaritaine, Champagne Ruinart, La Trappistine, 
Médée, Hamlet, Moët et Chandon, White Star, Моё! et Chandon, Dry 
Impérial, Oesterreich auf der Wellausstelung Paris 1900, Lygie, 
Passion, Leslie Carter, Maud Adams as Joan of Arc. 

Firstly, we wonder how itis possible that an artist who until then had 
bowed to the conventions of the period, suddenly found an original and 
Successful artist in himself. The anecdote about how this came about is 
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sufficiently well known. The story of how Mucha was chosen to take 
charge of the poster strikingly resembles the typical theatrical story 
about the unknown little actress who takes over the leading part at the 
last moment and becomes famous ovemight. I think I am not far from 
the truth in seeking behind the story of Mucha's success the clever direc- 
tion of Sarah Bernhardt herself, a person who understood advertising 
extremely well. 

In any case it can be supposed that Mucha was chosen suddenly and 
under the impulse of the famous actress's magnificent personality. If we 
compare the sketch for Gismonda, which has been preserved, with the 
actual poster, we shall not fail to see that Mucha intended to fill in the 
background over the whole area behind the figure. That is why the palm 
in the actress's hand is smaller. Probably lack of time was to blame for 
the plan's not being completed in the proposed form. In order to balance 
the empty area behind the figure with the omamental mosaic behind 
her head, the palm branch was enlarged; it became an attribute, repeat- 
ing in a refined version the vertical figure and inducing a titillating 
confrontation of realistic detail with ceremonial stylization. Also the 
colours of the sketch are different, much closer to Chéret's colourful- 
ness with its shining reds and yellows. Why Mucha in the end decided 
for the gentle tones that won so many admirers is not quite clear. It can 
be supposed that this range of colours corresponded more closely to his 
feeling, and the fact that he relied on his artistic instinct paid off. 

It seems that lack of time forced the painter to work economically, 
and the great experience of watching Sarah Bemhardt's acting enabled 
him to fill this rather spare form with lively content. We know from 
testimonies of the time that Sarah, who was already fifty at that time, 
knew how to electrify the people around her. 

This poster that brought him both ovemight fame and the interest of 
the public made Mucha aware of the power of stylization and the 
impact of the gesture of a lone figure. Gismonda became the binding 
norm for a whole series of other posters. In all of them we see the same 
compositional principle. At top and bottom there isa zone of lettering, 
in the centre a single figure in an eloquent, immobile posture. The 
draperies mostly flow into the lower zone of lettering, to link the realis- 
tic detail with the stylized, stressed contour. Reality and stylization are 
altemately balanced over the whole area. The attitude of the figure is 
always set off by an effective, emotional, theatrical gesture. In contrast 
to the persuasive portrayal of action of the period, Mucha chose the 
static pose that commands: Stop and look! 

All his posters have the motif of a circular target or sector behind the 
head of the figure. Apart from its erotic suggestion, which Brian Read 
drew attention to, this motif also has an important spatial function. It 
induces the feeling of another plane, without disturbing the expressly 
flat stylization of the whole. Mucha consciously maintained a complete 
flatness in these posters, saying that a surface should be decorated with 
another surface. These posters are all sophisticated but they are not 
frustrating to the eye. It is a great game that we are taking part in, and 
we surmise that one day we shall be pulled in and will come to call it an 
experience. It is certainly a happy chance that the first posters of this 
series were for the theatre, for, as has been said, the theatre was Mucha's 
obsession and his inner disposition exactly corresponded to this work. 

The posters of this group are not, as we can see, at all inventive in 
composition. They repeat a well-tried scheme, changing only the 
omamental division of the areas around the head of the figure. Yet it is 
just with these that Mucha entered the public consciousness. He had 
discovered a plausible prototype capable of variation, and by effectively 
repeating it he revolutionized the classical conception of the poster. No 
longer the play or the product itself, but the fact that it was propagated 
by Mucha's mysterious, usually pensive beauties brought success to 

‚ them both. We can say that Mucha was a master of advertising, even of 
his own abilities. 
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16 
『 愛 人 た ち 』 の ポス ター 


1895 年 
カラ ー・ リ トグラフ 
100.0x132.0cm 


Poster for Les Amants 


coloured lithograph 
Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 





エル 著 
E ワイ エ と その 流派 の 時 』 
( ゆ プ レ リ ー・ サ ント ラー ル ・ デ ・ 
ボ ザ ー ル 社 。 パ バリ ) 








52.0x44.0cm 


Eugene Manuel, Poesies du Foyer et de 
l'ecole 

book published by Librairie Centrale des 
Beaux-Arts, Paris 

Doi Collection [DOI] 


14 

『 ジ スモ ンダ 』 の ポス ター の 下絵 
1894 年 

テン ペラ 。 カ ン パ バス 

198.0x67.0cm 

Design for the poster Gismonda 
tempera on canvas 

National Gallery in Prague [NG] 
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『 ジ スモ ンダ 」』 の ポス ター 


1895 年 
カラ ー・ リ トグラフ 
213.0X75.0cm 


Poster for Gismonda 


coloured lithograph 
‘Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 
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` Trains papideS et de loxe-15 beures de PARIS. 

















17 22 
《 ュ ショ ン 。 ピレネー の 女王 > の ワー トル ダム 石鹸 > の ポス ター の 
Е TÉ 
1895 年 
юж, 水彩 。 紙 
52.0X37.0cm 
Poster for Luchon Design for the poster Savon Notre-Dame 
coloured lithograph pencil drawing, water colours on paper 
Doi Collection [DOI] Jifi Mucha Collection [JM] 


18 
リュ ショ ン , ピレネー の 女王 > の 
ポス ター の 下絵 





Design for the poster Luchon 


water colours on paper 
Doi Collection [DOI] 
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『 ジ スモ ンダ 」 (雑誌 『 ル ・ ゴ ロワ 』 誌 の 
クリ スマ ス 別 國 の 表紙 の た め の 挿絵 ) 





Gismonda - illustration for the title page of 
the Christmas supplement of the magazine 

Le Gaulois (evidently not used) 2 
water colours, gouache on paper { 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] r 







キル ル ・ セ ニョ 
スペ イン 史 」 の 挿 


jii Mucha Collection [JM] 
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24 
вш 
1896 年 
水彩 。 インデ 
30.5x20.0cm 





白 の ハイ ライ ト 。 紙 





Fairy Tale 

water colours with India ink and white on paper 
Signed lower centre: Mucha 

‘The Central Bohemian Gallery [SG] 







パル パラ の 斬首 
グラ ス の 窓 の 





Design for a stained glass window: 
The Beheading of St. Barbara 

black chalk drawing with white on paper 
Signed lower right: Mucha 

Jiří Mucha Collection [JM] 





Meditation 

gouache on canvas 
Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 











27 

女 占 い 師 
18968 
87.0x138.0cm 
A Prophetess 


gouache on canvas 
Jiti Mucha Collection [JM] 
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マク デブ ルク の 略奪 

ドイ ツ の 歴史 の 諸 場面 と エピ ソー ド 』 
の 挿絵 

1896 年 

ウォ ッシュ 。 イ ン デ 
60.0X48.0cm 
Illustration for the book Scénes et Episodes 
de l'Histoire d'Allemagne - The Looting of 
Magdeburg 


India ink and wash with white on paper 
Signed lower left: Mucha 
тһе West Bohemian Gallery in Plaen [ZC] 





アン イン ク , 白 の ハイ ライ ト 、 紙 


29 

ヴァ レン シュ タイ ン の 死 

ドイ ツ の 歴史 の 諸 場面 と エピ ソー ド 』 
の 挿絵 


1896 年 
ウォ ッシュ 。 イ ン デ ア ィ アン イン ク 。 白 の ハイ ライ ト 。 紙 
60.3X48.5cm 


Illustration for the book Scenes et Episodes 
de l'Histoire d'Allemagne - The Death of 
Wallenstein 

India ink and wash with white on paper 
Signed lower left: Mucha 

National Gallery in Prague [NG] 








25 
ドラ ゴン 
1896 年 


水彩 。 インディア ン イン ク , 白 の ハイ ライ ト 。 紙 
29.5x21.5cm 


Dragon 
water colours and India ink with white on paper 
Doi Collection [DOI] 


サン の 第 20 回 展 の ポス ター 








リト グラ フ 
64.043. 0em 





Poster for the Twentieth exhi 
Salon des Cent 

coloured lithograph 

Signed lower left: Mucha 

‘Town Museum in Chrudim [MMC] 












SET. 


Bs ExposiTio€ 
SQLOMas CENT 


(Mars- avy il 9396) 


ӨЧ, Зе (a looc Cytrée:050 


Әб roe Bonaparte - Paris 
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ベルナール の 頭 部 : 
ザッ チオ 

ター の 習作 

し 1 

sm 


f Sarah Bemhardt: study for the 
Lorenzaccio 








lower right; Mucha 
tion [DOI] 


ん の 香水 て ロ ド > の ポス ター 


r for the Christmas number of the 
ine L'Illustration 


[Colection [DOI] 


ミュ シャ と サラ ・ ベ ルナ ー ル 

ミュ シャ と サラ ・ ペ ベル ナー ル の 出会い は 世紀 
末 を 彩る 多く の 伝説 の な か で も , 特に 名 高い も 
の の 一 つ で ある . サラ ・ ベ ルナ ー ル は , フラ ンス 
の 大 女優 で , 華 や か な 舞台 と , 豪 閉 な 生活 で 
世紀 末 の パリ の 象徴 で も あっ た . 

1894 年 の クリ スマ ス ・ イ ブ , ルネ サン ス 劇 場 か 
ら , サラ ・ ベ ルナ ー ル が 演ずる 『 ジ スモ ンダ 』 の 
た め の ポ スタ ー 制 作 依頼 が あっ た と き , た また ま 
印刷 所 に 居合 わせ た ミュ シャ が デザ イン する こ 
と に な っ た . こ うし て 仕上 が っ た 『 ジ スモ ンダ 」』 の 
ポス ター に サラ ・ ベ ルナ ー ル は 大 変 満足 し 。 ミ 
シャ は , 街 に 貼り 出さ れ た その 日 の うち に 有名 に 
な っ た 












ャ は サラ ・ ペ ルナ ー ル の た め に 7 HO 
舞台 ポス ター を デザ イン し た . い ずれ も 舞台 の 
内 容 を よく 理解 し て 最も 効果 的 な 場面 を 取り 出 
し , サラ ・ ベ ルナ ー ル の 魅力 を 遺 像 な く 引 き 出し 
て いる . し か も その ポス ター は アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ 
ー の 特徴 を みごと に 備え て お り , ミ ュ シ ャ を アー 
ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 代表 者 た らし め た の で ある 。 





Alphonse Mucha and Sarah Bemhardt 


Sarah Bernhardt was a great French actress 
who, with her brilliant stage career and luxuri- 
ous lifestyle, was also a symbol of fin de siècle 
Paris. 

On Christmas Eve, 1894, when the commis- 
sion from the Théâtre de la Renaissance was 
given for a poster for the drama Gismonda, star- 
ring Sarah Bemhardt, Mucha — who by chance 
happened to be present at the printing shop — 
was entrusted with the design. Sarah Bemhardt 
was extremely pleased with the finished poster, 
and on the day that the poster was put up in the 
city Mucha became famous. 

Mucha designed seven stage posters for 
Sarah Bernhardt. All of them reflect a clear 
understanding of the play's contents. They are 
drawn from highly effective scenes of the drama 
and perfectly bring out Sarah Bemhardt's 
allure. Moreover, the posters are brilliantly 
possessed of the characteristics of Art Nouveau 
and they established Mucha as the representa- 
tive of Art Nouveau. 


—— 
посе Parron RODO 
MM 


BReveTé 
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春 , 連作 < 四季 > より 

1896 年 

カラ ー* リ トグラフ 

94.5x48.0cm 

Spring, from The Four Seasons 


coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Doi collection [DOI] 


36 


3n 連作 < 四季 > より 

1896 年 

カラ ー・ リ トグラフ 

92,05<49.0em 

Summer, from The Four Seasons 


coloured lithograph 
Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


37 


秋 , 連作 < 四季 > より 

1896 年 

カラ ー ツ トグラフ 

92.0x49.5cm 

Autumn, from The Four Seasons 


coloured lithograph 
Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOT] 


38 
A, 連作 < 四季 > より 


1896 年 
カラ ー・ リ トグラフ 
96.0х48.5ст 


Winter, from The Four Seasons 


coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


39 

一 年 の 三 季節 
1896 年 

カラ ー・ リ トグラフ 
61.0x38.0cm 
Three Seasons 


coloured lithograph 
Doi Collection [DOI] 
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腰かけ る 婦人 の 習作 
7897 年 

Mta, ЖЕ, Ж 
49.6X43.7cm 


Study of a Seated Woman 


black chalk drawing, water colours on paper 
Signed lower right: Mucha 
National Gallery in Prague [NG] 
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43 
『 人 類 館 』 の た め の 第 二 案 , 下絵 


50.1x64.9cm 


Second design for the Pavillon de l'Homme 
pencil drawing, water colours on paper 
National Gallery in Prague [NG] 


4 
『 人 類 館 』 の た め の 第 三 案 , TE 


49.664. Tem 


Third design for the Pavillon de l'Homme 
pencil drawing, water colours on paper 
National Gallery in Prague [NG] 





La Plume - Numéro exceptionnel 
4 Mucha 1897, special edition of 
ies of La Plume, dedicated to Mucha 

time of his collective exhibition 
ie published by Librairie Central des 
s, Paris 
Т. Swatek Collection [WTS] 







"duy ve 2772), 
DR ау, 29) 


бт 


ulois, Le Grand Ferré 
lished by Librairie Felix Juven, 


tion [001] 


41-a 


LE 
RAND FERRE 


NOEL GAU 





is 





анау, лт, MARTIN 
ИЯ 
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ロペ ベー ルド ・ フ レー ル 著 
"RY OME лу 
(H. ァ 社 。 パ リ ) 
1807F 

т 

30.1x24.2en 


Robert de Flers, Jlsée Princesse de Tripoli 
book published by H. Piazza et C", Paris 
Doi Collection [DOI] 


45 


絵画 を モナー フ に し た 装飾 的 頭 部 





KÉ, Ж 

25.9X37.3cm 

Decorative heading with the motif Painting 
pen and ink drawing, water colours on paper 


‘Signed and dated lower left: Mucha 97 
Jiti Mucha Collection [JM] 





Heading for Legende 
pencil drawing, water colours on cardboard 
National Gallery in Prague [NG] 











Drawing for the cover of the magazine 
L'Estampe Modeme 

charcoal drawing with white on tracing paper 
National Gallery in Prague [NG] 
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РРО 


RR X d 協 会 の ポス ター 





Poster for the Société Populaire des Beaux- 
Arts 


coloured lithograph 
‘Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


51 
< イン カ 族 の 酒 > の ポス ター 
( 小 版 ) 


1897 年 
カラ ー ツ トグラフ 
13.6x36.0cm 


Poster for Vin des Incas (small version) 


coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Jiti Mucha Collection [JM] 


49 

ス ヴ ァ ト プ ル ク ・ チ ェ フ 著 
『 ア ダミ テー』 
(シマ ー チ ェ ク 社 , プラ ハ ) 
1897 

a 

25.6X18.0cm 


Svatopluk Cech, The Adamites 


book published by F. Simacek Publishing 
House, Prague 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 


52 
く モ ナコ ー モ ン テ カ ル ロ > の ポス ター 


1897 年 
カラ ー ツ トグラフ 
110.0X76.0cm 


Poster Monaco - Monte-Carlo 


coloured lithograph 
Signed and dated lower left: Mucha 1897 
Doi Collection [DOI] 
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Annee qui vient 

coloured lithograph 

and dated lower right: Mucha 97 
ction [DOI] 
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55 
く パ ー フ ェ ク タ 自転 車 > の ボス ター 
1897: 
es 





158. 
Poster for Cycles Perfecta 
coloured lithograph 













57 


ピス ティ ー メ 酒 > の ポス ター の 下絵 < トラ ピス ティ ー ヌ 酒 > の ポス ター の 下絵 
Я 1897 

KIUTA, ЖЕ, Ж XH, dade, RR 
L0x60.0cm 212.0x82.0cm 

gn for the Poster La Trappistine Design for the Poster La Trappistine 


drawing in India ink, water colours on paper charcoal, pencil drawing on tracing paper 
ml Calley in Prague [NG] Doi Collection [001] 











Poster for La Trappistine 
coloured lithograph 

Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [01] 





Poster Production: 


67 


EWADGLE EN TR 
= EDDOND 
WUSIQUE DE TD: 


68- 





Poster Production 


54 





166.0 x 59.5cm. 


Poster for the Imprimerie Cassan Fils 


coloured lithograph 
Signed lower left: Mucha 
Wolfgang T.Swatek Collection [WTS] 


59 

『 サ マリ ア の 女 』 の ポス ター 
1897 年 

カラ ー・ リ トグラフ 
167.0X54.0cm 

Poster for La Samaritaine 


coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


61 
サロ ン ・ デ ・ サ ン で の ミュ シャ 展 の ポス ター 


1897 年 
カカ ラー! 





Poster for the exhibition of Mucha's works 
at the Salon des Cent 

coloured lithograph 

Signed lower right: Mucha 

Doi Collection [DOI] 


60 
サロ ン ・ デ ・ サ ン で の ミュ シャ 展 の ポス ター の 
下絵 





イン ディ アン イン ク 。 KE, Ж 
70.0x49.0cm 


Design for a poster for Mucha's exhibition 
in the Salon des Cent 

pen drawing in India ink, water colours on paper 
Signed lower right: Mucha 

‘The West Bohemian Gallery in Plzen [ZG] 





= 
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巻 煙草 用 紙 く ジ ョ ブ > の ポス ター の 下絵 


1897 年 
イン ディ アン イン ク 。 ЖЕ, Ж 
120.044. 0cm 


Design for the Poster for the cigarette paper 
Job (not realized) 


pen drawing in India ink, water colours on paper 
National Gallery in Prague [NG] 


64 

巻 煙 草 用 紙 く ジ ョ ブッ > の ポス ター( 小 ) 
1897 年 

カラ ー・ リ トグラフ 

56.543. (cm. 

Poster for the cigarette paper Job (small) 


coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [001] 


93 

若草 用 紙 く ジ ョ ブ >〉 の ポス ター 
(K) 

1898 年 

カラ ー・ リ トグラフ 

138.5%92.5em 

Poster for Job (large) 


coloured lithograph 
Signed lower left: Mucha 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 


7 
ポス ター: サ ラ ・ ペ ベルナール 





62.5%40.0em 


Poster: Sarah Bernhardt 


lithograph supplemented with water colours 
Signed lower left: Mucha 
‘Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 


68 
《2 ォ ックス ラン ド ・ ジ ャ マイ カ ・ ラ ム 酒 > 
の ポス ター 





Poster for Fox-Land Jamaica Rum 
coloured lithograph 

Signed lower right: Mucha 

Doi Collection [DOI] 





Poster Production: 
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62 
く ュ イナ ー ル ・ シ ャ ン ペ ン > の ポス ター の 下絵 


юй, ЖЕ, 218, Ж 
58.8x22.1cm 


Design for poster Champagne Ruinart 


cil drawing, water colours and gold on paper 
Mucha Collection [JM] 





72. 


13— — Poster Production 


63 
ュ イ ナー ル ・ シ ャ ン ペ ン 〉 の ポス ター 


1897 年 
カラ ー・ リ トグラフ 
75.0%30.0em 


Poster for Champagne Ruinart 


coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 





66 

プラ ハ の 建築 と 産業 見 本 市 展 の ポス ター の 
TÉ 

1897 年 


жй, Же, HE 
108.5x85.0cm 


Design for the poster for the Exhibition of 
Architecture and Engineering in Prague 
(not used) 

charcoal drawing and water colours on paper 
National Gallery in Prague [NG] 














Poster Production 





coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


69 

黄道 十 二 
1897 年 

か 


coloured lithograph. 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


80 
サラ ン ボ (装飾 ネル ) 


Salambo: decorative panel 


lithograph supplemented 
with water colours 
Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


т 
ョ コラ ・ マ ッ ソ ツン 〉。 
く ショ コラ ・ メ キシ カン > 
(4 枚 つ づり の カレ ンダ ー) 
1897: 
a 


Chocolat Masson, Chocolat 
Mexicain - calendar of 4 page 
coloured lithograph 

Signed lower left: Mucha 

Doi Collection [DOI] 


‘Poster Production 





ORO NT ONY NETO FO. 
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Poster Production: 





-Poster Production 


74 
Ж, 装飾 パネ ル の 下絵 


1897 年 
W+a—?, 水彩 。 紙 
42.3x16.0qm 


Autumn: design for a decorative р 
(not realized) 

blue chalk drawing, 

water colours on paper 

Signed lower left: Mucha 

Moravian Gallery in Bmo [MG] 


73 
ж, 装飾 パネ ル の 下絵 


1897 年 
青 チ ョ ー ク , 水彩 。 紙 
42.3X16.0cm. 


Summer: design for a decorative рг 
(not realized) 

blue chalk drawing, 

water colours on рај 

Signed lower left: Mucha. 

Moravian Gallery in Вто [MG] 
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ж, 装飾 パネ ル の 下絵 
1897 年 

青 チ ョ ー ク 。 ЖЕ, Е 
42.3x16.0cm 


Spring: design for a decorative pan: | 
(not realized) 

blue chalk drawing, 

water colours on paper 

Signed lower left: Mucha 

Moravian Gallery in Bmo [MG] 





KUAD Ft 


er: design for a decorative panel 
realized) 

chalk drawing, 
‘colours on paper 

ped lower left: Mucha 

nian Gallery іп Вто [MG] 











85 

『 ル ミー ル 』 誌 の タイ トル ・ ペ ー ジ 

1898 年 

ж, 4274774127, 紙 

29.7x42.2cm 

Title page drawing for the magazine Lumir 


pen and brush drawing, India ink on paper 
Signed and dated lower right: Mucha 1898 
National Gallery in Prague [NG] 








86 
オー スト リア の 富 意 像 





‘The Apotheosis of Austria 


pen and wash drawing, India ink on paper 
Signed and dated lower right: Mucha 98 


National Gallery in Prague [NG] 


Poster Production: 





79 


80- 





Poster Production 


90 
「 コ コリ コ 』 誌 の タイ トル ・ ペ ー ジ の 下絵 


ンク , Ж 





Design for the title page of the magazine 
Cocorico 


pencil drawing, pen and India ink on paper 
Signed: Mucha 
Jiti Mucha Collection [JM] 
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4 月 (『 コ コリ コ 』 誌 の 挿絵 ) 

1899 年 

鉛 築 。 白 の ハイ ライ ト , Ж 

40.8X32.4cm 

April, from The Twelve Months for the 
Magazine Cocorico 

pencil and wash drawing with white on paper 


‘Signed and dated lower left: Mucha 99 
Jiti Mucha Collection [JM] 
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6 月 (『 コ コリ コ 』 誌 の 挿絵 ) 
1899 年 

鉛筆 。 白 の ハイ ライ ト 。 紙 
40.1x32.1om 


June, from The Twelve Months for the 
Magazine Cocorico 

pencil and wash drawing with white on paper 
Signed lower left: Mucha 

Jiti Mucha Collection (JM) 
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9 月 (『 コ コリ コ 。 誌 の 挿絵 ) 
18994 

鉛筆 , 白 の ハイ ライ ト 。 紙 
40. 7x27. 8m 


September, from The Twelve Months for the 
Magazine Cocorico 
pencil and wash drawing with white on paper 


Signed and dated lower left: Mucha 99 
Jifi Mucha Collection [JM] 





109 
8 月 (『 コ コリ コ 」 誌 の 挿絵 ) 
1899 年 


ИНЕ, жй, 紙 
28.0X22.0cm 


August, from The Twelve Months for the 
Magazine Cocorico 

pencil drawing with water colours on paper 
Signed and dated lower left: Mucha 99 

Doi Collection [DOI] 











т for the publication by Madame Amel, 
msons d'Aieules 


EOR (No.19, 1899 年 10 月 ) 


トグラフ 
IOX23.0m 


rico, magazine cover No. 19, October 


Colection [DOI] 


ロリ コ 」 誌 の 表紙 (No.24。 1899 年 12 月 ) 


om 


ico, magazine cover No.24, December 


h 
and dated lower right: Mucha 99 
[Colection [001] 


E の プッ ク カ バー の 下絵 


ign for a book cover for the publishers. 
ind Colin (not used) 

т colours on paper 

lower left: Mucha 

Collection [01] 








Poster Production: 
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e 25; 


E ee 
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-Poster Production 





76 





ビザ ン テ ィ ン 風 の 頭 部 : ブ ルオ 
1897 年 





Byzantine Head: Brunette 
coloured lithograph 

Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 







ティ ン 風 の 頭 部 : プ ロン ド 


カラ ー・ リ トグラフ 
52.5X37.0cm 

Byzantine Head: Blonde 
coloured lithograph 


Signed lower right: Mucha. 
Doi Collection [DOI] 





24.0X17.0em 


Atelier Mucha: Cours de Composition d'Art. 
Décoratif 

monochrome lithograph 

Signed lower centre: Mucha 

Doi Collection [001] 





イン ディ アン イン ク , Ж 
37.0%26.7om 


Cover for the magazine Le Mois litteraire et 
pittoresque 

pencil drawing, pen and India ink on paper 
Signed and dated lower right: Mucha 98 

Jiti Mucha Collection [JM] 
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ココ リコ 』 誌 の 表紙 の 下絵 
1898 年 

カラ ー・ リ トグラフ 





30.0x23.0cm 


Design for the cover of the magazine 
Cocorico 

coloured lithograph 

‘Signed lower right: Mucha 

Doi Collection [DOI] 








ミュ シャ ・ ス タイ ル 





































な ぜ ミ ュ シ ャ ・ ス タイ ル は か くも 成功 し た の だ ろう か ? 第 一 の 外 的 な 理 
Ший, 有名 な 大 女優 と の 結び 付き で ある . 第 二 に , 彼 は 外国 人 で 
あっ た , 誰 より も よく パリ の 独特 な 趣 を 感じ 取り , この 趣味 に ちょ うど よい く 
あい の エキ ゾ チ ッ ク な ムー ド を 彼 の 作品 に 与え た . ミ ュ シャ は 流行 し そう 
な 6 の を 知っ て いた 。 こ の よう に し ャ は 人 々 に 不安 を 感じ きせ る こ 
な, 斬新 き を 求め る 欲求 を 満た し た . 彼 は 本 格 的 な 絵画 を 放棄 する 
と と が な く , 細 部 を て いね い に 描き 鑑賞 者 を 安心 さき さて いた . し か し , ミ 
ビシ ャ は これ を , T6, 乱れ 髪 , 豪華 な 衣裳 な どか ら 生 まれ た アラ ベス ク 模 
の 中 に 閉じ 込め た . ミュ シャ 風 の 美 人 は , 当時 の ノスタルジー に 包ま 
完璧 な 夢 を 担っ て いる . 柔らか い 色 調 は さら に これ ら の ボス ター が 
詩 え る いと お し げ な 印象 を 強め て いた . こ の いと お し さ は , あら ゆる 階層 
| の 人 々 を 魅了 し , 多量 に 発行 され た ポス ター と 装飾 パネ ル は , 安価 で お 
た の で , 貧 し い 階 層 の 手元 に まで 届い た . こ うし て ポス ター 芸術 が そ 
の 発展 の 始ま り の 段階 で , 社会 的 な 責任 を 自覚 せ ね ば な ら な か っ た こ 
は ,1900 年 前 後 の 美術 の 顕著 な 特色 の 一 つ で ある . 

ミュ シャ の 人 気 の も う 一 つの 理由 は , 彼 の 個人 的 な 魅力 に あり , ま た ア 
を 人 気 の サ ロン に 変え て し まう 彼 の 能力 に あっ た . ミ ュ シ ャ の 時 代 
動 各 き に よっ て 立身 出世 する 貧乏 青年 の 神話 が 借り 上 げ ら れ , いろ 
2 な 社会 問題 を 緩和 し て いた . 貴族 的 な ぜいたく さ の 中 で 暮らす , そ 
ル した 「 青 年 」 の 存在 は 大 変 魅 力 的 で あっ た . 「 ミ ュ シ ャ の 事例 」 は 社会 
理学 の 観点 か ら 注目 に 値する . と いう の は , それ が 彼 の 人 気 に 重 要 な 
ほ 果 た し た か ら だ . こ の 方 面 を きら に 詳し く 分 析 す れ ば 現代 に お い 
人 彼 の ポス ター や 装飾 パネ ル が 再 評価 され , し ば し ば 無 批判 な まで 
羽 を 集め る 理由 が 解明 され る か も し れ な い . € UC, 熱烈 に 普 め る 
見 境 な く 拒絶 する か で あっ た ミュ シャ の 作品 に 対す る 今 ま で の 偏っ 
評価 を 拭い 去る 助け と な る か も し れ な い . 

し か し も う 一 度 , ミ ュ シ ャ を 有名 に し た ポス ター 群 に 戻る こと に し よう . 
社 の シャ ンプ ノワ は この 人 気 の 価 値 が わか る と すぐ に , こ の 人 気 を 
用 し て 金もうけ を し よう と 決め た . 1896 年 シャ ンプ ノワ は ミュ シャ に 最 
| の 装飾 パネ ル , 連 作 く 四季 > を 注文 し た その後 一 連 の 作品 が 相 次 
だ が , 大 部 分 は 十分 に 試さ れ た 演劇 の ポス ター の 構図 の 繰り 返し で 
5 た , 終 長 の 画面 に , 女性 の 立像 , それ を 取り 巻く 装飾 的 な アラ ベス 
l, そし て 写実 的 な 細部 が 描か れ て いる . ポ スタ ー と 違っ て 人 物 は 
аон, 風景 が 象徴 と し て 用 いら れ , 雰囲気 を か も し 
し て いる . 女性 の 頭 部 の 背景 の 円 形 の モチ ー フ が 繰り 返し 用 いら れ 
いる , 閉 飾 パネ ル の 場合 に は , ミ ュ シ ャ が 理念 より 形式 に 井 か れ て い 
た こと が , ポ スタ ー よ り も さら に よく わか る 。 反対 意見 も ある だ ろう が , ここ 
夢見 る よう な 横顔 の 清らか さ , 風 に そよ ぐ 流 れる よう な 髪 , す ば らし 
宝石 ,。 ス タイ ル の 美 し さ を 際立た せる 衣 辻 の ひだ な ど は , や は り 私 た 
DEBS 5, T, Be, A Ge, 背景 の 抽象 的 な 曲線 は , 魅惑 的 な 
を 構成 し て いる . 驚く べき 確実 性 と 内 的 秩序 こそ が ミュ シャ の 最大 
強み で ある . ミ ュ シャ の 祖国 の 民俗 芸術 か ら 直接 発想 を 得 て い る の 
し ぼ し ば 言わ れ て いる よう に 装飾 で は な く , 装飾 を ある 部 分 に 施す 
ETH), 自然 主義 的 な も の と 様式 化 さ れん た も の の パラ ンス で あ 
に れ は 南 モ ラヴ ィ ア の 民俗 芸術 の 特徴 で ある . こ の 資質 を ミュ シャ は 
れれ 故郷 か ら 授かっ た が , この 資質 こそ 
そし て それ は , 天 双 の 才 で あっ た か ら こ そ , ミュ シャ は それ に あま り 価 
を 見 い だ さ ず 文字 どおり に 自分 の 才能 を 浪費 し た の だ . 

どん な 厳し 批評 に も 耐え る 魅力 を 持つ 装飾 パネ ル の ほか に , ミ ュ シ 
上 駄作 と きえ いえ る 作品 も 制作 し た 。 たとえば, く 四 つの 時 の 流れ > と か 
-ID THY, 1900 年 制作 の 二 作 目 の < 四季 >〉 の 中 の < 春 ^ と く 夏 > 
う で ある . すべ て の ミュ シャ の パネ ル は 当時 の (いや 恒久 的 か も し れ 




















な い が ), 概 念 や 物 を 人 格 化す る 趣向 を 用 いて いる . こ れ ら の 作品 は 
1900 年 前 後 の 生活 様式 の 研究 に 貢献 し て お り , 我々 に 多く の こと を 語っ 
て いる . 山 の よう な ミュ シャ の 作品 の 中 に あっ て は , 一 度 発見 し た パタ ー 
ン の パリ エー ショ ン に すぎ ず , 装飾 の 腕前 を 証明 し て いる だ け で ある , 

サラ の た め の ポ スタ ー 制 作 と 同時 期 に 。 ミ ュ シ ャ の アト リエ で は 性 格 の 
や や 異な る 作品 群 が 生 まれ て いた . こ れ ら の 作品 に は 共通 点 が 非常 に 
多く 見 受け られ る の で , ミ ュ シャ の 生涯 に お ける 第 二 の ピ ー ク を 形成 する 
タイ プ の ポス ター と し て , 一 つの グル ー プ に まとめ る こと が で きる 、 ま ず 。 
形 は 長方形 で あり , 縦横 は お よそ 3 対 2 ,60X40cm と いう 寸法 が 最も 多 
い . 内 容 か らい うと , 画面 に は 人 体 の 一 部 や , 座っ て いる 人 体 し か 描か 
れ て お ら ず , 髪 と か 衣装 と か , 顔 や 手 は 大 変 巧妙 に ミュ シャ の アラ ベス ク 
模様 に よっ て つなぎ 合わ され , 調 和 の と れ た 全体 像 と な っ て いる . こ れ ら 
の 一 連 の ポス ター の 最初 の 一 つ は ,「 サ ロン ・ デ ・ サ ン の 第 20 回 展 」 の ポ 
スタ ー で ある . こ の 作品 に お いて は まだ この 画家 の 模索 が うか が われ 。 
し か も ボナ ー ル の ポス ター の 影響 を 受け て いた こと が 確認 され る . 一 
方 , こ の 種 の ポス ター の 最高 の 作品 は 巻 煙草 用 紙 く ジ ョ ブ >(1896, 1898 
年 ) お よび < パー フェ クタ 自転 車 >(1897 年 ) の ポス ター で ある . バ パラ ンス 
の よく と れ た これ ら の 構図 は 内 容 に と ら われ る こと な く , ミ ュ シ ャ の 装飾 的 
熟練 を 十 二 分 に 証明 し て いる . サ ラ の た め の ポ スタ ー に 比肩 する と いっ 
て も よい . 殊 に 輪郭 線 が 大 変 確か に 決め られ て いる の で , ポスター とい 
う 意 味 で は , サラ の た め の ポ スタ ー グ ルー プ よ り も すっ きり し て お り , よ り 
"きれい" だ と 思わ れる . ミ ュ シ ャ の ポス ター 芸術 へ の 貢献 を よく 示し て お 
0, 実際 , ORM M AS TB, 

Еа ЧА Е oar АА 
の ルー ツ は どこ に ある か . 当時 非常 に 賞賛 され た “ミュ シャ < スタ イル "に 
は どん な 教訓 が 集約 され て いる の だ ろう か 。 л 

まず 最初 に ンス ・ マ カル ト の 存在 が あげ られ る . マカ ルト の 優雅 で 
軽やか な 構図 や 女性 像 の ポー ズ を , 我 々 は ミュ シャ の 作品 に 見 る こと が 
出来 る . そ し て また , 同時 代 に お いて フラ ンス で 最も 有名 だ っ た ジュ ー 
ル ・ シ ェ レ (1836 一 1932 年 ) と ウジ ェ ー ヌ ・ グ ラッ セ (1841 一 1917 年 ) と いう 
一 人 の ポス ター 画家 の 存在 も ある , 特に グラ ッ セ は ミュ シャ の 人 体 像 の 
静 的 で 同時 に 劇 的 な し ぐさ に 大 き な 影響 を 与え た , グ ラッ セ と 肩 を 並べ 
た いと いう ミュ シャ の 願望 は , ス テン ドグラ ス ・ デ ザイ ン の 分 野 で の 野心 
か ら も うか が われ る 。 
シャ の 世代 は 一 般 に , ラ ファ エル 前 派 の 芸術 か ら 強 影響 を 
ュ シ ャ は 間違い な く 彼 ら の 窓 の デザ イン や 他 の 作品 を よく 
知っ て いた し , 装飾 パ ネル を 構想 する と き に , そ れ か ら イ ンス ピ レ ー シ ョ 
ン を 得 た . 宗教 的 な メッ セー ジ の こも っ た 挿絵 や ポス ター に お いて も , ミ 
ュ シ ャ は シャ ルル ・ シ ュ ワ ッ プ (1866 一 1926 年 ) の デッサン や 押絵 や 薔薇 
十字 団 の 雰囲気 全体 を 取り 入れ た . ミ ュ シ ャ の 気質 は ,『 ラ ・ プ リュ ム 。 誌 
や 「 サ ロン ・ デ ・ サ ン 」 に 代表 され る プロ グラ ム よ り も , “ 美 に よる 理想 や 伝 
統 の 信仰 の 表現 "と し て 単純 に 説明 され 得る 薔 蔽 十字 団 の プロ グラ ム 
に 向い て いた . 薔薇 十字 団 の か な り 例 外 的 な 環境 自体 も , ラ ファ エル 前 
派 や ミュ シャ の 理想 と 多く の 点 で 類似 し て いた の で , そ の 役割 を 果たし 
а 

同時 代 の 模範 以外 に , ミ ュ シ ャ の 作品 で は ビザ ン テ ィ ン 芸 術 の 多く の 
要素 (背景 の モザ イク , 人 物 の 聖職 者 の よう な ポー ズ , 重厚 で 豪華 な 衣 
裳 や 派手 な 宝石 の 嗜好 な ど ) や イベ リア ニス ペイ ン 芸 術 の 要素 (円 形 
の 使用 や 装飾 模様 の モチ ー フ ) が 見 られ る 。 ま た , ア イル ラン ド や スコ ッ ト 
ラン ド の 写本 か ら も , 風変わり な 無限 に 続く アラ ベス ク 模 様 や 動物 の 体 
を モチ ー フ と し て 使用 する 点 で 強い 影響 を 受け て いる . なお, 日 本 美術 
か ら は 当時 だ れ も が イン スピ レー ショ ン を 揚 た の だ が , ミ ュ シ ャ も また 力 
強い 様式 化 さ れ た 輪郭 線 と 非常 に リア ル な 細部 を 取り 入れ た . す で に 
述べ た よう に ミュ シャ 自身 の 持つ 才能 の 本 質 は 装飾 セン ス で あり , 自然 
主義 的 要素 と , 様式 的 要素 , そ れ ら を 使っ て 残り の 画面 を すっ か り 埋め 
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尽く 《 す 思い 切り の よさ と の パラ ンス が と れ で いる . ミ ュ シ ャ は どん な に 豊か 
に 装飾 の 施さ れ た 構図 に お いて も , 重要 な 線 を 区 別して 強調 し た . そ し 
で て 他 の 線 を デリ ケー ト な 雰囲気 作り の た め に 上 手 く 使っ た . 幸運 な 時 代 
— 1895 年 1900 年 一 に , こ の 画家 は 才能 を 遺 協 な く 発揮 し , 時 代 の 
顔 と な る 作品 を 制作 し た . 

ミュ シャ の 様式 を まね る 人 が すぐ さま 続出 し た が , ミュシャ の 作品 の 優 
雅 き , 確 か な 筆致 , 魅 力 に 肩 を 並べ る 者 は だ れ も な か っ た . 当時 の 出版 
物 や カタ ログ を 見 る と , シャ ルル ・ ア ネリ ス ・ ヴ ォ ア シー, ジ ュー ルト レビ 
ル , ジョ ル ジ ュ ・ ジ ャ ニオ , アン ドレ ー・ カ ハー ル 。 ベレ リー 
ヌ , ポ ー ル ・ ベ ル テ ュ ー, J ・ ジ ャ ンド ロ , ヴィ クト ー ル ・ プ ルー ヴェ 。 エ ミー 
ル ・ ベ ル シ ュ マン , プリ ヴァ リヴ モン , ア ル チ ュ ー ル ・ フ ォ ワ シェ , アト チェ 
ー や 今日 で は 知ら れ て いな い 他 の 多く の 画家 の 作品 と の 関係 で ミュ シ 
ャ の 名 前 が 思い 浮か ぶ . こ の こと は , ミ ュ シ ャ の 作品 が いか に 幅広 い 影 
枚 を 及ぼ し た か を 示し て いる . し か し , こ れ ら すべ て の 措 條 者 た ち は ミ 
ュ シ ャ の 外 的 な 形 だ け を 取り 入れ て お り , 装飾 的 な 平面 処理 を する ミュ 
シャ の よう な 資質 に は 恵まれ て いな か っ た . ポ スタ ー の 根源 に 紛れ も な く 
影響 を 与え て いる ミュ シャ の エト ス も な か っ た . ミ ュ シ ャ の エト ス は , 自分 
HS AA, つま り で きる だ け 多 く の 和 鑑賞 者 の た め に 作品 を 制作 し て い 
る の だ と いう 認識 。 ま た は 自分 の ポス ター は 理念 や 芸術 作品 を 売り 込ん 
で いる の だ と いう 認識 に 影響 し て いた . 











ロシア 風 上 着 と サッ シュ 次 の ミュ シャ (パリ ) 
* Mucha wearing a Russian shirt and sash in Paris 


86———The Mucha Style 





The Mucha Style 





Why was it only Mucha who so vehemently won through with hi 
style? The first external reason was certainly his being linked with th 
name of the much admired and closely watched actress. The fact thathi 
was a foreigner also probably contributed towards his being able, beli 
than anyone else,to feel the specific taste of Paris and spice it witha 
exactly measured dose of the exotic; he knew what would catch on. It 
this way he satisfied the longing for novelty, without making people s| 
discomfort. He never gave up his academic drawing and careful modd 
ling of details, which pacified the spectator, but he remodelled thes 
drawings into a framework of arabesques derived from бон 
windswept hair and luxurious costumes. Mucha's beauty bore villi 
herself the nostalgia of the period and had the perfection ofa dream, 
The tender colouring further underlined the impression of precious 
that the posters induce. This preciousness affected all ranks of peop, 
and the low price of the posters and decorative panels, published it 






























responsible. 
Another thing that contributed to Mucha's popularity was his pe 
sonal attractiveness, his ability to make his studio a sought-after sal 
‘The time of Mucha was a time when myths of poor boys who make gon 
through their own hard work were as a salve to the many social pro 
lems. The existence of such a "boy", living in princely splendour, 
extremely fascinating. “The Mucha Case" deserves attention especill 
from this social-psychological stand-point, for this played a considerable] 
role in his popularity. A deeper analysis in this direction might eve 
explain the rediscovery and frequently uncritical interest in his p 
and panels in our own time. It would also help to exclude the on 
sidedness that is so typical of the evaluation of Mucha's work so ш) 
either enthusiastic praise or indiscriminate rejection. 
But let us retum to the group of posters that made Mucha famous 
The moment the publisher Champenois understood the value d 
Mucha's popularity he decided to cash in on it. In 1896 he ordered 
first decorative panels from Mucha—a series of the Four Seasons. The 
were followed by a further series, for the most part repeating the wel 
tried pattem which was based on the theatre posters: the tall formali 
a standing female figure, decorative arabesques bordering the area, 
realistic details. In contrast to the posters, the figures are mostly seti 
a landscape used as an attribute and inducing the atmosphere. A 
quently repeated motif is a circle behind the woman’s head. 
Here, still more than in the case of the posters, we perceive 
Mucha was not attracted so much by the idea, but by the form. D 
possible objections, we too are won over by the purity of the dreamy 
Profile, the windswept flowing hair, the wonderful jewels, the folds 
the garment, excitingly outlining the beautiful figure. The flowers, 
hair, the body, the abstract curves of the background, form an er 
ing omament. Mucha's greatest strength lies in his amazing certainl 
and inner order. It is not the omament which is directly inspired byth 
folk art of Mucha's homeland, as is often asserted, but just the certainly 
with which he sets it into a certain area, the balance of the naturalis 
and the stylized, which is typical of the folk art of southem Moravia, This 
inner disposition he brought from his birthplace, a disposition thatishi 
own most special talent. And as it was a gift, he did not ascribe mudi 
value to it and literally squandered it. 
Besides the panels, whose charm will stand up to severe criticis 
Mucha also did some work that borders on the kitsch. For instance; 
might mention the Four Times of the Day, Fruit— Flower or Spring 
Summer of the second Four Seasons (1900). All Mucha's panels dı 
the fondness of the period 一 though perhaps it is an etemal one—| 
the personification of ideas and objects. They are a serious contrib 
to the study of the life-style around 1900. Within the totality of Much 
work they are really only variations on-a discovered pattem and 
confirmation of his decorative skill. 
Pictures of a rather different character originated in Mucha’s stud 
at the same time as the posters for Sarah Bemhardt. These picture ha 








so much in common that they can be put into one group as a type of 
posters forming a second peak in Mucha's career. In the first place the 
format is oblong shaped, the ratio of the sides being roughly 3:2— most 
often 60x40 cm. Only part of the figure is portrayed, or is seated, and 
much greater importance is attached to the Mucha-type arabesques that 
join the effectively organized tangle of hair, robed face and hands into 
à single whole. The first poster of this series is the XX-me exposition du 
Salon des Cent. It is clear that here the artist was still seeking his way, 
and that he was influenced by Bonnard's posters. The topmost examples 
of this type are the two posters for the cigarette paper company Job from 
1896 and 1898, and Cycles Perfecta from 1897. The balanced composi- 
tion, not influenced by the content, allows Mucha's decorative mastery. 
lo resound to the full. These posters are certainly on a level with the first 
posters for Bemhardt. Indeed in the sovereign certainty of line they are 
even “purer” as posters than the previous group. They show Mucha's 
contribution to the development of the poster in the best light, and they 
were the one's that were most often plagiarized. 

Where are the roots of Mucha's style that apparently burst suddenly 
out of the cocoon of an ordinary historical painter and illustrator? What 
teachings were combined to make the “Mucha Style" so much admired 
in its day? 

First and foremost it was that of Hans Makart, whose elegantly light 
composition and whose attitude towards the female figure we can 
‘observe in Mucha's work. We also, of course, have the influence of the 
two most famous French poster painters of their time, Jules Chéret 
(1836-1932) and Eugene Grasset (1845-1917). The second especially 
influenced Mucha with the static and at the same time theatrical 
gestures of his figures. Mucha’s longing to equal Grasset can be seen 
from his ambitions in the field of designing painted windows. 

Like the whole of his generation, Mucha was strongly influenced by 
the pre-Raphaelites. He certainly knew their window designs and other 
works very well and took inspiration from them in composing his 
decorative panels. In both his illustrations and his posters bearing 
a spiritual message, Mucha was guided by the drawings and illustrations 
of Carlos Schwab (1866-1926), as well as by the whole atmosphere of 
the Order of the Rosicrucians. Mucha had more ofa spiritual inclination 
for the programme of this Order, which can be simply described as “an 
expression through beauty of the cult of the ideal and tradition”, than 
he had for the programme represented by the Revue La Plume and 
‘Salon des Cent. The rather exceptional surroundings of the Rosicrucian 
Order played their part too, being close in many ways to the pre- 
Raphaelites and to Mucha’s ideal. 

Apart from these models of that period, many features of Byzantine 
Art have been found in Mucha's work (the mosaic background, the 
hieratic posture of the figures, his predilection for heavy, splendid robes 
and ostentatious jewels), as well as features of Iberian and Spanish arts 
(the use of the circular segment and some omamental elements). I think 
he was also strongly affected by Irish and Scottish manuscripts with 
their strange, endless arabesques, and usage of elements of animals’ 
bodies. From the Japanese — who inspired everyone at that time — 
Mucha took the. heavy, stylized outline and cruelly realistic detail. 
Abasic quality of his talent, as we have said, was a sense of omament, 
balanced by his naturalistic and stylized components, and the courage 
to fill maybe the entire remainder of the surface with them. In his richly 
omamented compositions Mucha always carefully found the important 
line, which he stressed, and the subsidiary line, with which he subtly 
shaded in the atmosphere. In his happy years between 1895-1900, the 
artist gave rein to his talent and created works that hada decisive forma- 
tive impact on his time. 

His style immediately gained a number of imitators, but none of 
them equalled him in elegance, sureness of touch or the enchantment 
ofthe final result. If we look through publications and catalogues ofthe 
period, Mucha’s name occurs to us with respect to the works of Charles 
Annesla Voysey, Jules Trezel, Georges Jeannio, André Cahard, Bellery 
Defontaines, Paul Berthoud, J. Gendrot, Victor Prouvé, Emil 
Berchmans, Privat Livemont, Arthur Foache, Atché and many others 
who are today unknown. This is a certain sign of the effect his works 
had. Butall of hi tors took from him only the outer form; they were 
not gifted with Mucha's inner disposition for dealing with the oma- 
mental planning of the surface. Nor had they Mucha's ethos, an ethos 








which undoubtedly had its effect on the origin of his posters, and this 
whether it concemed the knowledge that he was creating a work forthe 
street, that is, for the greatest possible number of spectators, or the 
knowledge that his poster was promoting an idea or a work of art. 
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207.0x7 


Poster for Médée 
coloured lithograph 
Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 





117 
『 ハ ムレ 
1899# 








32 





X76. Tem 


Poster for Hamlet 


coloured lithograph 
Signed and dated lower left: Mucha 99 
Doi Collection [DOI] 


118 
『 ト スカ 』 の ポス ター 


1899 年 
A 
103 





リト グラ フ 


0x36.0cm 








Poster for La Tosca 

coloured lithograph 

Signed and dated lower left: Mucha 99 
Doi Collection [DOI] 


96 

カー ネー ショ ン , 連作 く 四 つ の 花 > よ り 
1898 年 

カラ ー・ リ トグラフ 

100.0x41.0cm 

Camation, from The Four Flowers 
coloured lithograph 

Signed lower right: Mucha 

Doi Collection [DOI] 
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95 
HR, 連作 < 四 つ の 花 > よ り 


1898 年 
カラ ー リ トグラフ 
100.0x41.0cm 


Rose, from The Four Flouers 


coloured lithograph 
‘Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [001] 





百合 , 連作 く 四 つ の 花 > よ り 


100.0%41.0cm 


Lily, from The Four Flowers 
coloured lithograph 

‘Signed lower right: Mucha 

Doi Collection [DOI] 








94 

アイ リス , 連作 く 四 つの 花 > よ り 
1898 年 

カラ ー・ リ トグラフ 

100.0x41.0cm 


Iris, from The Four Flouers 


coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 
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Coloured lithograph 
фей lower right: Mucha 
[oi Collection [DOI] 


sign for a menu for a banquet 


en and India ink on paper 
ed lower right: Mucha 
Gallery in Prague [NG] 


Quartier Latin - magazine cover 


onochrome lithograph 
фей and dated lower right: Mucha 98 
WT Swatek Collection [WTS] 


セル と 少女 (広告 パネ ル ) 


with Easel - publicity panel 


bured lithograph 
дей and dated lower left: Mucha 98 
Collection [001] 


件 。 パ リ 万 国 博覧 会 カタ ログ の 表紙 下絵 


イン ディ 


が 31.6m 





gn for the cover of the catalogue of the 
rid Exposition 1900 in Paris 

ink drawing, water colours on paper 

ed lower left: Mucha 

cha Collection [JM] 





106 

人 象徴 的 な 構図 の 習作 
1899 年 
パス テル 。 黒 チョ ー ク , KE, dE 
52.542. 0em 

Study for a symbolic composition 

pastel and black chalk drawing water colours on 





paper 
Signed lower right: Mucha 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 


113 

『 ル ・ モ ワ 誌 の エム ブレ ム の 習作 
(アナ トー ル ・ フ ラン ス 著 『 タ リオ 』 
に 使用 され た ) 


1899 年 
黒 チ ョ ー ク , K 
28.0X19.0cm 





紙 





Study for an emblem for the magazine Le 
Mois used as the cover of Anatole France's 
book Clio 

black chalk drawing with water colours on paper 
Signed lower right: Mucha 

‘The West Bohemian Gallery in Plzen [2G] 


82 

寅 意 的 な 人 物 群 (彫刻 の た め の 下 絵 ) 
1897-8 年 

ЖЖ, Же, Ж 

65.0x50. 1em 





Study of an allegorical group - design for 
a statue 

charcoal drawing and water colours on paper 
National Gallery in Prague [NG] 
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am 
B, 連作 < 四 芸術 > より 


1898 年 
юж, жї, ж 
56.034.8ст 


Poetry, тот The Four Arts 


pencil drawing with water colours on paper 
Signed lower right: Mucha 
Jiří Mucha Collection (JM) 
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ダン ス , 連作 < 四 芸術 > より 


1898 年 
ja, 水彩 。 紙 
56.0x34.5cm 


Dance, from The Four Arts 


pencil drawing with water colours on paper 
Signed lower right: Mucha 
Jiti Mucha Collection [JM] 





cil drawing with water colours on paper 
ed lower right: Mucha 
Mucha Collection [JM] 


100 
絵画 , 連作 く < 四 芸 術 ? よ り 


56.0X34.8cm 


Painting, from The Four Arts 

pencil drawing with water colours on paper 
Signed lower right: Mucha 

Jiti Mucha Collection [JM] 
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. 155 
つた 


1901 年 

カラ ー・ リ トグラフ 
62.5X45.0cm 

һу 

coloured lithograph 


Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 
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月 桂樹 
19014 

カラ ー ツ トグラフ 
62.5X45.0cm 


Laurel 
coloured lithograph 


Signed lower right; Mucha 
Doi Collection [DOI] 
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120 131-a 
モエ ・ エ ・ シ ャ ンド ン 社 く シ ャ ン パ ン ・ ホ ワイ ト ・ 

スタ ー〉> の ポス ター 

18994: 

カラ ー・ リ トグラフ 

60.0x20.0cm 


Poster for Moet et Chandon: Champagne 
White Star 


coloured lithograph 
‘Signed and dated lower left: Mucha 99 


Doi Collection [DOI] 


119 
モエ ・ エ ・ シ ャ ンド ン 社 〈 ド ライ ・ ア ン ペ リア ル > 
の ポス ター 


1899 
カラ ー・ り トグラフ 
58.0x19.5cm 


Poster for Mott et Chandon: Dry Imperial 


coloured lithograph 
‘Signed and dated lower left: Mucha 99 
Doi Collection [DOI] 


123 

桜草 (装飾 パネ ル の 下絵 ) 

1899 年 j 

юж, AE, 紙 | (nmresne 
78.5%29.0cm Motra Ganoon 





Cowslip - design for a decorative panel 


pencil drawing and water colours on paper 
Signed and dated lower right: Mucha 99 


National Gallery in Prague [NG] 


124 
羽根 (装飾 や ネル の 下絵 ) 


75.5X29.0cm 


Feather - design for a decorative panel 


pencil drawing and water colours on paper 
Signed and dated lower left: Mucha 99 


National Gallery in Prague [NG] 


131 
モエ ・ エ ・ シ ジャ ンド ン の メニ ュー 
1899 年 


カラ ー・ リ トグラフ 
22.0x15.0cm 


Menu for Moët et Chandon (Ciomresne. 


coloured lithograph (Nosra Mancon] 
Signed: Mucha 
Doi Collection [DOI] 
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131-c 


Menu 


Gamprcne 


оёт» (hanoon. (Hampasne (Dor & Chandon. 





Menu 


(liomPosne 


Motra (еррор (Haopaepe ()оёт & anvon. 
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131-g 116 
Deni 『 主 の 祈り 』 の 装飾 ペー ジ 
Me D A (LET Y7#, ^) 
1899 年 
ў s 
"AL 47.334. Tam 


Le Pater 


book published by H. Piazza et C*, Paris 
Signed: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


116-a = 





(Hampaepe (Moët z (Hannon 


131-h 


Menu 


116-b 





(iaopepe (Moët & (handon. 
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116-8 116-h 








116-i 116-j 








116-k 116-1 
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121 


"夜明け 
1899 年 
水彩 Ж 
62.0х30.0ст 
Daybreak 
water colours on paper 
Signed lower left: Mucha 
Gallery of Graphic Art in Gottwaldov [OGVU] 
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122 
夜明け へ の 期待 


1899 年 
水彩 、 白 の ハイ ライ ト , 紙 
61.5x31.5cm 





Expectation of Dawn 

water colours and white on paper 
Signed lower left: Mucha 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 





Vent qui passe emporte la Jeunesse 


лей lithograph 
лей and dated lower left: Mucha 99 


Collection [DOI] 
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6GLOT pu JOUR 


@VelL oca MATIN 
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REVERIG ou SOIR REPOS peta NUIT 
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12 
朝 の 目覚 め 、 連 作 く 四 つ の 時 の 





WEN 





107.0%41.0cm 


Éveil du Matin, from The Four Times 
of Day , 

coloured lithograph 

Signed and dated lower right: Mucha 99 
Doi Collection [DOI] 








126 
ROMS, 連作 < 四 つ の 時 の 流れ > より 
1809 
リト グラ フ 
107.041.0cm 


Éclat du Jour, from The Four Times 
of Day 


coloured lithograph 
Signed and dated lower right: Mucha 99 
Doi Collection [DOI] 


127 
TROBE, 3 








Réverie du Soir, from The Four Times 
of Day 


coloured lithograph 
Signed and dated lower right: Mucha 99 
Doi Collection [DOI] 


128 
ROK 
18994 





還 作 < 四 つ の 時 の 流れ 〉 よ り 





ум 
107.0%41.0cm 

Repos de la Nuit, from The Four Times 
of Day 


coloured lithograph 
Signed and dated lower right: Mucha 99 
Doi Collection [DOI] 


133 
く 〈 ル フェ ー ヴ ル = ユ ティ ル 
落と 把手 付き 金属 容器 








Боп 


Circular metal Бох with lid апа handle for 
Biscuits Lefèvre-Utile 

print on metal 

Doi Collection [01] 
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132 
< ルフ ェ ー ヴ ル = ユ ティ ル ・ ヴ ァ ニ 
ゴー フル > の ラベ ル 








Gaufrettes Vanille Lefèvre-Utile: Label 


coloured lithograph 
Doi Collection [001] 





Nude on a Rock 


bronze 
Doi Collection [DOI] 






ティ ル ・ プ ラリ ネ ・ 
ゴー フル > の ラペ ベル 


25.0X18.0cm 


Gaufrettes Pralinées Lefèvre-Utile: Label 


coloured lithograph 
Doi Collection [DOI] 





Biscuits Petit Bordeaux: Label 
coloured lithograph 
Doi Collection [DOI] 
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く ル フェ ー ヴ ル = 
の ラベ ル 
19004 

カラ ー・ リ トグラフ 
27.5x21.0cm 





ティ ル ・ ビ ピス 








Biscuits Lefëure-Utile: Label 


coloured lithograph 
‘Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [001] 
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く ル フェ ー ヴ ル = ユ ティ ル ・ ビ スケ ッ ト > 
の ラベ ル 

19004 








Biscuits Lefevre-Utile: Label 
coloured lithograph 

Signed lower left: Mucha 

Doi Collection [DOI] 
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a 
Ë ч 





Tbe Mucha Style 





91-a 91-b 


PAUL VEROLA 


RAMA 





PARIS 








tile material with a motif by Mucha 
fint on velvet 
й Collection [DOT] 


91-e 91-4 





91-e 91-f 


lished by Bibliothëque Artistique et 
ire, Paris 
[po 
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81 


` ブル ネッ ト の 頭 部 を 図柄 と し た 皿 
1897 年 頃 
金属 皿 に プリ ント 
$15. Tem. 


Plate with a motif of the Brunette 


print on metal 
Doi Collection [001] 


114. 
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パリ の 寅 意 像 を 表し た 飾り 皿 
1900 年 

陶器 の 上 に 印刷 

431.0cm 


Decorative plate with the symbol of Paris 
Print on china 
Doi Collection [DOI] 








+196 
月 桂樹 (飾り 皿 ) 
1902 年 頃 
金属 に プリ ント 
40. 0cm. 
Plate with Laurel motif 
print on metal 
Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 
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197 
つた (飾り 皿 ) 


1902 年 頃 
金属 に プリ ント 
940.0cm 


Plate with Ivy motif 


print on metal 
Signed lower left: Mucha 


Doi Collection [001] 








パリ 万 国 博 覧 会 前 後 





1900 年 前 後に ミュ シャ は 名 声 の 頂点 に 達し , 方 々 か ら 尊敬 され る と 同 
Biz, Вап, な ぜ 彼 は 突然 自分 の スタ イル を 変え , 手 に し て いた 
あら ゆる 人 脈 を 数 年 の うち に 捨て 。 肖像 画家 と し て の 運 を 試し に 合 衆 
還 へ 旅立っ た の だ ろう か , これ は , 1900 年 に パリ で 開か れ た 万 国 博 覧 会 
ド に まつ わる 雰囲気 と 関係 が ある に 違い な い . ミュ シャ は より 大 き な 満 足 を 
たら す 仕 事 が 与え られ た の で , すでに 初め の 頃 の よう に 満足 を 与え な 
な っ て いた 仕事 を 捨て る 可能 性 を 探っ て いた . ミュ シャ は 当時 , 多く の 
著名 な 思想 家 と 付き 合 ら が あり , 神秘 学 に 係 っ て いた 。 突然 彼 は 自分 
の 作品 の 人 気 を ある 理念 の た め に 役立て る 必要 を 感じ た. 国際 的 規 
TONERA OTEDI TH, £0 E, 1900 年 の 万 国 博 覧 
全て の 南 ス ラウ 民族 館 の た め の 室内 装飾 の 依頼 は 。 ミ ュ シャ の 潜在 的 
妥 国 主義 を 日 覚め させ , ミュ シャ は 自分 が 得 た 経験 と 影響 力 を 祖国 と ス 
世界 へ の 奉仕 に いか し た いと 望ん だ . ミュ シャ は 全 生 涯 を 通じ て 自 
の 道 に 確信 が な か っ た が , そ れ を 表面 に 出す こと は 一 度 も な か っ た . 
Ел д Бла C, 一度 歩み 出し た 道 を 歩み っ づけ た . そし 
ド 邊 は 自分 特有 の 表現 手段 か ら 段 々 と 離れ , 作品 の 意図 が 強 すぎ る 
RUGURI-H A UI27:0 C55, その 時 彼 は , 他 の 多く の 人 た ちと 同 
柳 ア ー ル メー ヴォ ー の 最も 創 造 的 な 時 期 は 過ぎ つつ あり , 新 し ぃ 道 
探す 必要 が ある と 確か に 感じ て いた し か し , 新しい 展開 を 正しく 理 
EL AGES, ミュ シャ は 新しい 観念 の た め の 新 し い ぃ 表現 方 法 を 持 
た な か っ た . 彼 は 自分 の 既成 の 表現 形式 観念 の た め に 新しい 
店 二手 に 入れ よう と し た . そこ に 彼 の 誤 ち が あっ た . こ の 誤 ち の も た ら 

上 は 自分 の 意志 に 対す る 正直 さと 正 比例 し て いる 
シャ は ポス ター 以外 の 作品 を 重視 し て いた が , ミ ュ シ ャ の 名 声 を 
リ 上 げた の は ポス ター で あおり, また 現在 彼 の 名 声 を 広め て いる の は ポ 
クー で ある . 個 々 の ポス ター に は 大 き な 差異 が ある が ,1895-1897 年 
完成 し た 形 に な っ た 二 っ の 主 な タイ プ が あり , これ ら は ポス ター の 分 

発展 に 創造 的 に 貢献 し た 。 
第 一 の タ イプ は 縦長 の 型 が 特徴 的 で あり , 課徴 的 な も の に 囲ま れ た 

座 の 効力 を 額 り に し て いる . こ れ は サラ ・ ベ ルナ ー ル の た め の ポス 
記 を 芋 と し て いる . 第 二 の タ イプ は より 小さ な サイ ズ ( 比 率 3 対 2 ) で 

花衣 服 の ひだ の リア ル な 細部 か ら イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 受け た 波状 

世 的 効果 に すぐ れ て いる 。 それ は 他 に 特別 の 意味 を 持つ も の で 
a, 
= シャ の 業績 は 構図 や 内 容 の 斬新 さき に あっ た の で は な く 。 装飾 を 使 
の よさ や , そ の 効果 の 級 密 な 計算 に あっ た . 花 , A tE, 髪 か ら 成る 

アール: ヌー ヴォ ー の 基本 的 な カテ ゴリ ー の 一 つ で も あっ た が 。 
は ポス ター や 他 の 装飾 的 な 作品 に お いて これ ら を 完成 の 城 に 
し め た . 1895-1900 年 の パリ は , こ の 事実 を 十分 に 評価 する こと が 
それ は ちょ うど ミ シャ が 持っ て いた よう な 才能 を 好 ん だ 時 代 で 
そし て この 年 の 終り が ミュ シャ の 作品 の 重要 性 の 低下 と 関係 し 
し か し , ポ スタ ー を 土台 に し て この 画家 は 宝石 の デザ イン や 室 
や 他 の 多く の 工芸 分 野 に 係わる 機会 を 得 , 時 代 の 顔 を 創造 する 
を し た の だ っ た . この よう な 方 法 で 広汎 な 人 々 の 役に立っ て いる 
て ミュ シャ は 喜ん で そう し た . し か し 。 自分 自身 の 道 を 絵画 に 見 
論 画 に 残り の 人 生 を ささ げ る 決心 を し た の で ある . 

2 が 絵画 に 専念 する に は まだ 期 が 悪し て いな か っ た . ミ ュ シャ に 
の 義理 や 義務 が 残っ て いた . ュ シ ャ 自身 は 出版 され た 数 冊 の 思 
記 ゃ 多く の 私 信 の 中 で ,「 人 生 の 後半 を 祖 目 スラ ヴ 民 族 の た 
事 に きき げ る 」 こ と を 決心 し た の は , 彼 が 40 歳 に な っ た 1900 年 の 
た し 書い て いる . ミ ュ シャ の 思い 出 が よく そう で ある よう に , こ れ 
で あろ う 。 と いう の は , 装 節 画家 と いう 位置 づけ か ら 抜 け 出 そ 










































うと いう 勢力 は ずっ と 以前 に 見 られ る か ら で あ る .1897 年 に 制作 され た 
「 ト リポ り の 姫君 イル ゼ 』 へ の 搬 絵 の ほか に , 1900 年 の ペリ 万 国 博覧 会 の 
人 類 館 の デザ イン の 仕事 が あっ た , ミ ュ シャ は 各 館 の アザ イン を 決め る 
コン クー ル に 非常 に 興味 深い デザ イン を 応募 し た . こ の デザ イン の 原案 
は スケ ッ チ され て 何 枚 か の 下絵 と な っ て お り , 造形 構成 上 の 考え は 小さ 
な 模型 示さ れ て いる こと が 写真 か ら わ か る 。 マル ク ・ パ スク に よれ ば , 
この 仕事 は 1897 年 の も の で ある と いう . ミ ュ シ ャ は この 人 類 館 で 一 種 の 
寺院 を 表わし た いと 思っ た が , 同時 に 人 類 史 の 哲学 を 造形 的 に 表現 し 
よう と し た . ユ ニー ク な 発想 の 実現 に は , 建築 家 と の 協力 が 前 提 と な っ 
て いた . 建物 の 安定 性 が か な り 大 き な 問題 と 思わ れ た か ら で あ る 、 し か 
し , こ の 建物 は より 高尚 な 理念 表現 し よう と い ぃ うこ の 芸術 家 の 替 力 に 
相応 し く , も し 実現 し て いた な ら , 1900 年 頃 の ミュ シャ の パリ 滞在 期 の 根 
本 的 な 夢 や 理想 や 企画 を 解く 鍵 と な っ て いた で あろ う . 最 近 発 見 され 
7 ある 友 入 に あて た 1906 年 頃 の 私 信 の 中 で 。 シャ が どれ ほど 人 類 
館 に 人 生 を 賭け て いた か が 語ら れ て いる . ミ シャ は 当時 の 愛人 ペル 
トド ・ ラ ラン ド に この 計画 が 実現 すれ ば 結婚 する と 約束 し た , と 書き 記し 
て いる . こ の 建物 の 案 は コン クー ル で 選ば れず , ミュ シャ は こと の 仕事 を 放 
乗せ さる を えな か っ た . この 企画 の 名 残り は , 例え ば , アメ リカ 滞在 中 の 
劇 「 カ ッ サ 」 の 舞台 装置 に 現われ て いる . 人 類 の 寺院 と いう 着想 , も っ と う 
まま 言い か えれ ば 人 類 の 発展 の 寺院 は 後 年 ,『 ス ラヴ 叙事詩 の 構想 に 
持ち 込ま れ た 。 ミ ュ シャ の 考え に よれ ば ,『 ス ラヴ 朗 事 詩 』 一 種 の 寺院 
の 中 に お か れる べき な の だ . 
この 企画 を 直接 継承 する 作品 は , 挿絵 "EO CHS, 人類 館 の 
設計 図 と ほぼ 同じ 時 期 に 制作 され た この 挿絵 は 装飾 家 と し て の 名 声 
を 振り 払 お うと する ミュ シャ の 必死 の 勢力 を 示し で いる . ミ ュ シ ャ は 祈り の 
節 ご と に 自分 自身 の 注釈 の ペー ジ を 設け 。 全 面 に 皇 絵 を 加え て いる . こ 
の 見 事 に デザ イン され た 出版 物 の 挿絵 に 大 変 な ば ら つき が 見 られ る こ 
と は 興味 深い 。 こ の こと は , 1900 年 を 目前 に ミュ シャ が 立た され た 岐路 を 
名 実に 示し て いる 。 白 誠 文 と 注釈 の 縁取 り に は 造形 的 感性 に よっ て 各 
ペー ジ に 美しい 線 を 走ら せる 装飾 の 大 家 。 芸 術 家 ミュ シャ の 交 が ある 。 
ペー ジ 全 面 の 挿絵 と 注釈 の 内 容 は 人 類 を 向上 させ よう と する ミュ シャ 
の 将来 の 指針 を 示し て いる , この こと に は ミュ シャ の 同時 代 人 も 気づい 
で いた 。 そ し て 。 この 本 が 出版 され た 1899 年 以後 の 批評 が 主として ペ 
ー ジ 全面 挿絵 に あて は まる こと は 象 散 的 で ある 』 こ の こと か ら 私 た ち に 
分 か る 主 な こと は ,1900 年 以前 に も ミュ シャ ム は 自分 独自 の 表現 方 法 を 。 
「 ハ イ ・ ア ー ト 」 (すなわち 純粋 絵画 ・ 彫 刻 ) の 分 野 に お ける 自分 独自 の 
造形 表現 を , そ し て , 自分 の 人 生 哲 学 を 探し 求め て ゝ た と いう こと で あ 
る . ミ ュ シ ャ は そこ で こそ 芸術 に 最も 貢献 で きる と 確信 し , こ の 探究 を 成 
し 遂げ る だ め に あら ゆる こと を し は じ め た 。 
ミュ シャ の 考え が どん な に 間違っ て いた か は , フー ケ の 宝飾 店 の 例 か 
ら 分 か る . フー ケ の 宝飾 店 は パリ の エレ ガン ト な ロワ イヤ ル 通 り に あり , ミ 
ユ シ ャ は その 室内 お よび 表玄関 の ファ サー ド の デザ イン を 依頼 きれ た . ミ 
シャ の 最も 美しい 作品 の 一 つ で ある この 仕事 は ,1901 年 に な っ て か ら 
完成 し た が , そ の た め の 設 計 図 や 下絵 は も っ と 以前 の 5 の で ある は ず 
だ . 内 装 は 大 変 豪華 で , 手 の こん で いる も の で 。 制作 に 少な く と も 一 年 を 
要 し た と 思わ れる . ミ ュ シャ は その た め に , あの 有名 な 宝飾 店 と 1900 年 
以前 か ら 協 力 を 開始 し た . この 共同 作業 の 結果 は 1900 年 の 万 国 博覧 
会 で 示さ れ , KERR. ポス ター と 同様 , ミ ュ シ ャ の 宝石 は 主 に 
完璧 な 装飾 と , 当 時 パリ の 人 々 が 「 ビ ザン ティ ン 風 」 と 感じ た エキ ソチ ナッ 
な 様式 に よっ て アピ ビール し て いる . ミ ュ シャ に よっ て デザ イン され た フー 
ケ の 宝石 は 素晴らし くも 個性 的 で , 身 に つけ に くい 装身具 で あっ た . こ れ 
は むし ろ , 異 国 の 王女 や 神秘 的 で 謎 めい た 女 の た め の も の で あっ た . 
し か し 何より も , こ れ ら は 演劇 向き の 宝石 で あっ た 。 ミ ュ ジ ャ の 全 生 澤 を 
買 く 演劇 と の 宿命 的 な 絆 が , こ の 芸術 家 の 現 実 離れ し た 想像 力 と せき 
た て られ て こと で 再び 燃え 上 っ た . し か し 一 方 , ミ ュ シ ジャ に と っ て 演劇 の 
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装飾 家具 を 展示 再現 
Айк of Boutique fe in Paris, in which peace 


= 美術 館 まり ) 
k shaped omamental furniture, designed by Mucha is displayed. (from the Bellerive Museum, Zurich) 





клн 言い DUNS = 








y тыс OUI, ミュ シャ が 









涯 の 間 プティ ッ ク ・ フ ー ケ に お い 、 シ ャ の 装飾 能力 は 想像 
ある . 形式 と 目的 と の 釣合い が と れ D 

企画 の 重要 性 と 調和 し て いる . 残 3 
に お ける 彼 の 唯 
分 野 の 仕 
の 中 に 偉大 な 空 | ТҮ DN 
と を : 5 
АЖОО 3:517, 1900 年 の 万 国 博覧 会 の 
彫像 の 大 部 分 は , 経験 
何 点 か の 彫刻 に は , A. セ イセ ス と サイ ン M 














素晴らし い 宝石 の コレ クシ ョ ン を 制作 し た 。 そ し て , 多く の ファ ン が 生ま 
れ た が , 批 判 す る 人 々 も ぃ 





示し て いる 





に よっ て プティ ッ ク ・ フ ー ケ と いう 企画 が 生ま 
は , パリ の 高度 に 発達 し た 美術 工芸 品 
が 与え る あら ゆる 可能 性 が 利用 され て いた . 貴 重 な 木材 ブロ ンズ , 
銅 , ガ ラス , 絵 付き 水 や 火 等 が 洗 

resin, nz 






















НОЕН EDX IDET IE AREN CX 
ル の スタ イル で 等 身 大 以上 の 女性 像 の レリーフ が 飾ら れ て いる . 店 の 
窓 に は 女性 の 頭 部 が 描か れ た 窓 が ガラ ス が 飾ら れ で いる . こ の 空間 で 目 
を 引く の は , SE a н. , 全 体 の 統一 感 














や 純粋 さ や 全体 ャ の 最高 の 傑作 の a 
シャ の 回 顧 展 ( パ リ , ダ m) も ロダ ン の 助け を 借り て 
その 部 分 的 再現 を 見 て , 私 の 意見 室内 ら ャ を 遠 


は 一 層 確 か な も の に な っ た 。 
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ター ト に な る 予定 で あっ た . ミ ュ シャ は 多く の 展示 館 と , オ ー ス トリ アニ ハ 
ンカ リー 鉄道 の ポス ター, カ タロ グ の 表紙 デザ イン に 協力 し ,。 こ の カタ ロ 
グ の 表紙 は 後に 万 国 博覧 会 へ の 招待 状 に も 使わ れ た . さ ら に , ボ スニ 
7 アニ ヘル ツェ ゴ ヴ ィ ナ 館 の 室内 装飾 も 依頼 され た . こ の 展示 館 の 内 装 
は 利 筑 学 的 に は 何 の 変 哲 も な いも の で , 正面 内 壁 に は ウィ ー ン の 画家 
A カ ウフ マン に よる サラ エヴォ の 大 景観 が 描 i わ れ て お り 。 ミ ュ シ ャ は そこ 
に 3 隊 の 帯状 装飾 を 施し た . 一 番 下 の 細い 帯 は 青 緑色 の 花 の 帯 で , 
金色 の 星 が 散 D ぽ め ら れ て お り , 装飾 の 技法 の 古典 的 な 例 で ある . そ 
の 上 に 継 約 250m の 帯 が あり 。 ボ スニ ア 史 か ら の 12 の 場面 が 年 代 順 に 
描か れ て いる . そ し て , カ ウフ マン の 「 サ ラ エヴォ 市 の 眺め 」 の 上 に ある 
帯 に は ,「 ボ スニ ア は 国 の 産物 を 博覧 会 に 提供 する 」 と いう 富 意 的 場面 
が 描か れ て いる . ガ ラス 屋根 の すぐ 下 に ある 一 番 上 の 帯 は 一 種 の 装 
人 節 アー ケー ド を な し , ボス ニア の 伝説 か ら の 諸 場 面 を 表わし て いる . こ 
れ ら すべ て の 場面 は 育っ ぽい , お 伽 ぎの 国 か ら の よう な 微 光 の 中 に 沈 
ん で いる . ま た , サラ エヴォ の 風景 画 の 両 脇 に ある 装飾 的 な 壁 箕 に 置か 
れ た 2 体 の 彫像 一 レー ス 編 み の 女 と 刺繍 を する 女 一 は , 当時 の 証言 
シャ が デザ イン し た も の だ っ た 。 
館 は 現存 し な い が , 室 内 の 写真 に よる と , 室内 は 装飾 で あ 
ふれ て お り , 混 池 と し て 見 えた よう だ . ミュ シャ は この 仕事 の 場合 , ブ ティ 
ッ ク ・ フ ー ケ の 場合 と は 違っ て , 空間 の 全体 的 構想 に 権限 を 持ち 得 な か 
oic. FORE, 彼 は 自分 の 持ち 分 に 力 を 注い だ . 装飾 帯 で の 仕事 
は , 一 方 で は 過去 に 習得 し た 技術 や お 決ま り の 手順 の 繰り 返し で ある 
が も う 一 方 で は ミュ シャ の 今後 の 奮闘 の 路線 が ここ に 始ま っ て いる の 
で ある . 確 か な 素描 で 描か れ た 花 の 装飾 帯 は ,。 ミ ュ シャ が 当時 の パリ で 
最も 優秀 な 凌 飾 画家 で ある と いう 評判 を 得 た の も 当然 だ と 思わ せる 。 W 
りら 月光 に 包ま れ た ボス ニア の 伝説 か ら の 諸 場 面 は 。 ミ ュ シ ャ の 創作 活動 
に お ける 短 か く 重要 な 時 期 (1900 一 1902 年 ) の 始ま り に 位置 し て いる . こ 
の 2 年 間 に ミュ シャ は 神秘 的 で 一 風 変 わ っ た 一 連 の パス テル 画 を 制作 
する の で ある . そし て 最後 に , 真中 の 装飾 帯 は ,『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 誕生 
へ と つなが る 一 連 の 絵画 の 最初 の 作品 と な っ て いる . 

一 辞 の パス テル 画 と 木炭 デッサン か ら う か が える よう に ,1900 年 頃 に 
ャ の 進む べき 道 の 方 向 は 定まっ て いな か っ た . これ ら の 作品 は 。 
ミュ シャ の 進む 道 は , こ の 画家 が 時 代 精 神 を 最も よく 表わす 表現 形式 を 
みつ ける 可能 性 の 範囲 内 に 存在 し て いた こと を 示し て いる . こ れ ら の パ 
ステ ル 画 は の 作品 と し て は 一 見 し て 感じ る ほど 意外 な も の で は 
な い . ミ ュ シ ャ の ミュ ン ヘ ン で の 修業 時 代 を ふり 返る と 『 フ ァ ウ スト 』 の 様々 
な 場面 を 描い た 作品 群 が 目 に と まる . それ ら の 特殊 な 雰囲気 や 自由 な 
華 致 は ミュ シャ が 1900 年 頃 に 展開 し た 表現 法 の 萌芽 を 示し て いる . ミ ュ 
シャ は 重要 な 作品 を , 柔らか い 木炭 や パス テル の スケ ッ チ に よっ て 習作 
する 習慣 が あっ た . 明らか に , ミ ュ シ ャ は 光 の 効果 や 構図 に よる 全体 の 
効果 を 確立 し た か っ た の だ . 独自 の 表現 を 探究 する 過程 で 。 ミ ュ シ ャ は 
すでに 1892 年 頃 , 一 群 の パス テル 画 に よっ て 自分 の 思想 を 表現 し よう 
と 試み , 1900 年 に な っ て も 依然 と し て これ に 取り 組ん で いた . 当 時 の 新 
間 記 事 に よれ ば , ミ ュ シ ャ は 「 七 つ の 大 罪 」 と いう 「 高 度 に 哲学 的 で 社会 
的 な 」 作 品 を 人 々 の 判断 に 委ね た いと 望ん だ . 「 ミ ュ シ ャ は その 中 で 身 に 
纏う 物 も な い 哀れ な 人 間 を 描き , 理性 に 欠け る 情熱 か ら 生ま れ て , 悲劇 


















| 的 な 宿命 に 帰結 する 人 間 の 秘密 , 犯罪 肉体 的 , 精 神 的 苦痛 を 雷 に し 


Ta. 

これ ら の パス テル は 不思議 な と と に 当時 も その 後 も 展示 され る こと が 
な か っ た . 唯一 分 か っ て いる こと は , 1897 年 に サロ ン ・ デ ・ サ ン で 開か れ 
た 展覧 会 に , カ タロ グ 番 号 445 一 447 と し て 「 世 つの 大 罪 」 か ら の 3 点 , 
THs, HE, TEGERE SAF BEDS BUR dI Esc. 
と で ある . そ の 複製 も , 人 々 の 反響 も わか ら な い . こ の 展覧 会 で 人 気 が 
な か っ た こと が , ミ ュ シ ャ が この 表現 方 法 を 放 乗 し た 理由 の 一 つか も し 


FUR, АУ УЬ, NECS Ce, 

1899 年 頃 , 南 スラ ツ 史 の 綿密 な 研究 と の 関係 で ,。 ミ ュ シ ャ は 陰気 な 伝 
説 や 物語 か ら イ ンス ピ レ ーション を 受け 。 悲 劇 や 英雄 や 物語 詩 を テー マ 
に し た 数 多く の 作品 を 制作 し た . それら の 内 容 に は 木炭 画 が 最も ふさ わ 
し か っ た . こ の 時 期 に は また , 後 日 「 社 会 の どん 底 か ら と 題 じ て 出品 き 
れる 一 連 の 作品 も 制作 し て いる . こ れ ら の 作品 は ミュ シャ が 身の回り の 
現実 に 敏感 で 。 そ れ に 溢れ る 表現 力 で 応え た こと を 物語 っ て いる . 残念 
な こと に , こ れ ら は 創作 の 断片 に 終っ て お りこ れ 以上 の 展開 を 見 せな 

Фэй. 

「 七 つの 大 罪 」 の うち 少な く と も 4 点 の パス テル 作品 が 完成 され た 
が , 紛 失 し て し まい 現在 まで 見 つか っ て いな い . こ れ ら の 絵 の うち 現 存 
し て いる も の は 一 つの 断片 に すぎ な い が , ミ ュ シ ャ が 自由 な 象徴 主義 的 
様式 を 追究 し た いと 望ん で いた こと を 示し て いる . そ の 様式 は 造形 的 
要素 が 内 容 と 同じ 重み を も っ て いた . 

ミュ シャ は 自分 個人 の 装飾 用 の 絵 の た め に さえ , 陶器 や ガラ ス の た め 
の デッサン や ステ ンド グラ ス の デザ イン に 見 られ る よう に , パス テル や 木 
炭 で 自由 に 下絵 を 描き , 立 体感 や 主 に 光 の 効果 に 基づい て 構想 を 決 
め た . ミ ュ シ ャ の パス テル 画 や 木炭 画 の 中 に は , 多く の 秀作 が 含ま れ て 
いる . 我々 は これ ら の 作品 を 大 ま か に 四 つ の グル ー プ に 分 ける こと が で 
きる . 第 一 の グル ー プ で は , 肖像 画 の 習作 で あり , パ ステ ル と 柔 い チ ョ ー 
ク を 併用 する 手法 が 使わ れ , 肖像 に 神秘 的 な 様子 と 深い 意味 を 与え て 
いる . 第 二 の グ ルー プ は , 装飾 の 下絵 で あり , 物 の 表面 に 流れ る 光 と 物 
に 反射 し て いる 光 の 質 が 注意 深く 見 極め られ , 両 者 の パラ ンス が と れ 
て いる . 第 三 の グ ルー プ は , 歴史 的 , 富 意 的 テー マ を 持つ パス テル 画 と 
ARG CHS, ここ で は 装飾 的 な 定型 化し た 様式 か ら 脱し , ア カ デ ミ ー 
の 規範 に 従っ て 教わっ た 精確 な デッサン か ら , 簡 略 な 大 ま か に 捕らえ た 
素描 へ 移行 し よう と いう 試み が 確実 に 見 られ る 。 

芸術 展開 と いう 観点 か ら 最も 興味 深い の は 第 四 の グル ー プ で , 一般 

に 社会 批判 的 と 見 な し うる 作品 が 含ま れ て いる . ミ ュ シ ャ 夫人 に よれ ば , 
これ ら の 作品 は トゥ ー ル ー ズ ニ ロ ー ト レッ ク の 作品 に 親しく 触れ た こと に 
端 を 発し て いる . こ の 画家 は サロ ン ・ デ ・ サ ン の 社交 グル ー プ の 一 員 で 
あり , こ の 画家 が ミュ シャ を 知っ で いた こと は 少し ゃ 不思議 で は な い . 彼 
ら は た び た び グル ー プ 展 に 一 緒 に 出品 し て いた . ロ ー ト レッ ク の 死後 
(1901 年 ), ミ ュ シ ャ は ロー トレ ッ ク の 弟 と 知り 合い , ミ ュ シ ャ は 彼 の お か げ 
で ロー トレ ッ ク の アト リエ で 制作 する こと が で きだ . 特 に プラ ハ 国 立 美術 
館 に ある 二 つ の デッサン 』「 カ フェ テリ ア に て 」j と 「 だ わ む れ 」 は , ロー トレ ッ 
ク の 作品 と 直接 的 な 関係 に ある よう に 思わ れる 。 

この グル ー プ の 何 点 か の 作品 の テー マ の 神秘 的 な 調子 は また 。 別 の 
仮説 に つい て 考え させ て くれ る . そ れ ら は ミュ シャ の 人 類 館 の 企画 と の 
関係 に お いて 生ま れ た も の で は な い だ ろ うか . 現 存する 正面 と 側面 の 下 
絵 を 見 れ ば , 正面 の 上 部 に , 同じ 宗教 的 内 容 と 表現 形式 を 持つ 彫像 群 
が ある の に 気付 く . こ の 展示 館 の よう な 壮大 な 熟考 し た 上 で の 企画 で 
は , も ちろ ん ミュ シャ は 室内 装飾 を 省き は し な か っ た . し た が っ て , 何 点 か 
の 作品 は この 不幸 に も 実現 され な か っ た 企画 と 深く 結び 付い て いる よう 
に 思わ れる . 

1900 年 前 後 の 時 期 に お ける ミュ シャ の パス テル 画 は , 40 点 に 満た な 
い . 私 が 四 つ の グル ー プ に 分 類 し , 最も 興味 深い と 思っ た 作品 は 決し 
て 完全 に 系 統 だ て る こと が で き な い . それら は むし ろ , ある 作品 へ 向け 
て の 準備 また は 突然 持て て し まっ た 生半可 な アイ ディ ア と いっ た 印象 
を 与え る . こ の こと も また 人類 館 と の つなが り を 物語 っ て いる よう に 思え 
る . 人 類 館 の 原案 は ミュ シャ の 作品 の 中 で 独立 し た 形 の まま 残っ て いる 
の で ある . 

ミュ シャ は この 道 を 長く は 歩 まな か っ た . パ ズ テ ル 画 の 影響 が 見 られ る 

の は , 何 点 か の 油彩 か , ミ ュ シ ャ の 友人 で グル ノー プル の 製紙 工場 の 所 
有 者 で ある モリ ス ・ ベ ル ジ ェ の た め の 装 和 飾 デ ザイ ン に お いて の み で あ 
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る . こ れ ら の 絵画 で は 油彩 の 技法 が 自由 な スケ ッ チ の よう な 表現 法 に 
合わ ず , ミ ュ シ ャ は この 方 法 を 断念 し た 。 

こう いう わけ で パス テル 画 の 制作 は , 1900 年 前 後 の 短 期間 に 限ら れ 
て し まっ た , そ れ に 先立つ も の は , ミ ュ ン ヘン 時 代 と パリ 時 代 初期 の 『 フ ァ 
ウス ト 』 を テー で と し た 作品 で ある . アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ の 後 の 作品 と 
の 関係 か ら 見 る と , こ の グル ー プ の 作品 は ミュ シャ が 色々 な 可能 性 の 中 
か ら 厳 し い 道 を 。 つま り 歴 史 的 ・ 富 意 的 作品 へ の 道 を 選ん だ 証拠 と な っ 
て いる 。 

後 年 の ミュ シャ の 様式 は ,1897 年 当時 か ら 彼 の 作品 の あちこち に 現 
われ 始め て いる . そ れ は ポス ター や 挿絵 や パリ 万 国 博覧 会 の ボス ニ 
アニ ヘル ツェ ゴ ヴ ィ ナ 館 の 装飾 の 中 に 現われ て いる . パリ は ミュ シャ を 有 
能 な 装飾 画家 と いう カテ ゴリ ー に 位置 づけ , その 見 解 を 変え よう と は し な 
か っ た . ミ ュ シ ャ に は この 種 の 注文 が 殺到 し た が , 彼 は それ を 断 わ る ほど 
の 力 を も た な か っ た . ミ ュ シ ャ は 自分 の 名 声 が この 分 野 の も の で ある と 知 
っ て いた が , 大 衆 や 批評 家 が 自分 の 自由 な 制作 に も 目 を 向け て くれ る 
こと を 期待 し て いた . し か し 次 第 に ミュ シャ は , パリ で 他 の 分 野 に 進出 す 
る こと は 不可 能 だ ろう と 悟り 始め た 。 パ リ に は あま り に 多く の 新しい 刺激 
が 押し 寄せ , アカ デミ ッ ク な 東 縛 を 破っ て 猛烈 な 勢い で 発展 し つつ あっ 
た だ. いっ た ん レッ テル を 貼ら れ た 芸術 家 は , よ ほど 奇抜 な こと で も し な い 
FRO, 気まぐれ な パリ っ 子 た ち は 従 来 の 見 方 を 変え て くれ な か っ た . 

し か し , ミ ュ シ ャ は 本 気 で 挑戦 する つも り は な か っ た . 役 の 中 で ゆっ くり 
熟し つつ あっ た 考え は , アカ デミ ッ ク な 絵画 の 古典 的 理想 と 象徴 主義 か 
ら 生 まれ て いた ャ を この 考え に 到 ら せ た の は 間違い な く あ の パリ 
だ が , し か し パリ は 外国 に つい て の 情報 は 十分 で は な か っ た . こ れ は 典 
型 的 な 二 律 背 反 で ある . と いう の は , ミ ュ シャ が 持論 を 考え 抜い て 実現 
すれ ば する ほど , パ リ が 自分 に 期待 し て いる こと か ら か け 離 れ て し まう か 
らち で ある . 役 は パリ の 人 々 が ボ へ ミア に つい て , そ し て スラ ヴ 民 族 の 歴 
史 に つい て さえ , いか に 何 も 知ら な いか と いう こと も 経験 を 通し て 実感 し 
て いた . そ こ で 純粋 な 利他 主義 に 導 か れ て , 彼 は 自分 の 才能 や 名 声 
を 祖国 と スラ ヴ 民 族 の 栄光 を 広め る こと に 利用 し た いと 思っ た . ボ スニ 
ア 館 の た め の 仕事 は , モニ ュ メン タル な 作品 へ の 意欲 を 引き 起 し , そ の 
よう な 偉業 を 達成 で きる と いう 確信 を 与え た . 彼 は この 企画 に 残り の 人 
生 を 喜ん で 捧げ た いと 思っ た が 金銭 的 な 保証 な し に は 不可 能 な こと 
だ と 分 っ て いた . 装飾 関係 の 仕事 の 注文 を 受け れ ば , 邪魔 され ず に 仕 
事 が で きる だ け の お 金 は すぐ に で きる と 判断 し た 。 し か し 間もなく , BO 
「 イ メー ジ 」 の 一 部 で あっ た 生活 様式 は あま り に も ぜいたく で あり , それ 











バリ の 装 艇 店 アー タ の 店 正面 
‘The facade of the Boutique Fouquet, 


を 制限 し た り 変え た りす る に は 馴れ すぎ て し まっ て いる こと が 明らか に 
な っ た . だ か ら 1904 年 に ミュ シャ は アメ リカ へ の 招待 を 受け 入れ た の だ っ 
de. 
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Around 1900 Mucha was at the height of his fame, honoured and 
imitated. Why did he suddenly change his style and, in the course of 
a few years, desert all the contacts he had gained to set out for the United 
States and try his luck as a portrait painter? 

This is undoubtedly connected with the atmosphere surrounding) 
the World Exhibition of 1900. Being entrusted with a higher mission, 
Mucha felt the possibility of discarding the work that was no longeras 
satisfying to him as it had been at first. At that time he was in contact 
with a number of important thinkers and he dabbled in occultism. 
Suddenly he felt the need to put the popularity of his work at the service 
of an Idea. In an intemational context he tried this with his Le Pater 
to decorate the pavilion of the southem Slavs at the 1900 

bition ignited his ever-present patriotism. It was Mucha’s wish to) 
make use of the influence and experience he had gained in the service | 
of his own nation and Slavdom. He was not sure of his way to theendol | 
his life, though he did not let this be known. He was, however, al) 
obstinate Czech and he persevered on the path he had set for himself | 
And so he slowly moved away from the means of expression that wer | 
most his own, in favour of symbols overburdened with messages. He was 
certainly feeling then, as did many others, that the creative phase of At 
Nouveau was fading and that new paths must be sought. In contrast 
those who understood the development correctly, Mucha did not seek 
а new expression for new ideas, but tried to gain a new market for his | 
well-tried expressions and fixed ideas. That was where he made his | 
mistake, the tragedy of which is in direct proportion to the кй 








his intentions. 

It was the poster that laid the foundation for Mucha's fame, though | 
the artist himself attached much greater importance to his other wos, 
and it is posters that spread that fame today. There are great differences 
between them, and there are two main types, which took their definitie 
form between 1895-1897, and with which Mucha contributed creative 
ly to the development of this genre. 

The first is characterized by the tall format. It relied on the effect d| 
the standing figure surrounded by attributes. It is based on the postes 
for Sarah Bemhardt. The second, smaller in size with the ratio ofthe 
sides 3:2, excels mainly through the decorative effect of the wavy in, 
inspired by the realistic detail of the hair, flowers, or the draperies Í 
usually does not bear other meanings. 

Mucha's contribution did not lie in his composition, or the novelty 
content, but in the lightness with which he knew how to make wel 
ornament and in the exact consideration of its effect. In his posters and 
other decorative works Mucha brought to perfection the omamen 
composed of flowers, bodies, and hair, which was one of the fund 
mental categories of Art Nouveau. Paris, in the years 1895-1900, wasi 
able to appreciate this. It was a period that preferred just such a talentas 
Mucha's, and its passing is connected with the decline of the impo 
tance of Mucha's work. The artist who, on the basis of his posters, 
the chance to influence the development of jewels, interior decorain 
and many other components of the art industry, helped to create the ie 
of his times. He did so gladly, with the knowledge that in this vay ë 
was serving the widest circle of people. He saw his own path, however 
creative painting, to which he then decided to devote the remain 
years of his life. 

The time had not yet come, however, for him to devote hime! 
entirely to this work. He had a number of obligations and duties 
himself recalls in several published memoirs and in a numberof pi 
letters that it was in 1900, when he reached the age of forty, ath 
decided “to devote the second half of my life's work to my own nali 
and to Slavdom". Like most of Mucha's memories, this too wasa cased 
poetic licence for the effort to extricate himself from the catego 
decorateur can be observed much earlier. Besides the illustrations 
Isée, which were done іп 1897, there is his work on the design fort 
Pavilion of Man for the World Exhibition of 1900, in Paris, 
entered a very interesting design to a competition for projects fort 
various pavilions. The beginnings of this design were sketched inal 
drawings and the plastic idea is shown in a small model that we Kî 


































































from a photograph. Marc Bascou dates the work as early as 1897. Mucha 
Wanted to create this pavilion as a kind of temple, but also as a graphic 
expression of the philosophy of the history of Man. His remarkable 
‘concept necessarily meant partnership with an architect, as the static 
de of the whole project would certainly have been a problem. The 
building comesponded to the artist's attempt to express higher 
thoughts, and if it had been built it would have become the key to 
Mucha's most basic dreams, ideas, and projects during the time of his 
fay in Paris around 1900. How much he had bound his life up with the 
project is told in a passage from a recently discovered private letter, one 
which Mucha wrote around 1906, to an unknown friend. He wrote that 
had promised his mistress of the time — Berthe de Lalande— that he 
vuld many her if this plan was realized. The pavillion, however, was 
not chosen for building and Mucha had to give up his work on the 

ect. Reminiscences of this project appear in his work, for instance in 
ithe scenery for the play Kassa, during his stay in the United States. The 
[фа of a Temple of Man, or better still a temple of the development of 
mankind, was later assimilated into the project for the Slav Epic. The 
Epic should also, according to his ideas, have been situated in 
kind of temple. 

‘The direct continuation of these projects is in the realm of illustra- 
tion, notably Mucha's Le Pater. This started to come into being 
at roughly the same time as the project for the Pavilion of Man and 
shows the same striving to shake off the decorateur's fame. To every 

erse of the prayer Mucha adds page of his own commentary with a full- 
[рге illustration. It is interesting how unhomogeneous this splendidly 
d publication is. It clearly shows the crossroads at which Mucha 
bund himself just before 1900. In the frame of the prayer and the 

anying text we meet Mucha — the master of omament and an 
whose graphic sensitivity places such beautiful lines on the 
ce of the page. The full-page drawing and the contents of the 
anying commentary reveal the future trend of the Mucha who 
ould be attempting to elevate mankind. This was noticed even by his 
itemporaries, and it is typical that any criticism which came out after 
the publication of the book (1899) was directed mostly to the full-page 
jstrations. For us Le Pater demonstrates that even before 1900 
was seeking for both his own vital philosophy and a way to 
express his own graphic speech in the sphere of “high art”, that is in 
pure painting and sculpture. He was convinced that that was where his 
tribution to art would be the greatest and he began to do everything 
could to bring it about. 
How mistaken this idea of his was is shown by one of the most 
and most beautiful of Mucha's achievements — the interior 
the facade of Fouquet's jewellery shop in the smart Paris street Rue 
He accomplished this in 1901, but the plans for it were certainly 
We can assume from the luxurious splendour and the labour 
in the interior decorations that their production required at 
а year. Mucha had cooperated with the famous jewellers even. 
1900. The results of this cooperation were shown and evoked 
great response at the World Exhibition of 1900. For the Exhibition, 
i created a beautiful collection of jewels according to Mucha's 
a collection which found many admirers while evoking some 











too. 

Like his posters, Mucha's jewels are effective mainly because of their 
amament and exotic style, which the Paris of that day felt to be 
itine”. Fouquet's jewels designed by Mucha were beautifully 
and difficult to wear. They were rather jewels for exotic 
for mysterious and enigmatic women. But more than any- 
hing else they were theatrical jewels. That fateful bond with the theatre 
hat runs through the whole of Mucha's life here again flared up in the 
ll urgency of the artist’s fantasies — fantasies which are not of this 
eryday world. Yet on the other hand, the world of the theatre, the 
orid of gilt and pretending, was for Mucha the prototype of what he 
arded against in life. Here we encounter the contradiction which 
as the whole of Mucha's life and work — an attempt to escape from 
he theatre by using the theatre itself. 

Around 1900, the project Boutique Fouquet was bom from Mucha's 
eration. The magnificently furnished shop made use of every 
lity afforded by the highly developed arts and crafts production of 

is Precious woods, bronze, copper, glass and painting on glass, 


water and fire, all these were used with selective taste and clear idea to 
transform the area of the shop into a plastic composition with the theme 
of mysterious beauty. A fountain with a statue ofa woman is reflected in 
a mirror that at the same time catches the flickering of the fire of a 
goldsmith's furnace burning behind a wall that consists of a statue of 
a peacock and a Japanese-style window. We find round tables and glass 
show cases, armchairs and chairs reminiscent rather of royal thrones, 
a wonderful mosaic floor and a ceiling decorated with sculptures. In 
front of the shop entrance there is larger than life-sized relief ofa female 
figure in the style of the famous panels, and over the shop windows 
panes of glass with women's heads. What caught the attention here 
were not only the beautiful details and the external grandeur, but the 
remarkable unity, the purity and plasticity of the whole. I consider this 
interior as one of the summits of Mucha's creative power, and the partial 
reconstruction at the collective exhibition in 1980 (Paris, Darmstadt, 
Prague) has confirmed my opinion. 

In Boutique Fouquet, Mucha's decorative ability was linked with his 
imagination, balancing purpose and form, and the graphic language 
chosen was in harmony with the importance of the project. Unfortu- 
nately it was Mucha’s only complete achievement in this sphere and, in 
its way, it was Mucha's farewell to work in the field of decorative art. 
Nevertheless it shows that a great spatial and sculptural talent 
slumbered unused within him. Proof of this are several statues that he 
made, partly for Fouquet's jewellery shop and also for the World Exhibi- 
tion of 1900, as in the case of the statue La Nature. Some of these 
statues are signed A. Seysses, and with most of them we assume the 
cooperation of an experienced sculptor. 

‘Two further sketches again confirm Mucha's remarkable sculptural 
talent. A | for a monument to the French historian Jules 
Michelet (1798-1874), which is today in the- Paris Musée d'Orsay, 
represents a work of unusual plastic elegance, and its realization. 
promised an Art Nouveau memorial of unconventional style. A study for 
an allegorical statue (the property of the National: Gallery in Prague) 
which was probably intended for the decoration of the dome of the 
Pavilion of Man is, as opposed to the plan for Michelet's memorial, much 
less tied to Art Nouveau morphology and shows rather a connection 
with Rodin. Mucha was bound to this sculptor by many years of friend- 
ship, and it was with his help that the only known statuette by Mucha, 
Seated Girl, (height 27 cm) was cast. Work for the World Exhibition of 
1900 in Paris took Mucha away from his sculptural work and the decora- 
tion of interiors. The whole world was preparing for the Exhibition, 
which was to be a dignified leave-taking of the past century and espe- 
cially a joyful entry into the century that was beginning. Besides 
cooperating in a number of exhibition pavilions, doing posters for the 
Austro-Hungarian railways, and a design for the cover of the catalogue, 
which was later used on the invitation to the Exhibition, Mucha was 
also entrusted with the interior decoration of the Bosnia-Herzegovina 
Pavilion. Mucha decorated the architecturally dull interior of the 
pavilion, дп the facade of which was a large view of Sarajevo by the 
Viennese painter A. Kaufmann, with three friezes of paintings. The 
lowest one was a narrow belt of flowers in bluish-green with golden 
stars, a classic example of Mucha’s decorative mastery. Above this was 
a belt some 250 cm. high portraying twelve scenes from the history of 
Bosnia in chronological order. Over Kaufman's view of Sarajevo there 
was in this belt the allegorical scene Bosnia Offers the Products of Her 
Country for the Exhibition. The highest stripe, just under the glass 
roof, showed scenes from Bosnian legends in a kind of omamental 
arcade. All the scenes of this last frieze were sunk in a bluish, fairy-tale 
twilight. The two statues in the omamental niches on either side of the 
view of Sarajevo — the Lace-Maker and the Embroidress — were also, 
according to a testimony of the time, designed by Mucha. 

A photograph of the interior of the Bosnian pavilion, which has not 
been preserved, shows an area overfilled with decoration, the effect of 
which seems chaotic to our eyes. Mucha evidently had no chance, as 
he had in the Boutique Fouquet, of influencing the whole concept of 
the area, and so he devoted all the more effort to his own share in the 
decoration of the pavilion. The work on the friezes was, on the one 
hand, a recapitulation of the skill and routine gained over the previous 
years; on the other hand, it is just here that Mucha’s future path begins 
with all the components of his later striving. The flower frieze with its 
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certainty of drawing shows that Mucha justifiably held the reputation as 
one of the best decorateurs of the Paris of the day. The scenes from the 
Bosnian legends, shrouded in blue moonshine, stand at the beginning 
ofa brief but important period in Mucha’s work when, in the course of 
two years (1900-1902), he made a group of mysterious, strange pastels. 
And finally, the central band is one of the first of the line of pictures 
leading to the birth of the Slav Epic. 

‘The fact that around 1900 it was not quite clear which way Mucha 
would go can be seen in a group of pastels and charcoal drawings which 
betray that it was within the painter’s possibilities to find an expression 
that would far better correspond to the time in which he lived. These 
pastels are not so surprising as part of Mucha's work as would appear at 
first sight. If we return to the time of his training in Munich, we find 
a group of Faustian scenes whose special atmosphere and free style of 
drawing indicate a bud of the expression that Mucha developed around 
1900. He was in the habit of preparing his important compositions with 
soft charcoal or pastel sketches. He evidently wanted to establish the 
effects of light and the composition of the whole. In his search for his 
own expression, he already tried, around 1897, to express his thoughts 
їп a cycle of pastels which he was still working on in 1900. According to 
reports їп the contemporary press, Mucha wanted to submit The Seven 
Deadly Sins, a work that was “highly philosophical and social”, to the 
public for their judgement. “He showed in them miserable, naked 
mankind and exposed his secrets, his crimes, his physical and moral 
torments, which were bom of irrational passions, and resulted in his 
tragic fate.” 

It is strange that these pastels were never exhibited, either in those 
years or in following ones. We only know that in 1897, at the exhibition 
in the Salon des Cent, under catalogue numbers 445-447, there were 
pastel sketches for Pride, Envy and Laziness, that is, for three of the 
seven deadly sins. We do not know of any reproductions of them, nor the 
response they received from the public. The fact that they did not catch 
on at this exhibition. may have been one of the reasons why Mucha 
discarded this means of expression; however, at least fora few years he 
experimented with it. 

Around 1899, in connection with a detailed study of the history of 
the southem Slavs, Mucha was inspired by some melancholy fables and 
stories and created a number of works on tragic, heroic, ballad themes. 
Their contents simply called for the charcoal drawing technique. At this 
time too he made the pictures which were later exhibited under the title 
The Dregs of Society. They show that Mucha was sensitive to the reality 
around him and reacted to it with correspondingly deep expression. 
Unfortunately they remained a mere torso, not continued in later years. 

The Seven Deadly Sins, of which at least four were completed as 
pastel sketches, have disappeared and have not so far been recovered. 
Today all that remains of these drawings is a fragment indicating that 
‘Mucha had wanted to pursue a free, symbolically-toned style, in which 
the graphic component played an equal role with the contents. 

Mucha prepared himself in free pastel or charcoal sketches, showing 
the plastic and mainly the light qualities— even for his private drawings 
for decorative purposes — as can be seen from the drawings for china. 
and glass, or from the designs for windows. There is much excellent 
work among Mucha's pastels and charcoal drawings, and many of them 
speak in a way that, though conditioned by the times, is characteristic as 
well. We can divide them roughly into four groups. The first are portrait 
studies, and the technique of soft chalk and pastel is used to give the 
portrait a mysterious look and a deeper meaning. The second group are 
decorative designs, where the drawing carefully balances and values the 
quality of the light wandering over the surface of the objects or 
emanating from them. The third group is composed of pastels and 
charcoal drawings of historical or allegorical subjects. Here there is 
undoubtedly an attempt to shake off the decorative stereotype and pass 
from the precise drawings, drilled according to the Academy code, to 
summary, broadly conceived sketches'of mood. 

The most interesting from the point of view of development is the. 
fourth group, including drawings that we may generally characterize as 
socially critical. They originated, according to information from Mrs. 
Mucha, from close contact with the work of Henri de Toulouse-Lautrec. 
This painter belonged to the circle of the Salon des Cent and it is of no 
wonder that he knew him. They frequently exhibited together at 
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group exhibitions. After Lautrec's death (1901) Mucha became 
acquainted with his brother who made Toulouse-Lautrec's studio 
available for him to stay and work in. It seems that especially two 
drawings from the National Gallery 一 In a Coffee House (No.31.628) 
a Flirtation, (No.31.627) 一 are directly connected with Lautrec's 

The mystical tones of the subjects of some pictures in this group also 
allow a different hypothesis. Did they not perhaps originate in connec- 
tion with Mucha's project for the Pavilion of Man? If we look at the 
sketches that have been preserved of the facade and the side view, we 
find in the upper part of the facade a group of statues of the same spiri- 
tual content and the same form of expression. In such a magnificentand 
well-considered project as this pavilion, Mucha certainly did not omit 
the interior decoration. It seems to me that some works are closely 
connected with this strange project, which unfortunately never came 
into being. 

There are not more than 40 pastels in all of Mucha's known works 
from the period around 1900. Those that I have divided into four groups 
and found the most interesting by no means forma complete evolution. 
Rather they give the impression of one taking a run up to some work, 
they reflect a smattering of ideas, which have been suddenly deserted. 
That too seems to point to a connection with the Pavilion of Man, the 
original form of which also remains isolated in Mucha's work. 

The painter did not continue on this road, and the only connection: 
where the influence of the pastels can be detected is in some oils or 
decorative designs for Mucha's friend, Maurice Berges, owner of a paper 
mill in Grenoble. In these pictures the technique of oils did not lend | 
itself to а free, sketch-like representation and the artist was discouraged 
from continuing. 

So Mucha’s production in pastels was confined to a short period 
around 1900, and was foretold by a few Faustian drawings from Munich 
and from the beginning of his stay in Paris. This group has remained as 
proof, in connection with Alphonse Mucha's later creative works, thatat 
a certain moment, when faced with a number of possibilities for his 
future path, he chose the road that was harder to follow, the road of great 
historical and allegorical compositions. | 

Elements of Mucha's later style began to penetrate his work here and | 
there right from 1897. They appeared in posters, in illustrations, and in | 
the decoration of the Bosnia and Herzegovina Pavilion at the World 
Exhibition in Paris. Paris had placed Mucha in the category of able 
decorateurs and was unwilling to change her opinion. She flooded him 
with orders of this kind which he could never bear to refuse. Mucha knew 
that he deserved his fame in this field, but he expected the public and 
the critics to notice his free creations as well. Gradually be began to 
realize that in Paris he would be unable to make a place for himselfin 
any other sphere. There were too many new impulses coming in, 
development was rushing forward and breaking all academic chains, and 
an artist who had once been placed would have had to come forward 
with something quite fantastic for the fickle Parisians to regard himany 
differently than before. 

‘Mucha, however, had no intention of a formal attack. The idea that 
was slowly to maturity within him was bom of the classic ideals 
of academic painting and of symbolism. It was undoubtedly again Paris 
and her not always well-informed relationships with other nations that 
brought Mucha to these thoughts. It is a typical, vital paradox, because 
by thinking through his opinions and putting them into practice, he 
distanced himself from what Paris expected of him, from his true forte. 
He felt from his own experience how little people in Paris knew about 
Bohemia and even about the history of the Slavs, and so— guided by the 
purest altruism 一 he wanted to make use of his name and his talent to 
spread the glory of his own nation and the Slavs. His work on the 
Bosnian pavilion awoke in him a longing to create a monumental work, 
and convinced him that he was capable of achieving such an aim. He 
was willing to devote the whole of the rest of his life to this project, but 
he knew he could not begin to do so without adequate financial security, 
He thought that by fulfilling decorative orders he would soon be able to 
make enough money to be able to work uninterruptedly. It soon became 
apparent, however, that the life style that was part of his “image” was too 
extravagant and too much of a habit for him to be able to restrict or 
change it. That is why, in 1904, he accepted an invitation to the United 
States. 
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Snake bracelet with a ring 





gold, enamel, opals, rubies and diamonds 
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サラ ・ ベ ルナ ー ル の 
蛇 形 プレ スレ ッ ト と 指輪 





Sarah Bemhardt’s Serpent Shaped 
Bracelet and Ring 


This bracelet and ring — done in the serpent 
motif — were designed by Mucha for the great 
actress, Sarah Bemhardt, and were produced by 
the period's best jeweler, George Fouquet. They 
are the most famous of Mucha's omaments. 

Opals, which are set in mosaic fashion in 
the center of the head, were a preferred material 
of Art Nouveau craftsmen. According to Jiří 
Mucha, the artist's son, this bracelet was drawn 
in the poster for the play Médée which Mucha 
designed for Sarah Bemhardt in 1898. It is said 
that the design of the bracelet wom on the left 
arm of Médée 一 ther role played by Sarah 
Bemhardt — pleased the actress who then 
commissioned the jeweler George Fouquet to 
create this bracelet and ring. Personal orna- 
ments done in the serpent motif can be seen 
among the artifacts of ancient Greece, Rome, 
Egypt, India, and etc., and it is possible that 

such items at the Paris World 
Exposition in 1889. 
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ラ ・ ナ チュ ー ル 
1899-19004 

プロ ンズ , アメジスト 
H.67 .5cm. 

La Nature 


bronze and amethyst 
Signed: Mucha 
Doi Collection [001] 


ララ < チュール 


シャ は ポス ター や グラ フィ ッ ク の 仕事 と 平行 
UC, 彫刻 や 宝石 細工 に も 手 を ひろ げ 7 
ャ が 彫刻 を 始め た の は , 1900 年 の パリ 万 国 博覧 
会 の 数 年 前 か らら し い .《 ラ ・ ナ チュ ー ル 》 の 名 前 
で 知ら れ て いる プロ ンズ の 胸像 は 。 その パリ 万 
博 の オー スト リア ビ 館 に 展示 され た 。 現在 まで に 4 
点 の プロ ンズ 像 の 原形 が 発見 され た が , そ れ ら 
は 部 分 的 に 微妙 な 差 が あり , 後 年 に な っ て か ら 

t bt Лны MY ES 
りな ど に は か な り の 違い が 見 られ る . eiiis YA 
きれ て いる プリ ュ ッ セル に ある 作品 が ,1900 年 の 
パリ 万 博 に 展示 され た 可能 性 が いち ば ん 高い 。 
他 の 3 点 は , ミュ ン ヘ ン と カー ルス ルー エ の 美術 
館 に ある も の と , ここ に 展示 され て いる 作品 で あ 
る 
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《 ラ ・ ナ チュ ー ル 》 の デザ イン の 源泉 と し て ル 
ー ヴ ル 美 術 館 に ある フラ ンチ ェ ス コ ・ ロ ー ラ ン の 
彫刻 作品 を あげ る 人 も いる が , ミュ シャ 自身 が 
1896 年 か ら 97 年 に か け て 制作 し た 「 ラ ・ プ リュ ム 』 
誌 の ポス ター《 黄 道 十 二 宮 ) の 女性 の 頭 部 に 発 
想 源 を 求め る こと も で きそう で ある . さらに , 宝飾 
店 フー ヶ の た め に 制作 し た 少女 の 胸像 に も 似 て 
いる . モ デル は 女優 の サラ ・ ベ ルナ ー ル か クレ オ ・ 
ド ・ メ ロー ド で ある , と いう 説 を 認め る 人 は 今日 で 
は あま り い な い . 

流れ る よう な 豊か な 髪 の 表現 と 宝石 類 で 飾ら 
れ た 装 飾 品 と の 結合 は , ミ ュ シ ャ の 装飾 家 と し て 
の 想像 力 を あま す と ころ な く 伝 えて いる . 








La Nature 

Along with posters and graphic work, 
Mucha also engaged in sculpture and the jew- 
elers craft. Mucha's first work in sculpture 
seems to have been several years before the 
1900 Paris World Exposition. The bronze bust 
known as La Nature was displayed at the Paris 
Exposition in the Austrian Pavilion. Up to the 
present, the original forms of four bronze fig- 
ures have been discovered; in part, there are 
subtle differences between them, and, in what 
appear to be later restorations, there are consi- 
derable differences in such places as crowns on 





the heads, earrings, and necklaces. There is a 
high possibility that the gilt work now in Brus- 
sels was exhibited at the 1900 Paris Exposition. 
Of the other three works, two are in museums 
in Munich and karlsruher, and one is on display 
at this exhibition. 

There are some who argue that the inspira- 
tion for the design of La Nature wasa sculpture 
by Francesco Lauran on display at the Louvre, 
but one can also look for the source of the con- 
ception in the head of the woman in the poster 
Zodiac, which Mucha himself did between 
1896 -1897 for the magazine La Plume. Fur- 
thermore, it is similar to the bust ofa young girl 
done for the Boutique of the Jeweler Fouquet. 
At the present time there are very few people 
who recognize the model as either the actress 
Sarah Bemhardt or Cléo de Mérode. 

‘The expression of abundant, flowing hair in 
combination with omaments decorated with a 
variety of jewels perfectly communicates 
Mucha's immaginative power as a decorator. 








Poster for Osterreich auf der Weltausstellung 


lithograph tinted with water colours 
‘Signed and dated lower left: Mucha 1900 
National Gallery in Prague [NG] 


162 
『20 世 紀 」 誌 の 表紙 の た め の 下 絵 








Design for the cover of the magazine 
Twentieth Century 

India ink drawing on paper 

Signed and dated lower right: Mucha 92 
Doi Collection [DOI] 


14 

メニ ュー の 下絵 
1900 年 
юж, же, ж 
27.3x11.2cm 








Design for a menu 


pencil drawing and water colours on paper 
Doi Collection [DOI] 
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141 136 
トパーズ , 連作 < 四 つ の 宝石 > より 


19005. amaton aer 
カラ ー・ リ トグラフ 


62.024. 50m CLIO 


Topaz, from The Four Precious Stones 


coloured lithograph 
Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


140 

ルピー, 連作 < 四 つ の 宝石 > より 
1900 年 

カラ ー ツ リト グラ フ 

62.0%24.5em 

Ruby, from The Four Precious Stones 


coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 
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アメ ジス ト 。 連 作 く 四 つ の 宝石 > より 
1900 年 

カラ ー・ リ トグラフ 

62.0X24.5cm 

Amethyst, from The Four Precious Stones 


coloured lithograph 
Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


138 

エメ ラル ド 。 連作 < 四 つ の 宝石 > より 
1900 年 

カラ ー リ トグラフ 

62.0%24.5em 

Emerald, from The Four Precious Stones 


coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


- 


CLOCHES 
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136 

アナ トー ル ・ フ ラン ス 著 

『 ク リオ 』 
(カル マン ・ レ ヴィ 。 パリ ) 


1900 年 
書籍 
22.0x16.5cm 


Anatole France, Clio 


book published by Calman-Levy, Paris 
Doi Collection [001] 
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『 ヴ ェ ル テル 』 の プロ グラ ム の 表紙 


1903 年 
リト グラ フ 
25.5X16.5cm 


Cover for the programme for a performance 
of the play Werther 

lithograph 

Signed lower left: Mucha | 
Doi Collection [DOI] 


135 

エミ ー ル ・ ジ ェ バ パー ル 著 

『 ク リス マス と 復活 祭 を 告げ る 鐘 』 
(H.EZ vb, パリ ) 


31.0x23.5cm 


Emile Gebhart, Cloches de Noel et de 
 Páques 

book published by H. Piazza et C", Paris 
Doi Collection [001] 
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写真 雑誌 の 表紙 の 下絵 
1903 

f 2. 





Design for the cover of a photographic 
magazine. 

pen and India ink drawing on paper 
Signed and dated lower right: Mucha 1903 
Doi Collection [DOI] 








156 
岸壁 の エリ カ の 花 ( 装 飾 パ ネル の 下絵 ) 
1901 年 


鉛筆 。 kE, 
52.0x34.0cm 


Design for the panel Heather from Coastal 
Cliffs 


pencil drawing, water colours on paper 
National Gallery in Prague [NG] 


157 

砂丘 の あざ み ( 装 飾 パネ ル の 下絵) 
1901 年 

鉛筆 。 жї, Ж 

52.0х34.0ст 


Design for the panel Thistle from Sand 
Dunes 


pencil drawing, water colours on paper 
National Gallery in Prague [NG] 


182 
秋 ( ア レゴ リー) 





ジイ ンク 。 AB, Ж 
70.0x45.0cm 


Autumn - an allegory 
brush and India ink drawing, water colours on 


paper 
Signed lower right: Mucha 
National Gallery in Prague [NG] 
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185 
FORE, 連作 < 


1902 年 
4 








The Evening Star, from The Four Stars 


pen and India ink drawing, water colours on 
paper 

Signed lower right: Mucha 

Jiti Mucha Collection [IM] 


186 
Hy. 連作 < 四 つの 星 > よ 











イン デ 7 
56.0x21.0cm 


The Moon, from The Four Stars 


pen and India ink drawing, water colours on 
Paper 

Signed lower left: Mucha 

Jii Mucha Collection [JM] 


161 


183 
明け の 明星 , 連作 < 四 つ の 星 > より 






イン ディ アン イン ク 。 RGM 
56.0x21.0cm 


The Moming Star, from The Four Stars 
pen and India ink drawing, water colours on 


paper 
Signed lower left: Mucha 
Jiti Mucha Collection [JM] 





The Pole Star, from The Four Stars. 

pen and India ink drawing, water colours on. 
paper 

Signed lower left: Mucha 

Jiti Mucha Collection [JM] 
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161 
踊り 子 の 習作 





AT), MK 
61.3X64.9cm 


Study of a Dancer 
charcoal drawing, pastel on paper 
National Gallery in Prague [NG] 





57.042. 0cm. 


Sarah Bernhardt as Princesse Loir 


pastel on paper 
Signed lower left: Mucha 
Wolfgang T. Swatek Collection [WIS] 
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195 187 
JEBIOISBICEHE 232 0v —л/ 裸婦 


(ルフ ェ ー ヴ ル = ユ ティ ル の 広告 パネ ル ) 1903 年 
1904 年 WE, DA 
カラ ー・ リ トグラフ 60.0x40.2cm 
72.0х53.0ст NE 
Sarah Bemhardt as Princesse Lointaine - oil on canvas 
publicity panel for Lefèvre - Utile Signed lower left: Mucha 
coloured lithograph Jiti Mucha Collection [JM] 
Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 19 
赤い コー ト 
1902 年 
油彩 カン バス 
64.848. 8cm 
Red Coat. 
oil on canvas 


Signed lower right: Mucha 
Jiti Mucha Collection [JM] 


188 


警 蔽 色 の 布 を まとっ た 裸婦 
1903 年 

油彩 カン パス 

97.5x51.0cm 





Nude with Pink Draperies 


oil on canvas 
‘Signed lower right: Mucha 
Jiti Mucha Collection [JM] 


150 

カー ネー ショ ン 
19014 

油彩 。 カ ン パ バス 
59.5x23.0cm 
Camation 

oil on canvas 


Signed and dated lower right: Mucha 1901 
Doi Collection [DOI] 


151 
160 d 
コン ポジ ショ ン の た め の 下 絵 1901 年 


油彩 。 カンパ バス 
1902 年 59.5z23.0qm 


жк, 
45.1x32.7cm Rose 
Design for a composition ой on canvas 


charcoal drawing on paper Signed and dated lower centre: Mucha 1901 
National Gallery in Prague [NG] Doi Collection [DOI] 


152 
& 


19014 
パス テル 
83.0%39.0em 


Winter 


pastel on paper 
Signed lower right: Mucha 
152 Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 
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fora window 
chalk drawing charcoal, pastel on paper 
Mucha Collection [JM] 


プサン 酒 ? の ポス ター の 下絵 





DNS U М 
T N DECORATIPS — Y. 


Gallery in Prague [NG] PAR A.M. MUCHA cz 











es 
& 


168 





ly of a Standing Girl for Documents 
lis 

and brown chalk drawing on paper 

lucha Collection [JM] 


資料 集 . の た め の 習 作 


jy for Documents décoratifs 


chalk drawing on paper 
Collection [001] 


た め の 習 作 
for Documents décoratifs 
lusor ie on ove @ AVANT-PROPOTE 


lower right: Mucha 
Gallery in Prague [NG] 
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166 

『 装 節 資 料 集 * の タイ トル ペー ジ 
1902 年 

銘 筆 。 イン ディ アン イン ク 、 紙 
50.8x33.4cm 

Title page for Documents décoratifs 


pencil drawing, pen and India ink on paper 
Jifi Mucha Collection [JM] 


168 
EMER IOR DORH 


Drawing for plate 12 in Documents 
décoratifs 

pencil drawing on paper 

Jiti Mucha Collection [JM] 


169 
『 装 飾 資料 集 』 図 19 の た め の 素描 


19024 
Sof, イン ディ アン イン ク , 白 の ハイ ライ ト 。 紙 
60.0x40:0cm 


Drawing for plate 19 in Documents 
décoratifs 
pencil drawing, pen and India ink with white on 





paper 
Jiti Mucha Collection [JM] 


167 
『 装 飾 資 料 集 』 図 8 の た め の 素 描 


1902 年 
Юй, インデ ィ ア ン イ ンク , 白 の ハイ ライ ト , Ж 
64.3543. dem 


Drawing for plate 8 in Documents décoratifs 
pencil drawing, pen and India ink with white on 
paper 

National Gallery in Prague [NG] 


170 

"PAPER 034007: DOR 
19024 

鉛筆 。 インディアン イン ク 。 白 の ハイ ライ ト 、 紙 
54.0x38.0cm 


Drawing for plate 34 in Documents 
décoratifs 

pencil drawing, pen and India ink with white on 
paper 

Jiti Mucha Collection [JM] 
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ТИРЕНЕ 045007: DDR 


1902 年 
BM, 4747742, Ж 
43.0%28, Ocm 


Drawing for plate 45 in Documents 
décoratifs 


pen and India ink drawing, pencil on paper 
Jiti Mucha Collection [JM] 


172 

『 装 飾 資料 集 』 図 47 の た め の 素 描 
1902 年 

イン ディ アン イン ク , 紙 

58.1%46.7ст 

Drawing for plate 47 іп Documents 
décoratifs 

pen and India ink drawing on paper 


Signed and dated lower right: Mucha 1902 
Jifi Mucha Collection [JM] 


173 
THEATER, 52049007: DDH 


1902 年 
dot, DMFT HE 
51.0%39.0cm 


Drawing for plate 49 in Documents 
décoratifs 

pencil draving with white on paper 
Jiti Mucha Collection [JM] 
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『 装 節 資 料 集 』 図 54 の た め の 素描 


1902 年 
ilit, イン ディ アン イン ク 。 紙 
50.0%39.Ocm 


Drawing for plate 54 in Documents 
décoratifs. 


pencil drawing, pen and India ink on paper 
National Gallery in Prague [NG] 
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「 装 飾 資料 集 』 図 61 の た め の 素 描 


1902 年 
鉛筆 。 白 の ハイ ライ ト , Ж 
52,239.0em 


Drawing for plate 61 in Documents 
décoratifs 

pencil drawing with white on paper. 
National Gallery in Prague [NG] 
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「 装 飾 資料 集 』 図 62 の た め の 素 描 Е | 
1902 年 1905 年 

鉛筆 、 白 の ハイ ライ ト 。 紙 書籍 

49.037. (cm 47.0x33.7cm 

Drawing for plate 62 in Documents Figures décoratives 

so аи book published by Librairie Centrale des 
pencil drawing with white on paper Beaux-Arts, Paris 

‘National Gallery in Prague (NG) Doi Collection [DOI] 

17 

ТЕЙИ БИШ. GAD DOR 

1902 年 

КД Волл, 紙 

53.342. 5em 


Drawing for plate 64 in Documents 
décoratifs 


pencil drawing with white on paper 
National Gallery in Prague [NG] 


178 
『 半 節 資料 集 : 較 67 の た め の 素描 


1902 年 
鉛筆 。 白 の ハイ ライ ト 。 紙 
60.0X40.0qm 


Drawing for plate 67 in Documents 
décoratifs 

pencil drawing with white on paper 
Jiti Mucha Collection [JM] 

179 

『 装 飾 資料 集 』 図 72 の た め の 素描 
1902 年 

鉛筆 、 白 の ハイ ライ ト , 紙 

52.0x39.0qm 

Drawing for plate 72 in Documents 
décoratifs 

pencil drawing with white on paper 
JiHí Mucha Collection [JM] 


180 


"SAORI 
(ゆり プ レ リ ー・ サ ント ラー ル ・ 
デ ・ ボ ザー ル 社 。 パリ) 





1902 年 / 

書籍 。( リ トグラフ) 

43.534. 0m 

Documents décoratifs 

lithograph 

book published by Librairie Centrale des 

Beaux-Arts, Paris 

Doi Collection [DOI] 

181 203 

「 装 師 資 料 集 』 の ポス ター 『 装 飾 人 物 集 』 図 11 の た め の 素 描 
1902 年 з 1905 年 

727 ME, HDMI, Ж 
10.0х40.5оп 62.2х41.9ст 

Poster for Documents décoratifs Drawing for plate 11 in Figures décoratiues 
lithograph pencil drawing with white on paper 
Signed centre: Mucha ‘National Gallery in Prague [NG] 


Jiti Mucha Collection [JM] 
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アメ リカ 時 代 





1904 年 の アメ リカ か ら の 招待 は この 国 へ の ミュ シャ の 最初 の 旅 と な り , 
彼 は 3 ヵ月 間 滞在 し た . ア メリ カ 清 在 中 ミュ シャ に つい て の 多く の 記事 
が 掲載 され た .1904 年 4 月 3 日 ,「 ニ ュー ヨー ク ・ ヘ ラル ド 」 紙 日曜 版 
は 「 ミ ュ シ ャ ー ポス ター 芸術 の プリ ンス 」 と 題し た 全 ペ ー ジ の 挿絵 入り 
記事 を 載せ て いる . ま た 同日 。「 ニ ュー ヨー ク ・ デ イリ ー・ ニ ュー ス 」 紙 は 2 
ペー ジ に わたる 記事 「 ミ ュ シ ャ ーー 世界 一 の 装飾 芸術 家 の ラ イフ * ワ ー 
ク 」 を 載せ て いる . こ れ ら の 記事 は , そ の 題名 が 物語 る よう に , ミュ シャ の 
アメ リカ 滞在 は 熱狂 的 に 歓迎 され , 社 交界 や クラ ブ へ の 招待 は 引き も 切 
ら な か っ た . そ の 頃 の ミュ シャ は まだ 英語 が よく で き な か っ た の で , フ ラン 
ス 語 や ドイ ツ 語 で 講演 し た . 社 交 面 で 彼 は 大 成功 を お さめ た が , そ の お 
か げ で 仕事 を する 時 間 が ほとん ど 残ら な か っ た 。 

最初 の アメ リカ 滞在 中 に , ミ ュ シ ャ は パト ロン で あっ た ロス チャ イル ド 男 
処 夫 人 の 親戚 の ウィ スマ ン 夫 人 の 肖像 画 を 描い た . ウ ィ ス マン 夫人 の 
肖像 画 の 進み 具合 を 見 に 行く の が , 社交 界 の ティ ー・ タ イム の 楽し み の 
ーー つ だ っ た だ. ミュシャ は また ニュ ー ヨ ー ク の カ ソ リ ッ ク 社 会 の た め に 「 聖 ヤ 
ン ・ ネ ポム ク 」 を 描い た (この 絵 は 東 66 番 街 に ある 同名 の 教会 の た め の 
DOTH), また, 修道 院 「 イ エス の 聖なる 心 」 の た め に 「 聖 母 」 を 描い 
た . フ ァ ー ピ レー 大 司教 の 実物 大 の 肖像 画 は , 着手 され た が 未完 成 の まま 
で 残っ て し まっ た ,1904 年 5 月 , ミュ シャ は パリ に 戻り , パリ で 溜っ た 仕事 
の 約束 を 果たそ うと し た . し か し , 内 心 は まぎれ も な く , アメ リカ に 住ま い 
を 移す つも り だ っ た . 1905 年 か ら ,。 ミ ュ シ ャ は ニュ ー ヨ ー ク の 女子 応用 デ 
ザイ ン 学 校 で 教 畔 を と り は じ め , 1906 年 か ら は フィ ラ デ ル フィ ア で も 講義 
を し た .1907 年 か ら 1910 年 まで シカ ゴ 美術 研究 所 の 客員 教授 で も あっ 
た 対 ュ シャ は 学生 た ちの 間 で と て も 人 気 が あ り , 彼 の 人 間 的 魅力 は 至 
る 所 で ファ ン を 集め た . 教授 料 の お か げ で 彼 は か な り の 生活 水準 を 保 
遼 き され た .1906 年 か ら ミ ュ シ ャ の 奏 も 一 緒 に アメ リカ で 暮らし た . ミ ュ シ ャ 
の 妻 は パリ 時 代 の 元 の 弟子 マル シュ カ ・ ヒ ティ ロ ヴァ ー で ある . 肖像 画 に 
つい て 言え ば , ミ ュ シ ャ は 将来 の 計画 を 経済 的 に 確か な も の に し よう と し 
て , ア メリ カ 滞 在 中 に 数 点 を 描い た が , う まく いか な か っ た . 金持ち の ア 
メリ カ 人 た ちの 肖像 を 描く うち に , 正 式 な 肖像 画 は 得意 で な いこ と が 明 
ら か に な っ た . 意 外 に も この 芸術 家 は , 生ま れ な が ら の 画家 で あり な が 
5, 肖像 画 に 失敗 し て し まっ た : 油彩 の 技術 は 彼 の 性 に は 合わ ず , 克服 
で き な い 多く の 問題 を も た らし た . ま た 。 肖像 画 は ミュ シャ を 歩も うと し た 
道 か ら 引き 離し た . ア メリ カ の 上 流 社会 に 紹介 され た こと で , ミ ュ シ ャ は 
必然 的 に 。 時 間 の か か る 社交 生活 に 巻き 込ま れ て いた そし て 社交 生 
活 を 避け よう と し た が , 社 交 生 活 の せい で , ミ ュ シ ャ は 当時 芸術 が 解決 
し よう と し て いた 本 当 の 問題 か ら 引き 離さ れ て し まっ た . 静か に 仕事 を 
する た め の 経済 的 保証 を 手 に 入れ よう と する 当然 の 理由 で ある と は い 
え , ミ ュ シ ャ は 再び 邪悪 な 社会 に つか まっ て し まっ た . LPL, その 時 で も 
な お ミュ シャ は , 自分 の 困難 が , 人 は 二 君 に 仕え る こと は で き な い , と いう 
事実 か ら 生じ て いる こと が わか ら な か っ た . そ し て ミュ シャ が 学ん だ 唯一 
の 教 市 は 技術 の 方 面 に お いて で あっ た . 以来 ミュ シャ は , 大 半 の 絵 を テ 
ン ペ ラ で 描い た . テ ン ペ ラ は 彼 の 性 向 に ずっ と 合っ て いた 

アメ リカ 滞在 中 , ミ ュ シ ャ は た い が い 装飾 的 な 性 格 の 注文 を 避け た 。 
し か し , こ の 点 に お いて さえ も , ミ ュ シ ャ は 徹底 し て いな か っ た . 最近 , ア 
メリ カ の 研究 者 アン ナド ヴォ ル ザ ー ク 女史 は (ミュ シャ の アメ リカ 滞在 に 
つい て の デー タ の 大 半 は 彼女 の 末 発 表 の 論文 「 ア ルフ ォ ン ス ・ ミ ュ シ ャ と 
アメ リカ の パト ロン た ちか ら 引 用 され て いる が ), 雑 誌 の 表紙 か ら シ カゴ 
に ある チェ コ 系 の 会 社 の ビタ ー・ ワ イン の 広告 に 至る まで , 多く の ミュ シャ 
に よる 作品 を 発見 し て いる . 実際 は これ より も っ と 多い は ず で ある . し か 
し , わ か っ て いる 限り で は , ミ ュ シ ャ の 装飾 作品 に 新しい 光 を 投げ か ける 
も の で は な いよ うに 思わ れる . バリ 時 代 に すでに 十分 試し た 装飾 モナー 
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_ 正確 な 詳細 を 求め , と の 連作 の 最初 の 3 ORA r oF ENR 





































フ が 使わ れ て お り , ポ スタ ー に は どこ か ミュ シャ の 軽やか な 筆致 が 
Tua, 
1908 年 , ミ ュ シ ャ は ニュ ー ヨ ー ク の ドイ ツ 劇 場 の 改築 に あたり , 装 
係 の 大 き な 注文 を 引き 受け た 。 マ ディ ソン 通り と 59 番 街 の 角 の か つて 9 
シノ ックス 学園 が バー ツ ・ ア ンド ・ タ ラン ト 社 に よっ て 劇場 に 生ま れ 変 本 
り , ミ ュ シャ は 装飾 全体 の 一 切 を 任 さ れ た . 両 脇 の 壁 と パル コニー の | 
客席 に も 同じ モチ ー フ を 用 いた 組 帳 の 縁 飾り の ほか に , ミ ュ シ ャ は Z ロ 
セ ニ ア ム ( 幕 の 前 で 舞台 を 囲む 額縁 状 の 枠 ) を 飾る 5 ROKER 
制作 し た . そ の うち で 最も 大 きい 「 美 の 探究 」 と いう 絵 は 舞 台 の 上 に 取り 
付け られ た . 現 在 こ の パネ ル は 見 つか っ て いな い . 当 時 の 写真 と プ 2 
国立 美術 館 に ある デッサン だ けが , こ の 絵 に つい て 伝え て いる , 舞 人 
両 脇 は 悲劇 を 象徴 する 二 つ の 縦長 の 大 き な パネ ル が 付け られ た が 語 
れ に つい て は 数 点 の 習作 か ら 知る の み で ある . こ の 装飾 に は , ア メリ) 
の 少女 と ドイ ツ の 少女 を 描い た 二 つ の 円 形 の 浮き 彫り が 有終の美 
え で いた. しかし, これ ら に つい て も 写真 か ら 知る の み で ある . ド 1 
場 の た め に ミュ シャ は また 。 数 点 の 舞台 装置 を 制作 し た が , こ の 措 
不 首尾 に 終っ た . た っ た '1 シー ズン だ け で 閉鎖 され た . こ の 建物 は 192 
年 に な る まで ボー ド ビ ル 劇 場 と し て 使わ れ , ZORRI MSN, Hii 
行方 不明 に な っ た 。 そし て ドイ ツ 劇 場 の た め の 仕事 に 関連 し て リリ 
ン ・ エ ウツ リス 女史 は , 1908 年 の 7 月 15 日 発行 の 「 ザ ・ ワ ー ル ドッ トゥ プア 人 
誌 に お いて ,「 ハ ー モ ニー」 と いう 大 作 に ふれ て いる . しかし, ЮМ 
コレ クシ ョ ン と し て 世に 出 た この 作品 が , 本 当 に ドイ ツ 劇 場 の た め に 人 
れ た も の で ある か どう か は 定か で は な い . 1910 年 の ミュ シャ の 手紙 に 
の 作品 の 取り 付け に つい て の 交渉 が 不 首尾 に 終っ た 証拠 が ある 。 
ミュ シャ の アメ リカ で の 最高 の 肖像 画 は , 現 在 プ ラ ハ 国 立 美術 人 
蔵 の 「 ス ラヴ ィ ア 」 で ある . こ の 作品 は , ミ ュ シャ の 後期 の スポ ン サ ー と 六 
る チャ ー ル ズ ・R・ ク レイ ン の 娘 の 一 人 , ジョ セ フ ィ ン ・ ク レイ ン ・ プ ラド レニ 
を 描い た も の で ある . こ こ で ミュ シャ は 再び , 自分 の 最良 の 資質 —KE 
美 を と ら え る 能力 と 画面 全体 の 完璧 な 装飾 の 構想 を 伝え る 能力 を 結 
させ て 有機 的 な 統一 体 を 作っ て いる . 
アメ リカ で の 総 収 入 は , 教職 に よる 収入 と 合わ せ て も , zv Y ORE. 
の 計画 を 賭 う に 足る だ け の 額 を 貯め る に は 不 十分 だ っ た . ミュシャ は お 
や くそ れ に 気がつく と , パト ロン を 探し 始め た . ス ラヴ 民族 を た た え 3 財 
作 の 構想 は , そ の 間 に 最 初 の 着想 か ら 具体 的 な イメ ー ジ へ と 部 し て 敵 
つた 。 ア ルフ ォ ン ス ・ ミ ュ シ ャ は この 連作 の 構想 に すっ か り と りつ か れ て | 
まっ た . ミ ュ シ ャ は 既に この 連作 20 点 の キャ ン バ ス を 想定 し , キ ャ ン /6 
の だ いた い の 寸法 (6 X 8 m) ま で 見 込ん で いた . LOL, E35 
大 な 仕事 に は , ミ ュ シャ が 作品 に 対し て 感じ る 資 任 の ほか に 相当 な 獲 
金 が 必要 だ っ た . 幸 いな こと に , ミュ シャ は 最初 の アメ リカ 滞在 中 に 9 
ゴゴ の 百 万 長者 , チ ャ ー ル ズ ・ ク レイ ン 氏 (1858 一 1939 年 ) と 知り 合っ た 較 
の 和 人物 は スラ ヴ ツ 系 社交 界 と の 付き 合い に よっ て 知ら れ て いた . ア メリ 用 
滞在 中 に , は 彼 の 二 人 の 娘 の 肖像 画 (上 記 の ジョ セ フ ィ ン の 削 
像 画 , お よび フラ ン シ ス ・ レ ザビ ー の あま り 出 来 映え の よく な い 肖 像 置 











な く 見 た . 1909 年 の クリ スマ ス に 彼 は ポ へ ミア に 電報 を 打ち , こ の 企 計 当 


「 ス ラヴ 叙事詩 」 に 関す る 仕事 に 着手 し た 。 








ER 
Nach teaching at an art school in New York 





+ DLAI QUUD DLS 
Mocha with his wife Maruska in his studio in New York. Behind them is the series 
The Beatitudes 
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This was Mucha's first visit to the USA and it lasted three months. 
While he was there a number of articles were published about him, and 
on April 3, 1904, a Sunday supplement of the New York Herald carried 
a full-page illustrated article entitled “Mucha , Prince of Poster Artists”. 
On the same day, the New York Daily News came out with a two-page 
article “Mucha, the Life Work of the Greatest Decorative Artist in the 
World". The articles, as can be seen from their titles, greeted Mucha's 
stay in the USA with enthusiasm, and the invitations to societies and to 
clubs were endless. At that time Mucha did not yet know much English, 
so he gave his lectures in French or German. His social success was 
soaring, but left him little time for work. During his first visit he painted 
a portrait of Mrs. Wissman, a relation of Mucha's patroness, the 
Baroness de Rothschild. One of the social pleasures of tea time was 
visiting to see how the painting of Mrs. Wissman's portrait was getting. 
along. He also painted the picture Saint John Nepomuk for the Catholic 
community in New York (for the church of that saint on East 66th 
Street), and a Madonna for the Convent of the Sacred Heart of Jesus. 
A lifesize portrait of Archbishop Farley was begun but remained un- 
finished. In May 1904, Mucha retumed to Paris and his many work 
obligations, certain that he intended to move to the USA. From 1905, 
Mucha taught at the New York School of Applied Design for Women, and 
from 1906, he also lectured in Philadelphia. From 1907-1910, he was 
a visiting professor at the Art Institute of Chicago. He was very popular 
with his students and his personal charm won him well-wishers every- 
where. The income from teaching ensured him a good standard of 
living. From 1906, his wife also lived with him in the USA; she was 
a former pupil from Paris, Marie Chytilová. As for portraits, although he 
painted several during his stay in America, meaning to secure his future 
plans financially, he was unsuccessful. It became clear during his 
painting of rich Americans that the official portrait was not Mucha's 
forte. Here, strangely enough, this artist, essentially a painter, failed. 
The technique of oils was quite foreign to his temperament, and it 
brought him a number of problems that he did not succeed in over- 
coming. Furthermore, portrait-painting took him away from the path he 
had set upon. His introduction to American high society necessarily 
threw him into a time-consuming social life, which he wanted to avoid, 
and which isolated him from the real problems that art was trying to 
solve at that time. He was again caught in a vicious circle conditioned by 
the understandable effort to find financial security for calm creation. Not 
even then, however, did Mucha realise that his difficulties sprang from 
the fact that one cannot serve two masters, and the only lesson he 
leamed was in the sphere of technique. In the future he painted most of 
his pictures in tempera, which was much closer to his natural 
inclinations. 

During his stay in America he mostly avoided orders of a decorative 
nature. Yet even here he was not consistent. Recently the American 
researcher, Mrs. Anna Dvořák (most facts about Mucha's stay in America 
are taken from her unpublished article “Alphonse Mucha and American 
Patronage”), has discovered a number of Mucha's works, from the 
covers of magazines to advertisements for bitter wine made by a Czech 
firm in Chicago. There certainly must have been more of them, but it 
seems, on the basis of those we know today, that they throw no new 
light on Mucha's decorative work. Decorative elements which had 
already been tried out in Paris were used, and the posters lack some- 
thing of Mucha's light touch. 

In 1908, Mucha took on a large order for the decoration of the 
German Theatre in New York which was then being rebuilt. The former 
Lennox Lyceum, standing on the comer of Madison Avenue and 59th 
Street, was renovated by the firm Herts and Tallant for the theatre and 
Mucha was responsibile for the unity of the whole decoration. Besides. 
the decorative borders of the curtain, the motif of which was repeated in 
the decoration of the side walls and the gallery, Mucha did the five large 
paintings decorating the proscenium. The largest of them, called The 
Quest for Beauty, was placed over the stage. So far this panel has not 
been found. Only contemporary photographs and a drawing in the 
possession of the National Gallery in Prague can tell us anything about 
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it. At the sides of the stage there were two tall panels symbolizing 
Comedy and Tragedy, for which we have only a few preparatory studies. 
The decoration was rounded off by two circular medallions representing 
an American girl and a German girl; these too we know only from photo- 
graphs. The German Theatre, for which Mucha also did several sets of 
scenery, was closed aftera single unsuccessful season. The building was 
used until 1929, as a Vaudeville theatre, and it was then pulled down, 
and its decoration was lost. In connection with the work for the German 
‘Theatre, Lilian I. Hamis has referred to (The World Today 15. ҮП, 1908) 
a lange composition called Harmony, It is not quite certain, however, 
that this work, which recently appeared in the Doi Collection, was really 
intended for the German Theatre. There is evidence їп Mucha's cor- 
respondence, as late as 1910, of unsuccessful negotiations on the 
placing of this picture. 

His best American portrait remains the picture called Slavia, which 
is now in the possession of the National Gallery in Prague. The portrait 
is of Josephine Crane Bradley, one of the daughters of Mucha's patron 
Charles R. Crane. Here, once again, he linked his greatest qualities into 
an organic whole — the ability to capture feminine beauty and to convey 
a perfect decorative conception of the whole area of the picture. 

All of his American orders, together with his teaching fees, were not 
enough for Mucha to be able to save a sufficient amount to finance his 
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future project. When he finally realised this, he started to hunt for 
a patron. The idea of a cycle of pictures to celebrate Slavdom had, inthe 
meantime, ripened from an initial idea to a concrete image. Alphonse 
Mucha became completely obsessed with his vision of the cycle. He 
already knew that it would have twenty canvases, with their approx 

being 6x8 metres. Such a grandiose task, with the 

ty he felt for the work, required a considerable sum of 
money. Luckily enough, during his first visit to the USA, Mucha had 
become acquainted with a Chicago millionaire, Mr. Charles Richard 
Crane (1858-1939), who was well known for his relationship with Slav 
circles. While in the USA, Mucha painted portraits of both of Cranes 
daughters (a not very successful portrait of Frances Leathebee and the 
above-mentioned portrait of Josephine), and he made use of his frequent 
contacts with Mr. Crane on these occasions to describe to him hisideaoi 
a kind of temple to Slavdom decorated with the Slav Epic. Mr. Crane 
evidently asked for more exact details, including a budget, and he 
certainly saw the three oil sketches of the first canvases of the cycle. AL 
Christmas, 1909, he sent a telegram to Bohemia promising to be the 
financial backer of the whole project. In 1910, after a long search, 
Mucha found a studio and a home in Zbiroh Castle, and began his 
concentrated work on the Slav Epic, a project which took him seven! 


の 肖像 


HE 
旧 の ハイ ライ ト 。 紙 
17.0cm 
їзїї of Berthe de Lalande 
gi drawing with white on paper 
el lower right: Mucha 
T. Swatek Collection [WTS] 


Emory of Ivančice 


di chalk and pastel drawing on paper 
d and dated lower left: Mucha Pairs 
öce, Bmo Country Museum [MBVI] 
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1903-4% 





270.0x338.0m 


Umiroff Mirror 


oil on canvas 
Signed right side: Mucha 
Doi Collection [DOI] 
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136.0x438.0cm 


Hamony 


oil on canvas 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [001] 


222A 
ハー モニ 


1908 年 
RAFN, ME 
72.2x155.0cm 





の た め の 習 作 


Study for Harmony 


pastel on paper 
Doi Collection [DOI] 
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一: 





1908 年 ,。 ミ ュ シ ャ は ニュ ー ヨ ー ク の 中 心 に ある 
ドイ ツ 劇 場 の 新しい 建物 の 装飾 を 依頼 きれ た 。 
彼 は 生命 の 讃歌 」 を 象徴 する この 絵 を ドイ ツ 劇 
場 の 幕 に 使用 する 目的 で 描い た が , ド イツ 劇場 
で は 使わ れ な か っ た . その 後 , シ カゴ の ホテ ル ・ 
ラサ ー ル に 展示 する 予定 で あっ た が , こ の ホテ 
ル の 建築 が 中 止 に な り , そ れ 以 来 75 年 間 カ ン 
バス の まま 巻い て 倉庫 に 保管 され て いた 。 

この 年 。 ド イツ 劇場 の 装飾 の た め の 下 絵 「 
劇 」,「 悲 劇 」,「 美 の 誕生 」 な ど を 発表 する . アメ 
リカ 時 代 の 一 連 の 作品 は , 1910 年 か ら 制 作 に 入 
っ た 祖国 チェ コス ロバ キア の た め の 連 作 『 ス ラ 
ヴ 叙 事 詩 』 に 影響 を 与え た . 








Hamony 


In 1908, Alphonse Mucha was commis 
sioned to decorate the German Theatre in 
midtown New York. Mucha drew this picture, 
which was to be a “paean to life”, with the 
intention of using it for the curtain at the 
German Theatre. The work was not used at the 
German Theatre, however, and it was decided 
to exhibit it at the Hotel LaSalle in Chicago, 
Construction of the hotel was stopped, how- 
ever, and for the next seventy-five years the 
canvas was rolled and stored in a warehouse, 

‘This year the sketches Mucha did for the 
decoration of the German Theatre, such as 
Comedy, Tragedy, and The Birth of Beauty, 
were shown to the public. This series of works 
from his American period went into production 
from 1910, and exerted an influence on the 
twenty canvases of the Slav Epic which he did 
for his motherland, Czechoslovakia. 





200 
百合 の 中 の 聖母 


1905 年 

テン ペラ , カン バズ 
239.5x172.8cm 

The Madonna in Lilies 
tempera on canvas 
Signed lower left: Mucha 
Jiti Mucha Collection [JM] 
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クオ ・ ヴ ァ デ ィ ス 

1904 年 

油彩 。 カ ン パ バス 

229.0x210.0m 

Quo Vadis 

oil on canvas 

Signed and dated lower right: Mucha 1904 
Doi Collection [DOI] 


クオ ・ ヴ ァ デ ィ ス 


1277742107 — i, —- X$ 
賞 を 受賞 し た ポー ラン ド の 作家 シェ ン キ ェ ヴ 人 
チ の 同名 の 小説 か ら 取 られ て いる 、 

ミュ シャ の 「 ク オ ・ ヴ ァ ヂ ィ ス 」』 は , 7 20288 
中 に 仕上 げ ら れ た が , 行 方 不明 に な っ て い 誠 
1980 年 に シカ ゴ で 発見 され た と き , 絵 は 巻い た 
まま 折り た た まれ て いた らし く 折 目 の と ころ で 用 
け て いた . シ カゴ ・ ア ー ト ・ イ ンス ティ チュ ニート で 
修復 され た が , 今回 の 展覧 会 の た め に 日 本 で | 
より 完全 に 修復 きれ た 。 

1903 年 頃 か ら ミュ シャ の 日 記 の 中 に シェ ツキ 
ェ ヴ ィ ッ チ の 名 前 が あら われ 「 ク オ ・ ヴ ァ デ ?2| 
に 取り 組む と いう 記述 が み ら れ る . ミ ュ シャ の 泊 
彩 画 は 小説 の 最初 の 章 か ら 取 られ て いる は 3 
ある . ギリ シャ 思想 を 体現 する ペトロ ニウス 5. 
ころ に , 彼 の 姉 の 子 ヴ ィ ニ キ ウ ス が 訪問 する 電 
面 で ある . 小 アジ ア の 戦争 か ら 戻っ た ば か り 9 
ヴィ ニキ ウス は , ロー マ に 破れ た リ ギ イ 族 の 美 し 
い 娘 リ ギ ア に 恋 を し た こと を 叔父 に 話す の で あぁ 
る . リ ギア は キリ スト 教 信者 で , 彼 も や が て J え 
ト 教 の 愛 の 教え を 理解 する よう に な る . し か 
時 代 は ロー マ 皇 帝 ネ ロ の 治世 。 キ リス ト 教 人 
害 が 激しく 行わ れ て いた . 使徒 ぺ テロ は ヴィ = 
キ ウ ス や リ ギ ア な どの 勧め で カン パニ ア の 平 
に 向け て アッ ピア 国道 を 立ち 去る 途中 , キ 中 
の 姿 を 光 の な か に 認め , こ うつ ぶ や く の で ある | 
「 タ オ ・ グ ァ ディ ス ・ ド ミニ ( 主 よ , 何 処 に 行き 昌 
By. Tay elc ORE MALOU OMOEA 
が あっ た . 『 ク オ ・ ヴ ァ デ ィ ス 』 と は , ミュ シャ 自身 
つぶ や きだ っ た の か も し れ な い . 








Quo Vadis 

‘The theme of Quo Vadis was taken fromthe 
novel of the same name by the Polish Nobel 
Laureate in Literature, Sienkiewicz. 

Mucha's Quo Vadis was completed шщ 
his stay in America, but was then lost. When it 
was found in Chicago in 1980, the picture vas 
tom along creases where it seemed to law 
been folded and bound. The picture was once, 
restored by the Chicago Art Institute; however, 


ithas been more completely restored in Japan 
farthe present exhibition, 

Beginning around 1903, Sienkewi 
name began appearing in Mucha's diary along 
with descriptions drawn from Quo Vadis Sien- 
levicz published Quo Vadis in 1895. Mucha's 
dil painting seems to have been drawn from the 
fist chapter of the novel. It is the scene where 
Petronius 一 who is the embodiment of Greek 


thought — is visited by his elder sister’s child, 

icius who had just retumed from the wars in 
Asia Minor and told his uncle of his love for 
Lygia the beautiful daughter of a King who had 
been defeated by Rome. Lygia was a Christian 
and, in the course of time, Vinicius also came to 
understand the Christian teaching about love. 
‘That era, however, was under the rule of the 
Roman Emperor Nero. There was a violent 


persecution of Christians. On the advice of 
Vinicius and Lygia, the Apostle Peter left for the 
Plains of Campania and, while traveling along 
the Appian Way, he recognized the form of 
Christ within a light, and he murmured “ 
Vadis Domini” (“Lord, where are you going?”). 
Mucha, at that time, had many artistic worries. 
Perhaps he himself also murmured, “Quo 
Vadi “Where are you going?” 
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Jis been more completely restored in Japan 
the present exhibition. 

Beginning around 1903, Sienkewicz 

pe began appearing in Mucha's diary along 
В descriptions drawn from Quo Vadis Sien- 
ба published Quo Vadis in 1895. Mucha's 
iting seems to have been drawn from the. 
chapter of the novel. It is the scene where 
Eirius — who is the embodiment of Greek 


thought 一 is visited by his elder sister’ 

Vi is who had just returned from the wars in 
Asia Minor and told his uncle of his love for 
Lygia the beautiful daughter of a King who had 
been defeated by Rome. Lygia was a Christian 
and, in the course of time, Vinicius also came to 
understand the Christian teaching about love. 
‘That era, however, was under the rule of the 
Roman Emperor Nero. There was a violent 


persecution of Christians. On the advice of 
Vinicit d Lygia, the Apostle Peter left for the 
Plains of Campania and, while traveling along 
the Appian Way, he recognized the form of 
Christ within a light, and he murmured “Quo 
Vadis Domini” (“Lord, where are you going?”). 
Mucha, at that time, had many artistic womi 


Vadis" — “Where are you going?” 
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and tempera on canvas 
and dated lower left: Mucha 1908 
il Gallery in Prague [NG] 
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(17747 42, KE, Ж 
2. cm 


page for The Beatitudes (7 full-page 


ly's Magazine) 
India ink, water colours on paper 
lower right: Mucha 
Galley in Вто (MG) 


are the poor in spirit..." from The 


Colours and gouache on paper 
lower left: Mucha 
Gallery in Bmo [MG] 


supplement to the December issue of 
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GUB EO. 

"reis, (БПА) ある 者 …」 
1906 年 

水彩 。 グ ワッ シュ , 紙 

61.5X43.0cm 

“Blessed are the merciful...” from The 
Beatitudes 

water colours and gouache on paper 
Signed and dated lower right: Mucha 1906 
Moravian Gallery in Bmo [MG] 


214 


лр 
「 幸 福 な る か な , 心 の 清き 者 …」 


1906 年 
水彩 。 グ ワッ シュ 。 紙 
61.5x43.0cm 


“Blessed are the pure of heart...” from The 
Beatitudes 


water colours and gouache on paper 
Signed and dated lower left: Mucha 1906 
Moravian Gallery in Bmo [MG] 


215 
< 真 福 八 端 > よ り 「 幸 福 な る か な , KORDE 
責め られ た る 者 …」 


1906 年 
水彩 。 グ ワッ シュ 。 紙 
61.5X43.0cm 


“Blessed are they which are persecuted for 
righteousness sake...” from The Beatitudes 


water colours and gouache on paper 
Signed and dated lower left: Mucha 1906 
Moravian Gallery in Bmo [MG] 


216 
UR D&D 
「 幸 福 な る か な 。 柔和 な る 者 …」 


1906 年 
水彩 。 グ ワッ シュ 。 紙 
61.5X43.0cm 


“Blessed are the meek...” from The 
Beatitudes 


water colours and gouache on paper 
Signed and dated lower left: Mucha 1906 
Moravian Gallery in Bmo [MG] 


217 

BUR DEY 

「 幸 福 な る か な , 嘆き 悲し む 者 …」 

19065 

AE, 7773, M 

61.5x43. cm. 

“Blessed are they that тошт...” from The 
Beatitudes 

water colours and gouache on paper 


Signed and dated lower left: Mucha 1906 
Moravian Gallery in Bmo [MG] 
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女優 モー ド ・ ア ダム ス の 肖像 習作 

1908 年 

鉛 築 。 白 の ハイ ライ ト ,。 紙 

49.5x44.0cm 

Portrait study of the actress Maud Adams 


pencil drawing with white on paper 
Signed lower left: Mucha 
Jiti Mucha Collection (JM) 


230 
『 フ ァ ウ スト 』 の ポス ター の た め の 
下絵 


жЕ, 紙 
16.0x11.5cm 


Sketch for a poster Faust 


ater colours on paper 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


231 

『 実 用 的 な 住ま い 』 誌 の 表紙 
(オリ ジ ナ ル ・ デ ザイ ン 1903 年 ) 
19074. 

リト グラ フ 

37.0x30.3cm 


Cover for the magazine L ‘Habitation 
Pratique (original design from 1903) 


lithograph 
Doi Collection [DOI] 






232 
『 リ タレ リー・ ダ イジ ェ ス ト 」 誌 の 表紙 
(オリ ジ ナ ル ・ デ ザイ ン 1907 年 ) 


Cover for the magazine The Literary 
(original design 1907) 


print 
Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


223 
ポス ター: レ スリ ー・ カ ー タ ー 


1908 年 
カラ ー ツ トグラフ 
211.0%79.0em 


Poster of Leslie Carter 


coloured lithograph 
Signed and dated lower right; Mucha 
Doi Collection [001] 
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Comedy: preliminary design for the 
decoration of the German Theatre in 
New York 


tempera and oil on canvas 
Signed lower left: Mucha 
Jifi Mucha Collection [JM] 


"he American Period 


‘Tragedy: preliminary design for the 
decoration of the German Theatre in 
New York 

tempera and oil on canvas 

‘Signed lower right: Mucha 

Jiti Mucha Collection [JM] 








Ера пота DO TRE) 
ワッ シュ Ж 


Birth of Beauty: preliminary design for 
oration of the German Theatre in 


drawing and gouache on paper 
Gallery in Prague [NG] 


224 
ドイ ツ 劇 場 ( ニ ュー ヨー ク ) 
の 装飾 の た め の 下絵 


19085 
バ パステル, カル トン 
84.5%169.0cm 






Preliminary design for the decoration of 
the German Theatre in New York 


pastel on cardboard 
Jiti Mucha Collection [JM] 
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「『 御 気 に 召 すま ま に 』 の 舞 如 装置 デザ イン 


1908 年 

jo, 水彩 、 白 の ハイ ライ ト 、 紙 
47.8X62.6cm 

Stage setting design for As You Like It 


pencil drawing, water colours and white on paper 
Signed lower right: Mucha 
Ji Mucha Collection [JM] 
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商標 の 下絵 


1908 年 
パス テル ,。 紙 
11.05413.0em 


Design for a commercial stamp 


pastel on paper 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 











担 国 に 戻っ て 





最初 に ミュシャ が 失望 し た の は , プラ ハ 市 民 会 館 の 市 長 ホ ー ル の 装 
節 を 依頼 され て 戻っ た 時 の こと だ っ た . 長 年 皆 が 待ち 望ん だ 建 
物 が プラ ハ の 中 心 に 完成 し た 時 , ミ ュ シ ャ は 下絵 の 値段 だ け で 室内 装 
芝 を する と 申し 出 た . この 金額 が 知れ る と , 新聞 で 嵐 が 巻き 起こ っ た . な 
ぜ な ら , こ の 額 は 相当 の も の だ っ た か ら で あ る . 卑しい 情念 が うず まき 
ュ シ ャ に 反対 する 議論 は 討論 と いう レベ ル で は な く , な ぐり 合い の 感じ に 
近かっ た . お そら く こ の レヴ ェ ル の 低 さ が , こ れ ら の 抗議 の 本 当 の 理由 を 
ミュ シャ か ら 隠 し て し まっ た の だ ろう . ミ ュ シャ は 自分 が 青年 時 代 か ら , ボ 
^ ミ ア の 画壇 か ら 離 れ た と ころ に くら し 祖国 の 美術 界 と の 接触 を な くし 
で て おり , 祖 国 の 美術 界 を 明らか に フラ ンス 的 な 志向 を も っ 観点 か ら 批判 
的 に 見 て いる こと が わか っ て いな か っ た 。 当 時 プラ ハ に は この 注文 に 応 
じ る 能力 を 持っ た 画家 が 十分 に いた . し た が っ て , あの アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ 
ー 様 式 の 建物 の 装飾 の 仕事 は グル ー プ で な され る べき で あり , こ の 仕 
事 は ある 程度 , 世 代 の 仕事 で ある と いう こと は 明らか だ っ た . 市 民 会 館 
を ひと り で 装飾 する と いう 申し 出 は , う ぬ ぼ れ に 基 い て お り , 気 が 利 か な 
いと 考え られ た . し か し な が ら , ミ ュ シ ャ の 卓越 性 は 認め られ , 彼 は 市 長 
ホー ル の 装飾 を 委嘱 され た . ス ラヴ 民族 の 共存 を 生き 生き と し た 構図 
で 描い た 天井 画 は , 絵画 的 に 装飾 的 に も 質 の 高い ちゃ の で ある . ド ア の 
上 と アー チ の すみ に 描か れ た 情景 は 歴史 的 な 人 物 の 姿 を と っ た 美徳 
を 表わし て お り , その 堅 昔 し き は ミュ シャ の 将来 の 作品 を 予 示 し て いる . 

「 ス ラヴ 叙事詩 』 の 仕事 の た め に , ミ ュ シ ャ は 周到 な 準備 を し た . 彼 は 
多く の 歴史 の 本 を 読み , フ ラン ス や チェ コ の 歴史 学者 に 相談 し , Kk, 














| 式 器 , 風俗 や 人 相 の 綿密 な 習作 を 数 千 枚 も 描い た . 彼 は ロシア や パル 


また ギリ シャ の 東方 正教 会 の 修道 院 を 見 に 旅行 し た .1909 
シャ は プラ ハ 市 に 20 点 の 連作 絵画 ,『 ス ラヴ 4 叙事詩 』 を 
ャ は チャ ー ル ズ ・R・ ク レイ ン の 資金 提 助 で ,『 ス ラヴ 叙 
事 詳 」 を 制作 し た いと 望ん で お り , プラ ハ 市 は この 申し 出 を 受け た . こ の 
連作 の 完成 に あたっ て 1928 年 に , ミ ュ シ ャ は 個々 の カン バス の 内 容 に つ 
いら て 次 の よう に 述べ て いる .「 私 は この 絵画 の 中 で , 争い や 流血 を 思い 
出さ せる か も し れ な いも の を 全て 避け た . 私 の 作品 の ね らい は , 決し て 
破 壇 する こと で は な く , 常に 建設 し , 橋 を か ける と いう こと で あっ た . な ぜ 
な ら , 我 々 は 皆 , 人類 が 寄り 添う と いう 希望 を 育ま ね ば な ら な いし , こ れ 
は 人 々 が 互い に 知り 合え ば 知り 合う ほど 容易 に な る か ら で あ る 
1910 年 ,。 ミ ュ シ ャ は 10 年 以上 夢見 て いた 仕事 に 取り か か っ た . 
は 以後 何 年 間 も こ の 仕事 に 完全 に 専念 し た いと 思っ て いた 
ロフ 城 を 18 年 間借り た . )1913 年 に 締結 さ ュ シ ャ と チャ ー ル ズ ・R・ 
クレ イン と プラ ハ 市 と の 間 の 契約 で は 。 ャ は 毎年 プラ ハ 市 に 『 ス ラ 
TER DSO 3 点 の 絵 ( 9 x 7 m, ま た は 8 x 6 m) を 渡す こと を 約 
束 し て いる . ま た , チャ ー ル ズ ・R・ ク レイ ン は ミュ シャ が 毎年 3 ROBIE 
着手 する 時 に 7.,500 ド ル ( ま た は ポン ド ) を ミュ シャ に 支払 い 。 完成 時 に 同 
額 を 支払 う 約束 を し て いる . こ の 額 で ミュ シャ は 経費 を 財 い , 夏 魔 き れ 
ず に 研究 や 制作 に 取り 組め る は ず で あっ た . MIO 3 点 の 絵 は 1912 年 
1 月 27 日 付け の 手紙 で 寄贈 する こと を プラ ハ 市 に 申し 込み ,1912 年 12 
月 6 日 に 了解 され た . ミ ュ シ ャ は シリ ー ズ 全体 の 構想 を 事前 に 決め て い 
た 予定 し た 20 点 の 絵 の う ち 10 点 が チェ コ の 歴史 に , も う 10 点 が スラ ヴ 
民族 の 歴史 に ささ げ ら れる こと に な っ て いた . 個 々 の 絵 の 内 容 も あら か じ 
め 決ま っ て いた . あと の 問題 は , 造形 的 な 構想 の み で あっ た . こ の 連作 
全体 の 表 現 方 法 は 二 つ の 基本 的 な 要因 に 影響 さえ て いる . そ の 一 つ 
は は 個々 の カン パス が 誕生 し て いっ た 18 年 の 間 に は , 必然 的 に 様式 や 
表現 方 法 の 好み が 変わ っ た と いう こと で ある . も う 一 つの 重要 な 要因 
は 第 一 次 世界 大 戦 の 部 発 で あっ た . 戦争 が 起き た の は , ミュ シャ が 6 
詩 の 絵画 を 仕上 げた 時 で あっ た . 戦後 , 世界 や 人 間 や 人 々 の 考え 方 が 























根本 的 に 変化 し , ミ ュ シ ャ の 祖国 の 状況 も 変わ っ た . チ ェ コ は 独立 国 と し 
て 再び ヨー ロッ パ 諸 国 の 一 員 と な っ た の だ っ た . こ の 変化 は 「 ス ラヴ 紋 
事 詩 』 の 受け 入れ の た め に は 好ま し いこ と で は な か っ た .『 ス ラヴ 叙 事 
詩 』 の 精神 は 全く 別 の 愛 囲 気 か ら 生ま れ , その 目的 の 一 つ は , 民族 意識 
の 高揚 と 周辺 諸国 の 注意 を チェ コ 国 民 と スラ ヴ 民 族 の 卓越 性 に 向け き 
せる こと で あっ た . LPL, 独立 し 近代 的 に 組織 化 され た 国家 に は , も は 
や その よう な 贈り 物 は 不用 で あっ た . 逆 に , そ れ は 近代 的 で 劇 的 に 発展 
し つつ ある 社会 に は 不相応 な 19 世 紀 的 行為 と 感じ られ た . 年 に 3 点 の 
絵 を 描く と いう ミュ シャ の 最初 の 計画 は , まず 戦争 に よっ て , そし て 多く の 
他 の 事情 に よっ て 狂っ て し まっ た . こ れ に は ミュ シャ の 年 齢 巨大 な カン 
バス に 絵 を 描く 体力 も 無関係 で は な か っ た 。 

プラ ハ 市 に 手渡 され た 順に この 一 連 の 絵画 群 を 見 て 詳細 を 検討 し 
て いこ う . 最初 の 3 点 は ,「 原 故郷 の スラ ヴ 民 族 」,「 リ ュー ゲン 鳥 の ス ヴ 
ァ ン ト ヴ ィ ト 祭 」,「 ス ラウ 式典 礼 の 導入 」 で ある 。 

これ ら の 絵画 は お そら く , ミ ュ シ ャ の 初志 を 最も よく 物語 っ て お り , 連 作 
全体 の 中 で 最も 効果 的 な も の で ある . 皆 同じ 構図 を 持っ て いる . 詳細 に 
色付け きれ た 写実 主義 的 背景 の 手前 に , 象徴 的 な 構図 に よっ て 画家 
の メッ セー ジ を 伝え る 場面 が 描か め れ て いる . 前 方 の 象徴 的 な 場面 は , 
「 シ ゲッ ト の 防衛 」 以 外 , 他 の 絵画 に は 見 られ な い . 時 代 は も は や 表現 方 
法 と し て 象徴 主義 を 好ま ず , ミ ュ シ ャ は 確か に 写実 的 な 情景 や 発見 の 
仕事 に , そ し て 古典 的 な 絵画 が 与え る 満足 感 に 魅 か れ て いっ た . 最 初 
D3 点 の 絵 の 珍 し い 構図 は ミュ シャ の 資質 に 最も よく 合っ て いる . ミ ュ シ 
ャ の 資質 は , 人 生 と 絵画 に お ける 素晴らし い 感 覚 を , 人 々 に 高い 理想 を 
教え た いと いう 永遠 の 願望 と , 友 愛 感情 の まじ っ た 哲学 的 思索 と に 結び 
つけ で て いる. 実に 見 事 な の は , ミ ュ シ ャ は それ 以前 に 経験 だ ほとん ど な い 
の に , 大きな 画 面 を すばらし く 構 成 し て いる こと で あり , これ ら の 絵 は 記 
念 碑 的 な 作品 制作 に 経験 を 積ん だ , 完全 に 習熟 し た 画家 の 作品 に 見 
える . も う 一 つの 興味 深い 点 は , 彼 の 習作 か ら 読み と れる イメ ー ジ の 鮮 
明 さ で ある . 最 初 の 3 点 の 場合 , 簡単 な 油彩 の スケ ッ チ が 残っ て お り , 
それ ら の 効果 は 完成 作品 と 全く 同じ で ある . 構図 の 効果 と 細部 の 完璧 
さ は , 全体 の 色彩 が 加わ っ て 強まっ て お り , 色彩 が この 作品 の 主要 な 愛 
囲 気 を 作り 上 げ て いる . 特に ,『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 最初 の 作品 で ある 「 原 
故郷 の スラ ヴ 民 族 』 は , こ の 面 で 素晴らし い . 星空 を お お う 青 い 色彩 は 
奇妙 で 神秘 的 な 迫力 を も っ て 輝い て いる . 画面 の 手前 に 出 て いる 象 微 
的 な 人 物 は , ミ ュ シ ャ の 作品 に 典型 的 な 写実 的 な 場面 の 外 か ら 見 つめ 
DAME, ある 程度 調和 し て いる . それら の 人 物 の 強烈 で 深遠 な 凝視 
や 堅い 姿勢 は , 象徴 的 場面 の 一 部 と し て 見 る と 理解 し や すい . 後 の 絵 
画 で は , ミ ュ シ ャ は 象徴 的 な 次 元 を カン パス の 外 に , つま り 見 る 人 が 立 
つ 位置 に 移し た か の よう に 見 え , そ の た め に ミュ シャ 特有 の , そ し て この 
連作 全体 に 特有 の これ ら の 人 物 た ち は , 不 自然 な , 不快 な まで の 効果 
を 与え られ て いる 。 

最初 の 3 点 が , 一 つの 歴史 上 の 時 期 に 属し , 互い に つなが り が ある 
の と 異な り , 1914F (戦争 勃発 前 ) に 引き 渡さ れ た 第 2 GAO 3 点 は , 
三 つ の 違っ た 時 期 の 作品 で ある . それ は 「 ク ロア チア の 総督 ミコ ラー シ 
ュ * シ ュ ピ ッ チ ・ ズ リン スキ ー に よる シゲ ッ ト 防 衛 」,「 ク ラリ ッ ツェ 聖書 の 印 
刷 」,「 ロ シア に お ける 農奴 制 の 廃止 」 の 3 点 で ある .「 シ ゲッ ト の 防衛 」 
は 形式 的 に まだ 最初 の 3 点 と つなが っ て いる . 構図 の 手前 に ある 最初 
の 面 は 煙 り に よっ て 形成 され 中心 と な る 空間 か ら つ な が っ て いる 火 の 」 
ピン ク が か っ た 赤い 光 と , 特に 色彩 的 に コン トラ スト を 成 し て いる .「 ク ラリ 
ッ ツ ェ 聖 書 の 印刷 」 は 確か に ミュ シャ に と っ て 『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 重要 な 
一 部 で あっ た . こ の 作品 を 通じ て , 彼 は 生ま れ 故郷 の 町 へ 敬意 を 表 わ 
すこ と が で きた か ら で あ る . こ の 絵 は 平和 と 仕事 へ の 献身 と すばらし い 
観念 に 満ち た 情景 の 描写 に よっ で ルネ サン ス 時 代 の 哲学 者 の 園 を 表 
わし て いる . 背後 の 壁 の 向う に は 夢 景 色 の よう に イヴ ァ ジ チッ ツェ 村 の 

会 の 塔 が 突き 出 て お り , そ の まわ り を 燕 た ち が 飛 び か っ て いる 、 こ の 
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情景 は 1903 年 の ミュ シャ の 美しい 絵 「 イ ヴァ ンチ ッ ツェ の 思い 出 」 に よっ 
て 知ら れ て いる 。 

また ,「 ロ シア に お ける 農奴 制 の 廃止 」 は ほとん ど 同時 代 を 扱う テー マ 
で ある (ロシア で 農奴 制 が 廃止 され た の は 1861 年 の 時 で , ミ ュ シ ャ が 誕 
生 し た 翌年 で ある ). ミ ュ シ ャ は ここ で 。 ロシア 滞在 中 に 集め た 資料 を 使 
用 し て お り , 場面 全体 は 古典 的 歴史 画 の 構図 を と っ て いる . 

1916 年 。 ミ ュ シ ャ は プラ ハ 市 に も う 3 点 を 引き 渡し た . 今回 の 題材 は 
同一 の 時 代 か ら と られ て で いる. フス 教徒 を テー マ と する トリ プティ ッ ク ( 三 
ЖИЕ) で , 最 初 か ら 一 組 の 作品 と し て 意図 され た .「 ク ロミ ェ ジ ー ジ ュ の ミ 
リー チ 」 と いう 第 一 部 は , ベツ レ ヘ ム 教 会 建築 の た め の 募 金 が 描か れ 。 
第 二 部 「 ペ ツレ ヘム 教会 で 説教 を する ヤン ・ フ ス 」 で は , フ ス 教 徒 の 運 
動 が 頂点 に 達する 時 期 が 描写 され て いる . そ し て 第 三 部 「 タ ジー ジュ キ 
で の 集会 」 は 。 平 和 的 な 改革 運動 が 自己 防衛 を 考え さる を えな く な っ 
た 時 期 を 描い て いる . こ の トリ プティ ッ ク に は 実に まとまり が あり , そ の 色 
彩 は 調和 が と れ て お り 装飾 効果 へ の 鋭い 感性 で 構成 され て いる . 左 


+ 右 の 二 っ の 作品 で は , ミュ シャ は お 気に入り の 縦長 の 型 で 制作 する こと 





が で き , こ の 三 つ の 場面 に ュ シ ャ の 持ち 味 が は っ きり 表 わ れ て いる . 
両方 の 作品 で 光 が 重 要 な 役割 を 果して お り , 構 図 の 中 心 を 成 し て い 
る . 中央 の 作品 は 古典 的 で , 効果 的 に 演劇 的 に アレ ンジ され て いろ. 
終戦 に 向かっ て ! 約 ラヴ 叙事詩 』 の 仕事 の テン ポ は 遅く な っ た が , そ 
れ で も 1918 年 に ミ シャ は 2 点 の 作品 を 引き 渡し て いる . そ れ は 「 ペ ト 








бл ル ・ ヘ ル チ ツ キー」 ど ヤン ・ ア モス ・ コ メニ スキ ー の 死 」』 と で ある . ミ ュ シャ 


が 「 ス ラウ ヴ 叙事詩, を この よう な 順 で 描い た 理由 は 分 ら な い が 。 多分 , 永 


= 遠 の メッ セ ー ジ の 外 に , 見 る 人 に 時 事 的 な メッ セー ジ ゃ 伝え た か っ た の 


、 世 界 に 広 人 認め られ た 、 チ ェ コ スロ バキ ア 共和 国 統一 に あたり 


う 上 記 の 2 点 の 絵 は そ の 証拠 と な っ て いる . 2 点 と も 別々 の 時 代 
に , 人 間 の 思想 の 宝庫 に 貢献 し た 人 を 描い て いる . ヘル チ ツ キー の 思 
想 は ,E.N. ト ルス トイ に よっ て 賞 項 され 完成 され , コ メニ ウス の 作品 は 全 








は 人 類 の 精神 性 向上 に お ける チェ コ 人 の 役割 を 強調 し た か っ た に ち が 
いな い . 形 式 の 面 で も 2 点 と も ミュ シャ の 考え 方 を 巧み に 表わす 演劇 的 
場面 に アン ンジ され て いる 

形式 の 面 で これ ら 2 点 は 「 グ リュ ン ヴ ァ ル ト の 戦い が 終っ て 」 に 関連 し 
て いる . そ れ は 1924 年 に な っ て か ら 引き 渡さ れ た . 同 年 これ より 6 ヵ月 
早く ,「 ス ラヴ 王朝 の 君主 た ちの 連合 」 と いう 絵 が 完成 し た . そ し て この 
絵 は , 一 年 後に 完成 し た 絵 「 プ ブル ガリ ア の ツァ ー, シメ オン 」 と 密接 な 関 
係 が ある . これ らち の 作品 は 大 変 印象 的 で 装飾 的 な 作品 で ある が , AF 
叙事詩 』 の 最初 の 作品 に 見 られ る 力強い 表現 力 や 説得 力 が 消え て 
いる : 壮大 な 作品 を 制作 する 疲れ と 作品 を 完成 させ る 義務 感 が , こ れ ら 
の 作品 に し みこ ん で いる よう に 思え る 。 フス 教徒 軍 の 最初 の 勝利 を 祝 
5. i 

エイト コ フ 山 の 戦い が 終っ て 」 は チェ コ 史 か ら の 題材 に 戻っ て いる . 型 


» に は まっ た 構図 で お ある が , 光 の 配置 が 象徴 的 な 重要 性 を 持っ て いる . 


は "フス 教徒 の 王 イ ー ジェ ブラ ディ 」 に は る か に 多く の 
情熱 を 注い で いる . こ の 作品 の 思想 は ミュ シャ の 歴史 観 に 合っ て いた . 
何 世 紀 も 前 に ヨー ロッ パ 平 和 共 同体 の 設立 を 構想 し て いた この 優秀 な 
チェ コ の 支配 者 は , こ こ で は ロー マ 教 皇 大 使 の 相手 に な っ て いる . こ の 
場面 は 『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 中 で は 数 少な い 例 で , 人 物 の 間 の 実際 の 交 
渉 に ドラ マ が ある の で お ある. 演劇 的 な 場面 と 独特 な 光線 が 確か な 効果 
を 上 げ て いる 。 

「 セ ルビ ア の ツァ ー, シ ュ チ ェ バ パー ンド ッ ゥ シャ ン の 東 ロ ー マ 帝国 皇帝 
即位 」 ど 「 聖 アト ス 山 」 は 1926 年 の 制作 で ある . これ ら の 場面 は スラ ヴ 民 
族 が ビザ ン テ ィ ン 文化 を 受け 継い だ 南 ヨ ー ロ ッ パ で ある . 戴 守 式 の 行 
列 の あざ や か な 装 節 的 光景 の 中 で , ミ ュ シ ャ は パリ 時 代 に 戻っ た か の よ 
うだ っ た . ス ラヴ の 学問 の 最 古 の 資料 が 保存 きれ て いた アプ トス 山 修道 
院 の 場面 で は , ミ ュ シ ャ は 多少 比較 的 な 表現 形式 を と っ て いる . 比 剛 は 
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『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 最後 の 二 つ の カン パス 一 一 「 ス ラヴ 菩提 樹 の も と 
DAF IOEH ЬО, AFIR — ORE COS. 
ら す べ て の 場面 は , MOOPRDSRFSEOKS Wc EDS 
п, 多く の 人 物 や 過剰 な ほど の 数 の シン ボル を 含ん で いる . これ ら ニ 2 
の 作品 は 全 シ リー ズ の 精神 的 頂点 を 成す べき だ っ た が , 画家 の 疲れ 3 
感じ られ , こ れ ら の 絵 が 生ま れ た ころ (1926 一 28 年 ) の 時 代 思 潮 に も 合 
сойо, 

ミュ シャ の 祖国 の 人 た ち は ,1928 年 に 完成 され た 『 ス ラヴ 叙 事 詩 
複雑 な 気分 で 受け 入れ た . そ れ ど ころ か , 大 半 は 否定 的 で あっ た . こ 2 
作品 の 意図 や 目的 も , 時代 の 感性 に 調和 し な か っ た . 人 々 は この 連 個 
の 制作 に きき さげ られ た 誠実 で ひたむき な 努力 に 気 づ ら て は いた が 
の 作品 を , 内 面 に 矛盾 を 抱え る 芸術 的 失敗 の 一 つと 見 な し た . ENED) 
前 に 立つ と , 人 々 は この 作品 に 費やさ れ た 贅 大 な 仕事 の 量 に 尊敬 の 大 
を 抱く と 同時 に 悲し み を 感じ っ 2 の で ある .『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 完成 か 530 
年 以上 た っ た 現在 , 私 た ち は こ の 作品 が 内 包 す る 矛盾 を それ ほど 清吾 
に は 感じ な い だ ろ う . た だ , も っ と 一 般 論 的 な と ころ で , 芸術 家 と 時 代 E の 
関係 , ま た 観念 の み に よる 創造 の 危険 性 に つい て 考え させ られ る 。 

257 AME IIR DDH ERED, RN CIRC 
優秀 な 作品 で ある . 個々 の カン バス は , BEIC = F EO CAEL 
た 何 百 人 も の 人 物 で 満た され て いる . 幾 人 か の 人 物 や 人 物 群 え 9 
ン パ ス か ら カ ン パ ス へ と 繰り 返 え され て いる が , それ で も 個々 の 構図 
絵画 的 技術 は 20 世 紀 の 美術 に お いて は 独 得 な も の で ある . し か も 画 
法 は 技術 的 な 観点 か ら 見 て 大 変更 要 で ある .『 ス ラヴ 叙事詩 』 は サ 4 
が 大 きい た め に 現在 まで 最終 的 展示 場所 が 決ま ら ず , し ば し ば 長期 間 
まる め ら れ て いた .。 し か し , 絵 は 申 し 分 の な い 状態 を 保っ て いる 。 

モニ ュ メ ンタ ル な 作品 , お よび 画家 の すぐ れ た 熟練 の 実例 と し 5 
ラヴ 叙事詩 』 は 二 度 評価 され た . 1919 年 , プ ラ ハ で は 11 点 の 完成 し か 
ン バ ス が 展示 され , ま た 1921 年 に アメ リカ で 5 点 が 展示 され , EFER 
し た . AI JERR, ビュ ヴィ ス * ド ・ シ ャ ヴァ ン ヌ や ルネ サン ス の 大 
術 家 た ちの 作品 と 比較 され , 一 般 大 衆 に は 大 好評 で あっ た が , そ の 包 
で きえ ぇ 批評 家 の き び し い 声 が きか れ た . こ れ ら の 絵 は 自然 主義 や 7 
デミ ッ ク な 描写 と いう 点 で , そ し て 時 代 の 感性 に 合わ な い 感情 の た め 加 
批判 され た . こ の 一 連 の 絵画 は 独創 的 で な く , 時 代 遅 れ だ と 感じ ら 旭 
た . 作 品 全体 を 構想 する 時 , ミ ュ シ ャ は 1920 年 代 に 通用 し て いた 考 直 
と 自分 の 青春 時 代 の 理想 と を 基 と し た . ED UR, RAST PE 
ア で は 民族 意識 の 復興 が 第 一 の 課題 で あっ た . 福 国 の 生 活か ら 長 
離れ て いた た め に , ミュ シャ の 意見 は 堅く な っ て し まい , 自分 の 得 た 名 
に 目 が か すん で し まっ た .20 年 間 に 祖 国 で は 二 つ の 新しい 世代 が 
ち , そ し て パリ の 人 々 と 同じ 様 な 問題 の 解決 に 勢 め て いる 若い 進 者 
勢力 が 存在 する こと を 見 失っ て し まっ た .1900 年 以来 の 国家 独立 の 
題 は , 明らか な 見 通し が つい て いた . だ か ら 複雑 な 富 意 や 象徴 所 
求め る 必要 は な か っ た . そ の 上 ,『 ス ラヴ 叙事詩 』 は 本 来 , ス ラウ 民 上 
外 の 国民 の た め に 一 つの 情報 と し て 意図 きれ た も の で , そ の イメ = 
が 結晶 化 し て いく 過程 で , ミ ュ シ ャ は 初め て プラ ハ に お ける 一 種 の !2 
民族 の 寺院 」 を 考え は じ め た . зау АСЕ ОЕ 
当時 ボ へ ミア で は 異常 な 速度 で 社会 的 な 変化 が 起こ っ て いた と 2 
と を 理解 し て お か な けれ ば な ら な い . ミ ュ シ ャ は 美術 家 た ちの 二 22 
代 の 境目 に 生ま れ た . 個 々 の 世代 は 力強い 個性 を 持っ て いた . い ね 
る 国民 劇場 の 世代 の 指導 者 ミコ ラー シュ ・ ア レシ ュ は , ミ ュ シ ャ より 8 
年 長 だ っ た . こ の 世代 は と り わけ , 純粋 に チェ コ 的 な 文化 の 殿堂 と し 
そし て 民族 の 精神 の 象徴 と し て , 国 民 の 募金 に よっ て 建て られ た 国 
劇場 の 建設 その 室内 装飾 に 集中 し た 、 ま た ミュシャ より 10 歳 若い アメ 
ニー ン ・ ス ラヴ ィ ー チ ェ ク は , チェ コ の 現代 美術 を 代表 する 優秀 な 画 守 
あっ た が , 美 術 協会 マー ネス に お ける 同 世代 人 と と も に チェ コ の 甘 
近代 化し ,20 世 紀 の 淵 に 導い た の で ある . 


考え 方 や 感性 に お いて チェ ュ の 国民 芸術 の 創始 者 や 復興 運動 家 の 
世代 に 根 を 下ろ し て いた ミュ シャ は 。 自分 の 作品 に よっ て 若者 に 啓示 を 
詩 え た か っ た . し か し , 彼ら は と っ くに 現代 人 の 悲劇 的 な 問題 に 一 歩も 
騰 ら ず に 立ち 向っ て いた . ミ ュ シ ャ が パリ で 戦っ て 得 よ うと し た も の は , と 
の 音 に 勝ち と られ て いた . 

1918 年 に お ける チェ コ 国 家 の 独 立 達成 は, ミュ シャ の 世代 の 夢 を 実現 
た. ミュシャ の よう な 情熱 的 な 愛国 者 は , も ちろ ん すぐ に チェ コス ロバ キ 
7 に 尽 し は じ め た . 3t 
パ バキ ア 最 初 の 郵便 切手 を デザ イン し た . ま た , SOR Е 
し その うち の 多く は 1945 年 まで 使用 され て いた . また , 国 章 や 警察 の 制 
服 6 デ ザイ ン し た . ミ ュ シャ は また , 多く の 肖像 画 を 描い た .『 ス ラヴ 叙 事 
時 の ほか に 少女 や 婦人 の 肖像 画 を 描い て いる LAL, それ ら の 内 容 
時 代 の バネ ル と は だ いぶ 異な り , 特徴 的 な 軽やか き や 装 飾 性 は 
見 られ な い . 大半 は 油絵 で あり , そこ で 描か れ て いる 女性 は 誘惑 的 で 
С A TERK, お し ろ 賢 婦人 や 古代 の 厳格 な 女 司 奈 を 想わ せ 
る これ ら 作品 の 題材 に な っ て いる の は , チ ェ コ 史 か ら の 場面 (りり ブ プシ 
や 擬人 化し た 概念 ("運命 の 女神 』, 『 ミ ュー ズ 」) お よび , TA ER 
旧 和 の た め に ミュ シャ が 探し 求め た 典型 的 スラ ツ 人 の 魅力 へ の 素朴 
な 入 筑 で ある . こ の グル ー プ に は 同時 代 の ミュ シャ の デッサン も 含ま れ 
用: デッサン に は , 油絵 より も , VADER DNS, 特に 色 チョ 
2 で 描か れ た 震え る 線 は , 繊細 な 少女 の よう な 存在 (その 多く は ミュ シ 
が 世紀 末 に と っ た 写真 に 現われ , 習作 の 代り と し て 使わ ん て いた ) に 
生命 を ふき こん で いる . こ の 女性 た ち は 肉 感 的 で な い が , その 分 だ け 若 
き の 多 力 を 感じ きせ て くれ る . こ れ ら の 作品 は 美 に 対す る 賞 替 を 織 細 に 
そし て 純粋 に 表明 し て いる . 

1930 年 代 に 幾つ か の 大 き な 作品 が 祖国 に お いて 完成 し た . 19314Е, 
彼 の 三 つ の 下絵 の うち の 一 つが プラ ハ の 聖 ツィ タ 教 会 の 大 司教 の 新 レ 
い 礼 押 堂 の ステ ンド ・ グ ラス の た め に 選ば れる . 翌年 ミュ シャ は ニム ブル 
2 市 に お ける 新しい 私 立 銀 行 の た め に , 「1421 年 に お ける ニム ブル ク 市 
0 プラハ と 神 へ の 降参 」 と いう 題 の , フス 教徒 戦争 時 代 の 大 き な 作品 を 
失 き 上 げ る ,. こ の 画家 は 多く の すてき な デザ イン に よっ て この 作品 の 最 
訟 的 構図 の あり 方 を 探し 求め て いた が , これ ら の 努力 は 残念 な が ら こ 
の 油絵 に は 生き て いな い . ま た , ロ キツ ァ ニ ィ 市 に ある 市 役所 の た め に , 
概 再 び フ ス 教徒 の 時 代 か ら 題材 を と っ た 歴史 画 を 描い た 。 

1934 年 ,。 ミ ュ シ ャ は プラ ハ の 合唱 団 「 フ ラ ホ ル 」 の 居間 の た め に 大 き な 
REED E Us, ki, それ より も わずか 先 に , 世界 的 に 名 の 知ら れ 
た チェ コス ロバ キア の 温泉 地 ビ エ シュ チャ ニ ィ の た め に 象徴 的 な 構図 を 
BEEUT. 

そし て 1936 年 ,。 ミ ュ シ ャ の 愛す る パリ は 彼 の こと を 思い 出し た . 彼 は も 
2ー 人 の 有名 な チェ コ の 画家 フラ ンチ シェ ッ ク ( フ ラン ツ ) ・ ク プ ヵ と 一 緒 
ジュ ー ド ・ ポ ー ム で 展覧 会 を 開い た . カ タロ グ に は 彼 の 作品 139 点 が 
取 め られ , 序文 は ガス トン ・ プ ー ラ ン に よっ て 書か れ て で いる: プー ラン は ミ 
ミシャ を 装 委 の 巨匠 と し て 迎え て いる . し か し ミュ シャ の 晩年 の 最高 傑 
[HAZ 78UKB TI, 2 ペー ジ に わた る 序文 の 中 で は わずか 2 行 し 
が きか れ て いな い 。 

ミュ シャ の 人 生 の 最後 の 作品 「 理 性 の 時 代 」,「 愛 の 時 代 」,「 甘 知 の 
BRODO 3 点 の デッサン が 生ま れ た の は , ま さ に パリ に お いて で 
あっ た . こ れ ら の 三 つ の 作品 は , ミ ュ シャ が 一 生 を 通じ て 人 々 に 告げ よう 
と し た メッ セー ジ を 含ん で いる . 愛 と 英知 の ある 理想 的 な 人 生 に つい て 
の メッ セー ジ , ま た 仕事 を 通じ て の 平和 な 生活 に つい て の メッ セー ジ で 
あ 3. 皮 肉 な こと に , こ れ ら の デッサン が 誕生 し た と き は , ヨ ー ロ ッ パ で は 
MOBKOUMARELZEL со 第 二 次 大 戦 の 勃 発 で ある . こ 
7 准 画 シリ ー ズ は 実現 せ ず , 残 きれ た の は 3 点 の デッサン だ け で , 興味 
ROPER ERE TIS, 

シャ の 没後 50 年 に あたる 今年 。 こ の 回 願 展 に よっ て 私 た ち は , 今 も 












我々 に 語り か け , その 作品 が 人 々 の 心 を と ら え 続け る 芸術 家 に 敬意 を 表 
し た い .1895 年 か ら 1905 年 まで , ミュ シャ は 時 代 の 顔 の 探究 に 加わ っ た 。 
彼 の ポス ター や 装飾 パネ ル は 多く の 場合 , そ の 時 期 の 努力 の 頂点 を 意 
KL, デリ カシ ー の 理想 は 魔法 を か けら れ て 。 いま だ に 我々 の ノ ス タ ル ジ 
ー を 呼び 起こ す 何 百 枚 も の デッサン や り ト グラ フ と な っ た ュ シ ャ は 偉大 
な 装飾 的 才能 を 持っ て いた . 彼 の 素描 の 線 は 自然 に 流れ , 生き 生き と 
し て お り , 彼 の 用 いる 色調 の 気品 は 彼 の 作品 を 最高 傑作 の 間 に 位置 
づけ て いる . 他方 で は 彼 は 非凡 な 画家 で も あり ,『 ス ラ ツ 叙 事 詩 』 と 題 
する 連作 は , 思想 の 持つ 説得 力 や 壮大 き と いう 点 に お いて 。20 世 紀 に 
例 の な いも の で ある . ミ ュ シャ の 思想 的 メッ セー ジ は , 19 世 紀 に 属す る も 
の で あり , ミ ュ シャ の 作品 の 主要 な 部 分 は , 最 盛 期 , つま り , 19 世 紀 か ら 
20 世 紀 へ の 変わ り 目 に あっ た パリ 時 代 の ポス ター や 装飾 パネ ル で ある 
と いう こと は わか っ て いる 。 し か し その こと は , 我々 が ミュ シャ の 絵 の ま え 
で 敬意 を も っ て 立ち 尽く すさ また げに は な ら な い 。 
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Mucha at work on the Slav Epic: The Coronation of the Serbión Tsar Stepan Dušan 
as Eas-Roman Emperor and The Bulgarian Tsar Simeon 
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The exhibition of the first eleven panels of the Slav Epic in Prague Karolinum with 
Mucha seated in the center (1919) 





( 南 モ ラビ ピア ) イ ツァ ンチ ッ ツ ェ 。 ВОИ 
Ivančice, Southem Moravia with the tower of the church in the background. 
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Mucha met his first disappointment when he returned to his ow 
country where he was entrusted with the decoration of the Mayor's Hall 
in the Municipal House. At this time, when the long-awaited buildingin 
the centre of Prague was being completed, Mucha offered to do the 
interior decoration for just the price of the designs. When the amountol 
this sum became known а storm broke out in the press, for the sum vas 
considerable. Base passions broke loose and the arguments agains 
Mucha were not on the level of discussion, but on that of fist fights 
Perhaps this low level of criticism hid the true reasons for these protests 
from Mucha. He did not realise that since his youth he had lived ra 
from the artistic life of Bohemia and had lost contact with the artiste 
community of his homeland, a community which he regarded critically 
from the point of view of his expressly French orientation. At that time 
there were enough artists in Prague who were capable of fulfilling this 
order, and it was clear that work on the decoration of the Art Nouveau 
building should be done by a group, that it was, to some extent, a 
generational task. The offer to decorate the Municipal House alone vas 
based on sel£exaltation and was regarded as tactless. However, Muchas 
importance was recognized, and he was given the decoration ofthe 
ceremonial hall of the Lord Mayor of the City. The ceiling painting 
showing Slav Solidarity in a lively composition, has great painting and 
decorative qualities. The scenes over the doors and in the comers ofthe 
arches, which show the Virtuesin historical figures, are, in theirrigii, 
a foretaste of Mucha’s future works. 

Mucha prepared himself very thoroughly for his work on the Saf 
Epic. He read historical books, consulted French and Czech historians, 
and drew thousands of detailed studies of clothes, weapons, customs 
and human faces for his work. He undertook many joumeys — to 
Russia, the Balkans and to Orthodox monasteries in Greece. On Nown- 
ber 6, 1909, Mucha offered the city of Prague twenty pictures ofthe 
cycle the Slav Epic, which he wanted to paint with the financial coopers 
tion of Charles R. Crane, and the offer was accepted. In 1928, on the 
‘occasion of the completion of the cycle, he said of the contents of the 
canvases: “I have avoided in my pictures all that might recall conficts 
and bloodshed. The purpose of my work was never to destroy, butalwajs 
to construct, to build bridges, because we must all nurture the hope that 
humanity will draw together, and this will be the easier the more they 
get to know each othe 

So in 1910, he got down to the work he had dreamt of for more than 
ten years, and to which he wanted to devote himself fully for many yeas 
to come (he rented Zbiroh Castle for 18 years). In a contract (dated 1913) 
between Mucha, Charles R. Crane, and the City of Prague, Mucha po- 
mised to hand over to the city of Prague three canvases of the Epic even 
year, each measuring 9х7 metres or 8x6 metres. Charles R. Care 
promised to pay Mucha $7,500 (or pounds) every year when he bega 
the work on each trio of pictures, and the same sum when they wer 
presented, This was to cover Mucha’s expenses and ensure him uninter 
rupted study and work. The first three pictures were offered to the city 
Prague in a letter dated November 27, 1912, and were accepted m 
December 6, 1912. The plan of the whole cycle was clear to Mucha 
beforehand. Of the 20 canvases proposed, ten were to be devoted ti 
Czech history and ten to the history of the Slavs. Also the contents o 
the individual canvases were known beforehand, The question thit 
remained open was that of the graphic conception. The exterior fom ûl 
the whole cycle was influenced by two basic factors. First, the period 
eighteen years in which the canvases came into being necessarily meat 
changes іп the painters style and preferences for a certain manner 
expression. The other factor that deeply affected the form of the су 

















































qualities of the Czech nation and Slavdom altogether. An independent, 
modemly organized state no longer needed such a presentation. On the 
| contrary, it was felt as an act belonging to the 19th century which had 
no place in a modem, dynamically developing society. The original plan 
of painting three pictures a year was upset, first by the war and also by 
a number of other circumstances, not the least of which was Mucha's 
age and the physical strain involved in painting grandiose canvases. 

Let us now observe the groups of pictures as they were handed over 
to the city of Prague and examine their details. The first trio was: The 
‘Slavs in their Original Homeland, Svantovit Festival on the Island of 
Rigen, and The Introduction of the Slavonic Liturgy. 

‘These pictures probably tell us most about Mucha's original inten- 
tions and they are the most effective of the whole cycle. Theyall have the 
same compositional plan. There is a realistic back plane painted in 
detail, and in front of this the first plane of the scene, which interprets 
the painter's message in a symbolic composition. This frontal symbolic 
plane does not appear in the other pictures apart from an indication of 
it in The Defence of Sziget. The period no longer favoured symbols as 
a mode of expression and Mucha was undoubtedly captivated by work 
‘on realistic scenes and discoveries, and by the satisfaction he was given 
by classical painting. The unusual compositional principle of the first 
three canvases corresponds most to Mucha's disposition which linked 
aremarkable sense of reality — in life as well as painting — with both his 
desire to teach people about higher ideals, and his tendency to philoso- 
phize in a way that was tinged with freemasonry. What is truly 
remarkable is the fact that Mucha managed at once, without much 
previous experience, to cope sovereignly with the vast area of the 
individual canvases, so that the pictures seem to us to be the works of 
aperfectly equipped, experienced painter of monumental compositions. 
‘Another interesting thing is the clarity of the idea that we can read from 
the studies. In the case of the first three pictures, the summary oil 
sketches have been preserved and their effect is the same as that of the 
final picture. It shows that the effectiveness of the composition and the 
perfection of detail is underlined by the coloured impact of the whole, 
which forms the main emotional element of the work. It is especially the 


introductory picture of the Slav Epic — The Slavs in their Original. 


Homeland — that is remarkable from this point of view. Its blue hues 
glow, threaded in the region of the sky with stars, with a strange mystic 
urgency. The symbolic figures in the first plane in these initial canvases 
of the Epic are in harmony, to a certain extent, with Mucha's typical 
figures gazing out of the realistic plane. The fervent, abstract gazes and 
rigid positions reach the viewer easily when viewed as part of the 
symbolical plane. In the canvases which came after it seems as if Mucha 
had shifted the symbolic level outside the canvas to the place where the 
spectator stands, and this gives these figures — so typical of Mucha and 
of the whole cycle — an unnatural, almost unpleasant effect. 

While the first trio kept to one historical period, with the pictures 
linked to one another, the second trio, handed over in 1914, before the 
‘outbreak of the World War, are from three different historical epochs. 
They are: The Defence of Sziget by the Croatian Ban Mikuláš Zrinsky 
Printing the Kralice Bible, and The Abolition of Serfdom in Russia. The 
Defence of Sziget connects with the first trio in form. The first plane is 
formed by a column of smoke pushed to the fore and contrasting espe- 
cially in colour with the pinkish-red light of the fire, which is a con- 
tinuation of the original plane. The Fratemal School in Ivancice was 
certainly a significant link in the Epic for Mucha because through it he 
could pay tribute to the town of his birth. This isa scene full of peace and 
devotion to both work and beautiful ideas—an indication of the Renais- 
sance garden of philosophers. Beyond the wall in the background the 
tower of Ivančice Church emerges like a dream motif with a flock of 
swallows flying round it, as we know them from Mucha's beautiful 
Memories of Ivančice (1903). 

The Abolition of Serfdom in Russia is a theme that touched almost 
on the present — it happened in 1861, a year after Mucha was bom. Here 
Mucha used material he had collected during his stay in Russia, and the 
whole scene is a classical historical composition. 

In 1916, Mucha handed over three more canvases to the city of 
Prague — this time their subjects came from the same period. This was 
a Hussite triptych, and from the very beginning it was intended to be 
one set. The first picture, called Mili of Kroměříž, describes the 


collection for the building of the Bethlehem Chapel; the second, Master 
Jan Huss Preaching at the Bethlehem Chapel, shows the greatest 
moments of the movement; the third, The Meeting at Krizky, portrays 
the moment at which this peace-loving reformational movement was 
forced to begin placing itself on the defensive. The whole triptych is 
amazingly unified, it’s colours harmonized and composed with a great 
sense of the decorative effect. The two wings allowed Mucha to work 
with his favourite tall format, and the two scenes are composed with 
evident relish. Light plays an important part in both, forming the centre 
of the composition. The central scene is classical and is effectively and 
theatrically arranged. z 

Towards the end of the war Mucha's tempo of work on the Epic 
slowed down; nevertheless, in 1918, he handed over a further two 
canvases — Petr Cheléicky and The Death of Jan Amos Komenský in 
Naarden. No one can be sure why Mucha painted the pictures of the 
cycle in the order he did, but it can be supposed that, besides a 
permanent message, he wanted in his Epic to give the spectators 
a topical message. The two pictures just mentioned confirm this idea. 
Both of them show men who, at different times, contributed theirshare 
to the treasure house of human thought. Chelčický’s ideas were admired 
and completed by Lev Nikolayevich Tolstoy. Komensky’s work has been 
generally recognized in the whole world. Here Mucha certainly: wanted 
— at the time when the Czechoslovak Republic was being consolidated 
— to emphasize the role of the Czechs in the spiritual development of 
mankind. From the formal point of view both are arranged theatrical 
scenes, cleverly illustrating Mucha’s ideas. 

In form, the composition After the Battle of Grünwald is connected 
with these two scenes, but it was only handed over in 1924. In the same 
year, indeed six months earlier, the picture The Union of Slav Dynasts 
was finished, and this is closely connected with the picture completed 
a year later — The Bulgarian Tsar Simeon. These pictures are effective 
decorative compositions from which, however, the original strength of 
expression and urgency of the first canvases of the Slav Epic have 
evaporated. The fatigue caused by the grandiose work and the duty 
to complete it seemed to cling to them. 

The scene of After the Battle of Vitkov retums to Czech history, 
celebrating the first victory of the Hussite armies in a routine compo- 
sition where the arrangement of the light is of symbolical importance. 

Mucha devoted much more enthusiasm to the ‘composition The 
Hussite King Jiří Poděbrady, the ideas of which corresponded to his 
conception of history. Here the outstanding Czech sovereign, whose 
plans for establishing a European peace union were centuries ahead of 
his time, is the counterpart of the Papal nuncio. This scene isone ofthe 
few in the Epic where the drama lies in the real dealings between the 
Eun ‘The theatrical scene and its strange lighting have a credible 


The Serbian King Stépdn Dušan and Holy Mount Athos date from 
1926. These scenes are from southern Europe where the Slav element 
inherited the culture of Byzantium. In the bright decorative sightsof the 
coronation procession Mucha seemed to return to his years in Paris. In 
the scene from the Mount Athos monasteries, where the most ancient 
documents of Slav leaming were preserved, he more or less expressed 
himself in parables. This is also characteristic of the last two canvases of 
the Epic 一 The Oath of the Youth by the Slavic Lindentree and the 
Apotheosis from the history of the Slavs. All these scenes are enveloped 
in shafts of light that shine from the centre of the composition, which 
consists of a mass of figures and is weighted down with a disproportion- 
ate amount of symbols. Although they were intended to form the 
spiritual summit of thé whole cycle, neither the painter's fatigue, nor 
the fact that they do not correspond to the trends of thought ofthe time 
in which they originated (1926-1928) are hidden. 

The public received Mucha's Slav Epic, completed in 1928, with 
mixed feelings, indeed it can be said with mostly negative ones. They 
felt it to bea work whose thoughts and aims did not harmonize with its 
time. They were aware of the sincerity and honesty devoted to the 
creation of the whole cycle, but saw it as one of those intemally con- 
flicting artistic mistakes before which one stands in respect and sorrow 
for the sum of work that has been expended on it. Today, more than fifty 
years after the creation of the last picture of the Slav Epic, we perhaps 
feel less sharply the contradictions contained in the work itself. Never- 
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theless, it leads us to meditate on more general themes, such as the 
unconditional links between the artist and the time in which he lives 
and its problems, of the danger of creation “à la these”. 

There are several positive points in favour of the Epic. From the 
technical point of view it is a unique work. The painter filled the 
canvases with hundreds of figures studied from models. Some figures, or 
even groups of them, pass from one canvas to another yet this com- 
Positional and painting achievement is unique in the art of the 20th 
century. The method of painting, from the point of view of technique, 
is very responsible. Owing to its size the Epic has still not founda final 
home, and often the pictures have been rolled on cylinders for long 
periods. Yet they have managed to remain їп а very satisfactory condition. 

Mucha's Epic was evaluated as an enormous painting achievement 
and an unparallelled monumental work in 1919, in Prague (the 11 
complete canvases were exhibited) and in 1921, in the United States 
(5 canvases were exhibited). It has been compared to the work of Puvis 
de Chavannes and to that of Renaissance artists. It had an enormous 
success with the public, but the justifiable words of criticism could not 
even then be ignored. The pictures were accused of naturalism and 
academic descriptiveness, of emotion that is not in accord with modem 
sensibility. The cycle was felt to be unoriginal and too late in coming. In 
planning the whole work, Mucha based his ideas on opinions valid in 
the seventies of the 19th century, on the ideals of his youth when the 
process of national consciousness was a question of first importance in 
Bohemia and Moravia. Long years of separation from life in his own 
country petrified Mucha’s thought in this sphere, and the feeling of his 
own importance dimmed the painter's sight so much that he did not 
realize that his country had travelled the road of two generations in 
a mere twenty years, and that the young progressive forces in Bohemia 
were now grappling with the same problems as people in Paris. The 
question of national independence had already been clear fora long time 
since 1900, and there was no need to search for complicated allegories 
and symbols for it. Im addition, the cycle was originally intended for the 
information of the non-Slav nations, and it was only while clarifying the 
final concepts that Mucha began to think of a kind of “Temple of 
Slavdom" in Prague. To do justice to Mucha, we must realize that social 
changes in Bohemia were proceeding at an extraordinary speed at the 
time. Mucha was bom on the borderline between two expressive artistic 
generations. Mikolás Ales, a leading figure of the so-called generation of 
the National Theatre, was only eight years older. His generation con- 
centrated its activity, among other things, on the building and decora- 
tion of the Prague Theatre, built from a national collection as a temple 
of culture that was purely Czech, and as a symbol of national invinci- 
bility. Ten years younger was Antonin Slavíček, an important represen- 
tative of modem Czech art who, with his contemporaries in the Manes 
Arts Society, modemized Czech art and lead it over the threshold into 
the 20th century. 

Mucha, who in thought and feeling was anchored in the generation 
of the founders and revivers of Czech national art, wanted his work 
to teach the young, who were already uncompromisingly facing the 
tragic problems of modem man. What he had decided to fight for in 
Paris had long ago been won. 

The regaining of state independence in 1918 was the fulfilment of 
the dreams of Mucha’s generation. A patriot so fervent as Alphonse 
Mucha, of course, placed his services immediately at the disposal of 
Czechoslovakia. Even before the declaration of the Republic, he 
designed its first stamp. He was the designer of a number of bank notes, 
many of which were used until 1945; he designed the state emblem and 
the uniforms of the police. He also painted a number of portraits, but in 
the first place, besides work on the Epic, he painted a numberof pictures 

‚о! women and girls. Their content, however, is diametrically different 
from the decorative lightness of the Parisian panels. They are mostly oils 
and the women they portray are not seductive, enigmatic beauties, but 
rather wise women, or stem priestesses from ancient times. The 
contents of these compositions are scenes from Czech history (Libuse) 
or the personification of ideas (Fate, a Muse) or simple tributes to the 
charm of the Slav type that Mucha sought for his work on the Epic. 
Mucha's drawings from that time also belong to this group. An echo of 
nostalgic memories of Paris appears in them more than in the pictures. 
In coloured chalks and quavering lines he brings tender girlish beings to 
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life (many of them appear in photographs from the tum of the century 
which served Mucha as sketches). Most of them are without sensuality, 
but, all the more, they have the charm of youth. These drawings are 
a delicate and pure confession of an admiration of beauty. 

Mucha created a few more great works in his own country in the 
193075. In 1931, one of his two designs was chosen as the model for 
a painted window for the new archbishops chapel of the St. Vitus 
Cathedral in Prague. The following year he painted, for the Nymburk 
City Savings Bank a big composition from Hussite times — The 
Surrender of Nymburk to God in the Year of Our Lord 1421 and to the 
People of Prague. The painter sought the final treatment of the com 
Position in a number of fine drawings, but unfortunately these efforts 
did not survive in the oil painting. Then, for the Town Hall in Rokycany, 
he again painted a historic composition from Hussite times. In 1934, he 
Painted a lange decorative painting for the room of the Prague choit, 
Hlahol, and slightly earlier a symbolic composition for the well-known 
Slovak spa, Piestany. 

In 1936, his beloved Paris remembered Mucha. He exhibited in the 
Jeu de Paume together with another famous Czech, Frantisek Kupla. 
His catalogue had 139 items and the preface by Gaston Poulain greeted 
Mucha as a master of omament. However, the Slav Epic, the greatest 
work of his last period, is given only two lines in the two-page preface, 

I think it was there in Paris that three drawings for the final work 
Mucha's life originated — The Age of Reason, The Age of Love, and: 
Age of Wisdom. These three compositions were to contain the 
that he had tried to pass on to people for most of his life— the 
ofan ideal life steeped in Love and Wisdom, a life of work and peace. ti 
а cruel paradox that these drawings were made at: ‘when one oft 
greatest human catastrophes was being unleashed over Europe —! 
Second World War. The cycle was not realised and only the 
drawings have remained with us, showing а unified conception, 
ing an interesting work. 

This year, when we commemorate 50 years since Mucha’s death, 
want to pay tribute through our exhibition to an artist whose 
people keep returning to and who still and again has something to say! 
us. From 1895-1905 he helped to search for the face of the times. 
posters and his decorative panels were in many cases the summit oft 
efforts of the period and its ideal of beauty and fineness. These ht 
of drawings and lithographs still enchant and awaken our nostalgia. 
was a great decorative talent, and the flow and liveliness of his line 
the nobility of his colours ensure him a place among the great. But 
was also a remarkable painter and his cycle The Slav Epic has few 
lels in the 20th century in the extent and urgency of ideas. His 
sophical message belongs to the 19th century, but that does not; 
our standing in respect before his paintings with the knowledge that! 
main parts of his creative work were posters and decorative work 
during the peak period of the Parisian years at the tum of the 19th 
20th centuries. 
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1911 年 

カラ ー・ リ トグラフ 

117.5x78.5cm 

Poster for Princess Hyacinth 
coloured lithograph 


Signed and dated lower right: Mucha 11 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 
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プラ バ 市 民 会 館 市 長 ホー ル の 壁画 下絵 





7 
30.0%93.5em 


Design for the infills in the Lord Mayor's 
Hall at the Municipal House in Prague 
pen and India ink drawing, water colours on 


paper 
Signed and dated lower left: Mucha 11 
Jifi Mucha Collection UM] 
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プラ ハ 市 民 会 館 市 長 ホー ル の 壁画 下絵 
1911 年 

イン ディ アン イン ク 。 ЖӨ, Ж 

30.0z93.5cm 


Design for the infills in the Lord Mayor's 
Hall at the Municipal Building in Prague 


pen and India ink drawing, water colours on 


paper 
‘Signed and dated lower right: Mucha 11 
Jití Mucha Collection UM] 
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Design for the infills in the Lord Mayor's 
Hall at the Municipal House in Prague 
cil on canvas 

Signed lower right: Mucha 

Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 
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プラ バ 市 民 会 館 市 長 ホー ル の 天井 画 下絵 
1910 

BE, カン パス 

%0.0m 

Design for the ceiling painting in the Lord 
Mayor's Hall at the Municipal House in 
Prague 

ой on canvas 

Jiti Mucha Collection [JM] 
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Return to the Motherland 


致 宝くじ の ポス ター 












for Lottery of National Unity 


lithograph 
and dated lower right: Mucha 1912 
f Collection [DO] 


REF) 





Threat - study for a picture 


т colours, gouache, black India ink on paper 
lower right: Mucha 
Mucha Collection [JM] 


в 
の 7 ンチ ッ ツ ェ で の 地方 展 ポ スタ ー 





8X48.5m 


rr for Regional Exhibition in Ivančice 


гей lithograph 
ed and dated lower left: Mucha 11 


Collection [DOT] 


00.0х104.0 om 


for the Cellist Zdenka Сета 


û lithograph 
lower left: Mucha 
Collection [DOI] 


TM 
AO 回 ソコ ル 地方 大 会 の ポス ター 


Poster for all-Sokol meeting 

(плей lithograph 

Sined and dated lower right: Mucha 11 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 
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スラ ヴ の 収穫 祭 

1912 年 

油彩 。 カ ン バ ス 

111.0x160.0cm 

Slavonic Harvest Festival 

oil on canvas 

Gallery of Graphic Art in Hodonin IGVUH) 
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水差し を 持つ 少女 
1917 年 

油彩 、 カ ン バ パス 
48.049. 0cm 

Girl with a Pitcher 


oil on canvas 
Signed and dated lower right: Mucha 17 
Gallery of Graphic Art in Hodonin [СУОН] 
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サマ リア の 女 
1920 年 
油彩 。 カ ン バ パス 
46.2x46.2cm 





The Samaritan 





Signed lower left: Mucha 
National Gallery in Prague [NG] 





76.4%67.0cm 


A Croatian Woman with Apples 


oil on canvas 
Signed and dated lower right: Mucha Al 
Jiti Mucha Collection [JM] 
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乱れ 髪 の 少 女 と チュ ー リ ッ プ 
1920 年 

油彩 。 カ ン バ ス 

76.8X66.9cm 

Girl with Loose Hair and Tulips 


oil on canvas 
Signed and dated lower left: Mucha 2) 
Jiti Mucha Collection (JM) 
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Return to the Motherland 





1920 年 


92.0%65.5cm 


Muse 

tempera on canvas 

Signed lower left: Mucha 

Gallery of Graphic Art in Gottwaldov [OGVU] 


80.076. Ocm 


Slavia 


tempera on canvas 
Signed lower left: Mucha 
Jii Mucha Collection [JM] 
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菊 を 頭 に つけ た 少女 と りん ご 


1920 年 
油彩 。 カ ン バ パス 
72.0xX71.8cm 


Girl with Chrysanthemums and Apples 
oil on canvas | 


Signed lower right: Mucha 
Jiti Mucha Collection [JM] 
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目 を 閉じ た 少女 
1920 年 頃 


テン ペラ 」 カン バス 
62.0x62.0cm 


The Girl with Closed Eyes 


tempera on canvas 
Signed lower right: Mucha 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 


is Bohemian Gallery in Plzen [ZG] 





О аа (A7 TES 


in Ancient Slavic Costume: study for 
v Epic 


оп cardboard 
ей lower left: Mucha 
T. Swatek Collection [WTS] 


ed and dated lower left: Mucha 17 
zal Gallery in Prague [NG] 
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78.0X79.0cm 


Woman with a Burnt Candle 


oil on canvas 
Signed lower left: Mucha 
Jiti Mucha Collection [JM] 
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oil on canvas 
Signed and dated lower right: Mucha 1917 
Jiti Mucha Collection [JM] 


Return to the Motherland- 





266 

『 ハ ー ス ト ・* イ ンタ ー ナ ショ ナル 。 誌 の 表紙 
1922 年 

印刷 

33.5X23.4cm 

Hearst's Intemational - magazine cover 
print 

Signed lower right: Mucha 

Doi Collection [DOI] 
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花 に 囲ま れ た 女 : 春 

1916 年 

油彩 。 カ ン パ バス 

60.3x40.5em 

Woman among Flowers: Spring 


oil on canvas 
Signed lower right: Mucha 
Jifi Mucha Collection [JM] 


293 
眠れ る 大 地 の 春 の 目覚 め 


1933 年 
油彩 。 カ ン バ ス 
135.7x90.0cm 


Spring Awakens the Earth 


oil on canvas 
Signed lower right: Mucha 
Jiti Mucha Collection [JM] 
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Girl in a White Kerchief 


oil on canvas Ой on canvas 
‘Signed lower left: Mucha Signed lower right: Mucha 


The Light of Hope 
Ой on canvas 
Signed lower right: Mucha 


Jiti Mucha Collection [JM] Jiti Mucha Collection [JM] Jiti Mucha Collection [JM] 
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5 
名 市 を まとっ た 少女 


| 

jit Draped in White 
ion plywood 

жей lower right: Mucha 
Mucha Collection [JM] 










1 
BAI DBS RD DAM 
воя 


sng T. Swatek Collection [WTS] 


7 
hu-747 (3 88 B) 

t Abe v) vat ake 

月 号 の 表紙 の 下絵 ) 

is 

É, i 

10x28. 5cm 

want's International - design for the 
(ktober cover on the theme of Halloween 


ter colours on paper 
Siped lower right: Mucha 
g T. Swatek Collection [WTS] NN 
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テン ペラ , カン バス 


20x109.0m 

Sibyl 

and tempera on canvas 

WT Swatek Collection [WTS] 


(OW ETE OA 


it of both the Artist’s Children 
on canvas. 
‘Mucha Collection [JM] 


19x65. 





iit of his Son Jif 


lon canvas. 
Mucha Collection [JM] 
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279 
1918-1928( チ ェ コ スロ バキ ア 独 立 10 周 年 の 
ポス ター) 








カラ ー・ リ トグラフ 
165.0X78.5cm 

1918 -1928: Poster for the Tenth 
Anniversary of Czechoslovakia 


coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [001] 
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"A 
192 





グ 叙 事 詩 』 展 の ポス ター 
28 年 









グラ フ 
124.082. 0cm 
Poster for the Slav Epic 


coloured lithograph. 
Signed and dated lower right: Mucha 1928 
Doi Collection [001] 
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第 8 回 体育 協会 
年 





1 
1: 





トグラフ 
0584. cm. 





Poster for the 8th Sokol Festival 


coloured lithograph 
Signed and dated lower right: Mucha 25 
Doi Collection [DOI] 
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座る 女性 の 習作 

1930 年 頃 

色 チ ョ ー ク , Ж 

31.5X25.0cm 

Study of a Sitting Woman 

drawing with black and coloured chalks on paper 
Signed lower right: Mucha 

‘National Gallery in Prague [NG] 


286 
座る 少女 
aos 
鉛筆 。 色 イン ク , Ж 1 Я 
34.623. 5cm 
Sitting Girl 
drawing in pencil and coloured tints on paper 


Signed lower right: Mucha. 
National Gallery in Prague [NG] 


284 
腰かけ る 女性 の 裸体 
1930 年 

ERE, Ж 

33.5x25. 0cm 

Seated Female Nude 


drawing with coloured pencils on paper 
Signed lower centre: Mucha 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 
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花 を 持つ 女 ・ Р 
1930 年 D 
色 イ ンク , Ж ` 
42.1x29.0cm 

Woman with Flowers — E 


pen drawing МК ОШ (ORT ORE 
Signed lower right: Mucha 
National Gallery in Prague [NG] Tote 
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プラ ハ 聖 ヴィ タ 大 聖堂 の ステ ンド ・ グ ラス の 
BOT HAY 

1931 年 

イン ディ アン イン ク 。 ЖЕ, MEO 

116.0x67.5cm 


Design for a window in the St Vitus 
Cathedral in Prague 

pen and India ink drawing, water colours on 
paper 

National Gallery in Prague [NG] 
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プラ ハ 聖 ヴィ タ 大 聖堂 の ステ ンド ・ グ ラス の 
窓 の 最終 デザ イン 

193146 

イン ディ アン イン ク 。 ЖЕ, Ж 

116.0X67. 5cm 


Final Design for a window in the St. Vitus 
Cathedral in Prague 

pen and India ink drawing, water colours on 
paper 

National Gallery in Prague [NG] 





ZINES ЖИН ЮЛ? ATF, 
の 窓 (現在 ) 


Photograph of the stained glass wi 
the St. Vitus’ Cathedral in Prague 
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「 ス ラヴ 叙事詩 」 


20 点 の 大 作 か ら な る 『 ス ラヴ 叙事詩 』 は , スラ 
み 民 族 が ョ ヨーロッパ の 平和 と 発展 に 貢献 し た こ 
と を 示す 場面 を 選ん で 描い て いる . 大半 が 6X 
8m に も な る この 連作 は スラ ヴ 民 族 の 歴史 に 関 
する 10 枚 と , チェ コ 人 の 歴史 に 関す る 10 枚 の 絵 
で 構成 され て いる 。 

ミュ シャ が 「 ス ラヴ 八事 詩 』 の 制作 を 思い つく 
の は アメ リカ 滞在 中 で あっ た . ボ スト ン 交響 楽団 
が 演奏 する スメタナ 作曲 の 交響 詩 「 わ が 祖国 』 
を 聴い た と き , 芸術 を 通し て スラ ヴ 民 族 の 文化 
を 世に 知ら し め スラ ヴ の 団結 を 促進 する 仕事 
に 余生 を 捧げ る 決心 を し た , と いう . ボ へ ミア に 
生ま れ た スメタナ は プラ ハ で 作曲 と 音楽 理論 を 
FU, お りか ら の 民族 独立 運動 な ど に 触発 され 
て チェ コ 国 民 音楽 の 創始 者 に な っ た だ. スメタナ 
が 有名 な 「 モ ル ダ ウ 」 を 含む 6 曲 か ら な る 交響 
詩 「 わ が 祖国 』 を 作曲 し た の は , ボ へ ミア の 民族 
運動 が 民族 独立 に 向け て 最高 潮 に 達し よう と 
じ て い た と き で ある . こ うし た 経緯 を も つ ス メ タ 
ナ の 交響 詩 が ミュ シャ の 民族 意識 を 高め た で 
あろ うこ と は , 十 分 に 推測 で きる . そ し て ミュ シャ 
スラ ヴ 民 族 の 歴史 を 絵画 で 表現 する と いう 
希望 を か な えて くれ る パト ロン を アメ リカ で 見 い 
だ すこ と と が で きた . 富 豪 チャ ー ル ズ ・R・ ク レイ ン 
が 制作 の 資金 援助 を 承諾 し て くれ た の で ある . 
ミュ シャ が 1910 年 に ボヘミア に 戻り 『 ス ラヴ 統 事 
詩 』 の 制作 に 専念 する 直接 の きっ か け は , ク レイ 
ン の 協力 に 求め る べき か も し れ な い 、。 

し か し , そう で ある に し て も ,『 ス ラヴ 叙事詩 』 
の 構想 は すでに パリ 時 代 に 彼 の 心 の 中 に 芽生 
えて いた . ミ ュ シ ャ は 1900 年 の パリ 万 国 博覧 会 
に 参加 レア ー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 代表 者 の 位置 を 
獲得 する が , そ の お り , ボ スニ アニ ヘル ツェ ゴ ヴ 
イィ ナ 館 の 装飾 を 依頼 され た . ス ラヴ 民族 の 一 つ 
で ある ボス ニア ニ ベ ル ツェ ゴ ヴ ィ ナ の 仕事 は , 
彼 の スラ ヴ 民 族 の 過去 の 歴史 と 未来 の 理想 と 
を 見 直す 機会 を 与え た は ず で ある 。 

ミュ シャ は 直感 力 と 想像 力 に よっ て 再 構成 し 
た スラ ヴ 民 族 の 歴史 哲学 を , 再 び 絵 画 に 取り 
戻 そう と し た . 歴史 学者 に 相談 し 。 ロ シア や ヴァ 
ルカ ン 諸 国 を 訪ね , ギリ シャ の 東方 正教 会 を 見 
学 し た . 

「 ス ラヴ 叙事詩 」』 は 1928 年 の チェ コス ロ パ キ 
ア 共 和 国 独立 10 周 年 に 合わ せる よう に 完成 し 。 
公開 展示 され た . ミ ュ シ ャ は この 作品 を 初め か ら 
プラ ム 市 に 寄贈 する つも り で あっ た が , 大 作 20 
点 と いう 物理 的 な 条件 を 満た す 場所 が 得 られ 
長い 間 カ ン パ バス は 巻 か れ た まま で あっ た . 
現在 は ミュ シャ の 生地 か ら 数 マイ ル 離 れ だ モラ 
フス キー・ ク ルム ロフ 城 に 展示 され て いる 。 

今回 の 展覧 会 に 出品 され る の は 『 ス ラヴ 叙 事 
詩 』 第 6 図 『 セ ルビ ア の ツァ ー, シュ チェ パー ン ・ 
ドッ シャ ン の 東 ロ ー マ 帝 国 皇 帝 即 位 』 で ある . バ 
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ルカ ン 半 島 に 割拠 し て いた スラ ヴ 民 族 の セル 
ビア の 国王 シュ チェ バーン ドッ ゥ シャ ン が ,1348 
жота фанро 
の 情景 が 描か れ て いる . 中央 に 王冠 を いた だ 
いた シュ チェ パー ンド ゥ シャ ン が お り , その 前 後 
で 着飾っ た 男女 が 祝福 の 行列 を な し て いる . 
同じ 頃 チ ェ コ を 含む ボヘミア 王国 で は , 民族 王 
朝 の プ ジ ェ ミス ル 家 が 絶え ,。 カ ルル (チェ ュ 語 で 
は カレ ル ) が 王位 に つい て いた . 彼 は 1346 年 に 
神聖 ロー マ 帝 国 の 皇帝 に 選ば れ た が , チェ コ の 
王 と し て も 傑 出し て いた . 現 在 の プラ ハ の 街 の 
基礎 は この 時 代 に 築 か れ た 。 





The Slav Epic 


The twenty grandiose works which com- 
Prise the series of the Slav Epic have scenes 
which were chosen and drawn because they tell 
of the contribution of the Slavic peoples to 
European peace and development. This series, 
the majority of which are six by eight meters in 
Size, is composed of ten pictures related to the. 
history of the Slavic peoples, and ten pictures 
related to the history of the Czechoslovakian 

le. 

It is said that Mucha came up with the idea 
for the Slav Epic during his stay in America. 
While listening to a performance by the Boston 
Philharmonic Orchestra of Smetana's sym- 
phonic poem, Md Vlast (My Country), he re- 
solved to devote the rest of his life to using his 
art to tell the world about the culture of the 
Slavic people and to further the cause of Slav 
solidarity. Smetana, who was bom in Bohemia, 
studied composing and musical theory in 
Prague and, inspired by the people's independ- 
ence movement of the time, he became the 
founder of Czech national music. Smetana 
wrote the six compositions comprising the 
symphonic poem My Country — including the 
famous Moldar (Vltava) — when the Bohemian 
peoples’ movement was reaching the climactic 
moment in its struggle for national independ- 
ence. It can be reasonably surmised that the 
circumstances surrounding Smetana's sym- 
phonic poem heightened Mucha's ethnic 
consciousness. In America, Mucha was able to 
find a patron who enabled him to fulfill his 
dream of expressing the history of the Slavic 
people through painting. The wealthy Ameri- 
can, Charles R. Crane, agreed to finance the 
project. Mucha retumed to Bohemia in 1910, 
and we should probably attribute the imme- 
diate opportunity for him to devote his entire 
energies to the creation of the Slav Epic to the. 
cooperation of Charles Crane. 

However, be that as it may, the idea for the 
Slav Epic had already sprouted in his heart 
during his years in Paris. Mucha participated in 
the Paris World Exposition in 1900, and se- 
cured his position as the representative of Art 
Nouveau. For that occasion, he was entrusted 
with the decoration of the Bosnia and Herze- 
govina Pavilion. This’ work for Bosnia and 
Herzegovina — part of the Slavic world — gave 
Mucha an opportunity to reconsider both the 


| 


past history and future ideals of the Slave 
peoples. 

Through his intuitive and imaginatie 
power, Mucha attempted to again restore a 
reconstructed philosophy of the history dí 
the Slavic peoples through his painting. He 
consulted with historians, visited Russia and 
the Balkan countries, and observed and studied 
the Greek Orthodox Church. 

‘The Slav Epic was completed and publicly 
exhibited to coincide with the 10th anniversary 
of the independence of the Republic of Czech 
slovakia in 1928. From the beginning it had 
been Mucha's intention to donate the work lî 
the City of Prague; however, a location е0 
meet the physical requirements of these twenty 
grandiose canvases could not be found, and ff 






















Being displayed at this Exhibition is 
sixth picture of the Slav Epic. The Coronation 
of the Serbian Tsar Štěpán Dušdn as 
Roman Emperor. Štěpán Dusan, the Tsar 
the Slavic Kingdom of Serbia, and whosei 
ence swayed over the Balkan Peninsula, 
appointed as East-Roman Emperor in 1348 
The scene of his coronation is depicted in 
painting. In the center is Štěpán Dusan 
has received the crown, and before and behind 


celebratory procession. During this period, й 
the Kingdom of Bohemia — which ind 


also distinguished as the Czech King. 
foundations of the present city of Prague 
laid at that time. 






ェ で の クラ リ 


』 の 習作 ) 


ツェ 聖書 の 印刷 





1914 年 
ЗАЗ, Е, 
32.5x45.5cm 


Study for the Slav Epic - Printing the 
Kralice Bible in Ivančice 

pencil drawing, water colours on paper 
Jii Mucha Collection [JM] 


їз. г 


3m gi 










の ペ ト ル ・ ヘ ル チ ツ キー 


44.06: 





бст 





Study for the Slav Epic - Petr Cheléicky at 
Vodňany 


oil on cardboard 
National Gallery in Prague [NG] 
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à d 
105. 0:x480. cm. 


he Slav Epic - The Coronation of the 
erbian Tsar Štěpán Dušan as East-Roman 
mperor (Slav legislation 1348) 

il and tempera on canvas 

allery of the capital city in Prague [GHMP] 





1.039. (cm. 


tudy for the Slav Epic - The Coronation of 
е Serbian Tsar Stépán Dušan as East- 
oman Emperor 

ncil and pen and ink drawing, water colours 

| paper 

Mucha Collection [IM] 
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The Slav Epic - The Coronation of the 
Serbian Tsar Štěpán Dušan as East-Roman 
Emperor (Slav legislation 1348) 

oil and tempera on canvas 

Gallery of the capital city in Prague [CHMP] 





Study for the Slav Epic - The Coronation of 
the Serbian Tsar Stépán Dušan as East- 
Roman Emperor 

pencil and pen and ink drawing, water colours 
оп paper 

Jiti Mucha Collection [JM] 
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グリ ュ ン ヴァ ルト の 戦い が 終っ て 
(『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 習作 ) 
19245. 

パス テル 。 紙 

33.5X51.0cm 


Study for the Slav Epic - After the Battle of 
Grünwald 


pastel on paper 
Jití Mucha Collection [JM] 
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スラ ウ ヴ 菩 提 樹 の も と で の スラ ウツ の 若者 た ちの 
Bo (AF IRR DEF) 

1926 年 


SEH, KE, Ж 
29.7X44.2cm 


Study for the Slav Epic - The Oath of the 
Slav Youth by the Slavic Lindentree 
pencil drawing and water colours on paper 
Signed lower right: Mucha 

Jiti Mucha Collection [JM] 
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MRO A> юж 191E 
The Slavs in their Original Homeland 
Ya FLOAT TR 1912F 
Svantovit Festival on the Island of Rügen. 
スラ ヴ ツ 式 典礼 の 導入 19124 
The Introduction of the Slavonic Liturgy 
zh э 











The Bulgarian Tsar Simeon 
モブ ジェ ミス ル ・ オ カタ ル 了 1 世 1924 征 
King Pfemysl Otakar II. 

Milit of Krometis. 

グリ ュ ン ヴァ ルト の 戦い が 終わ っ て 1924 生 

After the Battle of Grunwald 

хуулна Иа TA 1916E 
Jan Huss Preaching at the Bethlehem Chapel 
1916 











19165 


ー ジ ュ の ヤシ ミリ ー 














The Meeting at Ktizky 
ヴィ トコ フ 山 の 戦い が 終わ っ て 1916 
After the Battle of Vitkov 





ペ ト ル ・ へ ヘル チ ツ キー 1918 年 
Petr Chelëicky 
ZABIEOA. ポジ ェ ブラ ディ 192 





The Hussite King Jiti Podëbrady 

207 FF ORM 3 FDN UE 
The Defence of Sziget by the Croatian Ban Mikulás Zrinský 
{Ууу Жэ? зг? ЭЛ) 9 BOERS 1914F 

Printing the Kralice Bible at Ivančice 

ヤン アモ ス * コ メン スキ ー の 死 19186 

The Death of Jan Amos Komensky 

WEAN 1926% 

Holy Mount Athos 

AP TERBOLL CDAD ЮНИ: ON. 19063. 
The Oath of the Slav Youth by the Slavic Lindentree 

DY TITS RACE 1914F 

The Abolition of Serfdom in Russia 

ADAM 19264 

The Apotheosis of the Slavs 
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象徴 的 な 構図 の 習作 

1926 年 

油彩 。 カ ルト ン 

32.5X22.5cm 

Study for a symbolical composition 
oil on cardboard 

Signed lower right: Mucha 

Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 
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プラ ハ 国 民 劇場 の 記念 シー ト の た め の 
習作 


1934 年 
パス テル 。 グ ワッ シュ 。 紙 
39.5х41.0ст 


Study for a memorial sheet for the 
anniversary of the National Theatre in 
Prague 

pastel and gouache on paper 

Wolfgang Т. Swatek Collection [WTS] 
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馬 の 品評 会 の 賞状 の 下絵 
1928 





Design for a certificate of award (Ha 
Exhibition) 

pastel and water colours on paper 
‘Signed lower right: Mucha 

Doi Collection [DOI] 













ien for a poster for Mucha's exhibition 
kn 


1 and ink drawing, coloured tints, water 


Mucha Collection [JM] 


人 オフセット) 
013. 3cm 


lovak ten crown banknote 


T. Swatek Collection [WTS] 


に コス ロバ キア の 50 コ ルナ 紙幣 の 原画 


ginal drawing for the fifty crown 
inote 

drawing on paper 

ng T. Swatek Collection [WTS] 


zi lower night: Mucha 
ection [DOI] 
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Design for a page illustration 


pencil drawing, water colours on paper 
‘Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 
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民族 衣裳 を 着 た 少女 と 手 の 習 作 


A Girl in National Costume and Study of 
a Hand 


pencil drawing on paper 
Signed lower right: Mucha 
Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 
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心 の ある 婦人 (聖母 の た め の 習 作 。 
ヤ ロ ス ラ バ ・ ム ホ ヴ ァ の 肖像) 


Woman with Heart: Study for Madonna, 
portrait of Jaroslava Muchova 

pencil drawing on paper 

Signed and dated lower right: Mucha 1928 
Wolfgang Т. Swatek Collection [WTS] 
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プラ ハ 大 学 を 創立 する カレ ル 4 世 
1928 年 

31.044 „Ост 


Charles ІУ. Founds Prague Uni 
drawing with coloured pencils on paper 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 









7 ホル 協会 の 壁画 の た め の 習 作 


Head with Laurel Twig 


chalk drawing, water colours and white 
paper 

lower right and left: Mucha 

Gallery in Prague [NG] 
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愛 の 時 代 

1936 年 

ЮЖ, ЖЕ, グ ワ ッ シ 
33.8x31.6cm 





The Age of Love 
Pencil drawing and water colours on pop 
Jiti Mucha Collection [JM] 
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英知 の 時 代 


1936 年 
юж, 水彩 。 グ ワッ シュ 。 紙 
36.035. 0cm 


The Age of Wisdom 


pencil drawing, water colours and gous 
Paper 
Jiti Mucha Collection (JM) 
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理性 の 時 代 

1936 年 

鉛筆 。 水 彩 、 グ ワッ シュ , 紙 
30.1x34.8cm 


The Age of Reason 
pencil drawing, water colours and go 


paper 
Jiti Mucha Collection [IM] 





後期 展 作品 


New Exhibits in Part ll of the 50th Year Anniversary 
Exhibition of Alphonse Mucha 


301 

! ズ ラ タ ー・ プ ラ ハ 』 誌 の 表紙 の た め の デ ザイ ン 
18905 

Wa 

49.037 Oem 


Cover design for the magazine Zlata Praha 
pencil 

Signed lower right: Mucha 

Doi Collection [DOI] 
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サラ ベル ナー ル 50 歳 誕生 日 の メニ ュー の た め 
‘ORE 


Study — for the Sarah Bemhardt 
— 50th birthday 

pencil drawing on paper 

Signed lower right: Mucha YA 
Doi Collection [DOI] = 








New Exbibits in Part I 
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— New Exhibits in Part II 





Collection [DOI] 


7 ェ イ ヴァ リー 自転 車 > の ポス ター 


304-a 


く ショ コラ ・ マ ッ ソ ン >:1897 年 の カレ ンダ ー 
ーー 月 。 2H. 3 月 

18964 

カラ ー リ トグラフ 

42.0x14.5cm 


Chocolat Masson: Calendar 
— January, February, March 
coloured lithograph 

Signed lower right: Mucha 

Doi Collection [DOI] 


304-c 
く ショ コラ ・ マ ッ ソ ン >:1897 年 の カレ ンダ ー 
TE, SR ӨН 


1896 年 
カラ ー・ リ トグラフ 
42.0x14.5cm 


Chocolat Masson: Calendar 
— July, August, September 
coloured lithograph 

Signed lower right: Mucha 

Doi Collection [DOI] 
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304-b 
く シ ョ コラ ・ メ キシ カン >:1897 年 の カレ ンダ ー 
ーー4 月 , SA, 6 月 
1896 年 
カラ ー・ リ トグラフ 
42.0X14.5cm 


Chocolat Mexicain: Calendar 
— April, May, June 

coloured lithograph 

Signed lower right: Mucha 

Doi Collection [001] 


304-d 
く ショ コラ ・ メ キシ カン 2:1897 年 の カレ ンダ ー 
—10A, ПЯ, 128 


1896 年 
カラ ー ツ リト グラ フ 
42.0x14.5cm 


Chocolat Mexicain: Calendar 

— October, November, December 
coloured lithograph 

Signed lower right: Mucha 

Doi Collection [001] 
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『 レ スタ ンプ ・ モ デル ヌ 」』 誌 の 表紙 
1897 年 

カラ ー・ リ トグラフ 

40.0x27.0cm 


Cover for L'Estampe Moderne 
coloured lithograph 

Signed lower left: Mucha 

Doi Collection [DOI] 
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ジ ト カ , 『 ア ダミ テー』 の イラ スト 
1897 年 

イン ディ アン イン ク 

30.5x24.0cm 


Jitka: Illustration for The Adamites 
India ink 

Signed lower left: Mucha 

Wolfgang T. Swatek Collection [WTS] 


309 
花 


1898 年 
カラ ー* リ トグラフ 
60.036. 5em 


Flower 

coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [001] 
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310. 

詩 , 連作 < 四 芸術 > より 
1898 年 

カラ ー* リ トグラフ 
56.5X35.0cm 


Poetry, from The Four Arts 
coloured lithograph 

Signed and dated lower left: Mucha 98 
Doi Collection [DOI] 





New Exhibits in Part П 
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ダン ス , 連作 く 四 芸術 より 
1898 年 

カラ ー・ リ トグラフ 

56.5X35.0cm 


Dance, from The Four Arts 

coloured lithograph 

Signed and dated lower right: Mucha 98 
Doi Collection [DOI] 









連作 < 四 芸術 > より 


from The Four Arts 

lithograph 
and dated lower right: Mucha 98 
lection [001] 





313 
絵画 連作 く 四 芸術 より 


Painting, from The Four Arts 
coloured lithograph 

Signed and dated lower right: Mucha 98 
Doi Collection [DOI] 


New Exhibits in Part I 





hibits in Part ll 








Cowslip 

coloured lithograph 

Signed and dated lower right: Mucha 99 
Doi Collection [001] 
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JR 
1899 年 














Feather 


coloured lithograph 
Signed and dated lower left: Mucha 99 
Doi Collection [001] 
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AMO ONE 
100% 


j.523. cm. 


Study for The Four Stars 


New Exbibits in Part II: 
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322 
BOWE, 連作 < 四 つ の 星 〉 よ り 





The Evening Star, from The Four Stars 


coloured lithograph 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


323 
月 , 連作 く < 四 つ の 星 > より 





79.0x30.5cm 


The Moon, from The Four Stars 
coloured lithograph 

Signed lower left: Mucha 

Doi Collection [DOI] 


324 
明け の 明星 , 連作 < 四 つ の 星 > よ り 





79.030. 5cm. 


The Moming Star, from The Four Stars 
coloured lithograph 

Signed lower left: Mucha 

Doi Collection [DOI] 
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北極 星 。 連 作 < 四 つの 星 〉 よ り 
1902% 

カラ ー・ り トグラフ 

79.0X30.5cm 


The Pole Star, from The Four Stars 
coloured lithograph 

Signed lower left: Mucha 

Doi Collection [DOI] 
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Lygie 

coloured lithograph 
Signed lower left: Mucha 
Doi Collection [DOI] 
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冬 


326 


к 


1903 年 


19034 


1207-9727 


| 10.0%: 


カラ ー* り トグラフ 
70.0x30.0cm 


30.0cm 


Winter 


Autumn 


coloured lithograph 


coloured lithograph 


Signed lower left: Mucha 


Doi Collection [DOI] 


Signed lower right: Mucha 


vî Collection [DOI] 
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『 ラ マ 』 の イラ スト 
1898 年 

ペン 水彩 
51.5X39.5cm. 
Illustration for Rama 


pen and water colours 
Signed lower right: Mucha 
Doi Collection [DOI] 


328 


『 百 合 の 中 の 聖母 』 の 下絵 


1903 年 
パス テル 
123.9x99.8cm 


Study for The Madonna in Lilies 


pastel 
Signed lower left: Mucha 
Joi Collection [DOT] 
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『 百 合 の 中 の 聖母 (最後 の 習作 ) 
1904 年 

油彩 。 カ ン バ パス 

74.6X55.9cm 


Last study for The Madonna in Lilies 
oil on canvas 

Signed and dated lower left: Mucha 1904 
Doi Collection [DOI] 
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メニ ュー:12 ヵ 月 





1900 年 
カラ ー ツ リト グラ フ 
23.0x10.0cm 


A set of 12 Mucha's Menus 
coloured lithograph 
Doi Collection [001] 
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4 -I7FAAOROOBE 





77.0x43. 


Russia Restituenda 
coloured lithograph 

Signed lower right: Mucha Signed lower right: Mucha 
[hi Collection [01] Doi Collection [DOI] 








ЁЁ, quA 
100.0%90.0cm 


Priestess 

vil on canvas 

Signed and dated lower left: Mucha 26 
vi Collection [DOI] 
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切手 

19134 印刷 

印刷 

6.0x3.0m Stamps 

х print 

Stamps Doi Collection [00] 
print 


Wolfgang T.Swatek Collection [WTS] 


Ë 








Painting 
bronze 
Doi Collection [DOI] 


ミュ シャ の 作品 に お ける 光 と 写真 
ゲラ スタ ・ チ ハー コ ヴ ァ ー 


アル フォ ンス ・ ミ ュ シ ャ が 写真 に 傾倒 し た の は , モデ ル を 写生 する と き 
E, デッサン を 注意 深く 幾度 も 帳面 に 確か め る 習慣 に 端 を 発し て い ぃ 
る . モデ ル を 使う と お 金 が か か り , 写生 が 忠実 で あれ ば ある ほど 重労働 
に な る , そ こ で ミュ シャ は 次 第 に 主題 に 合わ せ て 選ん だ モデ ル の 全体 像 
や 細い 部 分 を 写真 に し , 描 いら た も の が 正しい か どう か を その 写真 で 判 
断 し て いた 。 

ミュ シャ の 作品 が 充実 し て くる 世紀 末 の 時 代 に な る と , 肖像 を 絵画 で 
描く 必要 が な く な り , し ば じ ば 写真 で 代行 され て いた の で , 彼 が 写真 を 
利用 し た こと は 不思議 な こと で は な か っ た . だ か ら 彼 は 写真 を と っ て いく 
うち 自然 に , 写 真 の も つ 視 覚 言語 を 新しい 創造 分 野 と し て 発見 し , い つ 
の 間 に か 自分 の と っ た 写真 を 独自 の 認識 や 表現 方 法 を も つ 作品 に 変 
えて し まっ た . 

同時 代 に お ける 画家 た ち は , ゴー ガン に 始ま り ド ガ を 経て トゥ ー ル ー ズ 
= ロー トレ ッ ク に 至る まで , 写真 を と っ て いた 。 写 真 は 技術 的 に は 決し て 
彼ら の デッサン に 見 られ る よう な 幅広 い 表現 手段 を 与え て は くれ な か っ 
た が , そ れ で も 彼ら の 写真 は を れ ぞ れ 独特 の スタ イル を 留め て いる . 当 
時 の 写真 技術 が 不 十分 な も の で あっ て も , こ れ ら の 画家 た ちの 意識 的 
な スタ イル 作り が , 相当 力強い も の だ っ た か ら で あ ろう 。 

絵画 や デッサン の 補助 と し て その 時 代 の 写真 を と ら え る と , 戸惑い を 
全く 感じ な いわ け で は な い . ミ ュ シ ャ 自身 の 写真 に 対す る コメ ント は 欠如 
し て し まっ て いる が , 彼 の 息子 の イー ジー の 証言 に よれ ば , ミ ュ シャ 夫人 
は 本 能 的 に 写真 が 好き で は な か っ た と いう . 写真 は ミュ シャ の 芸術 に 影 
を 落と す と 心配 し て いた らし い . こ の 点 に つい て は , パリ の 画家 仲間 の 
一 人 が , 写真 に よっ て 社交 界 の 婦人 の 肖像 画 を 作り 上 げ て いた と いわ 
れ で いた : 彼 は , モ デル と な る 婦人 が アト リエ に くる と , RADOMIA 
を 隠し て ひそ か に 写真 を と り , そ れ か ら そ の 写真 を カン パス に 投写 し て 
筆 で 肉 づけ を し て いた (イー ジー・ ム ハ 。「 写 真 家 ア ルフ ォ ン ス ・ ミ ュ シャ 」 
展 , カタ ログ 序文 ・ プ ラ ハ , 1988 年 ) 

こう し て ミュ シャ の 写真 が パリ の 元 の アト リ ェ の 暗 凍 か ら 顔 を 出し た の 
は , ずっ と 後 の こ と に な っ た . ミ ュ シャ の 一 家 は 幾度 も 引っ 越し 写真 は い 
つる 屋根 裏 の 箱 に 入れ られ で 。 古 い 食器 や こわ れ た 額縁 と と も に 保管 さ 
れ て いた , 息子 イー ジー も , すてき な ガラ ス 板 の 下 に いろ いろ な 絵葉書 
や 絵 を 入れ て 遊ん だ り , ま た 引っ 越し の 際 に , ガラ ス 板 が 馬 の 頭蓋 骨 や 
ぽろぽろ に な っ た カー テン や , パル カン 半島 で 農民 が は く 下駄 と と も に 
運ば れ た り し た , と いう こと も 思い 出し て いる 。 

写真 技術 が 進歩 し て も , アル フォ ンス ・ ミ ュ シャ の 写真 の 取り 扱い 方 に 
は , ま だ 一 種 の 無 額 着 さ が 見 られ た . 巻き 戻し フィ ルム の 時 代 に な っ て 
も , 彼 は 巻き 戻し を する こと を いつ も 忘れ て いた の で , シュ ー ル レア リズ 
の 作品 を 思わ せる よう な , 画像 が オー パー ラッ プ し た 写真 を 次 々 と 生 
み 出 し て いっ た , ある 時 は , パル コニー か ら イ スタ ンプ ー ル 市 の パノラマ 
を 眺め て で いる ミュ シャ 夫人 の 頭 の 上 に ひげ を は や し た 霊 父 た ち が 飛 び 
まわ っ で いた , ま た ある 時 は , アメ リカ の アト リエ で うつ し た ミュ シャ の 自 
画像 は , 豆 は わか る が 胴体 は 背景 と 一 体 化し て し まい , わ か ら な く な っ 
て し まっ て いた 。 

大 部 分 の 写真 は アト リエ で 撮影 され た . ミ ュ シ ャ は 大 き な 木 造 の カメ ラテ 
を 使い , 照 明 機 具 は いっ さい 用 いな か っ た . アト リエ に は 天井 や 横 側 に 
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BUSH), 自然 光 が 入っ て きた か ら で あ る . さら に , こ の 自然 光 が 白 色刷 
朋 明 な カー テン に よっ て 拡散 され る よう に で き て いた . 撮影 し た 写真 人 
ュ シ ャ は 自分 の 暗室 で 現像 し , そ し て それ を 自然 光 で 焼付 けし て ぃ 刀 
た . 保存 きれ な か っ た 幾つ か の ガラ ス 板 も あっ た らし い が , 保 存 され 記 
ガラ ス 板 の 大 半 は 時 間 に も 湿気 に も 立派 に 耐え , 新 鮮 さ を 保 っ た まま 参 
存 し て いる そう で ある 。 

アト リエ の 写真 の 大 半 を 占め る も の は , モデ ル の 写真 で ある . 中 に 国 
アト リエ を 訪問 し た と か , アト リエ に 滞在 し た 人 物 た ちの 写真 も ある 者 
の 時 代 の 写真 技術 で は 簡単 に スナ ッ プ 写真 を と る こと は で き な か っ 誠 
カメ ラ を 組み 立て て , レ ンズ を し ぼり , 雷光 時 間 も 計算 する と いう zg 
な る と , 果たし て 出来 た 写真 は , ちょ っ と し た スナ ッ プ で も あり きち 
し た 肖像 写真 で も あっ た . 例 えば , ゴー ガン の 一 連 の 肖像 写真 が お 2 
その 中 の 最も 有名 な 写真 の 一 つ で は ゴー ガン は ズボン を は か な いで 評 
ュ シ ャ の オル ガン を ひい て いる . 仮 に この 場面 が 時 間 を か け て , 一 生還 
命 準備 され た も の で あっ た な ら , ゴー ガン の 大 まじ め な 肖像 画 に な っ 
いた の だ ろう . (その 時 代 に は 写真 が 大 まじ め な も の だ っ た と 仮定 ま 市 

ば ……) ゴー ガン を 除く ミュ シャ の 友人 の 肖像 写真 や , 将来 の 妻子 半 
を と ら え た 彼 の 写真 は , 結局 の と ころ 大 変 古典 的 で まじ め な も の で お 
状況 を 異 に し て いる の は , 彼 の アト リエ の 背景 の み で , 彼 の 絵画 や 
ター 制作 と は 雰囲気 が よく 似 て いる . ま た , 人 々 自身 も , GEO ET VE 
っ た 姿勢 と どこ か 似通っ て お り , 現実 に も 彼ら は モデ ル と な っ た り し XE 
思わ れる . 

前 述 の よう に , 芸術 家 の 写 真 は 彼 の パリ , アメ リカ , チェ コ の アト リエ 
撮影 され た も の が 多く , そ の た めか , 機会 に 応じ て ミュ シャ の 具体 的 
図 に 合わ せ て 撮ら れ た も の だ と 思わ れる 。 

私 の 考え で は , ミ ュ シ ャ の 写真 は 彼 の 絵画 や デッサン に 二 重 
与え た . そ の 基本 的 な 一 つ は , 素 描 へ の 影響 で ある . 日 本 に お け 3| 
初 の ミュ シャ 展 ( 東 京 の 伊勢 丹 美術 館 ,1978 年 ) の カタ ログ に 書 ぃ た 区 
モデ ル の 代用 と し て 使わ れ た 写真 は , 
分 析 や , 中 で の 主題 の 画面 の 位置 づけ に 役立っ て いた . モ デル が 
て いる 優美 な ポー ズ , 髪 や 衣服 が も つ ひ だ の は っ きり し た 輪 部 線 , る 
柔らか な アラ ベス ク 模 様 の 確か な 定着 一 これ ら の 諸 要 素 が スナ 
写真 の 中 央 部 分 を ダイ ナミ ッ ク に 形成 する と 同時 に , 構 図 全体 の 
的 な リズ ム を 定め て いた . そ の 上 , 素描 で 正確 な 構図 を と る た め | 
真 に は し ば し ば 縦 と 横 に 線 が ひか れ , 碁盤 の 目 状 に な っ て いた . この 
うな 手順 は , ル ネ サ ンス の 画家 の 時 代 か ら 知ら れ て いる . ルネ サン 2 
芸術 家 た ちゃ も モ デル の ポー ズ を 次 々 と 変え , ス ケッ チ を する こと に は 
モデ ル に 段々 と 衣服 を 着せ , 最終 的 な 人 物 の 形 姿 を 形 づ く っ て いっ 方 

衣服 の ひだ が 重要 な 役割 果たす ミュ シャ の 場合 正確 な 手 本 
要 と し た , だ か ら , モ デル を 衣服 の ひだ の 中 で 確認 で きる よう に , ミ > 居 
は 時 々 実物 大 の マネ キン 人 形 を 使っ て 胴体 に ひだ を つけ て いっ が | 
DL, それ で も 彼 は 生き て いる モデ ル を 第 一 に し , 衣服 に 隠さ きれ が : 
人 体 の 形態 や 動作 を 想像 する た め に , モデ ル を 目 の 前 に 置 こう と し 
そこ で , 何 度 も スナ ッ プ を と り 直し , パ リエ ーション を 可能 な 限り 求 
いっ た . 彼 の 様式 化 に つい て の 確信 は 正しかっ た . 様式 化 と は 一 
作品 の 細部 すべ て を 把握 し , 重 要 で は な い 細 部 を 段階 的 に 選 元 Mi 
し て 主要 な 部 分 配置 を まとめ 上 げ る と ころ に 想像 力 を 発揮 する こと 
22. 

「 ミ ュ シ ャ の 写真 」 と 題する 本 (エディ ショ ン 出 版 社 , ロ ンド ン , 1 
の 著者 グラ ハム ・ オ ヴェ ン デ ン 氏 は , ちょ っ と し た 一 つの 細部 に 注目 
を 当て て いる . そ れ は ミュ シャ の 素描 と 写真 の 相関 に お ける , モ ガ 
手 の し ぐさ に 対し て 芸術 家 が 示し た 関心 で ある . 189957, rhs 
ラー ス 街 の アト リエ で 撮影 され た モデ ル の 一 連 の 有名 な 肖像 写真 
は , 女性 の 左手 の し ぐさ が 習作 の 対象 と な っ て いる . こ の モデ ル の 大 
の 嘱 帳 面 な 素描 は 後に な っ て ,「 ネ ニュ ファ ル 」 と 題する パネ ル の 衣 肛 





チー フ と の 関係 で 表れ , 1900 年 の パリ の ポス ター の た め の 下 絵 に も 表 
れ て いる . けれど も , ミ ュ シ ャ は 人 体 や その 個々 の 部 分 の みな ら ず , 装飾 
模様 の 基礎 と し て と ら え て いる 花 や 植 物 の よう な フォ ー ク ロア 的 モチ ー 
フ に も 特別 な 注意 を 払っ て いた . 様式 化 作り の 過程 に お いて は , 自分 の 
テ タ ニック に 頼る だ け で は 済ま され ず , ま た デッサン を 偶然 に 任せ る こと 
も 許さ な か っ た . そのため に , 彼 の デッサン は 写真 の よう に 正確 に 出来 て 
お り , ま た 彼 の 写真 は 完全 な 絵画 的 な 概念 と 構成 を も も っ て いる の で あ 
25. 
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準備 する と き , た だ 単に 個々 の モデ ル の ポー ズ を 変え て 使う だ け で は な 
く , お し ろ 画 面 の 各部 分 に 対す る モデ ル 群 を 一 つの 場面 と し て 固定 きせ 
撮影 する こと に し て いた . 撮 影 に 対す る 彼 個人 の 経験 が だ いぶ 深まっ 
た の で , 細 部 に ます ます 集中 する こと が で きた . 1913 年 に は ,『 ス ラヴ 叙 
事 詩 』」 の た め の 資 料 と し て , モス クワ の 印象 深い 一 連 の 写真 シリ ー ズ が 
出来 上 が っ た . 農奴 制 の 廃止 が 宣言 され た と き の , 現在 の 赤 の 広場 を 
描写 し て いる も の も ある . ミュシャ は ロシア で , 歴史 的 な 出来 事 の 証人 を 
見 つけ 出し , そ し て 彼 の 証言 に 従い , 広場 に お ける 農民 の グル ー プ を 
撮影 し た . それ か ら ズ ピロ フ 城 の アト リエ で も う 一 度 , 農 奴 制 の 頃 の 衣裳 
を 身 に つけ た 群像 を 撮影 し , 彼 の 作品 の 構図 の た め に デッサン も し て 
viis. 

保存 され て きた 写真 資料 の お か げ で , 私 た ち は 現在 構想 の 段階 か 
ら 作 品 の 完成 に 至る まで , モデ ル の 取り 扱い を 追っ て いく こと が で きる . 
1919 年 , こ の 連作 の 最初 の 11 点 の 作品 が 初め て 展示 され た と き に 撮ら 
れ た 『 ス ラヴ 叙 事 詩 』 の すばらし いら 写真 が 残さ れ て いる 。 プ ラ ハ の カロ リ 
ナム ホー ル で 撮ら れ た これ ら の 写真 の 一 つ に 「 ロ シア で の 農奴 制 の 廃 
止 」 の 前 で ミュ シャ が 休憩 を と っ て いる と ころ が 写っ て いる 。 

し か し , モス クワ の 滞在 か ら 『 ス ラヴ 叙事詩 」 を 裏付け る 記録 だ けが 
残っ た わけ で は な い . た と えば 1913 年 , 日傘 を さして 散歩 する 婦人 た ち 
の 後ろ 次 を とらえ た "白樺 の 並木 道 」 と 題する すばらし い 写真 が で き , そ 
れ が あま り に も 後期 印象 派 的 な 雰囲気 を も っ て いる の で , オ ヴェ ン デン 
の 本 で は , 1900 年 に フラ ンス で 撮 映 され た と 受け と られ た . 実際 , こ れ は 
私 た ち に ミュ シャ の 制作 に お ける 光 の 役割 に つい て 考え させ て くれ る 作 
品 の 中 の 一 点 な の で ある 。 

光 は ミュ シャ の 絵画 作品 に お ける 象徴 主義 的 内 容 と 深い 結び 付き を 
も っ て いる . 画 面 を 構想 する と き の ミ ュ シ ャ は , 光 も 一 つの 基本 的 な 構成 
要素 と し て 計算 に 入れ る . 彼 の 世代 は ラフ ァ エ ル 前 派 に 強く 影響 され た 
と いわ れる . ミ ュ シ ャ は ラフ ァ エ ル 前 派 の ステ ンド グラ ス の 作品 を よく 知っ 
て いた し , 装飾 的 な パネル の 構図 を 決め る と き は そこ か ら イ ンス ピ レ ー 
ショ ン を 得 て い た の だ ろう . 

また 挿絵 や , 知 的 な メッ セー ジ を 伝え る 4 ポス ター を 作る と き , 彼 は シャ 
ルル ・ シ ュ ワ ッ プ (1866 一 1926 年 ) の デッサン や 挿絵 か ら の 影響 を 受け 。 
きら に 薔薇 十字 団 の 思想 に 影響 され て いた と 思わ れる . LAL, KOM 
か ら 生ま れ 出 る 象徴 的 な 光 は , 大 変 エ ニー ク な 光 で あり 色彩 で ある . 
つま り , 現 実 世界 に お いて 無色 や 透明 で ある は ず の も の が , こ こ で は 白 
で 表 さ れ て いる . 白 に 限ら な い が , 象徴 的 な 意味 の ある 事物 は , 独 自 の 
色彩 を 与え られ て いる 。 

これ は 美術 史 の 中 で ビエ ロ ・ デ ラ ・ フ ラン チェ スカ , ラファエロ, フラ ンド 
ルル の 画家 た ち , ま た 。 フ ェ ル メー ル の よう な 何人 か の オラ ンダ 人 た ち に 共 
通す る テク ニッ ク で ある . し か し , も し も フェ ル メ ー ル が 白い 班 点 に よっ て 
画面 の 詳細 に アク セン ト を つけ て いる と し た ら , ミ ュ シ ャ は 画面 に 白 の シ 
ャ ワー を あび せ か け て いる よう だ . こ の 白色 は 自然 の 世界 の 描写 か ら 私 

た ちの 目 を そら せ , どこ か 見 知ら ぬ 超 現実 的 な 世界 の 中 へ と 導く . さら に | 
デッサン に お いて は , 太い 線 と 細い 線 に よる 描写 が 画面 の どの 部 分 に 
重点 が 置か れ て いる の か を 表し , 絵 の 雰囲気 を 生み 出す 色彩 を 引き 
立て て いる . 光 , 影 , 暗 導 , そ し て 白 は 迫力 を も っ て 神秘 の 世界 を 表現 
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し て いる 。 

この よう な 技術 は , 絵 画 史 の 勉強 だ け で 把握 で きた は ず が な り い 5 
真 技術 と の 戦い 苦労, 経験 が あい まっ て , 初め て これ ほど 奥深 い 表 区 
方 法 が 見 い だ さ れ た と 思わ れる . お そら く , 特殊 な 光 の 条件 を も っ 7 
エ が , 彼 の 技術 を 洗練 させ た の だ ろう , 

1890 年 頃 か ら ミ ュ シ ャ は 多く の 哲学 者 に も 出会い , НЕО 
り 組み は じ め て いた . ELT, その 頃 か ら , 主題 本 来 の 魅力 が 白 に よう 
強調 され る よう な デッサン , パス テル 画 , 木 炭 画 の 作品 が 描か れ て 上 M 
る .1890 年 前 後に お ける 最初 の 『 フ ァ ウ スト 』 か ら の 情景 に は 続い て rS 
伽 話 」(1896 年 )「 マ グ デ ブル グ の 略奪 」(1892 年 頃 )「 ツ ァ レン ジュ 列 
ン の 死 」(1897 年 頃 ) が 制作 され , そ し て シャ ルル ・ セ ニョ ボス 著 の 『2 
イン 史 』 の た め の 挿絵 (1895 年 頃 ) も 出来 上 が る . こ れ ら の 作品 は 
彩 で あれ , チョ ー ク 彩 で あれ , ま た は パス テル や 油彩 で あれ 。 自 然 の 
や 影 の 雰囲気 を 残し て は いる が , 超 越 的 な 色 の アク セン ト を 絶対 に 首 
要 と し て いる . 神 秘 の 世界 は この 色 で 表現 され る 

また , 1900 年 頃 に な る と 。 ミュ シャ は 自分 の 重要 な 構図 の 大 半 抽 
触 の 柔らか い 木 炭 や パス テル の 下絵 に よっ て 準備 し て いる . 線 描 と La 
は か な り 開 放 的 な 作品 で ある が 。 光 に 対す る 芸術 家 の 構想 , ま た 
よる 形態 の 肉 づ け を 確か な も の に する た め に 制作 され た も の だ 
5. 白色 は 新た に , 光 を 固定 する た め の 手段 と し て , 積極 的 に 用 い 2 
て いる . 

1900 年 前 後 の ミ ュ シ ャ の 創作 は 盛 期 を 迎え て いる だ け に 幅広 hz 
ー ル を も っ て いる . 代 表 的 な ポス ター の 制作 , 装飾 パネ ル や 「 半 人 次 
集 」 の ほか に , 社会 批判 的 か つ 哲 学 的 な 作品 が 作ら れ て いる . 当 時 
新聞 発表 に よる と , 「 七 つの 大 罪 」 や ,『 社 会 の 底辺 か ら 」 と 称す る 連作 
front, 

Fi, 1900 年 に ペリ で 行わ れる 万 国 博覧 会 の た め の 仕事 に 関連 
ミュ シャ は 「 人 類 館 」 の プロ ジェ クト を 形成 する 多く の 作品 を 制作 し ま 
た , ボ スニ ア = ヘ ルツ ェ ゴ ヴィ ナ 館 の た め の 室内 装飾 の 絵画 を 作り 上 請 
て いる . ポ スニ ア = ヘ ルツ ェ ゴ ヴィ ナ 館 の た め の 最 後 の 絵画 と な っ た 
スニ ア の 歴史 的 な 伝説 を 描き 出し て いる 場面 は , お 伽 話 に よく ある 
な 青 っ ぽい 暗 導 の 中 に 沈め られ て いる . こ れ は 月 光 を 象徴 する 青色 
HSM, ここ で は ド ュ フ ィ の 「 自 然 の 中 の 影 は プルー で 描か れる べき 庄 
いう 言葉 が 思い 出さ れる . 青色 は 影 を 表す 色調 と し て , ずっ と 後に な 
て も , ミ ュ シャ の 画面 に 現れ て くる . 『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 最初 の 作品 で あ 3 
「 原 故 卿 の スラ ツ 民 族 」(1910 年 ) で は , 星空 が 青 に よっ て 光り , 独特 
神秘 的 な 説得 力 を 生み 出し て いる . 

一 方 ,1900 年 以後 白 は 光 。 り を 表す 色調 と し て 現われ て いる [4 
ヴァ ンチ ッ ツェ の 思い 出 」 で は , 象徴 的 な 意味 を も っ て , 永久 に 戻ら な 
14 歳 の 恋人 を し の ん で お り , また 1905 年 の 『 装 飾 人 物 集 の た ゅ の 砂 
描 で は , 画面 に お ける 光 の 面 を 単に 確認 する 役割 を 果たし て いる . し が 
し 「 イ ヴァ ンチ ッ ツェ の 思い 出 」 を 言及 する な ら , これ と よく 似 た 白 を 用 
いた 光 の 象徴 的 な 表現 は 「 ス ラヴ 叙事詩 』 の 中 の 「 ツ ィ ト コ フ 山 の 戦 
が 終わ っ て 」(1925 年 ) や ,「 フ ス 教徒 の 王 イ YRS XT IFA 
(1925 年 ) お よび , 『 主 の 祈り 』((1899 年 ) の 挿絵 ) P CR VD DRE 
(1906 年 ) の 中 に も 繰り 返さ れ て いる 。 

これ ほど 白色 が ミュ シャ の 絵画 的 表現 に お いて 用 いら れ て いれ 民 
の 模範 と な っ た 芸術 家 の 写真 を も う 一 度 め っ くり と 見 直す だ け の 意味 
ある だ ろう . 写真 の 上 で の モデ ル の 裸体 は まさ に 白く 交 い て いる . ま た 
モデ ル た ちの 肌 は 白い に も か か わら ず , 彼女 た ち は 白い プラ ウス や 衣 拓 
を 着こなし て お り , ま た 白い ベー ル や 白い 毛皮 に 体 を くる ん で いる . RE 
RIE, 1899 年 に パリ の アト リエ で 撮影 さん た モデ ル は 後ろ 次 で 写っ て 
る の だ が , 白い 首 の 肌 を 見 せ , さ ら に 白い 布 に 包ま れ て , 白 い 毛皮 で 且 
われ た ソフ ァ の 上 で ポー ズ を と っ て いる . それ 故に , 素 描 の た め に 必要 
な 輪郭 線 と , 余白 の 画面 と を 見 分 けら れ た . その 上 , 人 体 の 内 づけ が で 













きる よう に , MGT л ЕНЕ, 光 は 個々 に 異な っ た 条件 の も と で 次 
第 に 人 体 の 形態 を 形 づ く っ て いっ た の で ある . 
背景 の 暗 痢 か ら 白 が 飛び 出す よう な 効果 を 上 げ て いる の は , 平面 的 
な 作品 だ け で は な い . 世紀末 に お ける ミュ シャ の 小さ な 立体 的 彫像 で 
b, あたかも 表面 が 光っ て いる よう な 感じ が する . むろ ん , ロ ダン と 付き 合 
っ て いた ミュ シャ は , こ の 友情 の お か げ で 事物 の 形態 を 形 づ く る 光 の 役 
割 を 身近 に 学習 する こと が で きた が , こ こ で も 私 た ち は 彼 の 写真 の 経験 
を 重視 すべ き と 思 われ る . た と えば , フ ー ケ 店 の た め の 設計 で は , 芸 術 
家 の 考え は 当時 の 常識 を 超え , 光 が 造形 の 構成 の 決め 手 に な る いわ 
ゆる "環境 芸術 "を 目指 し て いる . 中 で も ,「 ラ ・ ナ チュ ー ル 」 と 題する 女 
性 の 胸部 の 彫像 は , 機 能 的 に は ラン プ ・ ス タン ド で ある が , 女 性 の 頭上 
に 電球 を 乗せ て いる だ け に , ロ ダン と の 交際 の 意味 を 超え た , 新 世代 の 
技術 革新 を 祝っ て いる よう な 他 の 分 野 と の 結び 付き を 感じ きせ て くれ 
2. 
ミュ シャ は 写真 撮影 の お か げ で , 自分 の 中 に 大 き な 立 体 造形 へ の 才 
能 を 発見 し , 部 分 的 に は それ を 実現 し た が , 平面 的 な 発想 を も つ 芸 術 
家 で あり 続け て し まっ た . 1895 年 頃 か ら 誕生 する 彼 の 最も 有名 な ポス タ 
ー は すべ て , 安 定 し た 平面 的 な 素描 や , 確 か な 構図 の 点 で 優れ て い 
る .「 平 面 は 平面 の み に よっ て 装飾 され る 」 と いう の は , 同時 代 の ミュ シャ 
が 主張 する 言葉 で ある . 
し か し な が ら , 立体 造形 へ の ミュ シャ の 形態 は , 平面 的 な 作品 の 中 で 
も 表 出 し て くる . 余白 の 使い 方 が それ で あろ う . 余白 は 様式 化 さ れ た 面 
と の パラ ンス の た め に 使わ れ て お り , 細部 の 効果 や , 単独 で た た ず む 
人 体 像 の し ぐさ を 強調 する た め に ある .『 ジ スモ ンダ 』 の ポス ター(1894- 
5 年 ) を 始め , そ の 効果 に つい て は , フラ ンス の 批評 家 シ ャ ルル ・ ソ ー ニ ェ 
が 次 の よう に 書い て いる :「 色 彩 的 に ご ちゃ ご ちゃ し た ポス ター に 対抗 し 
て , ミ ュ シ ャ は ゆり の 花 の よう に 白く 、 明 瞭 な ポス ター を 作り 上 げ …… そ し 
て 勝利 し た 。」 
上 記 の 「 白 」 と は 何で あっ た の だ ろう か . 決 し て 線 の 純潔 さや , 洗 練 き 
れ た 形態 の 輪郭 線 だ け で は な い . それ は 多分 ,『 ジ スモ ンダ 」』 の パト ス を 
支え る 余白 の 面 で も あっ た し , ま た パス テル 風 の 注意 深い 色調 の 効果 
で も あっ た の だ ろう . 同 時代 の け ば け ば し い 色 彩 を もつ ポス ター と は 対 
照 的 に , ミ ュ シ ャ の ポス ター が デリ ケー ト な 色調 を 形成 し て いた の は , 紛 
NOK, 白黒 の 写真 技術 の 工夫 に よる 芸術 家 の 光 に 対す る 経験 で あ 
る . 芸 術 家 は 絵画 に お ける 光 の 役割 を 習得 し , 画 家 と し て の 教養 を 十 
分 に 得 て い た が , 彼 の 創作 を 代表 する ポス ター 表現 に お いて は , 非 常 
に 個性 的 で , 独特 な 色彩 感覚 を 打ち 出し て いっ た 。 
ミュシャ の 色彩 感覚 に 関連 し て , 芸 術 家 の 生活 経験 か ら お こる 一 つ 
の 事情 が 思い お こさ れる 、 ミ ュ シャ の 創作 は これ まで に 舞台 と の つなが り 
や , 演 劇 と の 関連 に お いて , 解釈 され て きた が , 私 の 考え で は , 舞台 や 
演劇 と いう より も 教会 の 方 が 彼 に と っ て より 決定 的 な 意味 を も っ て いた と 
思う . イ ヴァ ンチ ッ ツ ェ の 教会 を は じ め , プ ルノー に お ける ベト ロフ の 教会 
を 経て , プ ラ ハ の 聖 ヴィ タ 教会 に 至る まで , 成長 し て いく 芸術 家 に と っ て 
教会 は 日 常 生活 的 な 意味 合い を も っ て いた と 思わ れる し , 加 えて ステ 
ンド グラ ス の 窓 を 通し て 教会 の 空間 の 中 に 入っ て くる 自然 光 の 光線 は , 
若き ミュ シャ の 造形 感覚 に 大 き な 影響 を 与え た こと と 思う . 何 故 な ら 彼 の 
写真 作品 を 見 て みる と , アト リエ その も の が , 教会 の 暗い 内 部 の よう な 雰 
| 団 気 を も っ て いた し , ま た その 中 に 入り 込ん だ 自然 光 は 芸術 家 の 想像 
カカ を 揺さぶり , 過去 の 思い 出 を 喚起 し た に 違い な い . 
そし て この よう な アト リエ の 中 で 芸術 家 は , 光 そ の も の と の 冒険 的 遊 
戯 と も いえ る 写真 を 撮っ た 。 写 真 で の 冒険 の お か げ で 彼 は アト リエ と 一 
体 と な り , ま た , サラ ・ ベ ルナ ー ル が 登場 する 舞台 と 同化 し て し まっ た の 
か も し れ な い . 少な く と も , 彼 に と っ て は , 教会 と 舞台 は どこ か で 同質 の も 
の に な っ て いた と 思わ れる . サラ ・ ベ ルナ ー ル の 多く の ポス ター は , 簡単 
に いえ ば , ス テン ドグラ ス か ら 飛 び 出し て きた よう な , や や 攻撃 的 な 感じ 


の 聖母 を 連想 させ る も の だ し , また 聖母 に ふさ わし い だ け の 神秘 的 な 。 
考え こん だ 表情 を も つ 美 人 画 に な っ て いる . その後 の ミュ シャ の 美人 画 
Th, いう な ら ば , モデ ル が 聖母 の 理想 像 に ちか づこ うと し て いる . 

晩年 に な っ て , ミュ シャ の ステ ンド グラ ス の デザ イン は 聖 ツ ィ タ 教会 に 
お いて 実現 し た . 多 く の モ デル た ち が 神 聖なる 空間 の 中 を 満た す た め 
に 用 いら れ た . 皮肉 な と と に は , モデ ル た ちの 上 顔 の 表情 は きわ め て 現実 
的 で ある . ま た , 画面 の 中 央 に 集まっ て くる 光 の 部 分 も , 白 で は な く , 現 
実 的 な 黄色 に よっ て 表現 きれ て いる . そ の た め に , 窓 に 自然 光 が あ た る 
と 教会 の 中 の ステ ンド グラ ス の 場面 リア ル な も の に 見 えて くる 。 

か の 有名 な ミュ シャ の 女性 像 の 場合 で も , 晩年 に な る と , 夢見 る よう な 
ポ エ チ カル な 少女 た ち が 少 な く な り , お し ろ 知 的 な 奥行 き を も つ 成 熟し 
た 女性 に 変わ っ て くる . ミ ュ シ ャ に よる 女性 肖像 は いか な る 時 に も 重たい 
油絵 の 技術 に 似合わ ず , むしろ 軽やか な テン ペラ 画 法 に むい て お り , 
一 つの 典型 的 な 美 の タイ プ の 神話 か ら , も っ と 個性 的 な 美 の 類型 へ 発 
展 を 示し て いる . 

個々 の 時 期 に 合わ せ て , ミ ュ シ ャ は も ちろ ん , 特別 な 女性 を モデ ル と し 
て 選ん で いっ た の で ある . サラ ・ ベ ルナ ー ル の 肖像 を 基点 と し 。 ミ ュ シ ャ 
は スラ ビー コ ヴ ァ ー= ヴ ェ ルネ 夫人 や 愛人 の ベル ト ・ ド ・ ラ ラン ド や , 将 来 
の 奏 マ ル シ ュ カ , そ し て レス リー・ カ ー タ ー や モー ド ・ ア ダム ス や , ズ デン 
カ ・ チ ェ ル ナー を モデ ル に し た が 。 考 えて みれ ば , 彼女 た ち は み ん な , 特 
別 な 芸術 的 個性 を も っ て いた . 彼女 た ちの 肖像 を 写真 で も 見 る こと が 
で きる が , 写真 は 当時 , カ ラー で は な か っ た だ け に :, 絵画 に 見 られ る よう 
な 色彩 に よっ て 創り 出さ れる や さ し さや 高貴 な 雰囲気 を も っ て いな い . 

ミュ シャ の 葬式 の 時 , チェコ の 美術 家 マ ックス ・ シ ュ ワ ビン スキ ー は ,「 ミ 
ュ シ ャ は 女性 の 詩人 で あっ た 」 と 語っ た . 確か に ,。 ミ ュ シ ャ が 女性 の 純粋 
な , 聖なる プロ フィ ー ル は , 彼 の 創作 の 永遠 な る 象徴 に な っ た だ ろう . 女 
性 た ち は , いつ も , 余り 現実 的 な 輪郭 を も つこ と が な く , む し ろ マ ドン ナ と 
し て 生き つづ け て きた . 
シャ は 全 創 作 を 通じ て , ス ラヴ 民族 や チェ コ 国 民 の 伝統 文化 に よ 
る 一 種 の 教会 の よう な , 美術 の 展示 空間 を 生み だ し た か っ た . プ ラ ハ の 
聖 ヴィ タ 教 会 に お ける 大 司教 の 礼拝 堂 の た め の ス テン ドグラ ス の デザ 
イン は , 彼 の 夢 を 部 分 的 に 実現 させ た の か も し れ な い . ま た ,『 ス ラヴ 叙 
事 詩 』 の 完成 は , こ の 夢 の 実現 の た め の 確 信 を 強め た の か も し れ な い . 
し か し , 彼 の 代表 作 に 見 られ る 美人 画 も , 彼 の 中 の 教会 の 観念 に 大 い 
に 役立っ た は ず で ある 。 

その 上 。, 彼 の 絵画 作品 は , ス テン ドグラ ス の よう に 光っ て いる . 彼 の 写 
真 も $ ま た, 絵画 的 な 光 の 構成 の 追求 に よっ て 内 部 か ら 光 っ て いる . ミ ュ シ 
ャ の 絵画 的 か つ 写 真 的 仕事 の 完成 に つなが る 一 つの 象徴 的 な スナ ッ 
プ が 存在 する . 1915 年 の その 写真 で ミュ シャ は ,『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 中 の 
一 点 の た め の モ デル に な っ て , ペ ベツレヘム 教会 で 説教 する ヤン ・ フ ス を 
演じ て いる . アト リエ の 中 の 椅子 に の ぼっ て ヤン ・ フ ス の ポー ズ を 取っ て 
いる ミュ シャ 自身 は , 写真 で 見 る と , 実に 偉大 な 思想 家 を 想わ せる よう な 
キャ ラク ター を も っ て お り , その 頑固 き や 粘 り 強 さだ け で も チェ コ 人 の 措 
範 と な っ て いる . そ うい う 天 性 で , 世界 的 に も ユニ ー ク な 作品 を 作り 上 げ 
た の で ある . そして, 写真 は ミュ シャ の 絵画 制作 を 支え , 絵画 は 写真 を 
輝く よう な 効果 で 支え た た の で ある . 

















(原文 日 本 語 / 美 術 評 論 家 ) 
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Light and Photography in the Work of 
Alphonse Mucha 


Vlasta Ciháková 


Alphonse Mucha's fondness for photography derived from his prac- 
tice of frequently checking his sketches in a very careful and methodical 
way when sketching a model. A live model was quite expensive, and 
sitting for him became more difficult as the work became more precise. 
Gradually he began to take photographs of the models he choose for his 
subjects — some of the whole figure and some close-ups for more 
detailed examination. The photographs would then be used to judge the 
correctness of his drawing. 

At the end of the century when Mucha's work was becoming more 
substantial, portraits were no longer necessarily done in oils and were 
often done photographically. It is not, therefore, strange that he began 
to use photography in his own work. He took photographs naturally and 
in their “vision” and “language” found a new sphere for creation. He 
changed his photographs into works reflecting his own understanding 
and style. 

His contemporaries 一 from Gauguin to Degas and Toulouse-Lautrec 
— took photographs. Technically the photographs did not give them 
a wider means of expression for their designs; nevertheless, some of their 
unique style is evident in the photographs. Perhaps this is not only 
because the photographic technology of the period was insufficient, but 
also because of the great power of their deliberate stylization. 

It is a bit puzzling to think of the photographs of that period as 
‘supplements to drawings and designs. Although there are no comments 
about photographs by Mucha himself, judging from the testimony of his 
son, Jifi, Mrs. Mucha had an instinctive dislike of photographs. She 
seemed worried that the photographs might cast a shadow over Mucha’s 
art. In this regard, it was said that a member of the artistic community in 
Paris had painted a portrait of a society woman using photographs. 
‘When the woman visited his studio fora sitting, he took her photograph 
with a camera that was hidden behind a screen. He then copied the 
photograph on the canvas and fleshed it out. (Jiff Mucha, “Alphonse 
‘Mucha the Photographer”, Introduction to the Exhibition Catalogue, 
Prague, 1988). 

Thus, the photographs taken by Mucha emerged only recently from 
the darkness of his former Paris studio. The Muchas moved many times 
and the photographs were put away in a box and kept in an attic with old 
tableware and broken frames. His son, Jiří, remembers playing with 
beautiful photographic plates and putting picture postcards and draw- 
ings under them. He remembers that when the family moved the plates 
were carried together with the skull of a horse, tattered curtains, and 
sandals wom by peasants of the Balkan Peninsula. 

Even after his photographic skill had developed, Alphonse Mucha 
was somewhat careless in handling the camera. Even in the days of roll 
film, he sometimes forgot to wind the film and his photographs came 
‘out looking like surrealistic works because his pictures were super- 
imposed on each other. One such photograph shows Mrs. Mucha 
looking from a balcony at the panorama of Istanbul while what appear to 
be bearded ghosts fly around her. Another such photograph, taken at his 
studio in America, is a self-portrait of the artist in which his torso merges 

into the background. 

Most of these photographs were taken in his studio. Mucha used 
a large wooden camera and did not use any artificial lighting at all. 
Natural light shone through the windows on the ceiling and walls ofthe 
тоот, and it was possible to diffuse the natural light by using white 
translucent curtains. Mucha developed the pictures himself in his 
darkroom and then copied them in daylight. Although some of his 
photographic plates were not preserved, most of the remaining plates 
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have endured both time and humidity and still retain their fresh 
Most of the photographs that were taken in the studio are of modes 
Some of them are of guests and visitors at the studio. Photog 
technology in that era was not developed enough to allow people 
simply take “snapshots.” First one had to set up the camera, adjust th 
lens aperture, and calculate the exposure time. The resulting photo 
graph was sometimes sort of like a snapshot, and sometimes a propel 
portrait. 
For example, there is a series of photographic portraits of Ga 
‘The most famous of these shows Gauguin playing Mucha’s harmoni 
without his trousers on. If more time had been spent in setting th 


After all, with the exception of his photographs of Gauguin, th 
photographic portraits of Mucha’s friends, as well as those of his 
and children, are quite classical and proper. What is different in thes 
various photographs is only the background of the studio. The photo 
graphs have a similar atmosphere to his paintings and posters. Further 
more, the figures in the photographs have much in common with th 
poses of his models, and, in fact, they do seem to have played the тей 
model. As mentioned above, most of Mucha's photographs were takenit 
his studios in Paris, America and Czechoslovakia. It seems he took 
them, as the opportunities arose, for definite intentions. 


sketches. As I mentioned in the Catalogue of the first Mucha Exhibition 
in Japan (Isetan Museum of Art, Tokyo, 1978), photographs used i 
place of models helped Mucha to analyze the movement of the model 
and to place the subject on the canvas. The graceful pose of the model 
the distinct outline of the folds of the clothes and hair, the exact fixity 
the gentle arabesque designs 一 these elements are drawn out of l 
snapshot and dynamically form the center of the canvas el 
same time, fixing the decorative rhythm of the composition. er 
more, vertical and horizontal lines were often drawn in a grid patter 
on the photograph as an aid in composing a precise sketch. This 
procedure has been known since the Renaissance. Renaissance pa 
also frequently changed the poses of their models and gradually dresses 
them in their sketches, thus forming the final appearance of the fig 
In Mucha’s case, where the drapery of clothing played such 
important role, an exact model was very important. For this reason, 
confirm the drapery of clothing on a model, Mucha often put draperyon] 
а life-sized mannequin. Still he preferred a live model, and placed s 
models before him in order to enable him to envision the form and} 
movement of the body hidden by clothing. Therefore, he took snapshots) 
of his models over and over again, seeking as many variations as po 
sible. His conviction conceming his stylization was correct. Stylization! 
is a demonstration of one's creative ability in grasping all the detailso 


produced in Paris in 1900. Mucha paid special attention not only tothe 
human body and its individual parts, but also to motifs drawn from 
folklore, such as flowers and plants, which he regarded as the basis ofhis 
decorative pattems. In the process of stylization, he could not depend 
alone on his own technique nor could he leave his sketches to chance. 
Perhaps this is why his sketches are as precise as photographs and his 
photographs utterly picturesque in both concept and composition. 
When he prepared the grandiose canvases for the Slav Epic in his 
later years, he not only photographed the different poses of each model, 
he also arranged a group of models so as to correspond to each scene in 
the canvas and then photographed it. As he gained further experiencein 
photography, he was able to concentrate on details more than before. In 
1913, an interesting series of photographs from Moscow was produced: 


to serve as material for the Slav Epic. Among them are photographs of 
Red Square, the place where the abolition of serfdom was declared. 
Mucha sought out witnesses to this historical event and, relying on 
their testimony, arranged a group of peasants in Red Square and photo- 
graphed them. Later, at his studio in Zbiroh, he photographed a group of 
people dressed in costumes from the days of serfdom, and made sketches 
for the composition of the work. 

Thanks to the preservation of the photographic material, today we 
are able to follow the artist's handling of his models from the conception 
of the original idea to the realization of the final work. The beautiful 
photographs of the Slav Epic which were taken in 1919, during the first 
exhibition of the first eleven canvases of the cycle, have been preserved. 
One of these photographs, taken at the Karolinum Hall in Prague, 
shows Mucha taking a rest in front of the Abolition of Serfdom in Russia. 

It is not only the photographs and documents related to the Slav 
Epic which remain from his stay in Russia. For example, in 1913 Mucha 
took a wonderful picture entitled Birch Alley. The photograph was shot 
from behind a group of women strolling along the avenue with their 
parasols up. The photograph bears such a Post-Impressionistic atmos- 
phere that in the book by Ovenden it is classified has having been done 
in France in 1900. Birch Alley is one of the works which causes us to 
consider the role of light in Mucha's creative work. 

Light is closely connected with the symbolic content of Mucha's 
paintings. In conceiving his canvases, Mucha took light into account as 
one of the basic compositional elements. His generation is said to have 
been greatly influenced by the Pre-Raphaelites. Perhaps Mucha knew 
the stained glass work of the Pre-Raphaelites well and received inspira- 
tion from their work when determining the composition of his decora- 
tive panels. When doing illustrations and posters which conveyed an 
intellectual message he was influenced by the sketches and illustrations 
of Charles Schwab (1866-1926), and by Rosicrucian thought. The 
symbolic light emerging from his compositions, however, is a very 
unique light, a very unique colour. That is to say, what is colourless or 
transparent in the real world is expressed here in white. Objects convey- 
ing symbolic meaning are not always done in white, but are given their 
own original, unique colors. 

In the history of art, this technique was used in common by such 
painters as Piero della Francesca and Raffaello, as well as by painters 
from Flanders and by Dutch painters such as Vermeer. However, if 
Vermerr accented the details of a canvas with white dots, Mucha 
showered his canvases with white. This white diverts our eyes from the 
portrayal of the natural world and leads us to a strange supernatural 
world. In a sketch drawing in bold and fine lines indicates where the 
stress is placed and enhances the colours which create the work's atmos- 
phere, and, therefore, light, shadow, darkness and white powerfully, 
express the mysterious world. 

This technique cannot be grasped by studying the history of painting 
alone. To discover such a profound method of expression required the 
struggle to master photographic technique together with much labor 
and experience, Perhaps taking photographs under the special condi- 
tions of light in his studio refined Mucha's technique. 

Mucha met many philosophers around 1890, and began to study 
mysticism. From that time, he began to produce sketches, pastels and 
charcoals in which the inherent appeal of the theme is emphasized by 
the colour white. The first scenes from the Polish parallel to Faust, Mr. 
Twardowski, produced around 1890, were soon followed by Fairy Tale 
(before 1896), The Looting of Magdeburg (before 1897), The Death of 
Wallenstein (before 1897), and the illustrations for Charles Seignobos’ 
Histoire d'Espagne (after 1895). Whether done in charcoal, chalk, pas- 
tels or oil, these works retain an atmosphere of natural light and shadow; 
however, the transcendent accent of colour is absolutely called for. The 
world of mystery is expressed by such colour. 

Around 1900, Mucha did the preliminary sketches for most of his 
important compositions in soft charcoal or pastel. As drawings, these 
works are rather candid and seem to have been produced as an attempt 
to confirm his ideas about light and about the effect of light on objects. 
White was again used actively as a means of making light certain. 

Mucha's creative production reached its peak around the tum of the 
century with works that are rich in variety. Besides typical posters, 
decorative panels and drawings for Documents décoratifs, he produced 


works of social criticism and philosophy. According to a newspaper 
announcement of that time, it was then that the The Seven Deadly Sins 
and From the Dregs of Society were produced. In connection with his 
work for the World Exhibition of 1900, in Paris, Mucha produced many 
designs in shaping the Pavilion of Man project, and did some paintings 
to decorate the interior of the Pavilion of Bosnia-Herzegovina. The last 
frieze he did for the interior design of the Pavilion of Bosnia. 

depicts scenes from Bosnian legends, and is sunk in a bluish, fairy-tale 
twilight. This blue symbolizes moonlight and it reminds one of Dufy's 
observation that “shadows in nature should be expressed in blue.” Even 
much later, blue appears in Mucha’s work asa colour signifying shadow. 
In the first picture of the Slav Epic cycle, The Slavs in Their Original 
Homeland (1910), the starlit sky shines in blue, creating a peculiar, 
mysterious effect. 

On the other hand, after 1900, white appears in Mucha's work as 
a colour signifying light. The colour white lends a symbolic meaning to 
the recollection of his etemally lost 14 years old sweetheart in Memory 
of Ivančice, whereas in a drawing for Documents décoratifs (1905), this 
colour simply serves to confirm the aspect of light in the picture. How- 
ever, having mentioned Memory of Ivantice, we should also note that 
a similar symbolic expression using fhe colour white is repeated in After. 
the Battle of Vítkov (1925) and in The Hussite King Jiří of Podébrady 
(1925) from the Slav Epic. This use of the colour white may also be 
found in the illustrations for Le Pater (published 1899), and in the cycle 
of The Beatitudes (1906). 

Because white is so greatly used in Mucha's pictorial expression, itis 
worth looking carefully again at the photographs from which that 
expression was modeled. The nude body of a model shines white in 
a photograph. In spite of the whiteness of their skin, models are dressed 
in white blouses and clothing, or are wrapped in white veils or white fur. 
For example, in the photograph of a model taken from behind at the 
Paris studio in 1899, the model reveals the white skin of her neck while 
wrapped in white cloth and posing on a sofa which has been covered 
with white fur. As a result, the artist was able to discover the necessary 
outline and blank space of the drawing. Moreover, in order to flesh out 
the human body he probably photographed a model again and again, 
and the light, in its various conditions, gradually shaped the human 





jure. 

The effect of white coming forward through darkness can also be 
seen in areas other than his work on flat surfaces. The surface of a small 
three-dimensional figure done at the end of the century seems to be 
shining. Of course, through his association with his friend Rodin, 
Mucha could easily have learned the effect of light in giving shape to an 
object, but here again I feel we should attach greater importance to his. 
experience with photographs. For example, in the plan for the project 
Boutíque Fouquet, the artist's thought transcends the conventional 
wisdom of the period. He was aiming at the so called "environmental 
arts" where light is the crucial element in plastic composition. Among 
the work done for this project is a bust of woman, La Nature, which is 
functionally a lamp stand; however, in placing the bulb on the top ofthe 
head, Mucha went beyond anything he might have leamed from his 
association with Rodin, and gave the feeling of having entered a new 
field in which the new age of the technological revolution was being 
celebrated. 

Thanks to photography, Mucha discovered and partially realized his 
ability in plastic composition; however, he remained an artist who 
worked with two-dimensional conceptions. All of his famous posters 
done after 1895, are superior for the certainty of composition and the 
stability of his flat drawing. “A plane can onlybe decorated with a plane,” 








in plastic composition is shown in his two- 
dimensional works as well. As an example we have his way of handling 
blank space. Blank space is used to balance the stylization and to 
emphasize both the effect of details and the gesture of the figure stand- 
ing alone. Beginning with the poster for Gismonda (1894-1895), the 
French critic Charles Saunier commented on the effect of Mucha's 
posters as follows: "In opposition to colourfully complicated posters, 
Mucha created lily-white clear posters...and won." 

What was this "white"? It is not simply the clear lines and refined 
outline. Perhaps it is the blank space which sustains the pathos of 


Gismonda, as well as the effect of the pastel-like meticulous colours. The 
delicate colour of Mucha's posters, which no doubt developed asa result 
of his experience with lighting in black and white photography, is in 
sharp contrast with the garish posters of the period. The artist mastered 
the effect of light in painting, and was well educated as a painter; how- 
ever, in the expresson of the posters which represent his creative work, 
he worked out his own extremely individual and unique sense of colour. 

In connection with Mucha’s sense of colour, Iam reminded of some- 
thing which was part of his life experience. Mucha's creative work has 
been interpreted in connection with the stage and drama of the theatre. 
In my opinion, however, the church had a more decisive influence on 
him than the theatre. From the Church in Ivančice to the Church in 
Petrov Bmo to the St. Vitus Cathedral in Prague, the church was 
a meaningful part of daily life for the growing artist. The beams of 
natural light streaming into the churches’ empty space through stained 
glass windows must have strongly influenced the young Mucha’s plastic 
sense. Judging from his photographs, Mucha’s studio itself unques- 
tionably had an atmosphere like the dark interior of a church and the 
natural light shining into the studio unquestionably stirred the 
imagination of the aritst and aroused memories of the past. 

In such a studio Mucha took photographs which were an adventur- 
ous play with light itself. Owing to the adventure with photography, he 
may have both merged himself with his studio and assimilated the stage 
on which Sarah Bemhardt appeared. At the least, it seems that the 
church and the theatre were in some way of the same quality to him. In 
а word, most of the posters of Sarah Bernhardt suggest an aggressive. 
Holy Mother who has leaped out of stained glass. They are portraits of 
à beautiful woman with mysterious, brooding expressions that are 
becoming for the Holy Mother. Conceming Mucha's later pictures of 
beautiful women as well, we might say that his models approach the 
ideal of the Holy Mother. 

In his later years, a stained glass design of Mucha’s was realized at 
the St. Vitus Catherdral. Many models were used to fill the holy space in 
that design. Ironically, the facial expressions of the models are very 
realistic. The light gathering in the center of the work is expressed not in 
white, but is realistic yellow. When natural light strikes the window, the 
scenes depicted on it appear quite realistic from inside the Cathedral. 

In his later years, Mucha’s famous women also change. The number 
of dreamy-eyed poetical young girls decreases to be replaced by mature 
women of intellectual depth. Mucha's portraits of women are not done 
well in heavy oil paint, and are rather suited for light tempera. These 
portraits have developed from an idealized myth of beauty to a more 
individualized beauty. In each period of his career, Mucha, of course, 
chose special women to be his models. He chose for his models, Sarah 
Bemhardt Mrs. Slavíková, his mistress, Berthe de Lalande, his future 
wife, Maruska, Leslie Carter, Maud Adams and Zdenka Cemá. All of 
these women possessed a unique artistic personality. We can see their 
portraits in photographs, however, as the photographs of that time were 
not in colour, they lack the gentleness and preciousness of mood creat- 
ed by colouring — an effect that can only be seen in painted portraits, 

At Mucha's funeral, the Czech artist, Max Svabinsky, said that 
“Mucha was a poet of women.” Indeed, the pure, holy profile of women 
which Mucha achieved has become the eternal symbol of his creative 
work. These women never possess realistic contours and continue to 
exist as Madonnas. 

‘Through all of his creative work, Mucha wanted to create a church- 
like artistic exhibition of the traditional culture of the Slavs and the 
Czech nation. The design for the stained glass window in the Arch- 
bishop's Chapel of the Catherdral of St. Vitus in Prague may have 
Partially realized this dream. The completion of the Slav Epic may have 
Strengthened his confidence in the realization of the dream. However, 
even the portraits of beautiful women in his representative works must 
have contributed to his inner conception of this “church”, 

Moreover, Mucha's pictorial works shine like stained glass. Also his 
photographs — due to his pursuit of the pictorial composition of light — 
shine from within. There exists a symbolic photograph that is linked to 
the completion of his pictorial and photographic work. In 1915, Mucha 
himself became the model for a picture for the Slav Epic cycle and 
Portrayed Jan Huss preaching at the Bethlehem Chapel. Judging from 
the photograph, Mucha, posing as Jan Huss on a chairin his studio, has 
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himself the character of a great thinker and, in his stubborness and 
tenacity, is а model of the Czech people. With such a nature, Mucha 
created intemationally unique works. His photographs supported his 
Pictorial work, and his pictorial works supported his photographs wth 
brilliant effect. 

(Art Critic/ Translated by Midori Komatsubaa), 


アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー, 『 明 星 』, 晶子 
島田 紀夫 


明治 29 年 (1896), 東 京 美術 学校 に 西洋 画 科 が 新設 され , 指 導 者 と 
し て 迎え られ た 黒田 清和 輝 は 助教 授 に 岡田 三郎 助 と 藤島 武 二 を 推挙 し 
た . 彼ら は 共に 同郷 で 黒田 の 信任 あつ く , 同年 に 創立 され た 洋画 家 の 
団体 で ある 白馬 会 の 創立 会 員 に も な っ た . 美 校 西洋 画 科 の 第 1 回 卒 
業 生 ( 明 治 30 年 卒 ) で ある 和田 英作 も 渡 欧 後 , 美 校 の 教授 に 迎え られ 
た . 黒田 は その 後 , 文部 省 美 術 展覧 会 ( 文 展 ) の 成立 に か か わり (明治 
40 年 ), 帝 室 技芸 員 ( 明 治 43 年 ), 貴族 院 議員 (大 正 9 年 ), 帝 国 美術 院 
長 (大 正 11 年 ) に な り , 大 正 13 年 (1924) に 死去 する まで 日 本 の 洋画 界 
の 支配 者 で あり 続け た . 藤島 は 岡田 三郎 助 や 和田 英作 に 比べ る と , 欧 
州 留学 ・ 文 展 審査 会 ・ 帝 国 美術 院 会 員 な ど に 関し て 遅れ を と っ た . 欧 
州 留学 中 の 藤島 は , 黒田 が フラ ンス で 初め て 師事 し 岡田 や 和田 が 学 
ん だ ラフ ァ エ ロ ・ コ ラン に つか ず , コ ル モ ン の アト リエ で 学ん だ . この こと も 
黒田 の 不 興 を か う 原因 に な っ た らし い . ロー マ で は フラ ンス 美術 アカ デ 
ミー 院長 で あっ た カロ リュ ス = デ ュ : いて 学び , 初期 ルネサンス 美 
術 に 興味 を し めし て 装飾 的 な コン ョ ン を 探 完 した. これ は その 後 
の 藤島 の 装飾 的 な 作風 を 形成 する 上 で 重要 な 意味 を も つ . 

帰国 後 の 藤 島 武 二 は , (東洋 振り 》( 大 正 13 年 ) や 《 芳 如 》( 大 正 15 年 ) 
の よう な 人 物 画 で 「 西 洋画 の 題材 を 駆使 し て , 西洋 臭 味 も 離れ た 」 東 洋 
的 な 装飾 性 を 打ち 立て , 黒 田 の 死後 は 画壇 の 第 一 人 者 の 位置 を し め 
る に いた る . 晩年 の 代表 作 で ある (東海 旭 光 》( 昭 和 13 年 ) や 《 耕 到 天 》 
(昭和 13 年 ) の よう な 風景 画 に お いて も , 明治 の 浪漫 主義 と 東洋 的 な 装 
節 性 は 失わ れ な か っ た . 

藤島 武 二 は 渡 欧 以前 の こと に つい て あま り 多く を 語ら な か っ た が , 明 
治 30 年 代 に は 雑誌 『 明 星 』 と 奥 番 野 鉄 幹 ・ 曲 子 の 詩集 の 表紙 や 挿絵 な 
ど で 装 飾 的 な グラ フィ ッ ク の 仕事 を し て いる . ちょ うど その 時 期 の ヨー ロ 
ッ パ は , グラ フィ ッ ク ・ ア ー ト の 分 野 で 「 ア ー ル ・ メ ヌーヴォ ー」 が 隆盛 を きわ 
め て いた . 日 本 に も ほぼ 同時 に その 流行 は 伝わり , 明治 30 年 代 か ら 40 
年 代 に か け て アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー 様 式 が 一 世 を 風魔 する こと に な る . 

フラ ンス の アカ デミ ー・ ジ ュ リ アン で 学ん だ こと も ある 岩村 透 は , 明治 
32 年 に 軍医 部 長 と し て 小倉 に 赴任 し た 森嶋 外 の 跡 を 翼 っ て 美 校 で 西 
洋美 術 史 を 講じ た . 明治 33 年 (1900), 岩 村 は 欧州 美術 界 視察 の た め 
再度 渡 欧 し て パリ 万 国 博覧 会 を 見 学 . 翌 年 帰国 する ど 『 二 六 新 報 』 に 
「 巴 里 之 美術 学生 」 を 連載 し て 若き 読者 に 喜ば れ た . 続い て 発表 し た 
「 芸 界 嘆 語 」 に アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の こと が や や 批判 的 に 紹介 され て い 
2. 




















何事 も 日 本 は 日 本 主義 , ARI, AR, ОА, EID AERE, 46 
Hi, EA, BIR, 日 本 は 日 本 の 国 風 を 守る べし , 油絵, 油 土 の 一 切 入 る 
べから ず 主 義 の 極力 西洋 風 美 術 撲滅 を 実行 し た の は 供 か に 十 . 
年 前 の 事 で ある その 十 作 年 後 の 今 日 で は 加里 意 動 (ロン ドン ) に 現 わ 
れ た 雑誌 絵葉書 の 新 模様 も 五 。 六 十 日 後 に は ズン ズン と こち ら の 新聞 
雑誌 の 挿絵 表紙 と な っ て 出る , 裸体 画 問題 , アー ル ・ メ ヌー ヴォ ー な ぞい 
う 怪 し か ら 文句 が 日 々 美術 家 の 口 か ら 出る …"「. 
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岩村 は アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 流行 は 一 時 的 な も の と 見 て いた よう だ 
が , その 起源 や 現況 に つい て は か な り 的確 な 指摘 を 行っ て いる . 日 本 
美術 と の 関連 , イギリス の ゴシック 美術 復興 や 工芸 運動 の 進展 , 1895 年 
頃 に パリ で 開店 し た ビ ピング の アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 店 の こと , 建 築 家 ギ 
マー ル が 設計 し た シャ ト ジェ ー な ど に 言及 し て いる の で ある 

「 芸 界 只 語 』 の 中 に は ミュ シャ は 登場 し な い . し か し , 明治 3 年 (1990) 
4 月 に 創刊 され た 雑誌 『 明 星 』 に | ャ の 2 点 の ポス ター[ 女優 す 
ラ ・ ベ ルナ ー ル を 讃え る た め に 作ら れ た 《 ポ スタ ー: サ ラ ・ ベ ルナ ー ル 》 
(1896 年 , カ タロ グ No79) (fig. 1 〉 と (サロ ン ・ デ ・ サ ン で の ミュ シャ 作品 展 
ポス ター)》(1897 年 , カタ ログ Na61) (fig. 2 2〕 の 図柄 が 挿絵 と し て ほぼ ぽ ぞ 
の まま 用 いら れ て いる . こ れ に つい て は 1983 年 に 日 本 で 開か れ た ミュ 
ャ 展 の カタ ログ で すでに 言及 し て いる の で ここ で は 繰り 返さ な い が 叶 
次 の こと だ け を 指摘 し て お こう . 『 明 星 』 誌 上 の これ ら の 挿絵 は 岩村 大 
紹介 し た よう に , ヨ ー ロ ッ パ の 雑誌 や 絵葉書 の 新 模様 が すぐ に 日 本 に 
り 新 聞 雑 誌 の 挿絵 表紙 に 使用 され て いた こと を 立証 し て いる . 

1896 年 制作 の (ポス ター: サ ラ ・ ベ ルナ ー ル 》 を 基 に し た 挿絵 は , 前 
星 』 第 6 号 (明治 33 年 9 A) OUT OB RIA HEAL 254880 
に 初め て 登場 する く fig. 3 〉.1897 年 制作 の (《 サ ロンデ 
シャ 展 ポ スタ ー》 を 基 に し た 挿絵 は ,『 明 星 』 第 7 (Е 
33 年 10 月 ) の 奥 調 野 鉄幹 に 























で に 知ら れ て いた わけ で ある . 

『 明 星 』 第 8 号 (明治 33 年 11 月 ) に も (サロ ン ・ デ ・ サ ン で の ミュ シ 
展 ポ スタ ー》 の 図柄 が 「 一 筆 啓 上 」 欄 の 挿絵 と し て 用 いら れ て いる 
BS, その 号 に は , 詩人 の 上 田 敏 と 鉄幹 の 対談 で 同年 秋 に 開催 され た 舞 
5 回 白馬 会 の 展覧 会 評 (「 白 馬 会 画 評 」) が 載っ て いる . RUBER E 
島 武 二 , 長 原 孝太 郎 ( 止 水 ), 三宅 克己 , MEAZA, MERE,- 
ル ・ オ ー ル リッ ク な ど を 次 々 に 評 し た 後 , LIE EG IETS, 


鉄幹 仏 欄 西 か ら 来 た 広告 画 は 趣味 と し て 見 る より 広告 画 と し て 婚 

た ら 宜 か ろう と 思ふ 。 
ж DOTY ey NY OK ОЧА АТ) 
<, 普通 で は ある が 上 願 る 上 乗 の も の で あら う , UMAR 

輪郭 は 大 胆 で ある が 彩色 が 柔 か で す . ソレ か ら !「 ト ラッ EN 

一 派 の 坊さん の 姿 を し て 居る 女 の 画 で す が , アレ も 面白 
サラ ベル ナー ル の 芝居 の 広告 が あり ます が , 立っ て 居る の 

す が , アレ は 似 顔 の や うに 見 える が 巧 く 画 い て ある 。 


ここ で 述べ られ て いる 広告 画 は あき ら か に ミュ シャ の 作品 で 4 
田 敏 が 最初 に 言及 し て いる 「 シ ャ ン パ ン 」 の 広告 画 は 〈( り ュ イ ナー 大 
ャ ン ペ ン 〉 の ポス ター)》 1897 年 。 カ タロ グ Na63), 二 番目 の 「 ト ラ 9 
派 の 坊さん の 姿 を し て 居る 女 の 画 は (トラ ピス ティ ー ヌ 酒 〉 の ポス 
(1897 年 。 カ タロ グ Na58) で あろ う . 最後 の サラ ベル ナー ル の 芝居 
告 は 確定 で き な い . ミュ シャ は サラ ・ ベ ルナ ー ル の た め に 芝居 の ボ % 
を 7 点 制作 じ て お り , い ずれ も 立ち 姿 だ か ら で あ る . LPL, HET 
め の 有 力 な 証拠 が ある . 白馬 会 の 展覧 会 場 を 写し た 写真 が 藤島 
残っ て お り , その 写真 に ミュ シャ の ポス ター が 写っ て いる の で ある | 
5 〉. 左 か ら 二 人 目 が 若き 藤島 , そ の 隣 が 長原 孝太 郎 , そ し て 縛 
端 に 3 点 の ポス ター が 写っ て お り , 中 央 が ミュ シャ の 《「 ト スカ j の 民 
ー》 (1899 年 )。 左 は カル ロス ・ シ ュ ヴ ァ ー ベ の 《「 第 ТЕЕ 
の ポス ター)》(1892 年 ), 右 は 一 部 分 し か 見 え ず 不明 . 

《「 ト スカ 」 の ポス ター)》 (1899 年 , カ タロ グ No118) (fig. 6 Y7: 
ナー ル の 顔 が 正面 向き に か な り は っ きり と 描か れ て いる の で 請 


























や うに 見 える が 巧 く 画 い て ある 」 と いう 敏 の 評 語 に も あい そう で ある . た 
だ し , 第 5 回 白馬 会 展覧 会 の 出品 目録 に は "広告 画 」 の 記載 が な い の , 
で , サラ ・ ベ ルナ ー ル の ポス ター を 明確 に 同定 する の は 難し い . 藤島 家 
に 残っ て いる 写真 は 第 1 回 白馬 会 (明治 29 年 ,1896) の 展覧 会 会 場 と 
いう 説明 も ある が け ), ミュ シャ や シュ ヴァ ー ペ の ボス ター の 制作 年 か ら そ 
れ は あり えな い . 因みに , 第 6 回 白馬 会 展覧 会 (明治 34 年 ,1901) の 出 
品目 録 に は 長尾 建 吉 所 蔵 の ポス ター 類 と し て , シェ レ , グラ ッ セ , ペル ト 
ン な ど と 共に ミュ シャ (ムシ ア と 表記 ) の 作品 の 記載 が ある . 








258 番 ジョ ブ , 巻 煙草 紙 
266 番 美術 作品 展覧 会 広告 
274 番 サロ ン , デ , サ ン 展 覧 会 
279 番 イボ ドロ ム , 曲 馬 広 告 
288 番 無名 


「266 番 美術 作品 展覧 会 広告 」 が (ポス タ ラ ・ ベ ルナ ー ル 》, 
「274 番 サロ ン , デ , サ ン 展 覧 会 」 が (サロ ン ・ デ ・ サ ン で の ミュ シャ 展 ポ 
スタ ー》 で ある 可能 性 が 高い 。 

雑誌 『 明 星 』 の 明治 37 年 (1904) 4 月 号 (79 ペ ー ジ ) に は 「 仏 国 装 飾 画 
の 大 家 ムッ カ 氏 の 挿絵 が 掲載 され て いる 〈fig.7 〉.『 明 星 』 の 目次 
に よれ ば 石川 寅 治 の 作 . 原画 は 雑誌 『 ラ ・ プ リュ ム 』 の 「 ミ ュ シャ 特集 号 」 
(1897 年 7 月 1 日 号 ) に 掲載 され て いる (作者 は D.D.Widhoppf). 
『 ラ ・ プ リュ ム 』 は レオ ン ・ デ ュ シ ャ ン が 1889 年 に 創刊 し た 美術 ・ 文 学 雑誌 
T, サロ ン ・ デ ・ サ ン は その 雑誌 社 の 展示 ホー ル と そこ で 催さ れる 展覧 
会 の 名 称 . この 雑誌 は 『 コ コリ コ 』 な ど と 共に 日 本 に も 入っ て いた に ちがい 
な い . 石川 次 治 に よる この ミュ シャ 像 の 模写 は , 『 明 星 』 の 仲間 た ちや 白 
馬 会 の 画家 た シャ が 広く 知ら れ て いた こと を 示し て いる だ ろう . 

「 鉄 幹 年 譜 」 に よる と , 鉄幹 は 明治 3 年 に 藤島 武 二 , 長原 孝太 郎 , 中 
沢 弘光 、 結 城 素 明 , 一條 成美 ,34 年 に 和田 英作 岡田 三郎 助 ,35 年 に 
三宅 克己 と , それ ぞ れ 知り 合っ て いる . これ ら の 白馬 会 系 の 洋画 家 た ち 
が 『 明 星 』 の 表紙 絵 , 裏表 紙 絵 , 挿絵 な ど を 担当 する の で ある . 

『 明 星 』 の 表紙 絵 は 第 3 号 ( 明 治 33 年 6 月 ) か ら , 長原 孝太 郎 の 松明 
を も つ キ ュー ビッ ド の 絵 で 飾ら れ た く fig. 8). 挿絵 は 第 1 号 に 一 條 成 
美 , 第 2 号 に 一 條 成美, 結城 素 明 , 第 4 号 以下 に 一 條 成美 , 結 城 素 
明 , 長 原 止 水 が 登 場 する . 表紙 絵 は 第 6 号 ( 明 治 33 年 9 月 ) か ら 、 一 條 
成美 の ユリ の 花 を も ち 背後 に 星 を ちり ば め た 半裸 の 女性 像 fig. 9 ). 第 
1 号 (明治 34 年 2 月 ) か ら 藤 島 武 二 の ユ リ の 花 と 額 の 6 角形 の 星 に や 
の 印 を つけ た 女 の 上 顔 〈fig.10〉. さ ら に 第 2 『 明 星 』 第 1 号 (明治 35 年 1 
月 ) から , 円 形 の 輪 の 中 に 手 に 羽根 を も ち 背後 に 星 を ちり ば め た 横顔 の 
女 に 変わ る 〈fig.11〉. こ れ ら の 表紙 絵 や 挿絵 に つい て , 自 ら も 第 3『 明 
38,58 6:5: (АЗУ) 26842 PRAM EO EH HEL TEM 
する 石井 柏 亭 が 次 の よう に 述べ て いる . 


















『 明 星 』 の 挿絵 や 表紙 も この 時 代 に 頻 り に 作ら れ て お り , 三 十 五 年 の 
第 明星 の 表紙 に は 1900 年 頃 の 仏間 西 で 一 時 流行 し た ムッ シャ 式 較 
案 の 感 化 が 示さ れ も し た が (一 條 成美 も 同様 ムッ シャ の 追随 者 で あっ 

た ) 藤 島 は 間もなく それ を 脱却 し て 彼 独自 の も の に 推移 し た . 7 






北 年 か に 互 っ た 『 明 星 』 の 表紙 図案 と 木版, 石版 に よっ て の 挿絵 と 。 
軸 語 野 夫妻 の 合 著 『 在 草 』 の 表紙 挿絵 と , 何れ も 当時 の 少 壮 文人 を 局 
ば し め た も の で ある . 其 な か に は 一 九 〇 〇 年 頃 に 流行 し た ムッ ハ の 図 
案 か ら 学ば れ た も の も ある に は ある が , 先 生 独 創 の 部 分 も 決し て 鮮 少 で 








私 見 で は , 第 2 『 明 星 』 第 1 号 (明治 35 年 1 月 ) か ら の 藤島 の 表紙 絵 
T, 横顔 の 女 が 手 に 持つ 羽根 は , ミ ュ シ ャ の パ ノ ー・ デ コラ ティ ブフ (羽根 》 
(1899 年 。 カ タロ グ No316) 〈fig.12〉 に 酷似 し て いる と 思う . さら に , KAD 
尾崎 左 永子 氏 に よれ ば , この 横顔 は 品 子 に 似 て いる と いう . 

藤島 武 二 は 『 明 星 』 の 仕事 と な らん で , 奥 調 野 晶子 鉄幹 の 詩集 の 表 
紙 や 挿絵 に も 従事 し た . 鉄幹 の 装丁 は 詩集 『 紫 』( 明 治 34 年 4 А). ih 
子 歌集 の 最初 の 装丁 は , 晶子 が 鳳 の 姓 で 出し た 『 み だ れ 髪 』( 明 治 34 
年 8 月 刊 ).『 明 星 』 第 13 号 (明治 34 年 7 月 ) に その 広告 が 掲載 され た 
が , 第 16 号 (明治 34 年 1 月 ) に は 表紙 と 同じ デザ イン が 用 いら れ た 
(fig.13). 次 いで " 小 扇 』( 明 治 37 年 ), 鉄幹 と の 共著 『 導 草 』( 明 治 37 
年 ).『 春 泥 集 (明治 44 年 1 月 ),『 青 海 波 』( 明 治 45 年 1 月 )『 夏 より 秋 
へ 』( 大 正 3 年 1 月 ),『 晶 子 新 集 』( 大 正 6 年 2 月 ),『 唱 子 短歌 全集 
(XIE 8 年 より ) な ど が ある . 他 に , 中 沢 弘光 , MEW, WEP, E 
井 柏 亭 な どの 装丁 し た 歌集 が ある 。 

『 み だ れ 凝 』 の 装丁 に つい て 日 夏央 之 介 は 次 の よう に 評 し た . 





風 品 子 の 『 み だ れ 髪 』 は , か く て 明治 三 十 四 年 八 月 十 五 日 に 新 詩 社 
か ら 上 梓 せ られ た 。, 初 印 本 は 鳳 唱 子 著 と あり 、 重 印 本 は 興 謝 野 氏 に 変 
わっ て ゐる . 藤島 武 二 は 青年 洋画 家 の 雄 で 又 明 星 派 専属 の 画 人 の 一 
で あっ た が , 彼 の 物 し た アア ル ・ ヌ ウ ヴ ォ オ 画風 の 太い 線 を 使っ た ハア 
ト 形 の 中 に 女人 の プロ フィ ル を あら は し て , 赤い 征矢 の 突き 刺さ れる 突 
きか ら 小 きい 花 が 三 つ 咲 き 出 た 図柄 の 表紙 が , あ た か も その 頃 の 時 花 
り の 浪漫 画風 で ある . 本 と アア ル ・ ヌ ウ ヴ ォ オ と いう 画風 は 巴里 に 発生 し 
た と する 説 と , 巴里 の 影響 で 阿 米 利 加 に 発し た と する 説 と が ある . 何れ 
に し て も , 三 填 年 代 中 晩 数 年 間 は 惹 有 ゆる 雑誌 間 行 本 の デザ イン が こ 
の デコ ラテ ィ ブ な 太い 線 を 効果 的 に か こん だ 画風 一 色 で 塗り つぶ され 
た の で ある . ® 





Не ач, 『 み だ れ 髪 』 の 表紙 は その 図柄 も 文字 も ア 
ー ル ・ ヌ メー ヴォー 風 で ある 「"!. しかし, 挿絵 は か な ら ず し も アー ル ・ ヌ ー 
ヴォ ー 風 と は いえ な い . むし ろ , 日 本 風 あ る い は 日 本 画風 の 木版 画 で あ 
る . 表 紙 絵 と 挿絵 と の この 落差 は , 藤島 が 明治 33 年 の 第 5 回 白馬 会 の 
た め に 制作 し た ボス ター に も み ら れ る . こ の ボス ター は 藤島 が 『 明 星 』 の 
表紙 絵 を 始め た 第 11 号 (明治 34 年 2 月 ) に , 「 昨 年 の 白馬 会 広告 画 」 と 
し て 掲載 され た <fig.14〉. 画 面 の 右側 に 描か れ た 女性 は 日 本 風 の 二 を 
結っ て いる . し か し , その 周り を 囲む 星 , 画 面 中 央 の 「 ア プラ エ 白馬 
会 」 と いう 文字 , 画 面 下辺 に 書か れ た 文字 ( 才 三 年 九 月 二 十 日 ヨリ 
TAHA 上 野 五 号館 ) や その 装飾 模様 な ど は , あ きら か に アー ル ・ 
スー ヴォ ー 風 で ある . 
藤島 の ポス ター に は 日 本 風 の 女性 の 右手 に も つ 花 が 画面 の 左側 に 
大 きく 描か れる . 私 見 で は , この 花 は ミュ シャ の 《「 ジ スモ ンダ 」 の ポスタ 
ー》(1895 年 , カ タロ グ Na15) 〈fig.15? の 中 で サラ ・ ベ ルナ ー ル の 右手 が 
も つ シ ュ ロ の 花 か ら 取ら れ た も の だ と 思う . 藤島 の この ボス ター が 1900 年 
k ス 市 で 開催 され た 「 世 界 広告 画展 覧 会 (エキ スポ ジ シ ョ ン ・ デ ・ 
ザッ フキ ッシュ ) に お いて 銀賞 牌 を うけ た こと が ,『 明 星 第 18 号 (明治 34 
年 12 月 ) に 記載 され て いる (掲載 きれ て いる 図版 に は 「 コ ンタ ー ル ・ ダ フ 
イッ シュ モン テニ カル ロ 1901』 と 書か れ て いる ). 

(FRR tX pan 
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シャ 展 」 カ タロ グ ,1983 年 。 ドイ テク 企画 


と 日 本 」「 ア ー ル ・ ヌ メー ヴォ ー の 華 一 アル フォ ン 
尾崎 左 永 子 『 明 星 』 初 期 


馬 会 展覧 会 出品 目録 (一 )」,「 美 術 研 


Ст) 中 田 捧 子 『 み だ れ 髪 』 の 藤島 の 表紙 絵 の 源泉 の 一 つと し て コロ モン ・ モ ー 
ザー 作 「 金 の メダ イ ヨ ン 」 を 挙げ て いる プリ ヂ ス トン 美術 館 館 報 (39.1990) 






(igD (ポス ター: 
1896 年 (カタ ログ Na79) 


Alphonse Mucha, Poster; Sarah Bernhardt, 1896 
(cat.no. 79). 





(ign 《 サ ロン ・ デ ・ サ ン で の ミュ シャ 展 ポ スタ ー》 
1897 年 (カタ ログ Ne61) 


Alphonse Mucha, Poster for the exhibition of Mucha's 
works at the Salon des Cent, 1896 (cat. no. 61). 
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(fig3) 『 明 星 』 第 6 号 ( 明 治 33 年 9 Н) OIE REEL) 
Ilustration for "Ganraiko," issue 6 (September 1900) of "Myojo". 





Саш) 「『 明 星 」 第 7 (933510 Al) ORE СЕ Е) 
Illustration for “Ippitsu Keijo,” issue 7 (October 1900) of "Myojo". 


(figs) 第 5 回 白馬 会 の 展覧 会 場 (写真 提供 : 藤 島 昭 武 氏 ) 
Photograph of Fifth Hakuba-kai Exhibition. 








スタ ー》 
(カタ ログ Na118) 


Alphonse Mucha, Poster for La Tosca, 
1899 (cat.no.118). 


(ie) GR AOE 
ムッ カ 氏 」『 明 星 』( 明 治 37 年 』 朋 ) 
Тогай Ishikawa, “Mr. Mucha, 

the French master of decorative 

in April 1904 isue of "“Myojo". 


Rf (REARS) 


Kotaro Nagahara, Cover for е 3 
(une 1900) of “Myojo” 





(c9) PILE 6 55 (9: 
SHRI) 


Shigemi Ichijo, Cover for issue 6 
{September 1900) of "Myojo". 





1899 年 (カタ ログ No316) 


Alphonse Mucha, Feather — design for 
a decorative panel, 1899 (cat.no.316). 











(gl 3527885 L (M63581 H) 


(figl0) FRELS (BASE 2 H) 


表紙 絵 (藤島 武 二 ) 表紙 絵 (藤島 臣 
Takeji Fujishima, Cover for issue 11 Takeji Fujishima, Cover for issue 1, vol. 2 
(August 1902) of "Myojo". 


(February 1901) of “Myojo”. 





(fig.13) FATE TUM DU, 
TBI 139 ORAE 7 H) 

Takeji Fujishima, Advertisement for 
Midaregami, issue 13 (July 1901) of “Myojo”. 





シャ (「 ジ スモ ンダ 」 の ポスター) 
1895 年 (カタ ログ Na15) 
Alphonse Mucha, Poster for Gismonda, 
1895 (cat. no. 15). 





"up. Я 
Takeji Fujishima, "Poster for the Hakuba-kai 
of last year.” issue 11 (February 1901) of “Myojo' 
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7 月 24 日 , チ ェ コ スロ バキ ア の 南 モ ラヴ ィ ア 地 方 の イヴ ァ 
ンチ ッ ツ ェ に 生ま れる 。. 父親 は , 裁判 所 の 官 更 オン ドジ ェ 
イ ・ ミ ュ シ ャ で ある 。 

プル ノー の 中 学校 に 通い , ペトロ フ 区 の 聖歌 隊員 と な る 。 
知ら れ て いる 最初 の デッサン の 完成 .。 ミ ュ シ ャ が 高校 の 
友達 と 一 緒 に 夏休み に 通っ た ウス チー・ ナ ド ・ オ ルリ ツィ 
ー 合 唱団 の 聖歌 集 の 表紙 を 描き 、 こ れ は ミュ シャ の 最初 
の 公 的 な 仕事 と な る . 同 地 の 教会 の 壁画 に 深い 感銘 を 
受け る . 

変 声 期 に 入り 聖歌 隊 で の 学業 続行 不可 能 に な り イ ヴァ 
ンチ ッ ツ ェ の 自家 に 帰る . そこ で 書記 に な り , 多く の 時 間 
を 素描 に 費やす . 

プラ ハ に 行き 美術 アカ デミ ー の 入試 を うけ る が 不 合格 . 
イヴ ァ ン チッ ツェ 地方 裁判 所 の 書記 と し て 働く = それから 
広告 に 応募 し て ウィ ー ン に 行き , 舞台 装置 を 作る カウ ツ 
キー= プ リオ シ = ブ ルク ハル ト 工 房 で 助手 と し て 働く . 
夜間 の デッサン 講座 に 通い , チ ェ コ 民 語 の 挿絵 を 試み 
2. 
12 月 10 日 , リ ンク 劇場 焼失 。 工房 は スタ ッ フ の 一 部 の 解 
必 を せま られ , ミ ュ シ ャ も 失業 。 

ウィ ー ン を 去り , ミ クロ フ に 行く . 土地 の 名 士 た ちの 肖像 画 
を 描い て 生計 を 立て る 。 

ミク ロフ の 領地 や , フ ル シ ョ ヴァ ニ 城 と エマ ホフ 城 を 所 有 
する クー エン ニ ベ ラ シ 伯 爵 の お か か えと な る . エマ ホフ 城 
の 食堂 と 図書 室 の 絵 を 修復 する . 破損 部 分 は , チロ ル 地 
方 を 題材 と する 自分 の 絵 で 置き 換え る . その後 , チ ロ ル 
の クー エン 伯爵 の 弟 の 居城 ガン デ グ 城 に 移り 。 ク ー エ ン 
伯爵 の 弟 が 最初 の パト ロン と な る .。 

クー エン 伯爵 に つい て 北 イ タリ ア , チロ ル を まわ る 。 

クラ イ 教 授 が 伯爵 に 対し 。 青 年 画家 に ミュ ン ヘ ン で 勉強 
を させ る よう に 推 め る . 

秋 に ミュ ン ヘ ン に 勉強 に 行き , 1888 年 まで 伯爵 か ら 定期 
的 に 学費 援助 を うけ る 。 

「 ス ザン ナ と 長老 た ち 」 と 題する 作品 を 制作 する . ミ ュ ン へ 
ン で スラ ヴ 系 画家 連盟 「 シ ュ ク レー タ 」 の 会 員 と な る . 連 
盟 「 シ ュ ク レー タ 」 は , ボヘミア に いる ミコ ラー シュ ・ ア レシ ュ . 
に 表彰 状 を 送る . そ の 頃 ボ へ ミア で , アレ シュ の 挿絵 に 対 
する 反動 運動 が お き て いた か ら で あ る . 

ピー セッ ク 教 会 合衆国, ノー ス ダ コ タ 州 ) の た め に 「 聖 ツ 
イィ リル と 聖 メト ジェ イ 」 を 制作 

夏休み に フル ショ ヴァ ニ に 行き , そこ の 城 の た め に 油彩 に 
よる 装飾 画 と 扉 風 を 制作 する 
パリ に 出 て , アカ デミ ー・ ジ ュ リア ン 
『 フ ァ ウ スト 」 を 題材 と する 絵 が 完成 

アカ デミ ー・ ジ ュ リ アン を 去り 。 アカ デミ ー・ コ ラロ ッ シ に 入 . 
Еа 
年 末 ,。 ク ー エ ン 伯 爵 の 援助 が 打ち 切ら れる . 





















ミュ シャ の 多 , オ ンド ジェ イ (アン ドレ アス ) йазу, 779z 
Mucha's father, Ondiej (Andreas) Mucha's mother, Amalie 


ee 
ミュ シャ の 本 兄弟 18878: 
А family portrait: Mucha with his parents and other children of the family (1887) 
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プラ ハ の 出版 社 オッ トー と シマ ー チ ェ ッ ク と 連絡 を と る 。 

「 砂 漠 に て 」(』. ャ の 伝記 で は 「 フ ァ ラ オ の 娘 』 と よ ば 
れ て いる ),「 ジ ャ ロフ に て 」( チ ェ コ 史 か ら の 歴史 画 )。「 ア 
メン ホテ ッ プ 」「 BN 」 を 制作 、 

プラ ハ の 雑誌 「 黄 金 の プラ ハ (ズラ ター・ プ ラ ハ )』 が ミュ 
ン ヘ ン 時 代 の 「 聖 ツィ リル と 聖 メト ジェ イ 」 を , 雑誌 『 ス ピ ェ 
ト ゾ ー ル 』 が 天井 画 「 天 上 の 音楽 」 や ロシア の 民 譜 の 挿 
絵 を 掲載 。 

経済 的 困難 か ら , オ ラン ダ 政 府 が 公募 し た 
印 の デザ イン を 試み る が , 結局 応募 し な か っ た 
雑誌 『 ス ピ ェ ト ゾ ー ル 』 が 初期 の 作品 「 砂 漠 に て 」「 ジ ャ ロ 
フ に て 」 を 掲載 . 

フラ ンス の 雑誌 『 ラ ・ ゲ ィ ・ ポ ピュ レー ル 』。『 舞 台 衣装 ( ル ・ 
コス チュ ー ム ・ オ ・ テ アト ル ) 」 誌 の た め に 初め て 挿絵 を 描 
<. 
ポー ル ・ ゴ ー ガ ン と 知り 合う . 出版 社 ア ルマン ・ コ ラン の た 
め の 仕事 を 始め る . 

絵画 制作 で は , 「《〈 小 椅子 の 聖母 》 を 描く ラフ ァ エ ロ 」,「 モ 
ラヴ ィ ア で キリ スト 教 伝道 を 行なう スラ ヴ の 伝道 師 聖 ツィ 
リル と 聖 メト ジェ イ 」,「 モ ラフ スケ ー・ ス ロ ヴ ァ ー ツ コ で キャ 
ロ ル を うた う 異 邦人 の 歌手 た ち 」 を 描く 。 

「 宝 くじ (ボン ド ・ ラ ・ コ ンコ ルド ) 」 を デザ イン する . 
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ポー ル ・ ゴ ー ガ ン , グ ラン | エー ル 通 り の ミュ シャ の アト リエ で 1891 
Paul Gauguin in Mucha's studio (1891) 


1892 —— ジョ ル ジ ュ ・ ロ シュ グロ ス と 共に , 著 名 な 歴史 家 シ ャ ルル ・ 


セ ニ ョ ボ ス 著 "ドイ ツ の 歴史 の 諸 場面 と と エピソード 』 の 挿 
絵 の 依頼 を 受け る . 1892 年 に 完成 。 シ ャ ルル ・ ロ リュ ー 社 
の 最初 の 広告 パネ ル や カレ ンダ ー を 制作 する 。 

美術 中 央 協会 主催 の 「 女 性 芸術 展 」 が パリ で 開催 きれ 
る 


1893 —— プラ ハ の 出版 社 シ ィ ー チ ェ ッ ク の 注文 で , ス ヴァ ト プ ル 


ク ・ チ ェ フ 著 「 ア ダミ テー』 の 挿絵 を 描き 始め る 


1894 ——— 


1895 — — 


1806 — — 


کڪ 1897 


雑誌 黄金 の プラ ハ ( ズ ラ タ ー・ プ ラ ハ )』 は 彼 の 以前 の 絵 
画 「 オ ダリ スク 」 を 掲載 し , ま た 雑誌 『 ス ピ ェ ト ゾ ー ル 』 は 
「 源 死 の モー ゼ 」 と ス ヴ ァ ト プ ル ク ・ チ ェ フ の 詩 に つけ た 東 
洋 的 な モチ ー フ に よる 挿絵 を 掲載 する . 

Г ЕМИР. 
パリ の カー ニ バ ル に ちな む 3 点 の 水彩 画 が 完成 年末, 
ヴィ クト リア ン ・ サ ルド ゥ 作 の 劇 曲 「 ジ スモ ンダ 」 に 主演 す 
る サラ ・ ベ ルナ ー ル の た め に 最初 の ポス ター を 制作 ( 印 
刷 は 出版 社 ル メル スィ エ に よる ) . 
フラ ンス 美術 家 協 会 サロ ン に 『 ド イツ の 歴史 の 諸 場面 と 
エピ ソー ド 」 の 挿絵 の た め の 4 点 の 素描 を 出品 , 優秀 賞 
MESS. 
サラ ・ ベ ルナ ー ル と 6 年 間 の 契約 を 結ぶ . 3 月 に は サロ 
ン ・ デ ・ サ ン の グル ー プ 展 に 参加 し , 一 緒 に ロ プ ス , ト ゥ ー 
ルー ズ = ロ ー ト レッ ク , モラ ン , オ スペ ー ル , ラッ セン フォ ス 
等 が 出品 する 
契約 に 基き シャ ンプ ノワ 社 が ミュ シャ の ポス ター の 印刷 を 
開始 
ポス ター の 他 に , 最 初 の 装飾 パネ ル < 四 季 〉 を 制作 する . 
『 フ ィ ガ ロ ・ イ リュ スト レー」 誌 で , 最初 の 彼 の 表紙 が カラ ー 
で 掲載 きれる. ルフェーヴル = ユ テ ィ ル 社 の た め の 最初 の 
作品 が 完成 芸術 ポス ター 展 に 6 点 の ポス ター を 出品 
33. 

1 月 2 日 , サラ ・ ベ ルナ ー ル が ミュ シャ に 手紙 を 送る . ミ ュ 
シャ は その 手紙 を 。 2 月 15 日 か ら サ ン ・ ラ ザー ル 通 り 18 
番地 の ラ ・ ボ ディ ニ ェ ー ル 画廊 で 『 ジ ェ ル ナル ・ デ ・ ザ ル 
ティ スト 」 誌 が 主催 し た 彼 の 最初 の 個展 の カタ ログ (収録 
作品 数 107 点 ) の 序文 に 用 いた . 

6 月 , ボ ナ バ ル ト 街 31 番 地 の 『 ラ ・ プ リュ ム 』 誌 の ギャ ラリ 
ー( サ ロン ・ デ ・ サ ン ) で 2 回 目 の 個 展開 催 . カ タロ グ 収 
録 作品 数 は 448 点 . 個 展 期間 中 ,『 ラ ・ プ リュ ム 』 誌 は ミュ シ 
ャ 特集 号 を 刊行 . 

6 月 4 日 , サラ ・ ベ ルナ ー ル は ミュ シャ の 依頼 に より ,『 ラ ・ 
フラ ンス 』 誌 に お いて , ミ ュ シ ャ が ハン ガリ ー 人 , タ ター ル 
人 , ス ペイ ン 人 で ある と いう うわ さ を 否 定 し ,「 彼 は 出身 
や 出生 地 に よっ て だ け で は な く , 感 性 や 心情 や 愛 
よっ て も モラ ヴィ ア 生 まれ の チェ コ 人 で ある 」 と 証言 す 
3. 
パリ 展 で の 個展 出品 作 中 約 300 点 は , プ ラ ハ の 「 ト ピチ 
ュ ・ サ ロン 」 展 や ミュ ン ヘ ン の 「 リ ッ タ ウェ ル 」 展 で 出品 され 
Ф. 
グラ ッ セ や シェ レ と 共に , ウィ ー ン の キュ ンス トラ ー・ ハ ウス 
で ひら か れ た ミュ ン ヘ ン の 個人 コレ クシ ョ ン に よる ポス タ 
一 展 に 出品 され る . 
プラ ハ に お ける 建築 と 工学 」 展 の た め の ポ ボス ター・ コ ンク 
ー ル に 参加 , 第 二 位 の 賞 を 得る . 
バス テル 画 「 殺 人 」 の 前 に いる ミュ シャ の 写真 に み ら れる 
よう な 初期 の パス テル 画 が ,『 ラ ・ プ リュ ム 』 誌 の ミュ シャ 特 
集 号 に 掲載 され る . 

の 花 」 と 題する 装飾 パネ ル 制 作 . 

ステ ンド ・ グ ラス の 窓 を デザ イン する 。 

出版 社 HI ピア ツァ が ロペ ー ル ・ ド ・ フ レー ル 著 『 ト リポ リ の 
姫君 イル ゼ 」 を 出版 。 ミ ュ シ ャ は 134 点 の 挿絵 を 担当 する . 
ミュ シャ が プラ ハ で 初め て 挿絵 を 描い た ス ヴ ァ ト プ ル ク ・ 
チェ フ 著 『 ア ダミ テー』 の チェ コ 語 の 詩 が , プ ラ ハ で 出版 
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ana, 
国際 民衆 芸術 協会 の 会 員 と な る 。 

9 月 , サラ * ベ ルナ ー ル が 所 有 権 を 有する 「『 ジ スモ ンダ 』 
の ポス ター の うち 550 枚 を 無断 使用 し た 廉 で , セ ー ヌ 商 
業 裁判 所 が ル メ ルス ィ エ 社 を 告発 する 。 

12 月 ミュ シャ の アト リエ で ,「 人 類 館 」 の 完成 模型 が 公開 
され る . 
雑誌 「 コ コリ コ 」 2 月 15 日 号 に よれ ば , ミ ュ シ ャ は スタ ニス 
ラス 通り 6 番地 に あっ た アカ デミ ー・ カ ル メン で 紳士 激 
女 絵画 教室 を 日 曜 を 除く 毎日 19--21 時 に 開講 する . そ 
こ で は 毎日 午後 に ホイ ッ スラ ー が 教鞭 を と っ て い 
春 に は セ ニ ョ ボス 著 『 ス ペイ ン 史 」 の 挿絵 の イメ ー ジ 作り 
の た め ス ペイ ン に 旅行 . バルセロナ , タラ ゴナ , ヴァ レン シ 
ア , カ ル タ ゴ , グ ラナ ダ , コ ルド バ , アル ハン プラ , マドリ ッ 
ド , ト レ ド , ブルゴス, サラ ゴス , サン ・ セ パス ティ アン を 短 
2. 
バル カン 諸国 へ 旅行 し ,「 ス ラヴ 叙事詩 』 を 作る た め の 
最初 の アイ ディ ア を 練る . 
トリ アポ ン と グラ ッ セ と 一 緒 に ,「 フ ラン ス に お ける 外国 語 
の 宣伝 協会 」 主 催 の 公開 コン ター ル で の ポス ター の 審査 
員 と な る 。 
フル ジム , フ ラ デ ツ ・ ク ラー ロ ヴ ェ ー( ボ へ ミア ) , そ し て ブ 
ダ ベ スト (ハン ガリ ー) で ミュ シャ の ポス ター と 装飾 パネ ル 
の 展覧 会 が 行なわ れる . 
< 四 芸術 >。「 桜 の 花 」, そ し て 「 蓮 」 と 題する パネ ル 制 作 。 
A コ ラン 出版 社 か ら 『 ド イツ の 歴史 の 諸 場面 と エピ ソー 
ド 」 が 出版 され る . 
ポー ル ・ ヴ ェ ロ ラ 著 『 ラ マ 』 が ビ プ リオ テー ク ・ ア リス ティ ッ 
ク ・ エ ツテ レー ル 社 か ら 出 版 さ れる 。 
ウィ ー ン の 工芸 学校 の 講師 に な る 誘い を 断る 。 

お そら く は , 自分 の 青春 の ノスタルジック な 回 想 と し て 。 
「 通 り 過ぎ る 風 が 若 さ を 礁 い 去る 」 と 題する デッサン を 描 
< 

パリ 万 国 博覧 会 (1900 年 ) の ボス ニア ニ ヘ ルツ ェ ゴ ヴィ ナ 
館 の 装飾 の 注文 。 オ ー ス トリ アニ ハン ガリ ー 帝 国 の 博覧 
会 ポス ター と , 博覧 会 カタ ログ の 表紙 の 注文 を 受け る 。 

「 羽 」 と 「 桜 草 」「 朝 」 と 「 夕 暮 」 と 題する 対 の パネ ル 。 連 作 
く 四 つ の 時 の 流れ > を 制作 . 

出版 社 F. シ ャ ンプ ノワ と 革 ビ ピア ツァ が ミュ シャ の 挿絵 と 
解説 付き の 『 主 の 祈り 」 を 出版 . 

サラ ・ ベ ルナ ー ル と の 契約 終了 . パリ 万 国 博覧 会 の ボス 
ニア = ヘル ツェ ゴ ヴ ィ ナ 館 の 装飾 を 担当 , 銀 賞 を 受け 
る . 博覧 会 の 公式 カタ ログ に は さら に 次 の よう な ミュ シャ の 
作品 が 記載 され て いる .No.99「 主 の 祈り (水彩画 )。 
No.100「 女 」( 装 飾 パネ ル ), No.101「 年 月 」( デ ッ サ ン ) 
No.102「 自 然 』 No.22 セク ショ ン 9「 ラ ・ ナ チュ ー ル 」 

(ブロ ンズ の 胸像 ), そ し て A. フ ァ ー ブ ル (1900 年 5 A, 
рр. 587-589) に よる と , グ ラン ・ パ レ の ウィ ー ン ・ セ クシ ョ ン 
で 他 に 二 つ の 象徴 主義 的 な パネ ル が 展示 され た . さ ら 
に バリ に 住 せ オー スト リア 人 の セク ショ ン で 一 年 の 十 二 カ 
月 を 展示 し た が , そ れ ら は 1899 年 に 「 美 術 と 文学 に よる 
一 ヵ月 ( ル ・ モ ア ・ リ テレ ー ル ・ エ ・ ピ トレ スク ) 」 誌 の 表紙 に 
お いて 発表 きれ た も の . ま た , オ ー ス トリ ア 館 や オル セー 
河岸 で は ,『 主 の 折り 』 の た め の 25 点 の オリ ジ ナル ・ デ ッ サ 
ン が 展示 され た 。 
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1902 — a 


シャ ンド ・ マ ルス の アク セ サ リ ー の セク ショ ン に ,「 ミ ュ シ ャ 
の 宝石 」 が 入っ た ショ ー ケ ー ス 。6 点 の プロ ンズ の 彫像 を 
設置 . また 。 香水 の コー ナー に , 「 香水 店 ・ ウ ー ビ ガ ン 」 社 
の た め の 装 節 画 が 展示 され , マ テル ス ド ル ク に あっ た ジ | 
ン ツ キー 工場 (現在 ヴ ラ テ ィ ス ラヴ ィ ツ ェ 市 に ある ビ テック 
ス 社 ) の た め に , ミ ュ シ ャ の デザ イン に よる 4.5X6m の カ 
ー ペ ッ ト が 展示 され た . 

フラ ン ツ ・ ヨ ゼ フ ー 世 勲 軸 士 に 任 ぜ られ る . 

プラ ハ で ミュ シャ の 表紙 に よる アル バム 『 プ ラ ハ か ら パ リ 
へ 』 が 出版 され る . 

アナ トー ル ・ フ ラン ス 著 『 ク リオ 』 が レヴ ィ 社 か ら 出版 され 
る . 表紙 に ある 素描 は , タ イト ル ペ ー ジ に 再 録 され , エ ミー 
ル ・ ゾ ラ に ささ げ ら れ て いる 。 

エミ ー ル ・ ジ ェ バ ー ル 著 『 ク リス マス と 複 活 奈 を 告げ る 鐘 
が 出版 社 HH. ピア ツァ か ら 出 版 され る . 

シャ ルル ・ マ ッ ソ ン の 記事 (「 美 術 と 装飾 (アー ル ・ エ ・ デ コ 
ラ シ オ ン ) 誌 」1900 年 , 5 月 ) に よる と , ミ ュ シ ャ は 「 七 つの 
大 罪 」 を 擬人 化す る パス テル 画 に 取り か か っ て お り , そ の 
パス テル 画 は 「 身 に まとう も の も な い 貧 し い 人 間 を 描き 
彼 等 の 宿命 の 帰結 と し て 情念 か ら 生 じ た , 人 間 の 秘密 | 
人 間 の 犯罪 , 人 間 の 肉体 的 , 精神 的 苦痛 を 浮き 彫り に し 
た 」. 幾つ か の スケ ッ チ は お そら く < 後 に 。 プ ラ ハ (1950 智 
で 「 社 会 の どん 底 か ら 」 と いう 題名 で 出品 され た . 

ミュ シャ 夫人 に よる と , ミ ュ シ ャ は これ ら の 絵 が 描か れ て い 
た 時 に アン リド トゥー ルー ズ = ロ ー ト レッ ク の 弟 と の 付き 
合い が あり , そ の た め に ロー トレ ッ ク の アト リエ に 出入 り し 
て いた と いう 。 

連作 パネ ル 「 四 季 」( 第 二 版 ) 制 作 。 フ ー ケ 宝飾 店 の た め 
の デザ イン を 始め る . こ こ は 最も 統一 さん た アー ル ヌ ニ 
ヴォ ー の 室内 装飾 の 店 の 一 つ に な る . 

ラリ ッ ク , ガレ , グラッセ, ビ ゴ , ヴェ ルネ イ ュ 等 と 一 緒 に 
ルド ー に お ける 近代 美術 協会 (ソシエ テ ・ サ ント ラル ・ そ 〒 
ルン ) の 第 二 回 展 に 出品 する . 

レジ オン ド ・ ヌ ー ル 勲章 受章 . 

チェ コ の 科学 芸術 アカ デミ ー の 美術 部 門 の 会 員 に 選 因 
п. 

パリ の ロワ イヤ ル 街 に フー ケ の 店 が 開店 する 。 
プラ ハ で 『 主 の 祈り 』 の チェ コ 語 版 が 出版 され る . 
ヴェ ルネ イ ュ や オリ オー ル と 一 緒 に リプ レー ル ・ サ ント 
ル ・ デ ・ ポ ザー ル か ら ,『 装 飾 的 配合 (コン ピ ネ ゾン . オ 衣 
ナマ ンタ ル )」 を 出版 する . 

「 葛 」 と 「 月 桂樹 」 と 題する 二 対 の パネ ル が 発行 きれ る 
エル サレ ム の 聖 マリ ア 被 昇天 教会 の た め の 一連 の 
画 に 取り 組む が , 最 終 的 に は 実現 し な か っ た 。 
チェ コ の 美術 家 協 会 「 マ ー ネ ス 」 が プラ ハ で オー ギョ 
ト ・ ロ ダン 大 展覧 会 を 開催 . ミュシャ は 友人 の ロダ ン 4 
い , プラハ と モラ ヴィ ア を 訪ね る . ロ ダン は その 地 に | 
続け て いる 民俗 芸能 に 驚嘆 する . 
プラ ハ で の 「 プ ラ ハ 美 術 協 会 」 の 春の 展覧 会 に ' 生 
り 』 の 原画 を 出品 する . 装飾 パネ ル < 四 つの 星 ) 制 作 
工芸 家 向け の ハン ド ・ ブ ッ ク 「 装 飾 資料 集 」 が パリ の 
レー ル ・ サ ント ラル ・ デ ・ ボ ザー ル か 刊行. 
自費 出版 で , 画 家 ジェ ジ ナ と 一 緒 に ,『 コ ンス タン チ 
会 議 以前 の ヤン ・ フ ス 』 と 題する 本 を 出版 ミュ シャ の 
絵 は , 8, 24, 64, 72,80 ペ ー ジ に ). 





























1903 パリ で 未来 の 奏 マ リ ・ ヒ ティ ロ ヴ ァ ー に 会 う . 彼 女 は 一 時 ミ 
ュ シ ャ の 生徒 で あっ た . 
故 卿 へ の 思い を 託し た 「 イ ヴァ ンチ ッ ツェ の 想い 出 」 と 題 
する 絵画 を 描く . 
国民 劇場 用 に スメタナ 作曲 の チェ コ ・ オ ペラ 『 リ プシ ェ 』 の 
舞台 装置 を 制作 . 

1904 この 年 まで は 週 二 回 , 教 鞭 を と っ て いた . 


アメ リカ に 招 か れる . 祖国 の た め の 制作 に 専念 で きる よ 
3, 上 流 社会 の 人 た ちの 肖像 画 を 描き , 十分 な 資金 を 得 







ニュ ー ズ , 紙 4 月 3 日 版 は ミュ シ 
の た め に カラ ー 版 ミュ シャ 特 
集 を 発行 . そ の 際 , ミ ュ シ ャ が アメ リカ 市 民 に あて た 版画 
「 友 情 』 が 発表 きれ る . 

1 月 に は ,「 ペ テロ ニウス と ユニ ス 」, 後 に 「 ク オ ・ ヴ ァ デ ィ 
ス 」 と 題 され る 絵 を 完成 。 1 月 28 日 に ウィ ー ン の 展覧 会 に 
送り 出す .「 ル フェ ー ヴ ル = ユ ティ ル 」 社 の た め に 『 遠 国 の 
姫君 』 に 挫 す る サラ ・ ペ ルナ ー ル を 描く 。 


ル ・ シ ャ ン ペン ) の ポス ター が 見 える 1903 年 永年 の 友人 で あっ た ベル ト * ド ・ ラ ラン ド の 肖像 画 を 制 
Mucha's studio in the Rue du Val de Grace (1903) 






+ の アト リエ 1903 年 
Mucha's studio in the Rue du Val de Grace (1903) 


тле 3— ABD. 








クオ ・ ツ ヴァ ディ ス の た め の デ ッ サン を する ミュ シャ 19048 
Mucha drawing a sketch for Quo Vadis (1904) 


モー リス ・ ピ ラー ル ・ ヴ ェ ル ネイ ュ 編 集 で り プ レー ル ・ サ ント 

ー ル か ら ,『 植 物 百科 事典 』 が 出版 され 始 
め , ミ ュ シ ャ は 他 の 七 人 の 挿絵 画家 と 一 緒 に イラ スト を 担 
当 . 

1905 — ヨー ロッ パ か ら ア メリ カ へ の 船旅 の 途中 ミュシャ は チェ コ 
の 歴史 作家 アロ イス ・ イ ラー セッ ク の 小説 『 全 て に 抗 し 
て 」 を 読み , 自国 の 歴史 や 偉大 さき を 絵 で 表現 する こと を 
決心 する . 
ニュ ー ヨ ー ク で は ,『 へ ラル ド * ト リピ ュー ン , 紙 の 報道 記者 
に よっ て 歓迎 され る . 有 名 な チェ コ の ヴァ イオ リ ニ スト の ヤ 
ン ・ ク ター ベリ ッ ク 氏 と 知り 合う 。 
アメ リカ 在住 の チェ コ の 音楽 家 ミ ラダ ・ チ ェ ル ナー の 肖像 
を 制作 する . (後に 彼女 の 娘 で ある チェ ロ 演奏 者 スズ デン 
カ ・ チ ェ ル ナー の ポス ター を デザ イン する .) 
ニュ ー ヨ ー ク に お ける 美術 講座 で は 生徒 数 が 22 名 大 部 
分 が 専門 学校 の 教師 で あっ た . 画 商 ア ドラ ー が 手配 し 


ОМ ы Ry т た ニュ ー ヨ ー ク に お ける 回 顧 展 の 準備 を する . アド ラー の 
Miss Marie ilová, ү in his studio in Rue du Val de Gráce (1903) 
e dede b a maa eee TRA AEDT 20208 BBM (AURIS, TEL TR 
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1906 —— 


ig 


1909 —— — 


1910) — — 
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を 飾っ た イン ディ アン の 女 」) に よる 装飾 パネ ル の 制作 を 
試み る . 

この 回 願 展 覧 会 で アメ リカ 市 民 に 見 せ た か っ た 『 主 の 祈 
り 」 の 通関 問題 が お きる . 

アメ リカ の 写真 光学 機器 会 社 用 の ポス ター コン クール 
の 審査 員 長 に な る . フィラ デル フィ ア や シカ ゴ へ 招待 され 
て 訪問 し , そこ で の ち に 教鞭 を 取る こと と な る . 

ニュ ー ヨ ー ク の サク レ ・ ク ター ル 教 会 の た め に 聖母 像 を 制 
fF 

ハン ド ・ ブ ッ ク "装飾 資料 集 」 が パリ の リプ レー ル ・ サ ント ラ 
ル ・ デ ・ ボ ザー ル か ら 判 行 。 

6 月 10 日 , マリ ・ ヒ ティ ロ ヴ ァ ー と プラ ハ の スト ラ ホ フ 区 の 
聖 ロフ 教会 で 結婚 . ハ ネム ー ン を ボヘミア 南西 部 の ペ 
ツ ・ ポ ド ・ チ ェ ル フォ ヴェ ム で 過ごす . 同 地 で 6 点 の 連作 
POM Wit) Ша, 装 節 額 縁 を 彼 の 妻 が 制作 し た . 雑 
誌 「 黄 金 の プラ ハ ( ズ ラ タ ー・ プ ラ ハ )』 に よれ ば , ホ ツ コ で 
版画 100 点 を 制作 . 

新婚 旅行 中 に , ミ ュ シ ャ の 妹 が 住ん で いた フス トペ チェ 
市 の 国民 会 館 の た め の 株主 証 券 の 下絵 も 描き 上 げ る . 
秋 に 妻 と 共に アメ リカ へ 発つ . 10 月 15 日 より , シ カゴ 美術 
研究 所 で 講義 を 始め る . 

ニュ ー ヨ ー ク の 女子 応用 美術 学校 の 教授 に 任命 され る . 
「 人 生 の 三 つ の 時 期 」 と 題する パネ ル が 完成 。 

南 スラ ヴ 協 会 「 ラ ダ 」 の 設立 の 際 に , ピ ェ シ ー ン や プ コ ヴ 
ァ ツ と 共に , ル ー マ ニ ア 皇 帝 よ り 最高 勲 酔 士 を 授与 され 
2. 
長方形 の パネ ル 「 ワ イン 」 の 制作 は 1907 年 と 8 れ て いる 
が 雑誌 黄金 の プラ ハ ( ズ ラ タ ー・ プ ラ ハ )」 で 発表 され る 
の は 一 年 後 で ある . アー モー ル ・ カ ン パ ニー 社 の た め に , 
ミュ シャ 石鹸 の 箱 の デザ イン を する . 

秋 に ボス トン 交響 楽団 の コン サー ト で スメタナ 作曲 の 交 
WH bx を 聞き 。 芸 術 を 通し て スラ ヴ の 団結 を 
促し , ス ラヴ 諸国 の 文化 に 注意 を 引く た め に , REL 
ザ る 決心 を する . 

春 , ニ ュー ヨー ク の 中 心 に ある ドイ ツ 劇 場 の 新しい 建物 
の 装飾 を 10 月 15 日 まで の 期限 つき で 依頼 され る が , 劇 
場 は 一 年 後に 閉鎖 し て し まっ た .。 

娘 ヤ ロス ラヴ ァ が ニュ ー ヨ ー ク で 生ま れる . 夏休み は 一 家 
と 共に , モラ ヴィ ア の ロ シ ッ ツェ 市 の 姉 の 家 で 過ごし , そ こ 
で スラ ヴ 民 族 の 古代 史 を 題材 と する 最初 の 木 談 スケ ッ 
チ を 試み る .『 ス ラヴ 放 事 詩 』 へ の 準備 で ある . 

クリ スマ ス に チャ ー ル ズ ・R. ク レイ ン が ミュ シャ の 『 ス ラヴ 
叙事詩 』 の 計画 に 航 成 し , 財政 援助 に 同意 する . 

ニニ ュー ヨー ク で は , レス リー・ カ ー タ ー の 劇 「 カ ッ サ 』 が ミュ 
ャ の 舞台 装置 に よっ て 上 演 され る が , ЖЩ. 

Уух Ул TY LAOKAY Fell 
#. 

「 ス ラヴ 民族 の 移動 」 と 題する パス テル 画 が 完成. 

『 イ ヤー・ ブ ッ ク 』 に 二 つ の イラ スト を 提供 (ニュー ヨー ク , 
プラ イデ ス ・ ク ラブ , 1909 年 ) 

コロ レ ド ニ マン ス フ ェ ル ド 伯 爵 よ り , 西 ボ へ ミア の ズ ビ ロフ 
城 の 一 牙 を 住ま いや アト リエ と し て ,18 年 間 の 契約 で 借 
95. 

「 ス ラヴ 叙事詩 』」 の た め の 資料 を , パ ラ ツ キ ー の 歴史 の 
本 や , ビ ドロ 著 『 ス ラヴ 民 族 』 や , ノ ツ ォ トニ ィ 著 『 チ ェ コ の 





















ミュ シャ と 一 人 の 妹 。 ア ン ナ と アン ジェ ラ 1909F 
Mucha and his two sisters, Anna and Andéla (1909) 





「『 ス ラヴ 叙事詩 」 の ロシア 取材 旅行 で ミュ シャ 撮影 の 写真 1913 年 
Photograph taken in Russia by Mucha for a sketch (1913) 


「 ス ラヴ 叙事詩 」 の ロシア 取材 旅行 で ミュ シャ 撮影 の 写真 (クレ ムリ ン の 前 ) 1913F 
Photograph taken in Russia by Mucha in front of the Kremlin (1913) 





ADR, TV74 ALON OAD Y7, RFA—U EME ah 1915F 
Mocha's family: Alphonse and daughter Jaroslava with Maruška holding son Jiří (1915) 





ADEM SALAS CREF END + TADEDOR-KELSSAY 191520 
Mucha posing for the Slav Epic: Huss Preaching at the Bethlehem Chapel (c.1915) 





アル フォ ンス バミュ シャ (59 歳 の ミュ シャ ) 1019 
‘Alphonse Mucha at 59 years of age (1919) 
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歴史 』 な どの 出版 物 で 探し 求め る . 他 に , フ ラン ス 人 の ス 
ラヴ 歴史 家 エ ルン スト ドニ に 相談 する . 

1913 年 まで , 定期 的 に パリ を 訪ね る . 

リリ テラ リー・ ダ イジ ェ スト 」 誌 の た め の 表 紙 の 制作 。 

アド リア 海岸 の , フ ロー ラ ・ ヤ クシ ー ツ の 別荘 で 『 ス ラヴ 叙 
事 詩 ,「 原 故郷 の スラ ヴ 民 族 」「 ス ラヴ 式典 礼 の 導 
入 」,「 ス ヴァ ント ヴィ ト 祭 』 の た め 最 初 の 油絵 の スケ ッ チ に 
着手 . 

12H 6 B, プラ ハ 市 に 『 原 故郷 の スラ ヴ 民 族 」,「 メ ヴ ツァン 
ト ヴ ィ ト 祭 」,「 ス ラヴ 式典 礼 の 導入 」 と 題する 三 つ の 油絵 
を 贈る . 

ポー ラン ド ( ガ リチア , ワル シャ ワ ), お よび ロシア (モス ク 
7, ペトロ グラ ー ド ) へ 旅行 する . モ スク ワ で は 工芸 大 学 を 
訪問 し , ミ ュ シャ を 模範 と し て 勉強 し て いる 学生 た ち に 歓 
mens, 

再び , し ば らく アメ リカ に 滞在 

5 月 30 日 , プ ラ ハ 市 に 『 ス ラヴ 叙事詩 』,「 シ ゲッ ト の 防 
衛 」』「 イ ヴァ ンチ ッ ツ ェ の 友愛 学校 」「 ロ シア で の 農奴 
制 の 廃止 」。 を 贈る . 

息子 イー ジー が 生ま れる 。 

10 月 9 日 , プ ラ ハ 市 に 『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 「 ヤ ン ・ 
チュ 「 ベ ツレ ヘム 教会 で 説教 を する ヤン ・ フ ス 」,「 ク ジー 
ジュ キ で の 会 談 」 を 贈る . 

「 戦 争 」 を テー マ と する 三 つ の 幻想 的 デッサン を 描く 、 
未来 の チェ コス ロバ キア 共和 国 の 新しい 国 章 , お よび 最 
初 の 郵便 切手 を あら か じ め デ ザイ ン す る 。 

10 月 19 日 。 プ ラ ハ 市 に 「『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 「 ペ トル ・ ヘ ル チ 
ツキ ー」,「 ヤ ン ・ ア ー モ ス ・ コ メン スキ ー」 を 贈る . 

ウィ ルソン へ の 歓迎 メッ セー ジ と し て ,「 光 と 暗 間 と の 戦 
い 」 を 描き , そ の た め の 習 作 と し て 。 前 年 制作 の 戦争 」 と 
題する 作品 を 使用 する . 

新しい 国家 の た め の 国 章 や 最初 の 切手 や 紙幣 の デザ 
イン 完了 . 

『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 最初 の 11 点 を プラ ハ で 展示 。 

チェ コス ロバ キア の 120 コ ルナ 100 コ ルナ , そ し て 5 コル 
TERT VY. 

アメ リカ へ 出発. 

チェ コ の 100 コ ルナ 紙幣 の 裏側 に は , ク レイ ン の 娘 を モデ 
ル と し た スラ ヴィ ア の 女性 像 を 使用 する . 

「『 ス ラヴ 叙事詩 』 5 点 を , シ カゴ 美術 研究 所 と ニュ ー ヨ ー 
ク の プル ッ ク リ ン 美 術 館 で 展示 し 。 成功 を お さめ る . 題し 
て 「 ア ルフ ォ ン ス ・ ミ ュ シ ャ に よる 歴史 画 ス ラヴ 叙事詩 」. 
序文 は クリ スチ ャ ン ・ ブ プラ イン トル 博士 作品 解説 は シャ 
ー ル カ ・ フ ルプ コ ヴ ィ ー 教 授 が 担当 (プル ッ ク リ ン 美 術 館 , 
19215). 

クィ ド ・ マ リア ・ ヴ ィ ス コチ ル 著 『 海 の 攻撃 』(E. ボ フォ ー ル 
出版 。 プラ ハ ) に 挿絵 を 付け る 。 

アメ リカ か ら チェ コス ロバ キア 共和 国 に 帰国 (また は 1923 
年 初頭) 

2 月 27 日 , プ ラ ハ 市 に 『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 「 王 プ ジ ェ ミス 
ル ・ オ タカ ル 2 世 」 を 贈る 。 

バル カン 諸国 へ 旅行 . 

9 月 18 日 , プラ ハ 市 に 『 ス ラヴ 叙事詩 』 の 「 グ リュ ン ヴ ァ ル 
ト の 戦い が 終っ て 」 を 提出 。 

プラ ハ 市 に 『 ス ラヴ 統 事 詩 』 の 「 ヴ ィ ト コ フ 山 の 戦 ね が 終っ 
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アル フォ ンス ミュ シャ 19368 
Alphonse Mucha (1936) 
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ミニ シャ, プラハ の アト リエ で 、『 ミ ュー ズ ュ 、『 百 合 の 中 の 束 母 』 と 『 メ ディ ア 」 の : 


and the poster Médée (1938) 


Mucha in his studio in Prague with the paintings Muse, Madonna in the Lilies 
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1929 ニニ ニラ 
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5. 

プラ ハ 市 プ ベ ネ チ ュ 区 の わが 家 へ 引越 し 。 

10 月 , ミ ュ シ ャ と チャ ー ル ズ ・R. ク レイ ン は , NARAR 
的 絵画 「 ス ラヴ 叙事詩 』( 大 部 分 6 X 8 メー トル ) を チェ コ 
国民 お よび プラ ハ 市 に 贈呈 する と 発表 , こ れ ら の 作品 
見 本 市 宮殿 で 展示 され た . 

ポワン カレ に ささ げ ら れ た 「 フ ラン ス は チェ コス ロ パ キア 
解放 する 」 と 題する 絵 が 誕生 する . 

クラ ー ク ・ エ キッ プ メ ント 社 (シカ ゴ , ラン ドル フ 通 り 86 宣 
地 ) の た め に 油絵 「 輸 送 の 精神 」 を 制作 . 

プラ ハ の 聖 ヴィ タ 大 聖堂 の 大 司教 礼拝 堂 の ステ ンド 
ラス を デザ イン する 。 

チェ コス ロバ キア の 50 コ ルナ 紙 身 を デザ イン する . 88 
地 ビ ピエ シュ チャ ニ ィ の た め に , 大 き な パ ネル を 描き , そ の 
温泉 の 治癒 力 を 象徴 的 に 表現 する 。 

ニム プ ルク 市 立 銀行 の た め に , 「1421 年 に ニム プル ク 市 
が 神 と プラ ハ 市 民 に 降伏 する 図 」 を 制作 . 

ミュ シャ の 作品 が ピル ゼン , フ ラ デ ツ ・ ク ラー ロ ヴ ェ ー, そ 
し て フル ジム 市 に お いて 展示 され る . 

1919 年 の リト グラ フ を 基 に , 「 眠 れる 大 地 の 春の 目覚 
を 制作 する 。 

プラ ハ の 合唱 団 「 フ ラ ホ ル 」 の た め に , 大 き な 油絵 「 歌 を 
制作 . 

ロキ ツァ ニ ィ 市 役所 の た め に , フス 教徒 時 代 を 素材 と する 
大 作 「 ロ キツ ァ ニ ィ の ヤン 」 を 制作 . 

「『 人 生 と 創作 に つい て の 三 つ の 発言 」 を 書き , こ れ を 私 間 
版 と し て ブル ノー で 出版 する . BAD AIEO DON. 
を も つ 演 劇 の よう に と ら え て いる が , 不正 確 な と ころ が 多 
ө, 

温泉 地 ポ ジェ ブラ ディ の 合唱 演奏 団 の た め に 旗 を 子音 
イン する 。 

パリ の 印象 派 美 術 館 で 。 パ リ 在 住 の も う 一 人 の 有名 な 
ェ コ の 画家 フラ ンチ シェ ッ ク ・ ク プ カ の 作品 と 共に , ミ ュ シ 1 
の 作品 が 展示 され る . カタ ログ に 収録 され た ミュ シャ の 仙 
品数 は 139 点 。 

覚書 き で , この 年 以後 に 制作 され る 「 理 性 の 時 代 」 棒 
知 の 時 代 」, 「 愛 の 時 代 」 と 題する 三 部 作 に つい て 説明 
て いる . 

肺炎 に か か り , 健康 を 害 す 。 

7 月 14 日 , プラ ハ に て 死去 , 
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1900 年 , パリ 万 国 博 覧 会 カタ ログ の 表紙 下絵 


93 


1918-1928 (チェ コス ロバ キア 独立 10 周 年 の ポス ター) 194 


「20 世 紀 」 誌 の 表紙 の た め の 下 絵 
s.. 


4 月 (「 コ コリ コ ] 誌 の 挿絵 ) 


6 月 (「 コ コリ コ ] 誌 の 挿絵 ) 


8 月 (「 コ コリ コ 」 誌 の 挿絵 ) 
eee 


9Я (Гал!) aOR) 


「 愛 人 た ち 」 の ポス ター 

要 の 時 代 

「 ア イ ユー ル の 歌 」 の 表紙 マダ ム - ア メル 社 刊 
アイ リス , 連作 く 四 つの 花 > よ り 

赤い コー ト 

秋 

秋 (アレ ゴリ ー) 

Ж, 装飾 パネ ル の 下絵 

Ж, 連作 く 四 季 > よ り 

明け の 明星 , 連作 く 四 つの 星 > よ り 
明け の 明星 , 連作 く 四 つの 是 > よ り 

朝 の 目覚 め , 連作 く 四 つの 時 の 流れ > より 
「 ア ダミ テー」 ス ヴァ トブ ルク ・ チ ェ ン 著 





アト リエ ミュ シャ ( 凌 節 美術 の 講座 の ポス ター) 

く ア プサン 酒 ン の ポス ター の 下絵 

アメ ジス ト , 連作 く 四 つの 宝石 > より 

「 ア ルマン ・ コ ラン 』 社 の ブッ ク カ パー の 下絵 
... 


イー ゼル と 少女 (広告 パネ ル ) 


129 


92 


162 


107 


110 











タイ トル ペー ジ No. 
異教 徒 の 彫像 を 持つ 女 192 263 
一 年 の 三 季節 59 39 
イヴ ァ ンチ ッ ツ ェ で の クラ リッ ツェ 聖書 の 印刷 199 246 
(「 ス ラヴ 叙事詩 」 の 習作 ) 
イヴ ァ ン チッ ツェ で の 地方 展 ポ ボス ター 178 243 
イヴ ァ ン チッ ツェ の 思い 出 153 192 
「 イ リュ スト ラ シ オ ン ] 誌 の クリ スマ ス 号 の 表紙 57 40 
岩 に 座る 提 婦 10 8з 
ベイ ンカ 族 の 酒 ン の ポス ター( 小 版 ) 64 51 
oe 
ウェ イヴ ァ リー 自転 車 の ポス ター 215 305 
馬 の 品 評 会 の 賞状 の 下絵 208 281 
154 190 
++ 
英知 の 時 代 212 299 
エメ ラル ド , 連作 く 四 つの 宝石 > より 131 138 
宴会 用 メニ ュー 92 105 
宴会 用 メニ ュー の 下絵 92 104 
DEBIONE ICE E32 A 136 189 
AXIBIORURIIEHES3 7 0v 137 195 
( ル : フ ェ ー ヴ ル = ユ ティ ル の 広告 パネ ル ) 
... 
「 オ - カ ル チ ェ ・ ラ タン ] 誌 の 表紙 92 98 
オー スト リア の 沖 意 像 79 86 
[ARICA FERC の 舞台 装置 デザ イン 168 228 
вий 52 24 
踊り 子 の 習作 136 161 
音楽 , 連作 く 四 芸 術 > より 95 101 
音楽 , 連作 く 四 芸術 > より 21 312 
女 占 い 師 59 27 
女 占い 師 192 248 
oe 
カー ネー ショ ン 139 150 
カー ネー ショ ン , 連作 く 四 つ の 花 > よ り 90 96 
еш 232 318 
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タイ トル ペー ジ No. タイ トル ペー ジ No. 





ri 


270 





絵画 , 連作 ぐ 四 芸術 > より 95 100 心 ある 女人 (聖母 の た め の 習 作 , ヤ ロ ス ラ バ - ム ホ ヴ 210 277 
ет, 連作 ぐ 四 芸術 > より 221 313 VeL 
ees TIL RRR 63 45 NERE 920 
カサ ン - フ ィ ス 印刷 所 の ポス ター 68 54 EHUSMAONI. mu 
HO x20 TE (EN Ch VO” FE) i de “SC жее зино 185 237 
m 
ショ ン の た め の 下 絵 138 160 
第 を 頭 に つけ た 少女 と りん ご 184 253 
砂丘 の あ ぎみ (装飾 パ ネル の 下絵 ) 133 157 
ЖИЙ (4 DO 3 fi 7280 FRE) 166 225 
m 
"ut 40 9 
& 桜草 222 315 
「 来 た る 年 66. 70 
桜草 ( 装 節 パネ ル の 下絵) 99 123 
切手 232 332 
押絵 の 下絵 210 288 
切手 = 232 333 
サマ リア の 女 181 255 
希望 の 光 190: 292 
「 サ マリ ア の 女 」 の ポス ター 68 59 
fr& CEE) 178 240 
ポス ター: サ ラ ・ ベ ルナ ー ル п m9 
5 サラ ・ ベ ルナ ー ル 50 歳 誕生 日 の メニ ュー の た め の 213 30 
USI A HORE (彫刻 の た め の 下 絵 ) 93 82 習作 
クキ ヴァ ディ ス 159 199 サラ ベルナール の 頭 部 :「 ロ レン ザッ チオ 』 の ポス タ 56 
[22-77 TAA] ЬО Е 231 320 ー の 下 終 
果物 219 308 サラ ン ボ (装飾 パネル) 76 
『 ク リオ 」 ア ナ ト ー ル ・ フ ラン ス 著 (カル マン レヴ ツィ, パリ) 132 136 サロ ン ・ デ ・ サ ン で の ミュ シャ 展 の ポス ター 68 
T ク リス マス と 復活 祭 を 告げ る 鏡 」 エ ミー ル - ジ ェ バ ー 132 135 サロ ン ・ デ ・ サ ン で の ミュ シャ 展 の ポス ター の 下絵 69 
WH (H. ピア ッ ァ 社 , バリ ) サロ ン : デ ・ サ ン の 第 20 回 展 の ポス ター 55 
グリ ュ ン ヴァ ルト の 戦い が 終わ っ て (「 ス ラヴ ツ 叙 事 詳 」 270 270 Е 
の 習作 ) 
LU RE, 連作 く 四 芸術 シ > より 94 
5: i$, 連作 く 四 芸術 > ょ り 220 
月 桂樹 97 154 
自画 像 35 
ЯШ (fD L) 116 196 
「 ジ スモ ンダ 」 (雑誌 「 ル ・ ゴ ロア 」 誌 の クリ スマ ス 別 51 
月 桂樹 の 小槻 を っ つけ た 少女 の 族 211 296 AY AUA WE) 
sae 36 4 「 ジ スモ ンダ 」 の ポス ター 49 
hs 「 ジ スモ ンダ 」 の ポス ター の 下絵 49 
nop СИС 「 容 用 的 な 住ま い ] 誌 の 表紙 165 
T2212] 850268 (No.19, 18994101) 81 111 Sh, 「 ア ダミ テー」 の イラ スト 218 
「 コ コリ コ 」 誌 の 表紙 (No24, 1899412) 81 112 写真 雑誌 の 表紙 の 下絵 132 
「 コ コリ コ 」 誌 表紙 の 下絵 84 89 モエ ・ エ ・ シ ャ ンド ン 社 ベ シ ャ ン パン ・ ホ ワイ ト ・ ス ター> “98 
「 ビ コリ 1 誌 表紙 の タイ トル ペー ジ の 下絵 80 90 ORAS 















タイ トル ペー ジ No. タイ トル ペー ジ _ No. 
宿命 190 . 260 巻き 煙草 く ジ ョ プン > の ポス ター( 大 ) 70 93 
「 主 の 祈り 」 の 装飾 ペー ジ (H. ビア ツァ 社 , パリ )a 102 116a 巻 煙幕 用 紙 く ジ ョ プ > の ポス ター( 小 ) 70 64 
「 主 の 祈り 」 の 装飾 ペー ジ ( 有 H. ピア ツァ 社 , パリ )b 102 116b 巻 煙草 用 紙 く ジ ョ プ > の ポス ター の 下絵 70 65 
「 主 の 祈り 」 の 装 偽 ペ ー ジ (H. ビア ッ ァ 社 , パリ )c 103 116c 女優 モー ド . ア ダム ス の 肖像 習作 164 221 
「 主 の 祈り の 装 偽 ペー ジ (H. ピア ツァ 社 , パリ )d 103 116 d 向い 象 の 伝説 」 45 13 
[EDHDIDHRIN—Y (Н. ピア ツァ 社 , パリ )e 103 116e 「 自 い 象 の 伝説 の 押絵 10а 41 10a 
Гео) (Н. ピア ツァ 社 , パリ )f 103 116 f 「 白 い 象 の 伝説 」』 の 挿絵 10b 42 10b 
「 計 の 祈り の 装 和 偽 ペ ー ジ (H. ピア ツァ 社 , パリ )g 104 116g 「 自 い 象 の 伝説 の 挿絵 10c 42. 10c 
「 主 の 祈り 」 の 装 和 偽 ペー ジ (H. ピア ツァ 社 , パリ )h 104 116h 『 自 い 象 の 伝説 』 の 挿絵 10d 42. 10d 
「 主 の 祈り 」 の 装 和 偽 ペ ー ジ (H. ピア ツァ 社 , パリ )1 104 1161 「 自 い 象 の 伝説 』 の 押絵 10e 42 10e 
Гоо У (Н. ビア ツァ 社 , パリ )] — 104 116; 白い 象 の 伝説 』 の 挿絵 11-a 43. lla 
「 主 の 祈り 」 の 装備 ペー ジ (H. ピア ツァ 社 , パリ )k — 104 116k 『 白 い 象 の 伝説 』 の 挿絵 11-b 44 7 11b 
ГЕО] ОЗЕ (Н. ETYTH, 7)1 — 104 1161 「 自 い 象 の 伝説 』 の 挿絵 1Lc 447 Ne 
[ 主 の 祈り 」 の 装備 ページ (H. ピア ツァ 社 , パリ )m 105 116m 「 自 い 象 の 伝説 の 挿絵 11-а 44- 11d 
Гои (Н. ピア ツァ 社 , パリ )n — 105 116n 「 自 い 象 の 伝説 』 の 挿絵 1l-e 4 lle 
「 主 の 祈り 」 の 装飾 ペー ジ (H. ピア ツァ 社 , バリ) о 105 116o 白い 布 を 被っ た 少女 190 261 
[EOP | ORMHN—Y (Н. ピア ツァ 社 , パリ )p 105 116p 白い 布 を まとっ た 少女 190 295 
少女 の 肖像 185 244 で 真 福 和 端 >「 幸 福 な る か な , HHS SH] 163 213 
象徴 的 な 構図 の 習作 93 106 で 真 福 八 端 >「 幸 福 な る か な , 義 の た め に 資 め ら — 163. 215 
KANE 208 272 oru 

商標 の 下絵 168 229 CUIU UR > FREDDIE, 心 の 清き 者 …」 162 214 
く シ ョ コラ ・ マ ッ ソ ン ン :1897 年 の カレ ンダ ー 216 304a BSL IN L RSS AS Mle ss 212 
1 月 , 2 月 , 3 月 «JU > FERED, MEL UG | 。 163 217 
く シ ョ コラ ・ マ ッ ソ ン ン :1897 年 の カレ ンダ ー 217 304c で 真 福 人 端 >「 幸 福 な る か な , 柔和 な る 者 …] 163 216 
non URS (cR m AOV] 161 21 
く シ ョ コラ マッ ソン >, ベ シ ョ コラ ・ メ キシ カン > 7 Wa 12 月 号 の タイ トル ・ ペ ー ジ ) 

еи аи LAM о-о, FH 80. 44 
b у ae 7 7b ГА! ORDONA, Fie uus 
く シ ョ コラ ・ マ ッ ソン ツン, く シ ョ コラ ・ メ キシ カン > 77 "ic Е 

(4 枚 っ づり の カレ ンダー) c チェ ロ 次 者 ズ デ ンカ ・ チ ェ ル ナー の ポス ター 178 245 
で ショ コラ ・ マ ッ ツ ン >, く ショ コラ ・ メ キシ カン > 7 та Pasty kl OWAE ы 21 
(4 枚 つ づり の カレ ンダ ー) d 「 ス ペイ ン 史 」 の 挿絵 、 下 絵 51 20 
く シ ョ コラ ・ メ キシ カン >:1897 年 の カレ ンダ ー 217 3044 [ズラ ター・ プ ラ ハ ] 誌 の 表紙 の た め の デ ザイ ン 213 301 
10, 月 11 月 , 12H К Ур, 
て ショ コラ ・ メ キシ カン ンジ :1897 年 の カレ ンダ ー 216 304b кыы Da 


4 月 5 月 6 月 
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タイ トル ペー ジ No. タイ トル ペー ジ No. 
ГАЗ ЦИН | ORAZ — 194 280 [386 A 3938 BIO DO 3638 148 204 
APIO 180 239 TERIA] 11907-0500 RA 148 202 
AFTERBORE COAFIOBRIDOW 202 275 「 装 飾 人 物 集 」 図 21 の た め の 素 描 148 205 
REI Тана ларо M9 26 
кк 195.7286 DENAMK 102600271503 149 207 
座る 女性 の 習作 195522, [ГУ ЛК TODO 149 208 
99 [3 Ай | SLO RO ll 149 209 
жедин, тз ソシエ テ ・ ポ ビュ レー ル ・ デ : ボ ザー ル の ポス ター вз 
Арт Ай, 8 第 6 回 ソコ 地方 大 会 の ポス ター Yo 29 
セル ビア の ツァ ー, シュ チュ パー ンド ゥ シャ ン の 東 ロ ー 201 273 BEET ARRAS DS zi 
estés ATHY О) 
モル ビア の ツァ ー, シュ チュ パー ンド ゥ シャ ン の 東 ロ ー 200 274 ES 
で 帝国 皇帝 即位 (1348 年 , AFIWA [ 2278 fo 107 129 
Жон) SCOP | ETM OR DORE 140 163 
e ダン ス , 連作 く 四 芸術 > より 220 31 
「 装 侯 次 料 集 ] (リプ レ リ ー・ サ ント ラー ル ・- デ - ボ ザー 145 180 ダン ス , 連作 く 四 芸術 > より 94 103 
Mit, バリ ) 
m 
「 装 備 資 料 集 」 図 12 の た め の 素描 141 168 
$ チェ コス ロバ キア Y. ү. С. A の ポス ター 209 268 
「 凌 秘 資 料 集 』 図 10 の た め の 素描 141 169 
チェ コス ロバ キア の 10 コ ルナ 紙幣 209 276 
「 半 徹 資 料 集 」 図 34 の た め の 素 描 142 170 
チェ コス ロバ キア の 50 コ ルナ 紙 刺 の 原画 209 282 
「 装 秘 資 料 集 」 図 45 の た め の 素 描 143 171 
チェ コ の 心 185 249 
TNR] 図 47 の た め の 素 措 143 172 
e 
「 半 人 資料 集 」 図 49 の た め の 素描 142 173 
つ 月 連作 く 四 つの 是 > よ り 134 186 
TERORE] ооа 143 174 
H, 連作 く 四 つ の 星 > より 224 323 
「 装 飾 資料 集 」 図 61 の た め の 素 描 M3 175 
っ た 96 155 
「 装 飾 資料 集 」 図 62 の た め の 素 描 144 176 
Or: (D Il) 116 197 
「 装 侯 資 料 集 」 図 64 の た め の 素描 145 177 
「 棒 姫 」 の ポス ター 56 3 
「 半 人 資料 集 」 図 7 の た め の 素 措 145 178 
m 
「 装 飾 資料 集 」 図 72 の た め の 素 描 144 179 
て 「 伝 説 の 標題 63 47 
「 装 侯 資 料 集 」 図 8 の た め の 素描 141 167 
++ 
ПЕШИН] OF Ab 141 166 
と と ドイ ツ 劇 場 ( ニ ュー ヨー ク ) の 装備 の た め の 下絵 167 224 
PETE] ORDO FI (E 10 164 
通り 過ぎ る 風 が 若き を 春 い 去る 107 130 
PATA OR DOME 10 165 
「 ト スカ 」 の ポス ター 89 18 
「 装 飾 資料 集 」 の ポス ター 145 181 
トパーズ , 連作 く 四 つの 宝石 > より 130 Ml 
es ORE J 146 210 
モエ ・ エ シャ ンド ン 社 ぐ ドラ イア ン ペ リア ル > の | 98 119 
TRAK BORO 147 203 ポス ター 
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最終 デザ イン 


タイ トル ペー ジ No. タイ トル ペー ジ No. 
ドラ ゴン 54 25 SIO Rf PLT О 114 м9 
ベト ラビ ステ ィ ー ヌ 酒 シ の ポス ター 67 58 Ж, 装 偽 パ ネル の 下絵 78 72 
で トラ ピス ティ ー ヌ 酒 ン の ポス ター の 下絵 67 56 Ж, MEC TUR b 58 35 
ベト ラビ ステ ィ ー ス 酒 と の ポス ター の 下絵 67 57 ヴァ レン タイ ン の 死 T ド イツ の 歴史 の 諸 場面 と 54 29 
ТЫЕЈО ЩЕ ЛАЕ по а 62 ава БЕ 
оь ハロ ー ウ ィ ン (万 霊 節 )([ ハ ー ス ト : イ ンタ ー ナ ショ ナル 」 191 267 
ION BORO FR) 
「 ト リポ リ の 姫君 イル ゼ 」 ロ ベー ルド フル ー ル 著 c 62 48c 
万 国 博覧 会 で の オー スト リア 館 の ポス ター 128 137 
「 ト リポ リ の 姫君 イル ゼ 」 ロ ペー ル ・ ド - フ ルー ル 閉 4 62. 48d 
ove 
ss O ИОМ 8820709 FE) 166 226 
E, 装飾 パネ ル の 下絵 78 73 
ビザ ン テ ィ ン 風 の 頭 部 : プ ルネ ッ ト 82 76 
E, 連作 く 四季 > よ り 58 36 
ビザ ン テ ィ ン 風 の 頭 部 : プ ロン ド 8 77 
南西 モラ ヴィ ア 拳 国 一 致 宝くじ と の ポス ター 178 241 
「 美 術 と 文学 に よる 一 ヶ月 ( ル ・ モ アリ テレ ー ル - エ ・ 84 84 
ove ビ ト レス ク ) 」 誌 の 1 月 号 の 表紙 ) 
ボム ク の 帯 ヨハ ネ 像 の ある 藤 物 191 291 KO (KL MB O HO 2:50 FA) 167 227 
RNS AO deo B ED 189 293 DIexvyaBloXAR— 175 238 
et HOME, 連作 く 四 つ の 時 の 流れ > より 109 126 
ベ ノ ー ト ルダム 石鹸 シ と の ポス ター の 下絵 50 22 5 
に D 「 フ ァ ウ スト 』 の 挿絵 習作 36 5 
「 ハ ー ス ト - イ ンタ ー ナ ショ ナル 」 誌 の 表紙 188 266 『 フ ァ ウ スト 」 の 挿絵 習作 36 6 
く パ バー フ ェ ク タ 自転 車 > の ポス ター 66 55 [ファ ウス ト 」 の 近 絵 習作 X 7 
آي‎ 156 222 『 フ ァ ウ スト 」 の ポス ター の た め の 下 絵 164 230 
ハー モニ ー の た め の 習 作 156 222a 「 フ ォ ワイ エ と その 流派 の 詩 」 4 12 
E 219 309 婦人 の 胸像 (メダ イィ ヨン) 115 198 
花 と 羽 根 を 飾っ た イン ディ アン の 女 152 201 冬 138 152 
花 に 囲ま れ た 赤毛 の 女性 (織物 ) 112 143 & 2л 307 
花 に 囲ま れ た 赤毛 の 女性 (織物 の デザ イン ) 112 142 冬 , 装飾 パネ ル の 下絵 79 75 
花 に 囲ま れ た 女 ・ 春 188 247 Ж, 連作 く 四季 > より 58 38 
人 花 を 持つ 女 195 287 て フォックス ラン ド ・ ジ ャ マイ カラ ム 酒 > の ポス ター 7 68 
EL 222 316 プラ ハ 国 民 劇 場 の 記念 シー ト の た め の 習作 208 294 
・ 羽根 (装備 パネ ル の 下絵 ) 99 124 プラ ハ 市 民 会 館 市 長 ホー ル の 天井 画 下 絵 177 234 
「 ハ スレット] の ポス ター 89 117 TIN iili cs vo ME re 177 233 
кк 139 151 TIRAN Kc vou THE 176 235 
HR, 連作 く 四 つの 花 > ょ より 90 95 プラ ハ 市 民 会 館 市 長 ホ ー ル の 奏 画 下絵 176 236 
Меола 7 MER 139 188 プラ ハ 吾 ヴィタ 大 聖堂 の ステ ンド グラ ス の 窓 の 196 289 
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タイ トル ペー ジ No. タイ トル ペー ジ No. 
プラ ハ 王 ヴィ タ 大 聖 党 の ステ ンド グラ ス の 窓 の 196 290 D 
TUMY m к... 
プラ ハ 大 学 を 創立 する カレ ル 4 世 210 278 D CS NS 
TOPORARERORRUKWPROSRAP-O тз 66 Ann 230 317 
FIRM BROMO 7:250 8 f 211 207 pe ix^ 
フル ショ ヴァ ニ 城 の た め の 衝立 Eg. 1 目 を 閉じ た 少女 184 257 
ブル ッ ク リン 美術 館 で の ミュ シャ 展 の ポス ター 209 262 za 
ДО а ТАИ AML 81 81 モエ エッ シャ ント ン の メニ ュー а 100 131a 
に モエ ・ エ ・ シ ャ ンド ン の メニ ュー b 101 131b 
жолын а MEUS. モエ ・ エ シャン ドン の メニ ュー c 101 ile 
MEO TV AV MEM b 14 134b DU EU Te mene 
蛇 の プ レス レッ ト と 指輪 c 125 134c ксы s anodes MES 
waa Loft EE モエ ・ エ シャン ドン の メニ ュー f 101 1811 
ыл OT KON 2а モエ ・ エ シャ ンド ン の メニ ュー g 102 131g 
"Ж モエ ・ エ シャンドン の メニ ュー h 102 131h 
icm л” 燃え る ろう そく と 女 186 269 
шиш u = ы くそ モ ナコ ・ モ ン テ カ ル ロ > の ポス ター 65 5 
(LAF IRN LOWE) 
ACA, HES MDH >) 135 184 р 
dEROR, EE OO > LD ES 4 08, 連作 ぐ 四 つの 時 の 流れ > より 109 127 
百合 , 連作 く 四 つの 花 > よ り 901 97 
... 
LIFT NI OMA EAI OWE EO BS TE 54 28 ORE 20990 
エピ ソー ド 』 の 挿絵 「 百 合 の 中 の 聖母] (最後 の 習作 ) 229 329 
Жо 140 158 ГИЙ Юз] o Fi 228 3% 
эке oe 
[71 23 331 夜明け 106 121 
水差し を 持っ 少女 181 250 夜明け へ の 期待 106 122 
乱れ 髪 の 少女 と チュ ー リ ッ プ 181 256 HOWE, 連作 く 四 つの 星 > より 134 185 
ee} 182 258 HOHE, 連作 く 四 つの 星 > より 24 32 
ミュ シャ の 二 人 の 子供 の 肖像 193 264 MORSE, 連作 く 四 つの 時 の 流れ > より 109 128 
ミュ シャ 夫人 の ネッ クレ ス 123 219 e 
民族 家 装 を 着 た 少女 と 手 の 習作 210 283 rA 126 115a 
e ラナ チュ ー ル b 126 115b 
£ 息子 イー ジー の 肖像 193 265 ラナ チュ ー ル c 126 115c 
эт 7^ 75 ラテ ナチュール d 127 1154 








タイ トル ペー ジ No. タイ トル ペー ジ No. 
裸婦 139 187 く ル フェ ー プ ル = ユ ティ ル - プ ラリ ネ ・ ゴ ー フ ル > の 1 146 
[7:724 БОЗАР @ 50 RU 
Гочу а H3 9la аворо gum 
「 ラ マ 』」 ポ ー ル ・ ヴ ェ ロー ラ 閉 b 13 оь w 
「 ラ マ 」 ポ ー ル ・ ヴ ェ ロー ラ 著 c 13 Ac з ес uis Zu 
[ラマ 」 ポ ー ル ・ ツ ェ ロー ラ 著 d 13 91d 「 レ スタ ンプ ・ モ デル ヌ 』 誌 の 表紙 の た め の 下 絵 * 63 46 
| ラマ] ボー ル - ツ ヴェ ロー ラ 着 e H3 өе c rm ор 
「 ラ マ 」 ポ ボー ル ・ ヴ ェ ロー ラ 著 f 13 91f 連作 く 四 つの 星 > の 下絵 a 223 321a 
「 ラ マ 」 の イラ スト 228 314 IA Sure эг» 
Mo 連作 く 四 つの 星 > の 下絵 c 223 321 て 
y کور‎ 226 319 BALES IE OTR Zu 
理性 の 時 代 212 298 = 
Ezz БО ロー マ の 火災 を 見 つめ る ネロ Wa 2 
< リュ イナ ー ル シャンペン > の ポス ター т 6 LS Zu 
Ог ул узот оь の たら ラン ス の 香水 ぐ ロ ドン の ポス ター 57 34 
< リュ ショ ン , ピレネー の 女王 > の ポス ター 50° 17 кыо ы р 9 
く リ ュ ション , ピレネー の 女王 > の ポス ター の 下絵 — 50 18 
「 リ レタ リー: ダ イジ ェ スト] 誌 の 表紙 (オリ ジ ナ ル ・ 165 232 ; 
デザ イン 1907 年 ) 
りん ご を 持つ クロ ア チ ア の 女 181 259 š 
m 
る 「 ル ・ グ ラン : フ ィ ル 」 ノ エル ・: ゴ ロワ 著 a 61 4la 2 E 
Гл 092-74] VETE TE b 61 41b 
「 ル ・ グ ラン フィ ル 」 ノ エル ・ ゴ ロワ 著 c 61 4с 
ズル: フェー ヴ ル ・ ユ ティ ル ・ ヴ ァ ニ ラ ・ ゴ ー フ ル > の. 110 132 
ラベ ル 
て ルフ ェ ー ヴ ル ・ ユ ティ ル ・ ビ スケ ッ ト > の 散 と 把手 付 110 133 
き 金属 容器 
「 ル ・ モ ア 』 誌 の エン プレ ム の 習作 (「 ク リオ 」 ア ナ ト ー 93 113 
ルフ ラン ス 著 に 使用 され た ) 
、 ルビ ー, 連作 く 四 つの 宝石 > より 130 140 
く ル フェー ブル = ユ テ ィ ル ビス ケッ ト > の ラベ ル 1H 145 
ベル フェ ー ブ ル = ユ ティ ル - ビ スケ ッ ト > の ラベ ル 11 147 
く ル フェ ー プ ブル = ユ ティ ル ・ プ テイ: ボル ドー- ビ スケ ッ 111 148 


ト > の ラベ ル 


タイ トル 





... 

(参考 写真 ) 

プラ ハ 聖 ヴィ タ 大 聖堂 の ステ ンド ・ グ ラス の 窓 ( 現 在 ) 
... 

(参考 図版 ) 

スラ ヴ 叙 事 詩 

GO A27 RIK 

リュ ー ゲ ン 鳥 の ス ヴ ァ ント ヴ 人 祭 

スラ ヴ 式 典礼 の 導入 

プル ガリ ア の ツ ォ ー、 シ メオ ン 

王 プ ジ ェ ミス ル ・ オ カタ ルル I 世 

クロ ミ ェ ジー ジュ の ヤン ミリ ー チ 

グリ ュ ン ヴァ ルト の 戦い が 終わ っ て 

ベッ ツレ ヘム 教会 で 説教 する ヤン : フ ス 

クジ ー ジ ュ キ で の 集会 

ヴ 條 コ フ 山 の 戦い が 終わ っ て 

ベト ル ・ ヘ ル チ ッ キー 

フス 教徒 の 王 イ ー ジ ー・ ポ ジェ プラ ディ 


クロ ア チ ア の 総督 タラ ーシュ ・ シ ュ ビ ピッ チ ・ ズ リン スキ 
ー に よる シゲ ッ ト の 防衛 


イヴ ァ ン チッ ツェ で の クラ リッ ツェ 聖書 の 印刷 

ヤン アモ スコ メン スキ ー の 死 

ETA 

ka AA DE 37:509 
ロシア に お ける 農奴 制 の 廃止 

AFT 
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